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一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
七
月
二
六
日
に
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
一
〇
三
号
‐
同
年
八
月
二
日
公
布
、
翌
平
成
十
五
年
五

月
一
日
施
行
）
が
成
立
し
、
同
法
第
二
五
条
に
お
い
て
受
動
喫
煙
（Second-hand Sm

oke

）⑴
の
防
止
に
つ
い
て
規
定
が
設
け
ら
れ
て
約
十

年
経
っ
た
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
三
月
一
九
日
、
兵
庫
県
議
会
は
か
ね
て
か
ら
制
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
⑵
「
兵
庫
県
受
動
喫

煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」（
平
成
二
十
四
年
兵
庫
県
条
例
第
一
八
号
）
案
を
可
決
成
立
さ
せ
た
⑶
。
県
内
全
域
を
規
制
対
象
と
す
る
受

動
喫
煙
防
止
条
例
は
、
神
奈
川
県
で
も
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
⑷
、
兵
庫
県
の
条
例
の
素
案
に
お
い
て
は
、
神
奈
川
県
の
条
例
よ
り
も
厳

格
な
規
制
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
⑸
。
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
、
公
共
的
施
設
⑹
に
つ
い

て
は
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
四
月
一
日
（
罰
則
規
定
に
つ
い
て
は
同
年
一
〇
月
一
日
、
民
間
施
設
等
⑺
に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
四

月
一
日
）
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
素
案
に
お
け
る
厳
格
な
規
制
に
対
し
て
、
緩
和
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年

一
月
に
は
大
阪
府
が
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
に
向
け
て
素
案
を
提
示
し
、
府
民
か
ら
の
意
見
募
集
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
大
阪
府

の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た
動
き
が
み
ら
れ
る
⑻
。

厚
生
労
働
省
は
二
〇
一
三
年
四
月
に
た
ば
こ
の
健
康
影
響
評
価
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
た
ば
こ
の
健
康
へ
の
評
価
に
つ
い
て
の
公
式
な
見

解
を
ま
と
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
委
員
会
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
は
、
今
後
、
受
動
喫
煙
を
含
め
た
、
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て

受
動
喫
煙
防
止
条
例
と
喫
煙
権
（
喫
煙
の
自
由
）、
嫌
煙
権村　

中　

洋　

介

─
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
事
例
と
し
て
─
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規
制
を
検
討
す
る
地
方
公
共
団
体
も
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

健
康
増
進
法
の
制
定
後
の
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
第
五
六
回
総
会
に
お
い
て
「
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機

関
枠
組
条
約
（W

H
O

 Fram
ew

ork Convention on Tobacco Control 

‐W
H

O
FCTC

：
以
下
た
ば
こ
規
制
条
約
）」
が
採
択
さ
れ
、
国

際
的
に
も
受
動
喫
煙
防
止
の
流
れ
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
⑼
。
本
稿
で
は
、
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
内
容
、
素
案
内
容
、
神
奈
川
県

受
動
喫
煙
防
止
条
例
内
容
と
の
比
較
を
行
う
と
と
も
に
、
過
去
の
嫌
煙
権
判
例
に
関
す
る
先
行
研
究
を
も
と
に
憲
法
上
の
問
題
点
で
あ
る
嫌

煙
権
（
対
：
喫
煙
の
自
由
）、（
規
制
対
象
と
な
る
居
酒
屋
等
の
）
営
業
の
自
由
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
受
動
喫
煙
防
止
に
関
し
て
条
例

制
定
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
に
お
け
る
事
例
研
究
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
、
受
動
喫
煙
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
条
約

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
に
関
す
る
規
定
を
含
む
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
の
健
康
増
進
法
の
制
定

が
最
初
で
あ
り
、
健
康
増
進
法
制
定
以
前
は
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
法
律
は
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
⑽
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）

年
に
平
山
雄
氏
に
よ
っ
て
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
危
険
性
に
つ
い
て
指
摘
⑾
さ
れ
て
以
降
、
受
動
喫
煙
と
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
見

解
が
示
さ
れ
て
き
て
お
り
⑿
、
今
日
で
は
受
動
喫
煙
と
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
へ
の
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う

一
定
の
疫
学
的
見
解
が
定
着
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
七
月
一
日
、
労
働
安

全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
七
号
）
第
七
一
条
の
三
（「
厚
生
労
働
大
臣
（
旧
労
働
大
臣
：
筆
者
）
は
、
前
条
の
事
業
者
が
講
ず
べ
き

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措
置
に
関
し
て
、そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。」）

の
規
定
に
基
づ
く
、
労
働
省
告
示
第
五
九
号
に
よ
り
、
空
気
環
境
の
対
策
と
し
て
「
屋
内
作
業
場
で
は
、
…
…
必
要
に
応
じ
作
業
場
内
に
喫

煙
場
所
を
指
定
す
る
等
の
喫
煙
対
策
を
講
ず
る
こ
と
」
と
す
る
指
針
が
定
め
ら
れ
た
他
に
、
健
康
増
進
法
の
制
定
ま
で
政
府
に
よ
る
具
体
的

な
受
動
喫
煙
対
策
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
一
九
八
六（
昭
和
六
十
一
）年
Ｗ
Ｈ
Ｏ
第
三
九
回
総
会
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
決
議
⒀
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が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
に
は
第
五
六
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
に
お
い
て
た
ば
こ
規
制
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
に
行
わ
れ
た
第
二
回
条
約
締
結
国
会
議
に
お
い
て
、
た
ば
こ
規
制
条
約
第
八
条
（
受
動
喫
煙
対
策
）
に
係
る｢

た
ば
こ
の

煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

（
以
下
：
た
ば
こ
規
制
条
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
⒁
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
発
表
さ
れ
たW

H
O

 policy recom
m

endations “Protection from
 exposure to second-hand 

tobacco sm
oke ”

⒂
に
お
い
て
、「
受
動
喫
煙
は
深
刻
な
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
」
も
の
で
あ
り
、「
喫
煙
室
や
空
気
清
浄
器
の
使
用
で
は

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
二
月
二
七
日
ま
で
に
建
物
内
を
完
全
禁
煙
と
す
る
禁
煙
法
の
制
定
を
締

結
国
に
求
め
た
⒃
。
た
ば
こ
規
制
条
約
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
現
在
、
一
七
七
か
国
が
批
准
、
一
六
八
か
国
が
署
名
し
て
お
り
、
こ

の
条
約
の
第
八
条
（
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
）
に
お
い
て
、「
一
締
約
国
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が

死
亡
、
疾
病
及
び
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
科
学
的
証
拠
に
よ
り
明
白
に
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
二
締
約
国
は
、
屋
内
の

職
場
、
公
共
の
輸
送
機
関
、
屋
内
の
公
共
の
場
所
及
び
適
当
な
場
合
に
は
他
の
公
共
の
場
所
に
お
け
る
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か

ら
の
保
護
を
定
め
る
効
果
的
な
立
法
上
、
執
行
上
、
行
政
上
又
は
他
の
措
置
を
国
内
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
既
存
の
国
の
権
限
の
範
囲
内

で
採
択
し
及
び
実
施
し
、
並
び
に
権
限
の
あ
る
他
の
当
局
に
よ
る
当
該
措
置
の
採
択
及
び
実
施
を
積
極
的
に
促
進
す
る
。」⒄
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
条
約
批
准
国
に
対
し
て
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
係
る
立
法
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

た
ば
こ
規
制
条
約
は
、
た
ば
こ
の
消
費
や
そ
れ
に
よ
る
周
囲
へ
の
効
果
等
が
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
か
ら
現
在
及
び
将
来
の
世
代
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
⒅
、
こ
れ
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
本
人
及
び
周
囲
の
者
の
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響
を
で
き
る
限
り
排
除

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
た
ば
こ
規
制
条
約
に
お
い
て
、
①
需
要
の
減
少
の
た
め
の
課
税
や
価
格

調
整
（
第
六
条
）、
②
受
動
喫
煙
の
防
止
（
第
八
条
）、
③
包
装
、
ラ
ベ
ル
に
お
い
て
健
康
へ
の
悪
影
響
を
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
（
第
一
一

条
）、
④
教
育
、
情
報
伝
達
、
啓
発
（
第
一
二
条
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
受
動
喫
煙
の
防
止
の
措
置
に
関
す
る
規
定
も
目
的
達
成
の

手
段
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、上
記
四
点
の
方
法
の
中
で
受
動
喫
煙
の
防
止
は
、他
の
方
法
が
喫
煙
者
自
身
の
健
康
の
た
め
の
積
極
的
措
置
（
価

格
調
整
に
よ
り
喫
煙
量
を
抑
制
、
包
装
、
ラ
ベ
ル
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
の
提
示
に
よ
る
喫
煙
量
抑
制
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
非
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喫
煙
者
の
健
康
の
た
め
の
積
極
的
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ば
こ
規
制
条
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
七
つ
の
原
則
⒆
を
定
め
て

お
り
、
こ
こ
で
は
、
た
ば
こ
規
制
条
約
の
趣
旨
と
し
て
、
す
べ
て
の
屋
内
の
公
共
の
場
、
す
べ
て
の
屋
内
の
職
場
、
す
べ
て
の
公
共
輸
送
機

関
、
お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
他
の
（
屋
内
ま
た
は
半
屋
内
の
）
公
共
の
場
が
た
ば
こ
に
よ
る
煙
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人
に
普
遍
的
な
保
護
を
与
え
る
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
格
な
内
容
に
よ
る

た
ば
こ
規
制
条
約
及
び
た
ば
こ
規
制
条
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
国
内
法
の
整
備
に
つ
い
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
条

約
発
効
前
に
健
康
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
制
定
さ
れ
た
健
康
増
進
法
は
、
そ
の
第
二
五
条
に
お
い
て
「
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
展
示

場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ

い
て
、
受
動
喫
煙
（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。）
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
お
り
、
受
動
喫
煙
の
防
止
必
要
性
を
認
め
、
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
受
動
喫
煙
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
条
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
必
要
と
さ
れ

る
施
設
と
し
て
、
学
校
、
病
院
、
官
公
庁
等
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
条
文
中
「
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
」
と
し

て
厚
生
労
働
省
通
知
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、「
鉄
軌
道
駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
金

融
機
関
、
美
術
館
、
博
物
館
、
社
会
福
祉
施
設
、
商
店
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
等
の
宿
泊
施
設
、
屋
外
競
技
場
、
遊
技
場
、
娯
楽
施
設
等
多
数
の

者
が
利
用
す
る
施
設
を
含
む
も
の
」
に
、
鉄
軌
道
車
両
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
航
空
機
及
び
旅
客
船
を
加
え
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
⒇
。
ま
た
、

受
動
喫
煙
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
①
多
数
の
者
が
利
用
す
る
公
共
的
な
空
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
全
面
禁

煙
と
し
、
少
な
く
と
も
官
公
庁
や
医
療
施
設
に
お
い
て
は
、
全
面
禁
煙
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
、
②
全
面
禁
煙
が
極
め
て
困
難
で
あ

る
場
合
に
は
、
施
設
管
理
者
に
対
し
て
、
当
面
の
間
、
喫
煙
可
能
区
域
を
設
定
す
る
等
の
分
煙
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
�
。

健
康
増
進
法
に
よ
っ
て
、
公
共
的
な
場
所
に
お
い
て
は
禁
煙
ま
た
は
分
煙
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
�
。
健
康
増
進
法
第
二
五
条
に
基
づ
く
受
動
喫
煙
防
止
の
措
置
以
外
に
も
、
た
ば
こ
規
制
条
約
に
よ
っ
て
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求
め
ら
れ
た
、
た
ば
こ
の
包
装
・
ラ
ベ
ル
や
広
告
に
対
す
る
規
制
も
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
三
月
に
は
「
製
造
た
ば
こ
に
係
る
広
告

を
行
う
際
の
指
針
」
を
改
正
し
、
二
〇
〇
四
年
四
月
以
降
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
広
告
が
原
則
禁
止
と
さ
れ
、

二
〇
〇
五
年
七
月
以
降
の
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
注
意
文
言
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
た
ほ
か
、
近
時
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
導
入
（
二
〇
〇
八
年
七

月
以
降
全
国
で
導
入
）
に
よ
り
未
成
年
者
に
よ
る
た
ば
こ
自
動
販
売
機
の
利
用
防
止
も
行
わ
れ
て
い
る
�
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
か
、
成
人

の
喫
煙
率
�
が
健
康
増
進
法
制
定
直
後
の
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
で
は
、
男
性
四
六
・
八
％
、
女
性
一
一
・
二
％
、
総
数
二
七
・
七
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
で
は
、
男
性
三
二
・
二
％
、
女
性
八
・
四
％
、
総
数
一
九
・
五
％
に
ま
で
低
下
し
て

い
る
�
。

　

海
外
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
に
関
す
る
対
策
と
し
て
は
、「
平
成
十
九
年
度
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
影
響
及
び
防
止
対
策
に
関
す
る
調
査

研
究
委
員
会
報
告
書
」
に
お
い
て
、職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
、調
査
対
象
と
し
た
国
（
州
）

‐
八
か
国
（
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
タ
イ
）、
ア
メ
リ
カ
三
州
（
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
）、
カ
ナ
ダ
三
州
（
オ
ン
タ
リ
オ
、
ケ
ベ
ッ
ク
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
）、
ド
イ
ツ
一

州
（
ベ
ル
リ
ン
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
州
（
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
‐
の
多
く
で
、
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
と
し
て

わ
が
国
よ
り
も
厳
し
い
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
� 

�
。
規
制
内
容
は
わ
が
国
よ
り
も
厳
し
い
国
が
多
い
も
の
の
、

各
国
の
受
動
喫
煙
対
策
法
制
の
整
備
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
に
採
択
さ
れ
た
、
た
ば
こ
規
制
条
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
国

と
も
禁
煙
や
分
煙
の
歴
史
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、Global Sm

okefree Partnership Status Report on 

Article 8 

（of the FCTC, O
ctober 2010

）
に
よ
れ
ば
、
世
界
六
〇
か
国
以
上
の
国
に
お
い
て
国
内
す
べ
て
ま
た
は
地
域
内
す
べ
て
の
公

共
の
場
に
お
け
る
厳
格
な
喫
煙
規
制
に
関
す
る
措
置
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
�
。
ま
た
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
喫
煙
室
の
設
置
を
認
め

ず
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
か
ら
公
共
施
設
に
及
ぶ
屋
内
受
動
喫
煙
の
防
止
を
行
っ
て
い
る
国
�
や
喫
煙
室
や
シ
ガ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
限
定

的
空
間
に
お
け
る
喫
煙
を
例
外
と
し
て
認
め
る
と
い
っ
た
厳
格
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
国
�
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
各
国
が
日
本
に
お
け
る

受
動
喫
煙
の
規
制
に
比
べ
て
厳
格
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
�
。
近
年
で
も
、
二
〇
一
一
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
二
〇
一
二
年
に
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ハ
ン
ガ
リ
ー
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
公
共
の
場
や
職
場
等
で
の
禁
煙
を
実
施
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
近
年
の
健

康
意
識
の
変
化
に
伴
い
喫
煙
者
の
数
も
減
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
そ
れ
ぞ
れ
の

利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
立
法
、
政
策
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

三
、
受
動
喫
煙
（
喫
煙
の
自
由
、
嫌
煙
権
）
に
関
す
る
判
例

　

日
本
に
お
い
て
受
動
喫
煙
（
喫
煙
の
自
由
、
嫌
煙
権
）
に
関
す
る
判
例
と
し
て
、
喫
煙
の
自
由
を
求
め
て
争
わ
れ
た
事
例
、
受
動
喫
煙
の

防
止
（
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
の
排
除
）
を
求
め
て
争
わ
れ
た
事
例
（
職
場
や
列
車
内
）
が
あ
る
。

　

三
─（
一
）
在
監
者
喫
煙
権
訴
訟
（
最
高
裁
大
法
廷
判
決
昭
和
四
十
五
年
九
月
一
六
日
、
民
集
二
四
巻
一
〇
号
一
四
一
〇
頁
）

　

憲
法
第
一
三
条
と
喫
煙
権
に
つ
い
て
判
断
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
在
監
者
喫
煙
権
訴
訟
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
在
監
者
の
喫
煙
を
禁
止

し
た
旧
監
獄
法
施
行
規
則
第
九
六
条
が
、
喫
煙
の
自
由
を
侵
害
し
憲
法
第
一
三
条
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に

お
い
て
最
高
裁
は
、
憲
法
第
一
三
条
の
な
か
に
喫
煙
の
自
由
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
解
釈
も
あ
る

が
�
、
判
決
は
あ
く
ま
で
も
、
在
監
者
の
権
利
制
限
に
つ
い
て
判
断
を
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
喫
煙
の
自
由
に
つ
い
て
正
面
か
ら
判
断
し
て

い
な
い
た
め
、
仮
定
上
認
め
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
�
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
喫
煙
の
自
由

を
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
と
し
て
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
学
説
も
あ
る
�
。
最
高
裁
は
判
決
の
中
で
、「
喫
煙
の
自
由
は
、
憲
法
一
三

条
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
一
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
時
、
所
に
お
い
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
」

と
判
示
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
定
の
制
限
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
判
決
は
、
未
決
勾
留
の
「
目
的
」

を
考
慮
し
た
う
え
で
「
制
限
の
必
要
性
の
程
度
」
と
「
制
限
さ
れ
る
基
本
的
人
権
の
内
容
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
」
と

を
比
較
較
量
し
て
そ
の
制
限
が
「
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
」、を
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
の
趣
旨
か
ら
、

喫
煙
の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
受
動
喫
煙
の
防
止
の
た
め
に
、
あ
る
一
定
の
時
、
場
所
に
お
い
て
の
喫
煙
を
制
限
す
る
こ
と
も
可
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能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

三
─（
二
）
旧
国
鉄
禁
煙
車
両
設
置
等
請
求
訴
訟
（
東
京
地
裁
判
決
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
七
日
、
判
時
一
二
二
六
号
三
三
頁
）

　

受
動
喫
煙
（
嫌
煙
権
）
訴
訟
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
の
が
、
旧
国
鉄
禁
煙
車
両
設
置
等
請
求
訴
訟
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、

国
鉄
利
用
者
で
あ
っ
た
市
民
（
原
告
、
一
四
名
）
が
、
国
鉄
に
よ
る
禁
煙
に
つ
い
て
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
健
康

上
の
被
害
等
を
受
け
た
と
し
て
国
鉄
、
国
（
国
鉄
に
対
す
る
監
督
責
任
）、
旧
専
売
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ
）
を
被
告
と
し
て
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
原
告
は
国
鉄
旅
客
車
両
の
半
数
以
上
の
禁
煙
化
と
健
康
被
害
に
対
し
て
国
鉄
ら
に
賠
償
を
求
め
た
。
判
決
で
東
京
地
裁
は
、
車

両
禁
煙
化
の
請
求
に
つ
い
て
、「
た
ば
こ
の
煙
に
曝
さ
れ
る
と
健
康
を
害
し
、
何
等
か
の
病
気
に
か
か
る
危
険
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
…
…
人
格
権
に
対
す
る
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
」、
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
侵
害
の
差
止
め
、
侵
害
に
対
す
る
措
置
の
請
求
に
関
し
て
は
、

「
そ
の
請
求
者
が
そ
の
侵
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
抽
象
的
な
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
現
実
に
そ
の
侵
害
を
受
け

る
危
険
が
あ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
国
鉄
が
交
通
手
段
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
し
、
そ
の
う
え
で
、
た
ば
こ
に
よ
る
喫

煙
者
周
辺
の
者
へ
の
影
響
は
眼
へ
の
刺
激
等
一
過
性
の
害
や
不
快
感
を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
が
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
影
響
を

超
え
る
程
度
の
健
康
被
害
が
生
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
や
、
わ
が
国
が
伝
統
的
に
喫
煙
に
対
し
て
寛
容
的
で
あ
る
で
あ
る
こ
と
、

そ
う
し
た
認
識
の
下
で
、「
い
つ
い
か
な
る
場
合
に
喫
煙
を
差
し
控
え
る
べ
き
か
の
判
断
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
喫
煙

者
の
モ
ラ
ル
と
そ
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
」
い
る
実
情
等
を
理
由
と
し
て
、
請
求
を
退
け
た
。
国
鉄
ら
に
対
す
る
賠
償
に
つ
い
て

は
、
国
鉄
は
、「
乗
客
を
安
全
に
目
的
地
に
輸
送
す
る
義
務
が
あ
る
か
ら
、
運
送
契
約
に
基
づ
く
安
全
配
慮
義
務
と
し
て
、
乗
客
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
故
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
乗
車
中
に
乗
客
の
健
康
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
乗
客
が
車
内
に
お
い
て
喫
煙
者
の
た
ば
こ
の
煙
に
曝
露
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
過
性
の
刺
激
な
い
し
不
快
感

を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
健
康
上
の
被
害
の
程
度
に
至
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
認
め
難
く
」、
こ
の
こ
と
は
、「
現
在
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の
社
会
的
意
識
の
も
と
に
お
い
て
は
、
未
だ
受
忍
限
度
の
範
囲
内
に
あ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
国
鉄
は
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
の
高
度
の
安

全
配
慮
義
務
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
請
求
を
退
け
た
�
。

　

こ
の
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
た
ば
こ
の
煙
に
よ
っ
て
周
囲
の
者
が
受
け
る
健
康
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
一
過
性
の
刺
激
や
不
快

感
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
受
忍
限
度
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、「
た
ば
こ
の
煙
に
曝
さ
れ
る
と
健
康
を
害
し
、
何
等
か

の
病
気
に
か
か
る
危
険
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
…
…
人
格
権
に
対
す
る
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
」、「
た
ば
こ
の
煙
に
曝
露
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
…
…
一
過
性
の
刺
激
又
は
不
快
感
を
生
じ
る
こ
と
の
ほ
か
は
、
特
定
の
疾
病
に
患
る
可
能
性
が
増
大
す
る
等
能
動
喫
煙
の
影

響
に
類
す
る
作
用
が
非
喫
煙
者
に
及
ぶ
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
全
く
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
…
…
受
動
喫
煙
が
そ
の
危
険
を
伴
う
の
か

に
つ
い
て
の
的
確
な
判
断
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
証
拠
資
料
は
存
在
し
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ

て
受
け
る
影
響
に
つ
い
て
一
定
の
科
学
的
な
証
明
が
な
さ
る
場
合
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、
排
除
を
人
格
権
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
判
決
で
は
、「
そ
の
請
求
者
が
そ
の
侵
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
い
う
抽
象
的
な
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
現
実
に
そ
の
侵
害
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
た

よ
う
に
、
現
実
の
侵
害
と
し
て
の
健
康
被
害
が
、
将
来
に
発
生
す
る
可
能
性
が
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
を
以
て
直
ち
に
人
権
侵
害
と
な
る
こ

と
は
否
定
し
て
お
り
、
ま
た
健
康
被
害
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
当
該
受
動
喫
煙
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
過
去
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
又
は
遺
伝
性
の
も
の
な
の
か
等
、
健
康
被
害
と
受
動
喫
煙
の
因
果
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

三
─（
三
）
江
戸
川
区
職
員
（
受
動
喫
煙
）
訴
訟
（
東
京
地
裁
判
決
平
成
十
六
年
七
月
一
二
日
、
判
時
一
八
八
四
号
八
一
頁
）

　

最
近
の
受
動
喫
煙
（
嫌
煙
権
）
訴
訟
と
さ
れ
る
の
が
、
江
戸
川
区
職
員
（
受
動
喫
煙
）
訴
訟
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
江
戸
川
区
（
被
告
）

に
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
原
告
が
、そ
の
職
場
（
一
九
九
五
年
四
月
か
ら
一
九
九
六
年
三
月
末
ま
で
都
市
開
発
部
再
開
発
課
再
開
発
一
係
）

に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
に
対
す
る
措
置
を
求
め
た
も
の
の
、
そ
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
疑
い
の
あ
る
症
状

を
訴
え
、
非
喫
煙
環
境
下
で
の
就
業
が
望
ま
し
い
旨
の
医
師
に
よ
る
診
断
書
を
提
示
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
対
応
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
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が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
債
務
不
履
行
等
に
よ
る
賠
償
請
求
を
提
起
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
裁
判
所
は
、「
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
と
し
て

は
、・
・
・
受
動
喫
煙
の
急
性
影
響
と
し
て
、
眼
症
状
・
・
・
、
鼻
症
状
・
・
・
、
頭
痛
、
せ
き
、
ぜ
ん
鳴
等
が
自
覚
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
」
お
り
、
受
動
喫
煙
の
慢
性
影
響
に
つ
い
て
は
、（
平
成
四
年
）
Ｅ
Ｐ
Ａ
報
告
に
お
い
て
、
米
国
で
、
受
動
喫
煙
が
非
喫
煙
者
の
肺
が

ん
の
リ
ス
ク
を
二
〇
％
高
め
て
い
る
と
の
結
論
に
達
し
、environm

ental tobacco sm
oke 

（second hand sm
oke : 

受
動
喫
煙
）
を
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
定
義
に
よ
る
Ａ
級
発
が
ん
物
質
で
あ
る
と
認
定
し
た
ほ
か
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
勧
告
や
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
環
境
保
護
庁
報
告
に
よ
る
受

動
喫
煙
の
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
理
論
上
の
問
題
、
証
拠
の
重
み
の
評
価
な
ど
を
根
拠
と
し
た
批
判
が
あ
る
も
の
の
、「
な
お
多
数
の
疫

学
研
究
が
、
受
動
喫
煙
の
慢
性
影
響
と
し
て
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
の
増
加
を
指
摘
し
、
更
に
は
、
受
動
喫
煙
と
心
臓
疾
患
と
の
関
係
や
肺
が
ん

以
外
の
呼
吸
器
疾
患
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
非
喫
煙
者
を
継
続
的
に
受
動
喫
煙
下
に
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
非
喫
煙
者
の
肺
が
ん
等
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
受
動
喫
煙
と
健
康
リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
一
定
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
労
働
省
告
示
や
厚
生
省
の
公
表
資
料
等
に
基
づ
き
、
分
煙
の
推
進
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
原
告
江
戸
川
区
職
員
が
職
場
で
働
き
始
め
た
当
時
（
平
成
七
年
）
に
お
い
て
、
江
戸
川
区
は
、「
施
設
等
の
状
況
に
応
じ
、

一
定
の
範
囲
に
お
い
て
受
動
喫
煙
の
危
険
性
か
ら
」
原
告
の
「
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」
も
の
の
、
当
時
は
喫
煙
の
社
会
的
寛
容
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
分
煙
対
策
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
う
え
で
判

断
す
る
べ
き
と
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
請
求
内
容
に
対
し
て
、
非
喫
煙
環
境
下
で
の
就
業
が
望
ま
し
い
旨
の
医
師
に
よ
る
診
断
書
の

提
示
が
あ
る
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
安
全
配
慮
義
務
に
違
反
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
し
た
も
の
の
、
診
断
書
提
示
後
約
三
ヶ
月
の
間

に
つ
い
て
は
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
、
原
告
職
員
の
訴
え
を
認
め
、
江
戸
川
区
に
対
し
て
医
療
費
の
一
部
と
慰
謝
料
の
支

払
い
を
命
じ
る
判
決
を
出
し
た
。

　

こ
の
判
決
で
は
、
今
ま
で
受
動
喫
煙
と
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
一
定
の
科
学
的
・
疫
学
的
知
見
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性

を
指
摘
し
な
が
ら
も
、そ
れ
が
受
動
喫
煙
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
な
ど
と
し
て
認
め
て
こ
な
か
っ
た
も
の
を
、受
動
喫
煙
に
よ
っ
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て
一
定
の
健
康
リ
ス
ク
が
生
じ
る
こ
と
を
認
め
、
分
煙
状
況
等
に
応
じ
て
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

四
、
喫
煙
の
自
由
と
嫌
煙
権

　

裁
判
所
は
、
喫
煙
の
自
由
と
嫌
煙
権
に
つ
い
て
、
喫
煙
の
自
由
に
つ
い
て
は
憲
法
第
一
三
条
の
権
利
と
し
て
認
め
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
嫌
煙
権
に
つ
い
て
は
、
旧
国
鉄
禁
煙
車
両
設
置
等
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、「
た
ば
こ
の
煙
に
曝
さ

れ
る
と
健
康
を
害
し
、
何
等
か
の
病
気
に
か
か
る
危
険
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
…
…
人
格
権
に
対
す
る
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

と
判
示
し
て
お
り
、
嫌
煙
権
を
認
め
得
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
健
康
に
対
す
る
侵
害
が
あ
る

場
合
に
限
っ
て
嫌
煙
を
認
め
て
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
で
、
た
だ
単
に
煙
を
嫌
う
権
利
と
い
う
よ
り
は
、
自
己
の
健
康
保

護
権
（
健
康
権
）
と
解
す
る
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
喫
煙
の
自
由
は
、
こ
れ
が
自
己
の
嗜
好
と
し
て
存
在
し
、
他
者
に
対
し
て
危
害
を
与
え
る

こ
と
、
他
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
一
般
的
自
由
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
�
。
た

ば
こ
の
歴
史
は
少
な
く
と
も
日
本
国
憲
法
よ
り
も
古
く
、
そ
う
し
た
嗜
好
に
親
し
む
権
利
は
現
代
民
主
国
家
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
今
日
た
ば
こ
は
一
定
の
害
悪
の
あ
る
嗜
好
品
と
し
て
周
知
さ
れ
て
お
り
�
、
こ
の
た
め
、

少
な
く
と
も
社
会
的
要
請
と
し
て
、
周
囲
に
他
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
自
由
に
喫
煙
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
上
の
幸
福
追
求
権
、
自
己
決
定
権
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
自
由
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
喫
煙
の
自
由
で
あ

る
が
、
憲
法
第
一
三
条
は
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
約
を
認
め
て
い
る
以
上
、
他
者
に
対
し
て
害
悪
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
喫
煙
と
い
う
行

為
が
、
憲
法
上
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
判
例
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
風
土
が
喫
煙
に
対
し
て
社
会
的

寛
容
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
喫
煙
の
自
由
を
後
押
し
し
て
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
む
し
ろ
喫
煙
に

よ
る
害
悪
や
、
た
ば
こ
に
対
す
る
社
会
的
理
解
が
不
足
（
欠
乏
）
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
た
ば
こ
が
流
通
、

た
ば
こ
に
対
し
て
の
規
制
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
喫
煙
の
自
由
を
容
認
す
る
よ
う
な
趣
旨
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
�
。
一
方
嫌
煙
権
に
つ
い
て
の
主
た
る
学
説
に
は
、嫌
煙
権
を
「
煙
に
よ
る
汚
染
の
な
い
良
好
な
空
気
を
吸
う
権
利
」
と
と
ら
え
、
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「
人
々
の
最
も
身
近
に
近
接
し
た
生
活
環
境
に
お
け
る
環
境
権
の
一
内
容
と
」
す
る
立
場
、
環
境
権
を
「
自
然
環
境
と
の
関
係
で
成
立
す
る

人
格
権
と
も
い
う
べ
き
性
質
」
を
持
つ
も
の
と
把
握
し
た
う
え
で
、
嫌
煙
権
が
こ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
と
す
る
立
場
、
人
格
権
と
区
別
し
て

健
康
権
と
し
て
理
解
す
る
立
場
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
�
、
嫌
煙
権
を
憲
法
第
一
三
条
か
ら
導
く
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て
と
ら
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
環
境
権
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
な
く
と
も
、
良
好
な
空
気
の
中
で
生
活
す
る
権
利
（
自
由
）
が
、
人
格
的
生
存
に
必
要
で
あ
る
と

し
て
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
判
例
に
お
い
て
は
、
受
動
喫
煙
と
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
そ
の
可
能
性

で
は
な
く
、
危
険
性
が
あ
る
こ
と
と
し
て
具
体
的
侵
害
を
要
求
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
嫌
煙
権
を
た
ば
こ
の
煙
（
受
動
喫
煙
）

に
よ
る
健
康
へ
の
侵
害
の
排
除
・
救
済
を
求
め
る
権
利
と
し
て
、
健
康
権
�
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
�
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
喫
煙
者
本
人
に
対
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
影
響
と
し
て
、
主
流
煙
（
呼

出
煙
）
と
副
流
煙
に
よ
る
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
�
。
ま
た
近
年
、米
国
小
児
科
学
会
誌
「Pediatrics

」
に
お
い
て
三
次
的
喫
煙
（Third-

hand Sm
oke

）
に
い
つ
い
て
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
三
次
的
喫
煙
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
動
喫
煙
の
た
ば
こ
に
起
因
す
る
直
接
の

煙
を
吸
う
こ
と
に
よ
る
影
響
に
加
え
て
、
た
ば
こ
の
煙
が
消
え
た
後
に
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
、
喫
煙
者
の
髪
の
毛
、
衣
服
、
居
室
内

の
カ
ー
テ
ン
や
ソ
フ
ァ
な
ど
に
付
着
し
、
そ
れ
を
汚
染
源
と
し
て
間
接
的
に
第
三
者
が
た
ば
こ
の
有
害
物
質
の
影
響
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ

る
�
。
た
ば
こ
そ
れ
自
体
、
ま
た
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
周
囲
の
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
受
動
喫
煙
の
防
止
対

策
を
い
か
に
し
て
行
う
べ
き
か
、
喫
煙
者
へ
の
制
約
と
と
も
に
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
嫌
煙
権
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、

受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
明
確
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
例
の
意
見
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、

今
日
の
受
動
喫
煙
の
影
響
が
注
�
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
発
が
ん
性
分
類
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
一
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受

動
喫
煙
の
が
ん
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
り
、
能
動
喫
煙
の
が
ん
リ
ス
ク
は
非
喫
煙
者
の
一
・
六
倍
（
平
山
論
文
で
は
一
・

三
倍
）、
受
動
喫
煙
で
も
一
・
〇
二
〜
一
・
〇
三
倍
程
度
と
さ
れ
、
受
動
喫
煙
の
リ
ス
ク
上
昇
は
、
放
射
線
被
ば
く
と
比
較
し
た
場
合
百
ｍ
Sv

〜
二
百
ｍ
Sv
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
�
。
こ
う
し
た
科
学
的
知
見
か
ら
も
、
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
は
、
嫌
煙
権
（
健
康
権
）
と
解
す
る
こ

と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
う
し
た
科
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
及
び
受
動
喫
煙
に
は
相
当
程
度
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
が
確
認
で
き
、
そ
う
し
た
健

康
へ
の
害
悪
か
ら
逃
れ
、
健
康
に
生
活
を
営
む
権
利
、
そ
し
て
健
康
へ
の
侵
害
に
対
し
て
は
侵
害
排
除
・
救
済
を
求
め
る
権
利
が
認
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
�
。
人
格
権
と
は
「
主
と
し
て
生
命
・
身
体
・
健
康
・
自
由
・
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
人
格
的
属
性
を
対
象

と
し
、
そ
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
、
第
三
者
に
よ
る
侵
害
に
対
し
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
利
益
の
総
体
」
と
さ
れ
�
、
人
格
権

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
範
囲
を
上
記
の
よ
う
に
広
範
に
と
ら
え
、
健
康
や
良
好
な
環
境
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
と
す
る
学
説
は
存
在
す
る
�
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
嫌
煙
権
を
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て
位
置
付
け
る
可
能
性
が
存
在
す
る
も
の
の
、
憲
法
第
二
五
条
で
保
障
さ
れ
た
生

存
権
に
つ
い
て
社
会
権
の
代
表
た
る
性
質
を
考
慮
し
て
、
様
々
な
権
利
・
自
由
を
導
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
・
特
性
に
応
じ
て
、
そ
の
取
り

扱
い
を
個
別
に
議
論
す
る
べ
き
と
す
る
考
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
�
、
嫌
煙
権
を
二
五
条
の
生
存
権
の
一
内
容
と
位
置
付
け
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
嫌
煙
権
に
つ
い
て
は
、
判
決
文
を
読
み
解
く
限
り
に
お
い
て
、
人
格
権
と
し
て
の
性
質
を
全
面
的
で
は
な
い
に
し
て

も
認
め
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
人
格
権
的
性
格
を
有
す
る
権
利
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
人
格
権
と
し
て

考
え
た
場
合
に
は
、
判
決
で
は
、
健
康
上
の
害
悪
等
が
存
在
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
（
受
け
て
い
る
）
場
合
に
人
格
権
の
侵
害
と
さ
れ
る

と
い
う
、
人
格
権
の
保
障
と
し
て
は
消
極
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
一
方
で
、
健
康
上
の
害
悪
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
が
生
存
権
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
嫌
煙
権
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
嫌
煙
権
は
、
人

格
権
と
し
て
の
性
質
を
含
む
権
利
で
は
あ
る
も
の
の
、
健
康
上
の
害
悪
と
い
う
状
況
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
第
二
五
条
に
お
け
る
生

存
権
と
し
て
の
社
会
権
的
性
質
を
認
め
た
う
え
で
、
生
存
権
に
よ
る
侵
害
の
排
除
等
（
分
煙
の
要
求
や
禁
煙
地
区
の
設
定
、
喫
煙
抑
制
措
置

な
ど
）
を
国
や
地
方
公
共
団
体
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
判
例
上
人
格
権
に
よ
る
侵
害
排
除
を

積
極
的
に
認
め
て
い
な
い
一
方
で
、
健
康
へ
の
害
悪
に
よ
る
侵
害
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
侵
害
を
受
け
る
可
能
性
で
は
な
く
、

侵
害
の
危
険
が
必
要
と
す
る
判
例
上
の
見
解
か
ら
、
健
康
に
対
す
る
影
響
が
回
復
困
難
な
状
況
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
そ
う
し
た
危

険
を
排
除
す
る
た
め
の
救
済
措
置
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
人
格
権
に
よ
る
健
康
保
持
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の

た
め
、
人
格
権
と
し
て
の
保
障
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
現
の
手
段
と
し
て
は
生
存
権
と
し
て
の
性
質
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
権
利
を
有
す
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る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
人
格
権
と
し
て
保
障
さ
れ
る
、
健
康
へ
の
害
悪
か
ら
逃
れ
、
健
康
に
生
活
を
営
む
権
利
と
、
生
存
権
と
し
て
、

健
康
へ
の
侵
害
に
対
し
て
侵
害
排
除
・
救
済
を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
人
格
権
的
健
康
権
な
い
し
人
格
権
的
生
存
権
と
し
て
嫌
煙
権
を
位
置

付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

受
動
喫
煙
が
主
流
煙
、
副
流
煙
と
い
う
今
日
ま
で
の
認
識
の
み
な
ら
ず
、
三
次
的
喫
煙
に
よ
る
間
接
受
動
喫
煙
の
（
特
に
子
供
に
対
す
る
）

危
険
性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
受
動
喫
煙
に
対
す
る
措
置
を
人
格
権
的
健
康
権
に
基
づ
き
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
�
、

条
例
、
法
律
に
よ
っ
て
受
動
喫
煙
の
防
止
措
置
を
行
う
場
合
の
限
界
に
つ
い
て
以
下
検
討
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

五
、
神
奈
川
県
及
び
兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
差
異

　

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
の
限
界
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
神
奈
川
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
と
兵
庫
県
の
受

動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

五
─（
一
）
神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例

　

神
奈
川
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
三
月
に
成
立
（
二
四
日
）、
公
布
（
三
一
日
）
さ
れ
、
二
〇
一
〇
（
平

成
二
十
二
年
）
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
奈
川
県
の
条
例
は
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
年
）
年
の
「
受
動
喫
煙
に
関
す

る
施
設
調
査
」
に
よ
る
調
査
結
果
に
お
い
て
、
飲
食
店
の
う
ち
六
割
が
受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
加
え
て
、
対
策
を
実

施
し
て
い
な
い
飲
食
店
の
う
ち
七
割
が
、
今
後
の
対
策
実
施
の
予
定
も
な
い
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ほ
か
、「
受
動
喫
煙
に
関
す

る
県
民
意
識
調
査
」
に
お
い
て
、
飲
食
店
な
ど
で
受
動
喫
煙
（
た
ば
こ
煙
に
よ
る
曝
露
）
に
あ
っ
た
と
す
る
回
答
が
過
半
数
を
超
え
、
県
内

の
受
動
喫
煙
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進
法
に
よ
る
施
設
管
理
者
の
努
力
義
務
や
喫
煙
者
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
を
十
分
な
状
態
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
条
例
の
制
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
�
。
神
奈
川
県
の

条
例
は
、
受
動
喫
煙
が
健
康
へ
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
①
県
民
、
保
護
者
、
事
業
者
、
県
の
責
任
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の
明
確
化
、
②
県
民
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
受
動
喫
煙
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
促
進
�
、
③
未
成
年
者
の
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
へ
の
悪
影
響
か
ら
の
保
護
、
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、「
受
動
喫
煙
に
よ
る
県
民
の
健
康
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
る
。
条
例
で
は
第
八
条
に
お
い
て
「
何
人
も
、
喫
煙
禁
止
区
域
（
次
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
内
に
お
い
て
は
、
喫
煙
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
お
り
、
こ
こ
で
喫
煙
禁
止
区
域
と
さ
れ

た
区
域
に
は
、
禁
煙
義
務
と
さ
れ
る
第
一
種
施
設
�
と
禁
煙
又
は
分
煙
義
務
と
さ
れ
る
第
二
種
施
設
�
が
設
定
さ
れ
�
、
こ
こ
で
喫
煙
禁
止
と

さ
れ
る
区
域
に
お
い
て
禁
煙
・
分
煙
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
施
設
管
理
者
・
事
業
者
に
対
し
て
は
、
指
導
・
勧
告
、
命
令
を
経
て

過
料
の
罰
則
が
、
こ
こ
で
喫
煙
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
区
域
に
お
い
て
喫
煙
を
し
た
者
や
県
の
立
ち
入
り
調
査
に
施
設
管
理
者
が
拒
否
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
過
料
の
罰
則
が
科
さ
れ
る
� 

�
。

　

五
─（
二
）
兵
庫
県
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例

　

兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
三
月
一
九
日
に
成
立
し
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
四
月
一
日
施
行

予
定
で
あ
る
。
兵
庫
県
で
は
か
ね
て
よ
り
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
た
ば
こ
対
策
を
行
い
そ
の
中
で
、
二
〇
〇
四
（
平
成

十
六
）
年
三
月
に
「
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
指
針
」
を
策
定
し
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
実
現
等
を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
、

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
度
に
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
、
建
物
内
の
禁
煙
又
は
分
煙
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
運
動
施
設
は
八
五
％
、

文
化
施
設
は
八
四
％
と
一
定
の
実
施
率
が
確
保
で
き
て
い
た
も
の
の
、飲
食
店
で
は
二
〇
％
、宿
泊
施
設
で
は
一
七
％
の
実
施
率
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
「
受
動
喫
煙
に
関
す
る
意
識
」
調
査
に
際
し
て
も
、
条
例
等
に
よ
る
規
制
強
化
を
求
め
る
県

民
が
五
八
％
に
上
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
受
動
喫
煙
対
策
の
目
標
値
の
達
成
の
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
厳
格
な
規
制
の
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
受
動
喫
煙
被
害
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
庫
県
の
条
例
は
、
受
動
喫
煙
が
、
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、
心
臓

病
等
の
疾
患
の
ほ
か
、
健
康
に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
①
未
成
年
者
及
び
妊
婦
を
は
じ
め
県
民
が
、
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
危
険
を
避
け
る
こ
と
、
②
健
康
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
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つ
い
て
、
事
業
者
等
へ
の
周
知
を
行
う
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
よ
り
「
県
民
の
健
康
で
快
適
な
生
活
の
維

持
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
条
例
第
一
六
条
に
お
い
て
、「
何
人
も
、
受
動
喫
煙
防
止
区
域
（
第
一
〇
条
第
一
項
、
第

一
一
条
第
一
項
、
第
一
二
条
第
一
項
前
段
又
は
第
一
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
喫
煙
区
域
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
お
い
て
喫
煙
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
お
り
、
神
奈
川
県
の
条
例
同
様
、
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
る
区
域
が
設
定
さ
れ
そ
の
区
域
内
に

お
い
て
喫
煙
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
条
例
の
規
制
対
象
と
な
る
施
設
の
管
理
者
は
、
条
例
第
九
条
に
基
づ
く
受
動

喫
煙
の
防
止
と
し
て
、
受
動
喫
煙
防
止
区
域
内
で
は
喫
煙
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
措
置
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
対
象
と

な
る
施
設
は
、
ほ
と
ん
ど
が
神
奈
川
県
の
条
例
と
同
じ
形
態
の
施
設
で
あ
る
が
、
兵
庫
県
の
条
例
に
お
い
て
は
神
奈
川
県
の
条
例
に
規
定
さ

れ
て
い
な
い
、
観
覧
場
の
屋
外
の
観
客
席
、
動
物
園
、
植
物
園
、
遊
園
地
、
都
市
公
園
等
の
敷
地
内
と
い
う
屋
外
空
間
に
お
い
て
も
規
定
を

設
け
て
お
り
、
観
覧
場
に
つ
い
て
は
受
動
喫
煙
防
止
の
努
力
義
務
を
課
し
、
動
物
園
等
に
つ
い
て
は
、
施
設
に
お
い
て
未
成
年
者
が
多
く
集

ま
る
地
域
に
つ
い
て
は
受
動
喫
煙
防
止
義
務
を
課
し
て
い
る
�
。
兵
庫
県
の
条
例
に
お
い
て
は
、
罰
則
規
定
と
し
て
、
指
導
・
勧
告
、
命
令

を
経
た
後
に
適
切
な
対
応
を
行
わ
な
か
っ
た
者
（
施
設
管
理
者
）
に
対
し
て
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
立
ち
入
り
検
査
時
の
虚
偽
報
告
等
を

行
っ
た
者
に
対
し
て
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
立
ち
入
り
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
る
等
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
の
規
定

を
設
け
て
い
る
�
ほ
か
、
受
動
喫
煙
防
止
区
域
（
禁
煙
が
求
め
ら
れ
る
区
域
）
内
に
お
い
て
喫
煙
し
た
者
に
対
し
て
二
万
円
以
下
の
過
料
の

規
定
を
設
け
て
い
る
�
。

　

五
─（
三
）【
素
案
】
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例

　

兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
素
案
（
以
下
：
兵
庫
県
条
例
素
案
）
は
前
記
兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
対
策
の
方
法
と
し
て
の
条
例
制
定
に

際
し
て
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
九
日
「
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会
報
告
書
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、

現
行
の
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
基
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
制
内
容
が
厳
し
す
ぎ
る
と
し
て
飲
食
店
等
を
運
営
し
て
い
る

業
界
か
ら
の
反
発
に
押
し
切
ら
れ
る
形
で
、
現
行
条
例
の
規
制
内
容
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
の
限
界
に
つ
い
て
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検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
兵
庫
県
条
例
素
案
に
つ
い
て
も
、
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
兵
庫
県
条
例
素
案
に
お
い
て
は
、
対
象
と
す
る

施
設
・
区
域
に
つ
い
て
、「
不
特
定
又
は
多
数
の
人
が
利
用
す
る
室
内
空
間
」
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、
禁
煙
を
義
務
付
け
る
施
設
（
屋
内

空
間
に
限
る
）
と
し
て
、
各
種
学
校
、
保
育
所
、
病
院
・
診
療
所
、
薬
局
・
薬
店
、
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
所
、
官
公
庁
、
児
童
福
祉
施
設

等
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
教
育
施
設
、
運
動
施
設
、
動
物
園
・
植
物
園
・
遊
園
地
、
列
車
・
バ
ス
の
車
両
、
船
舶
の
船
室
、
交
通
機
関
、

火
葬
場
・
納
骨
堂
、
集
会
場
・
公
会
堂
、
神
社
・
寺
院
・
教
会
等
、
金
融
機
関
、
公
衆
浴
場
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
、
理
容
店
・
美
容

店
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
店
舗
、
屋
内
駐
車
場
と
い
っ
た
施
設
が
指
定
さ
れ
る
�
も
の
の
、
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
分
煙
を
義
務
付
け
る

施
設
と
し
て
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
、
客
席
面
積
七
五
㎡
超
の
大
規
模
な
飲
食
店
・
喫
茶
店
（
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
を
含
む
）、
娯
楽
施
設
、
競

馬
場
、
競
艇
場
、
競
馬
場
外
の
勝
馬
投
票
券
発
売
所
等
、
複
合
施
設
の
共
用
部
分
が
指
定
さ
れ
�
、
分
煙
又
は
時
間
喫
煙
を
義
務
付
け
る
施

設
と
し
て
、
客
席
面
積
七
五
㎡
以
下
の
小
規
模
な
飲
食
店
・
喫
茶
店
（
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
を
除
く
）、
興
行
場
（
劇
場
、
映
画
館
等
）
が
指

定
さ
れ
て
い
る
�
。
ま
た
、
風
俗
営
業
施
設
（
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
パ
チ
ン
コ
屋
、
個
室
型
特
殊
営
業
施
設
等
）

に
つ
い
て
は
、
①
通
常
、
妊
婦
や
一
八
歳
未
満
の
者
の
立
入
り
が
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
②
「
客
室
の
内
部
に
見
通
し
を
妨
げ
る
設
備
を
設

け
な
い
こ
と
」
等
の
規
制
が
あ
り
、
た
ば
こ
の
煙
を
遮
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
禁
煙
に
努
め
る
こ
と
を
義
務

付
け
、
小
規
模
な
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー
等
に
つ
い
て
も
、
①
通
常
、
妊
婦
や
未
成
年
者
の
立
入
り
が
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
②
分
煙
や
時
間
禁

煙
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
風
俗
営
業
施
設
と
同
様
に
、
禁
煙
に
努
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
に
と
ど
め
る
も
の
と
し

て
い
る
�
。

　

こ
れ
ら
三
例
�
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
制
対
象
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
大
き
く
違
い
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
受
動
喫
煙
の
影
響
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
、
屋
内
の
施
設
で
あ
っ
て
不
特
定
多
数
の
人
間
が
利
用
す
る
場
を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
、
規
制
対
象
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の

と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
規
制
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
条
例
素
案
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
施
設
が
禁
煙
義
務
と
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
当
面
の
間
、
そ
の
施
設
の
営
業
等
に
差
し
障
り
が
な
い
よ
う
、
分
煙
等
の
措
置
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
た
も
の
の
、
現
在
施
行
・
公
布
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
と
神
奈
川
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
は
、
公
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共
性
の
極
め
て
高
い
施
設
・
空
間
や
未
成
年
者
の
利
用
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
禁
煙
義
務
と
し
な
が
ら
も
、
飲
食
店
や
小
売
店
、
公
共
交

通
機
関
等
に
つ
い
て
も
分
煙
や
時
間
喫
煙
の
措
置
を
設
け
、
喫
煙
所
の
設
置
に
つ
い
て
も
認
め
る
、
又
は
努
力
義
務
に
と
ど
ま
る
規
制
内
容

で
あ
る
。
た
だ
し
、
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
で
は
、
兵
庫
県
条
例
素
案
、
神
奈
川
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
お
い
て
規
制
の
対
象
外
と

さ
れ
て
い
た
屋
外
に
つ
い
て
も
一
部
、
受
動
喫
煙
防
止
の
義
務
や
努
力
義
務
を
課
し
て
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
制
の
対
象
と
な

る
施
設
や
規
制
内
容
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
喫
煙
の
自
由
、
嫌
煙
権
、
ま
た
飲
食
店
や
小
売
店
等
の
営
業
の
自
由
と
の
関
係
か
ら
条
例
の
制

定
の
限
界
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
以
下
検
討
し
て
い
き
た
い
。

六
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
の
限
界

　

一
九
九
二
年
一
〇
月
に
福
岡
県
北
野
町
（
現
：
久
留
米
市
）
が
「
北
野
町
の
環
境
を
よ
く
す
る
条
例
」
を
定
め
、
こ
こ
で
「
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
禁
止
」
規
定
さ
れ
、二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
東
京
都
千
代
田
区
が
「
安
全
で
快
適
な
千
代
田
区
の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
区
内
の
四
〇
％
程
度
の
地
区
を
「
路
上
禁
煙
地
区
」
に
設
定
し
、
路
上
喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
に
対
し
て
過
料
を
科
す
と
い
う
こ
と

か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
も
、
今
日
で
は
、
環
境
美
化
の
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
受

動
喫
煙
の
曝
露
を
受
け
る
住
民
の
健
康
対
策
と
い
う
側
面
を
有
す
る
条
例
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
�
。
受
動
喫
煙
が
健
康
に
対
し
て
一
定
の

害
悪
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
、
そ
の
健
康
に
対
す
る
害
悪
を
受
け
た
く
な
い
者
に
対
し
て
害
を
与
え
る
、
つ
ま
り
、
た
ば
こ
の
煙

に
曝
す
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
そ
の
対
策
を
講
じ
る
責
務
が
あ
る
と
も
に
、
施
設
管
理
者
に
一
定
の
措
置
を
求

め
る
よ
う
に
定
め
る
健
康
増
進
法
や
各
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
は
、
今
日
の
国
民
・
住
民
の
健
康
維
持
や
向
上
の
た
め
の
施
策
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
律
や
条
例
を
制
定
す
る
場
合
に
は
当
然
に
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
内
容
を
含

む
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
憲
法
上
の
権
利
と
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

受
動
喫
煙
に
対
し
て
健
康
へ
の
害
悪
が
明
白
で
あ
る
以
上
、
た
ば
こ
の
煙
に
曝
さ
れ
な
い
よ
う
に
生
活
す
る
権
利
、
つ
ま
り
、
人
格
権
と

し
て
保
障
さ
れ
る
、
健
康
へ
の
害
悪
か
ら
逃
れ
、
健
康
に
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
自
ら
の



─ 18 ─

努
力
の
み
で
は
困
難
で
あ
る
場
合
に
国
な
ど
に
対
し
て
救
済
を
求
め
る
権
利
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
、
健
康
へ
の
侵
害
に
対

し
て
侵
害
排
除
・
救
済
を
求
め
る
権
利
が
人
格
権
的
健
康
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
喫
煙
の

自
由
は
他
者
に
対
し
て
害
悪
を
与
え
な
い
場
合
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
他
者
の
人
格
権
的
健
康
権
を
侵
害
す
る
喫
煙
は
認
め
ら
れ
ず
、
受

動
喫
煙
に
よ
る
被
害
に
曝
さ
れ
て
い
る
者
は
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
措
置
と
し

て
、
法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
喫
煙
場
所
の
制
限
や
喫
煙
に
関
す
る
取
り
決
め
を
含
む
規
制
を
行
う
こ
と
を
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
人
格
権
的
健
康
権
と
喫
煙
の
自
由
の
関
係
に
お
い
て
、
喫
煙
者
が
い
か
に
喫
煙
の
自
由
を
主
張
し
よ
う
と

も
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
よ
る
喫
煙
場
所
の
制
限
や
罰
則
等
の
規
制
を
行
う
こ
と
を
禁
止
で
き
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
解
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
厳
格
な
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て
の
立
場
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
判
決
に
お
い
て
、「
健
康
そ
し
て
ま
さ
に

人
間
の
生
命
が
特
に
高
次
の
利
益
に
属
す
る
た
め
に
、
そ
の
保
護
の
た
め
の
手
段
は
、
職
業
の
自
由
と
い
う
基
本
権
に
相
当
程
度
介
入
す
る

も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
人
格
権
的
健
康
権
と
喫
煙
の
自
由
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
健
康
、

生
命
を
よ
り
高
次
の
基
本
権
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
人
格
権
的
健
康
権
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
�
。
一
方
で
、
営
業
の

自
由
と
人
格
権
的
健
康
権
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
人
格
権
的
健
康
権
は
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
た
ば

こ
の
煙
に
曝
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
一
部
の
産
業
や
営
業
用
店
舗
に
お
い
て
喫
煙
が
必
要
、
又
は
常
態
化
し
て
い
る
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
店
舗
に
お
い
て
も
禁
煙
、
分
煙
の
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
営
業
の
自
由
と
の
関
係
で
議

論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
〇
年
六
月
〜
一
二
月
に
行
わ
れ
た
「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
把
握
」
�

に
お
い
て
、
神
奈
川
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
施
行
に
と
も
な
う
経
済
波
及
効
果
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
居
酒
屋
や
喫
茶
店
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
を
含
む
、
外
食
産
業
に
お
い
て
特
に
条
例
施
行
に
と
も
な
う
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
現
れ
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
見
込
影
響
額
が
▲
（
マ
イ
ナ
ス
）
七
六
五
〇
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
予
想
影
響
額
が
▲
六
二
〇
〇
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
予
想

影
響
額
が
▲
二
八
八
〇
百
万
円
と
さ
れ
る
ほ
か
�
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
と
い
っ
た
宿
泊
施
設
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
見
込
影
響
額
が
▲

一
〇
二
〇
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
予
想
影
響
額
が
▲
一
五
八
〇
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
予
想
影
響
額
が
▲
一
六
五
〇
百
万
円
の
影
響
が
あ
る
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と
い
う
調
査
結
果
と
な
っ
て
い
る
�
。
こ
う
し
た
各
産
業
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
に
、分
煙
工
事
や
喫
煙
所
の
設
置
、分
煙
機
器（
分
煙
用
エ
ア
カ
ー

テ
ン
等
）
に
よ
る
プ
ラ
ス
影
響
を
考
慮
し
た
神
奈
川
県
内
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
施
行
に
と
も
な
う
経
済
波
及
効
果
は
、
二
〇
一
〇
年
見
込

影
響
額
が
▲
三
五
七
〇
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
予
想
影
響
額
が
▲
六
二
八
〇
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
予
想
影
響
額
が
▲
四
五
〇
五
百
万
円
と

な
り
、
特
定
産
業
に
対
し
て
一
定
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
示
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
う
し
た
条
例
施
行
に
よ
る
特
定
の
産
業
に
対
す
る
直
接
の
影

響
の
ほ
か
、
こ
う
し
た
産
業
に
対
す
る
影
響
か
ら
他
の
産
業
に
対
し
て
間
接
的
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
算
出
さ
れ
て
い
る
�
。
ま
た
こ

の
調
査
に
お
い
て
は
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
全
国
で
施
行
さ
れ
た
場
合
（
神
奈
川
県
条
例
と
同
内
容
の
全
国
を
対
象
と
す
る
受
動
喫
煙
防

止
法
が
施
行
さ
れ
た
も
の
と
同
様
）
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
算
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
外
食
産
業
、
喫
煙
所
設
置
等
の
直
接

の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
影
響
額
が
▲
七
〇
五
六
〇
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
影
響
額
が
▲
一
二
九
七
三
〇
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
影

響
額
が
▲
一
〇
八
四
八
百
万
円
の
影
響
が
あ
る
と
し
て
い
る
�
。
こ
こ
で
算
出
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
の
経
済
波
及
効
果
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
と
す
る
考
え
も
、
見
逃
し
が
た
い
重
大
な
影
響
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
あ
ろ
う
が
、
侵
害
さ
れ
る
人
格
権
的
健
康
権
と
い
う
人
権
の
保

護
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
経
済
的
損
失
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
喫
煙
が
必
要
、
又
は
常
態
化
し
て
い

る
産
業
、
営
業
用
店
舗
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
産
業
に
対
し
て
は
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
た
と
え
、
そ
う
し
た
産
業
、
営
業
用
店
舗

に
お
い
て
喫
煙
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
た
ば
こ
の
煙
に
曝
さ
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
者
は
、
そ
う
し
た
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
を
避

け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
喫
煙
が
必
要
、
又
は
常
態
化
し
て
い
る
産
業
、
営
業
用
店
舗
に
お
い
て
は
、

喫
煙
を
認
め
る
こ
と
が
人
格
権
的
健
康
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
も
な
い
と
解
さ
れ
る
。
と
か
く
、シ
ガ
レ
ッ
ト
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
、ス
ナ
ッ

ク
と
い
っ
た
施
設
に
お
い
て
は
喫
煙
が
必
要
、
又
は
常
態
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
く
、
こ
う
し
た
施
設
に
お
い
て
ま
で
禁
煙
義
務
を
課
す

こ
と
は
、
営
業
の
自
由
の
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
他
一
般
の
居
酒
屋
や
パ
チ
ン
コ
店
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
店
等
で
も

喫
煙
の
常
態
化
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
施
設
は
非
喫
煙
者
の
利
用
も
比
較
的
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
面
的

に
喫
煙
を
認
め
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
施
設
で
は
分
煙
の
措
置
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
え
よ

う
�
。
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し
か
し
、
受
動
喫
煙
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
か
は
健
康
へ
の
害
悪
を
排
除
す
る
た
め
に
最
も
効
果
的
な
方
法
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
来
は
全
面
的
な
禁
煙
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
前
述
注
�
の
「Pediatrics

」
に

お
い
て
三
次
的
喫
煙
に
い
つ
い
て
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
慮
す
れ
ば
、
喫
煙
し
た
者
の
髪
の
毛
、
衣
服
に
付
着
し
た
有

害
物
質
に
よ
る
間
接
的
喫
煙
の
影
響
が
あ
る
点
で
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
に
つ
い
て
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
る
生
活
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
喫
煙
空
間
内
の
備
品
（
ソ
フ
ァ
ー
や
カ
ー
テ
ン
）
に
付
着
し
た
有
害
物
質
の
影
響
を
非
喫
煙

者
が
受
け
な
い
よ
う
、
分
煙
に
つ
い
て
は
完
全
分
煙
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
時
間
喫
煙
を
可
能
と
し
て
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が
同
一
空
間

を
利
用
す
る
状
況
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
三
次
的
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
研
究
に
お
い
て
子
供
に
対
す
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
子
供
を
持
つ
世
帯
等
に
は
、
家
庭
内
で
の
喫
煙
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
指
導
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
「
環
境
タ
バ
コ
煙
の
暴
露
状
況
調
査
」�
に
お
い
て
は
、
大
学
構
内
の
完
全
分
煙
さ
れ
て
い
な
い
喫
煙
所
（
屋
外
開
放
型
の
喫
煙
所
）
周
辺

の
受
動
喫
煙
の
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
視
覚
的
簡
易
測
定
に
よ
る
調
査
で
は
、
喫
煙
所
内
、
喫
煙
所
中
心
部
に
お
い
て
五
段

階
評
価
の
五
、
喫
煙
所
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
場
所
等
で
四
〜
五
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
粉
塵
計
を
用
い
た
調
査

で
は
、
喫
煙
所
内
、
喫
煙
所
中
心
部
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
時
間
平
均
浮
遊
粉
塵
濃
度
が
一
・
五
六
〇
〜
一
一
・
一
〇
五
㎎
／
㎥
と
な
り
、
喫

煙
所
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
場
所
等
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
時
間
平
均
浮
遊
粉
塵
濃
度
は
、
〇
・
四
六
〇
〜
三
・
〇
六
〇
㎎
／
㎥
と
い

う
結
果
と
な
り
、
三
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
場
所
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
の
定
め
る
分
煙
判
定
基
準
で
あ
る
時
間
平
均
浮
遊
粉
塵
濃
度
〇
・

一
五
㎎
／
㎥
�
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
屋
外
開
放
型
の
喫
煙
所
に
お
い
て
は
相
当
離
れ
た
場
所
で
な
け
れ
ば
十
分
な
分
煙
効
果
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
現
在
大
学
構
内
や
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
開
放
型
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
人
の
通

行
す
る
場
所
、
人
の
集
ま
る
場
所
付
近
に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
部
の
産
業
、
営
業
用
店
舗
に
対
し
て
の
配
慮
は
要
す
る
も

の
の
、
基
本
的
に
は
人
格
権
的
健
康
権
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
手
段
と
し
て
、
原
則
禁
煙
の
措
置
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
分
煙
や
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時
間
喫
煙
等
の
対
策
を
講
じ
る
際
に
も
、
三
次
的
喫
煙
の
影
響
や
、
屋
外
開
放
型
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
等
留
意
す
べ
き
事
項
が

あ
る
。
条
例
制
定
に
よ
っ
て
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
に
よ
っ
て
、
一
部
の
疾
患
患
者
が
減

少
し
た
と
す
る
報
告
も
あ
る
こ
と
か
ら
�
、
健
康
維
持
、
健
康
向
上
の
観
点
か
ら
も
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

七
、 

お
わ
り
に

　

兵
庫
県
で
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
住
民
の
意
識
が
禁
煙
、
又
は
分
煙
の
推
進
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
喫
煙
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
厚
生
労
働
省
平
成
二
十
三
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
�
）

で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
二
十
歳
以
上
の
男
女
の
喫
煙
率
が
一
九
・
五
％
と
調
査
以
来
、
初
め
て
二
〇
％
を
下
回
っ
た
。
喫
煙
者
が
少
な
く
な
っ

た
と
い
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
二
割
程
度
の
成
人
が
喫
煙
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
施
設
を
全
面
的
に
禁
煙
に
す
る
等
す
る
こ
と
は

喫
煙
者
の
喫
煙
場
所
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、
逆
に
路
上
喫
煙
等
が
増
え
非
喫
煙
者
の
受
動
喫
煙
被
害
が
増
大
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
三
次
的

喫
煙
、
屋
外
開
放
型
の
喫
煙
所
の
研
究
か
ら
も
、
喫
煙
所
を
完
全
に
分
離
す
る
形
で
設
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う

し
た
受
動
喫
煙
対
策
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
�
。

註⑴　

そ
の
他
受
動
喫
煙
と
同
意
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
環
境
た
ば
こ
煙
（environm

ental tobacco sm
oke

）、
不
随
意
喫
煙
（involuntary 

sm
oking

）、
強
制
喫
煙
（com

pulsory sm
oking

）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
意
義
の
も
の
と
し
て
、
受
動
喫
煙
と
表
記
す
る
。

⑵　

兵
庫
県
は
、一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
年
に
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
づ
く
り
県
民
行
動
指
標
」
に
お
い
て
、『
家
族
を
い
た
わ
る
心
で　

タ
バ
コ　

ゼ
ロ
』

を
行
動
指
標
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）
年
に
策
定
し
た
「
健
康
日
本
二
十
一
兵
庫
県
計
画
」
で
は
、『
公
共
の
場
や
職

場
に
お
け
る
分
煙
の
百
％
実
施
』
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
に
施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
で
、
多
く
の
者
が
利
用
す
る
施

設
の
管
理
者
に
対
し
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
措
置
を
と
る
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
受
動
喫
煙
を
な
く
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社



─ 22 ─

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
三
月
に
「
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
指
針
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
指
針
の
目
標
実
現
の
た
め

に
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。

⑶　

兵
庫
県
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
経
緯
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
四
方
弘
道
「
受
動
喫
煙
防
止
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
地
方
自
治
職
員
研
修
四
五
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
八
月
）
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

⑷　

神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
平
成
二
十
一
年
神
奈
川
県
条
例
第
二
七
号
）。
不
特
定
ま
た
は
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
空
間
（
公
共
的
空
間
）
を
有
す
る
施
設
（
公
共
的
施
設
）
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
二
〇
〇
九
（
平

成
二
十
一
）
年
三
月
二
四
日
に
成
立
し
た
条
例
で
あ
っ
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
（
罰
則
規
定
に
つ
い
て
は

二
〇
一
一
年
四
月
一
日
施
行
）。

⑸　

素
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会
報
告
書
（
平
成
二
十
三
年
七
月
二
九
日
）
を
参
照
。
業
界
の
反
発
に
よ
っ
て
内

容
が
後
退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
な
報
道
も
あ
る
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日 

読
売
新
聞
朝
刊
、
二
〇
一
二
年
三
月
一
九
日
毎
日
新
聞
大
阪
夕
刊
、

二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
神
戸
新
聞
朝
刊
。

⑹　

兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
内
容
の
適
用
が
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
施
設
。
官
公
庁
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
大
学
等
の
教
育
施
設
、

病
院
、
助
産
所
、
薬
局
等
の
医
療
関
連
施
設
、
保
育
所
、
児
童
養
護
施
設
等
の
福
祉
施
設
（
条
例
別
表
一
─
①
〜
⑧
に
あ
た
る
施
設
）。

⑺　

兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
内
容
の
適
用
が
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
施
設
。
駅
等
の
待
合
室
、
列
車
、
船
舶
、
航
空
機
の
内
部
、

金
融
機
関
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
か
ら
、
寺
社
仏
閣
、
図
書
館
、
競
馬
場
、
駐
車
場
等
ま
で
が
対
象
と
な
る
（
本
条
例
別
表
一
─
⑨
〜
㊲
）。

⑻　

例
え
ば
東
京
都
の
二
〇
二
〇
年
五
輪
招
致
に
向
け
て
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
整
備http://w

w
w

.47new
s.jp/C

N
/201203/C

N
2012032301002282.

htm
l

、
受
動
喫
煙
防
止
憲
章
を
定
め
た
京
都
府
な
ど
が
あ
るhttp://w

w
w

.pref.kyoto.jp/tobacco/1334536118515.htm
l.

⑼　

た
ば
こ
規
制
条
約
は
、
二
〇
〇
三
年
に
採
択
さ
れ
た
後
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
五
月
一
九
日
に
国
会
に
よ
る
承
認
を

経
て
、
翌
年
二
月
に
公
布
及
び
告
示
、
発
効
し
て
い
る
。
同
条
約
第
八
条
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
の
防
止
を
含
む
、
非
喫
煙
者
の
健
康
保
護
に
関
す
る

対
策
の
た
め
の
国
内
法
を
整
備
、
受
動
喫
煙
防
止
の
促
進
を
求
め
て
い
る
。

⑽　

喫
煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る
法
律
は
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
鉄
道
営
業
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
五
号
）
第

三
四
条
「
制
止
ヲ
肯
セ
ス
シ
テ
左
ノ
所
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
十
円
以
下
ノ
科
料
ニ
処
ス 　

一　

停
車
場
其
ノ
他
鉄
道
地
内
吸
煙
禁
止
ノ
場
所
及
吸
煙

禁
止
ノ
車
内
ニ
於
テ
吸
煙
シ
タ
ル
ト
キ
」。

⑾　

H
irayam

a, T. N
onsm

oking w
ives of heavy sm

okers have a higher risk of lung cancer

：a study from
 Japan.B

r.M
ed.J.282

（1981

）.
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⑿　

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
発
表
さ
れ
たU

.S. Environm
ental Protection A

gency

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
‐
米
国
環
境
保
護
庁
）
に
よ
る“R

espiratory H
ealth 

Effects of Passive Sm
oking: Lung C

ancer and O
ther D

isorders

（
受
動
喫
煙
の
呼
吸
器
へ
の
健
康
影
響
：
肺
が
ん
及
び
他
の
呼
吸
器
疾
患
）”

に
お

い
て
、
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
近
年
で
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
のU

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an 

Services
（
Ｈ
Ｈ
Ｓ
‐
米
国
保
健
福
祉
省
）、Centers for D

isease C
ontrol and Prevention

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
‐
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か
に
よ
る“The 

H
ealth C

onsequences of Involuntary Exposure to Tobacco Sm
oke: A

 R
eport of the Surgeon G

eneral

（
た
ば
こ
煙
へ
の
不
随
意
曝
露
の
健
康
影
響
：

公
衆
衛
生
総
監
報
告
書
）2006”

に
お
い
て
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。http://apps.nccd.cdc.gov/osh_pub_catalog/

PublicationList.aspx　

報
告
書
原
文
参
照
。

　

U
.S. D

epartm
ent of Public H

ealth Service. H
ealth C

onsequences from
 Sm

oking: A
 R

eport of the A
dvisory C

om
m

ittee to the Surgeon G
eneral 

of the Public H
ealth Service. PH

S Publication N
o.1103. R

ockville, M
D

: U
.S. D

epartm
ent of H

ealth Education, and W
elfare, Public H

ealth 

Service, C
enters for D

isease C
ontrol,

（1964

）、U
. S. D

epartm
ent of H

ealth and H
um

an Services. The H
ealth C

onsequences of Sm
oking for 

W
om

en. A
 R

eport of the Surgeon G
eneral. U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Public H

ealth Service, O
ffice of the A

ssistant 

Secretary of H
ealth, O

ffice on Sm
oking and H

ealth,

（1980

）、U
.S. D

epartm
ent of H

ealth and H
um

an Services. R
educing the H

ealth 

C
onsequences of Sm

oking: 25 years of Progress: A
 R

eport of Surgeon G
eneral. D

H
H

S Publication N
o.(C

D
C

) 89-8411. A
tlanta, G

A
: U

.S. 

D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Public H

ealth Service, C
enters for D

isease C
ontrol, C

enter for C
hronic D

isease Prevention and 

H
ealth Prom

otion, O
ffice on Sm

oking and H
ealth,

（1989

）、H
irayam

a, T. Lifestyle and M
ortality: A Large-Scale C

ensus Based C
ohort Study 

in Japan, C
ontributions to Epidem

iology and B
iostatistics Vol. 6. K

arger (B
asel),

（1990

）、Sm
oking K

ills: A
 W

hite Paper on Tobacco. 

Presented to Parliam
ent by the Secretary of State for H

ealth and the Secretaries of State for Scotland, W
ales and N

orthern Ireland by 

C
om

m
and of H

er M
ajesty,

（1998

）、
厚
生
省
編
『
喫
煙
と
健
康
─
喫
煙
と
健
康
問
題
に
関
す
る
報
告
書
〔
第
二
版
〕』（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業

財
団
、
一
九
九
三
年
）。

⒀　

公
共
の
場
所
に
お
い
て
非
喫
煙
者
た
ち
が
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
な
措
置
、
子
供
や
若
年
者
が
喫
煙
の
習
慣
を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
措
置
、
た
ば
こ
の
習
慣
性
等
に
つ
い
て
の
警
告
表
示
等
の
実
施
な
ど
の
九
項
目
を
最
低
限
満
た
す
喫
煙
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
勧
告
が
な
さ
れ

た
。
決
議
後
に
発
表
さ
れ
た
、
厚
生
省
「
公
共
の
場
所
に
お
け
る
分
煙
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
書
（
平
成
八
年
三
月
）」
に
お
い
て
は
、
受
動
喫
煙
に

よ
る
健
康
被
害
の
防
止
・
減
少
の
た
め
に
公
共
の
場
に
お
け
る
分
煙
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⒁　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
百
％
禁
煙
以
外
の
措
置
（
換
気
、
喫
煙
区
域
の
使
用
）
を
講
じ
る
こ
と
は
不
完
全
で
あ
る
こ
と
、
全
て
の
屋
内
の
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職
場
、
屋
内
の
公
共
の
場
及
び
公
共
交
通
機
関
は
禁
煙
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
立
法
措
置

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
強
制
的
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
た
。G

uidelines for im
plem

entation 

of A
rticle 8 of the W

H
O

 FC
TC

“G
U

ID
ELIN

ES O
N

 PR
O

TEC
TIO

N
 FR

O
M

 EX
PO

SU
R

E TO
 TO

B
A

C
C

O
 SM

O
K

E” http://w
w

w
.w

ho.int/fctc/

protocol/guidelines/adopted/article_8/en/index.htm
l.

　

ま
た
、厚
生
労
働
省
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
仮
訳
を
掲
示
し
て
い
る
。「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
た
ば
こ
規
制
枠
組
条
約
第
八
条
の
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
『
た

ば
こ
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
』」（
仮
訳 

厚
生
労
働
省
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
／
「
喫
煙
と
健
康
」W

H
O

指
定
研

究
協
力
セ
ン
タ
ー
）http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/topics/tobacco/dl/fctc8_guideline.pdf.

⒂　

http://w
w

w
.w

ho.int/tobacco/resources/publications/en/.

⒃　

飯
田
真
美
「【
第
一
一
回
禁
煙
推
進
セ
ミ
ナ
ー
】〈
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
全
国
で
実
施
す
る
に
は
〉
一
．
世
界
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
現
状
と
Ｆ

Ｃ
Ｔ
Ｃ
」
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
誌 

循
環
器
専
門
医
二
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）
三
五
一
頁
。

⒄　

外
務
省
訳
。
正
文
以
下
の
通
り
。

　

A
rticle 8 ; Protection from

 exposure to tobacco sm
oke 　

　
　
　
　

　

1. Parties recognize that scientific evidence has unequivocally established that exposure to tobacco sm
oke causes death, disease and disability.

　

2. Each Party shall adopt and im
plem

ent in areas of existing national jurisdiction as determ
ined by national law

 and actively prom
ote at other 

jurisdictional levels the adoption and im
plem

entation of effective legislative, executive, adm
inistrative and/or other m

easures, providing for 

protection from
 exposure to tobacco sm

oke in indoor w
orkplaces, public transport, indoor public places and, as appropriate, other public 

places. 　

http://w
hqlibdoc.w

ho.int/publications/2003/9241591013.pdf.

⒅　

た
ば
こ
規
制
条
約
第
三
条The objective of this C

onvention and its protocols is to protect present and future generations from
 the devastating 

health, social, environm
ental and econom

ic consequences of tobacco consum
ption and exposure to tobacco sm

oke by providing a fram
ew

ork 

for tobacco control m
easures to be im

plem
ented by the Parties at the national, regional and international levels in order to reduce continually 

and substantially the prevalence of tobacco use and exposure to tobacco sm
oke.

（
こ
の
条
約
及
び
議
定
書
は
、
た
ば
こ
の
使
用
及
び
た
ば
こ
の
煙

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
の
広
が
り
を
継
続
的
か
つ
実
質
的
に
減
少
さ
せ
る
た
め
、
締
約
国
が
自
国
に
お
い
て
並
び
に
地
域
的
及
び
国
際
的
に
実
施
す
る
た

ば
こ
の
規
制
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
ば
こ
の
消
費
及
び
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
健
康
、
社
会
、

環
境
及
び
経
済
に
及
ぼ
す
破
壊
的
な
影
響
か
ら
現
在
及
び
将
来
の
世
代
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
）。
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⒆　

七
つ
の
原
則
と
し
て
、
①
百
％
無
煙
空
間
を
作
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
②
屋
内
の
職
場
と
屋
内
の
公
共
の
場
は
禁
煙
と
す
る
こ
と
、
③
強

制
力
を
持
つ
立
法
に
よ
り
禁
煙
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
④
禁
煙
法
の
施
行
の
た
め
に
十
分
な
企
画
と
資
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
⑤
市
民
に
法
律
や

計
画
の
策
定
に
積
極
的
に
参
加
を
促
す
こ
と
、
⑥
禁
煙
に
関
す
る
法
の
実
施
に
つ
い
て
は
記
録
、
評
価
等
を
行
う
こ
と
、
⑦
新
し
い
科
学
的
証
拠
等
を

反
映
し
必
要
に
応
じ
て
措
置
の
拡
大
を
行
う
こ
と
、
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

⒇　
「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
平
成
二
十
二
年
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
（
健
発
〇
二
二
五
第
二
号
）。

�　

前
掲
注
⒇
、「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
厚
労
省
通
知
。

�　

新
幹
線
の
禁
煙
化
率
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
三
月
時
点
で
四
四
％
で
あ
っ
た
、
上
越
新
幹
線
（
一
〇
三
六
両
／
日
）、
四
二
％
で
あ
っ
た
東
北
／

秋
田
／
山
形
新
幹
線
（
二
一
八
一
両
／
日
）、
三
七
％
で
あ
っ
た
東
海
道
／
山
陽
新
幹
線
（
五
五
九
〇
両
／
日
）
の
う
ち
、
上
越
、
東
北
／
秋
田
／
山

形
新
幹
線
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
三
月
時
点
で
百
％
に
、
東
海
道
／
山
陽
新
幹
線
は
四
二
％
に
い
ず
れ
も
禁
煙
化
率
が
上
昇
し
て
い
る
（
※
な
お
、

九
州
新
幹
線
は
二
〇
〇
五
年
の
開
業
以
来
、
長
野
新
幹
線
は
二
〇
〇
五
年
一
二
月
よ
り
禁
煙
化
率
百
％
と
な
っ
て
い
る
）。
Ｊ
Ｒ
在
来
線
特
急
の
禁
煙

化
率
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
三
蔵
七
二
両
／
日
）
が
五
〇
・
六
％
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
→
九
七
・
八
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
（
七
四
六

両
／
日
）
が
五
三
・
四
％
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
→
九
七
・
三
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
Ｊ
Ｒ
九
州
（
一
九
九
〇
両
／
日
）
四
五
・
七
％
（
二
〇
〇
六
年

三
月
）
→
八
九
・
六
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、Ｊ
Ｒ
東
海
（
四
四
一
両
／
日
）
二
三
・
七
％
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
→
六
三
・
三
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
二
〇
五
四
両
／
日
）
一
一
・
六
％
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
→
四
七
・
二
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
Ｊ
Ｒ
四
国
（
六
二
二
両
／
日
）

一
七
・
九
％
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
→
一
九
・
八
％
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
と
、
差
は
あ
る
も
の
の
い
ず
れ
も
禁
煙
化
率
は
上
昇
し
て
い
る
（
厚
生
労
働

科
学
研
究
費
補
助
金
（
健
康
科
学
総
合
研
究
事
業
）
平
成
十
八
年
度
研
究 

総
括
報
告
書
「
受
動
喫
煙
対
策
に
か
か
わ
る
社
会
環
境
整
備
に
つ
い
て
の

研
究
」
六
頁
、
七
頁
）。
ま
た
、
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
医
学
部
、
歯
学
部
及
び
そ
れ
ら
の
附
属
病
院
、
秋
田
県
全
域
の
一
定
規

模
以
上
ホ
テ
ル
に
お
け
る
禁
煙
化
の
調
査
報
告
も
行
わ
れ
て
い
る
。
上
記
研
究
を
含
む
厚
生
労
働
科
学
研
究
調
査
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.tobacco-control.jp/

）
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
在
来
線
特
急
の
禁
煙
化
率
の
そ
の
後
の
推
移
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
一
年
三
月
時
点
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
四
国
は
百
％
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
九
九
・
二
％
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
九
八
・
七
％
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は

九
八
・
六
％
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
九
八
・
二
％
の
喫
煙
化
率
と
な
っ
て
い
る
。

�　

森
淳
一
郎
「【
第
九
回
禁
煙
推
進
セ
ミ
ナ
ー
】〈
禁
煙
治
療
の
現
状
と
発
展
〉
四
．
我
が
国
に
お
け
る
た
ば
こ
対
策
に
つ
い
て
」
日
本
循
環
器
学
会
専

門
医
誌 

循
環
器
専
門
医
一
八
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）
三
五
八
頁
。

�　

厚
生
労
働
省
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
い
て
、
成
人
で
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
者
：
こ
れ
ま
で
合
計
百
本
以
上
又
は
六
ヶ
月
以
上
た
ば
こ
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を
吸
っ
て
い
る
（
吸
っ
て
い
た
）
者
の
う
ち
、「
こ
の
一
ヶ
月
間
に
毎
日
又
は
時
々
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
。

�　

た
だ
し
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
調
査
結
果
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
と
比
較
し
て
喫
煙
者
率
の
若
干
の
増
加
が
み
ら
れ
る
（
男
性

三
二
・
四
％
、
女
性
九
・
七
％
、
総
数
二
〇
・
一
％
）「
平
成
二
十
三
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
の
概
要
」
一
一
頁
。

�　
「
平
成
十
九
年
度
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
影
響
及
び
防
止
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
報
告
書
」（
平
成
十
九
年
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
）

四
一
頁
以
下
。
完
全
禁
煙
を
採
用
す
る
国
（
州
）
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
、
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
完
全
分
煙
を
採
用
す
る
国
（
州
）
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
、
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
州
、
フ
ラ
ン
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

�　

職
場
環
境
以
外
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
の
状
況
と
し
て
は
、
大
和
浩
産
業
医
科
大
学
産
業
生
態
科
学
研
究
所
教
授
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
の

紹
介
（
下
開
千
春
「
受
動
喫
煙
か
ら
健
康
を
守
る
た
め
に
」Life D

esign R
EPO

RT

（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
第
一
生
命
経
済
研
究
所
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

研
究
本
部
）
が
あ
る
ほ
か
、Tobacco C

ontrol June 2006, Volum
e 15, suppl 2 ,The G

lobal Tobacco Surveillance System
: linking data to tobacco 

control program
m

es and policy

に
お
い
て
、
約
六
〇
の
国
（
一
部
地
域
と
し
て
統
合
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
）
の
受
動
喫
煙
の
規
制
に

つ
い
て
職
場
環
境
に
限
る
こ
と
な
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

�　

A
ntonella C

ardona, G
illian G

riffith. Status R
eport on A

rticle 8 O
ctober 2010, G

lobal Sm
okefree Partnership

（2010

）,pp.1.

�　

近
年
、
喫
煙
室
を
認
め
な
い
受
動
喫
煙
防
止
法
の
制
定
さ
れ
た
国
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
四
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
二
〇
〇
六

年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
（
二
〇
〇
八
年
施
行
）、
二
〇
〇
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
（U

K

）、
二
〇
〇
八
年
の
パ
ナ
マ
、
ツ
バ
ル
、
ト
ル
コ
（
娯
楽
施
設
は

二
〇
〇
九
年
か
ら
施
行
）、
二
〇
一
〇
年
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
シ
リ
ア
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
バ
ヌ

ア
ツ
、
ギ
リ
シ
ア
（
三
〇
〇
㎡
を
超
え
る
バ
ー
・
カ
ジ
ノ
は
二
〇
一
一
年
六
月
施
行
）、
二
〇
一
一
年
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
先
進
国
に
限
ら
ず
法
制
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

�　

近
年
、
喫
煙
室
や
シ
ガ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
限
定
的
な
喫
煙
場
所
を
認
め
る
と
い
っ
た
規
制
法
を
制
定
し
た
国
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
四
年
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
二
〇
〇
五
年
の
イ
タ
リ
ア
、
マ
ル
タ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
二
〇
〇
七
年
の
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
ケ
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
二
〇
〇
八
年
の
バ
ー
レ
ー
ン
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
、
タ
イ
、
二
〇
〇
九
年
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ナ
ウ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
、
二
〇
一
〇
年
の
ラ
ト
ビ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
二
〇
一
一
年
の
モ
ル
ジ
ブ
、
ス
ペ
イ
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
完

全
に
分
煙
さ
れ
て
お
り
飲
食
の
で
き
な
い
喫
煙
室
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
国
も
あ
れ
ば
、
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う
に
職
場
の
喫
煙
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室
を
認
め
る
も
、
バ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
喫
煙
室
を
認
め
な
い
国
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
な
ど
の
空
港
に
の
み
喫
煙
室
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
る
国
等
、

受
動
喫
煙
に
対
す
る
措
置
は
様
々
で
あ
る
。

�　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
飯
田
真
美
、
渡
辺
佐
知
郎
「【
第
一
〇
回
禁
煙
推
進
セ
ミ
ナ
ー
】〈
受
動
喫
煙
防
止
条
例

を
全
国
で
実
施
す
る
に
は
〉
一
．
世
界
の
潮
流—

各
国
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
と
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
誌 

循
環
器
専
門
医
一
九
巻

二
号
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
三
二
七
頁
‐
三
二
九
頁
。

�　

長
谷
部
恭
男
『
憲
法
〔
第
五
版
〕』（
新
生
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
二
頁
。

�　

伊
藤
正
己
『
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
九
五
頁
。

�　

松
井
茂
記
『
日
本
国
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
三
三
三
頁
、
芦
部
信
喜
「
科
学
技
術
の
発
展
と
人
権
論
の
課
題
─
─
─
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利
を
中
心
と
し
て
」
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
二
八
号
（
一
九
九
三
年
）
二
三
、二
四
頁
。

�　

専
売
公
社
及
び
国
に
対
す
る
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
請
求
が
退
け
ら
れ
た
。

　

・
専
売
公
社
に
対
す
る
賠
償
請
求
‐
原
告
ら
が
、「
専
売
公
社
が
積
極
的
な
広
告
宣
伝
活
動
を
実
施
し
て
た
ば
こ
の
消
費
を
増
加
さ
せ
、
公
衆
衛
生
を

害
し
、
日
本
専
売
公
社
法
第
一
条
が
専
売
公
社
の
目
的
と
し
て
定
め
る
事
業
の
健
全
性
を
害
し
た
と
」
す
る
主
張
に
つ
い
て
、「
た
ば
こ
の
販
売
を
促

進
す
る
こ
と
は
、
た
ば
こ
専
売
事
業
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
専
売
事
業
の
健
全
性
が
害
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
」
こ
と
、
受
動
喫
煙
の
被
害
の
程
度
か
ら
、
専
売
公
社
の
不
作
為
の
違
法
性
は
な
こ
と
を
理
由
に
請
求
を
退
け
た
。

　

・
国
に
対
す
る
賠
償
請
求
‐
原
告
は
、
運
輸
大
臣
の
監
督
権
限
に
お
い
て
、
国
鉄
喫
煙
車
両
設
置
を
講
じ
る
よ
う
訓
令
す
る
義
務
、
大
蔵
大
臣
の
専
売

公
社
に
対
し
て
、
専
売
事
業
の
健
全
性
を
確
保
す
る
監
督
権
限
行
使
の
義
務
、
厚
生
大
臣
の
喫
煙
対
策
等
を
講
じ
る
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
、「
喫
煙
が
嗜
好
と
し
て
社
会
的
に
是
認
さ
れ
て
お
り
、
非
喫
煙
者
が
列
車
内
に
お
け
る
た
ば
こ
の
煙
に
曝
露
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
身
体
な
い
し
は
健
康
に
生
じ
る
影
響
が
一
過
性
の
刺
激
な
い
し
不
快
感
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
す
る
と
」、
各
大
臣
が
非
喫
煙
者
保
護
の
た
め
に

特
段
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
請
求
を
退
け
た
。

�　

憲
法
上
の
喫
煙
の
自
由
に
つ
い
て
、
幸
福
追
求
権
の
理
解
に
関
し
て
、
人
格
的
利
益
権
説
の
立
場
で
あ
れ
ば
喫
煙
の
自
由
が
個
人
の
人
格
的
生
存
に

必
要
不
可
欠
で
は
な
い
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
的
行
為
自
由
説
の
立
場
で
あ
れ
ば
、
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
ろ
う
。

�　

平
山
雄
「
直
接
喫
煙
タ
バ
コ
病
と
間
接
喫
煙
タ
バ
コ
病
」
診
断
と
治
療
六
九
巻
六
号
（
一
九
八
一
年
）
を
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
秋
葉
澄
伯
、
水
野

正
一
「〔
喫
煙
と
健
康
〕
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響 

が
ん
を
中
心
に
」
臨
床
科
学
三
四
巻
二
号
（
一
九
九
八
）、
川
南
勝
彦
、
簑
輪
眞
澄
、
岡
山
彬
、
早
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川
武
人
、
上
島
博
次
「
喫
煙
習
慣
の
全
試
飲
、
が
ん
、
肺
が
ん
志
望
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」
日
本
衛
生
学
雑
誌
五
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
な

ど
。

�　

日
本
に
お
け
る
喫
煙
に
対
す
る
社
会
的
寛
容
さ
は
、
約
百
年
に
及
ぶ
た
ば
こ
の
専
売
利
益
と
、
そ
の
利
権
を
も
つ
国
の
規
制
の
甘
さ
が
招
い
た
事
象

で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

�　

大
沢
秀
介
「
嫌
煙
権
訴
訟
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
七
号
（
一
九
九
四
年
）
一
八
三
頁
。

�　

健
康
権
に
つ
い
て
は
、
下
山
瑛
二
先
生
が
、
昔
か
ら
そ
の
権
利
の
重
要
性
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
下
山
瑛
二
『
健
康
権
と
国
の
法
的
責
任
─
薬
品
・

食
品
行
政
を
中
心
と
す
る
考
察
─
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）
七
八
頁
以
下
。

�　

大
沢
先
生
は
嫌
煙
権
の
学
説
に
つ
い
て
、「
具
体
的
な
健
康
へ
の
被
害
が
生
ず
る
前
に
救
済
を
与
え
う
る
こ
と
、
お
よ
び
憲
法
論
的
位
置
付
け
が
よ

り
強
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
健
康
権
と
し
て
理
解
す
る
説
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
�
、
大
沢
「
嫌
煙
権
訴
訟
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
〇
三
七
号
一
八
三
頁
）。

�　

主
流
煙
（
呼
出
煙
）
は
喫
煙
す
る
人
の
吸
う
、ま
た
は
吐
き
出
す
煙
、副
流
煙
は
た
ば
こ
自
体
（
吸
い
殻
も
含
む
）
か
ら
く
す
ぶ
る
煙
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
こ
う
し
た
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
は
流
涙
、
鼻
閉
、
頭
痛
等
の
諸
症
状
や
呼
吸
抑
制
、
心
拍
増
加
、
血
管
収
縮

等
生
理
学
的
反
応
等
に
関
す
る
知
見
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
慢
性
影
響
と
し
て
、
肺
が
ん
や
循
環
器
疾
患
等
の
リ
ス
ク
の
上
昇
を
示
す
疫
学
調
査
が

あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
が
ん
研
究
機
関
）
は
、
証
拠
の
強
さ
に
よ
る
発
が
ん
性
分
類
に
お
い
て
、
た
ば
こ
を
グ
ル
ー
プ
一
と
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、

心
血
管
系
に
及
ぼ
す
影
響
と
し
て
、
血
小
板
活
性
化
、
炎
症
、
感
染
、
動
脈
硬
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
減
少
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
上
昇
等
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
（Joaquin B

arnoya, Stanton A
. G

lantz, C
ardiovascular Effects of Secondhand Sm

oke: N
early as Large as Sm

oking. C
irculation 

111, 2005

）、
が
ん
以
外
の
影
響
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

�　

Jonathan P. W
inickoff, Joan Friebely, Susanne E. Tanski, C

heryl Sherrod, G
eorg E. M

att, M
elbourne F. H

ovell, R
obert C

. M
cM

illen, Beliefs 

About the H
ealth Effects of “Thirdhand”Sm

oke and H
om

e Sm
oking Bans. Pediatrics 123, 2009.

�　

U
N

SC
EA

R
 2010 R

eport "Sum
m

ary of low
-dose radiation effects on health"

、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ーJPH

C
 Study

調
査
、Preventive 

M
edicine, 38

（2004

）pp.516-522,　

International Journal of C
ancer,122

（2008
）pp.653-657.

能
動
喫
煙
は
放
射
線
量
に
換
算
す
る
と
２
千

ｍ
Sv
相
当
と
さ
れ
る
。

�　

こ
う
し
た
権
利
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
ば
こ
の
煙
以
外
で
そ
の
害
悪
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、
例
え
ば
放
射
性
物
質
や
ア
ス

ベ
ス
ト
と
い
っ
た
も
の
か
ら
健
康
を
守
る
権
利
も
当
然
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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�　

五
十
嵐
清
『
人
格
権
法
概
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
頁
。

�　

裁
判
例
に
お
い
て
も
、
金
沢
地
方
裁
判
所
平
成
十
八
年
三
月
二
四
日
判
決
な
ど
で
、
健
康
を
人
格
権
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
示
さ
れ
て

い
る
。「
個
人
の
生
命
，
身
体
及
び
健
康
と
い
う
重
大
な
保
護
法
益
が
現
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
，
又
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
危
険
が
あ
る
場
合

に
は
，
そ
の
個
人
は
，
そ
の
侵
害
を
排
除
し
，
又
は
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
に
，
人
格
権
に
基
づ
き
，
侵
害
行
為
の
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
解
さ
れ
る
」。
ま
た
こ
の
裁
判
に
お
い
て
は
志
賀
原
発
周
辺
公
衆
の
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
そ
の
許
容
限
度
、
規
制
値
に
つ
い
て
、
ラ
ド
ン
を
除
く

自
然
放
射
線
に
よ
る
年
間
被
ば
く
線
量
が
一
ｍ
Sv
を
超
え
な
い
程
度
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
‐IC

R
P Publication 60 ”R

ecom
m

endation of 

International C
om

m
ission on R

adiological Protection”, Pergam
on Press1990

‐
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
受
動
喫
煙
と
放
射
線
被

ば
く
の
比
較
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

�　

藤
井
正
希
「
生
存
権
（
憲
法
二
五
条
）
の
法
解
釈
論
─
そ
の
法
的
性
質
を
中
心
に
し
て
─
」
社
学
研
論
集
一
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
一
三
頁
。

�　

Third-hand Sm
oke

に
対
す
る
措
置
を
も
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
極
め
て
厳
格
な
受
動
喫
煙
防
止
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
人
格
権

的
健
康
権
に
よ
る
保
護
に
と
し
て
は
不
十
分
と
な
ろ
う
。

�　

加
藤
康
介
、
井
出
康
夫
「【
第
一
〇
回
禁
煙
推
進
セ
ミ
ナ
ー
】〈
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
全
国
で
実
施
す
る
に
は
〉
四
．
神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
」
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
誌 

循
環
器
専
門
医
一
九
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
三
四
一
頁
。

�　

こ
こ
で
い
う
「
受
動
喫
煙
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
」
と
は
、
受
動
喫
煙
（
た
ば
こ
煙
の
曝
露
）
を
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
県
民
が
、

公
共
施
設
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
た
ば
こ
の
煙
に
曝
露
さ
れ
な
い
環
境
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

�　

第
一
種
施
設
と
し
て
禁
煙
義
務
と
さ
れ
る
施
設
は
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高
校
、
大
学
等
の
教
育
施
設
、
病
院
、
薬
局
等
の
医
療
機
関
、
劇
場
、

映
画
館
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
公
会
堂
、
寺
社
仏
閣
、
火
葬
場
、
展
示
場
、
体
育
館
、
水
泳
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
公
衆
浴
場
、
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
公
共
交
通
機
関
の
待
合
所
等
、
公
共
交
通
機
関
の
車
両
等
、
図
書
館
、
動
物
園
、
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
所
、
官
公
庁
等
で
あ
る
。

�　

第
二
種
施
設
と
し
て
禁
煙
又
は
分
煙
義
務
と
さ
れ
る
施
設
は
、
飲
食
店
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ
ェ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
店
、
パ
チ
ン
コ
店
、
場
外
馬
券
売
り
場
等
及
び
、
第
一
種
施
設
に
該
当
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
業
を

営
む
店
舗
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
質
屋
、
古
物
店
、
理
容
所
、
美
容
所
、
旅
行
代
理
店
、
不
動
産
店
、
法
律
事
務
所
、
行
政
書
士
事
務
所
、
司
法
書
士

事
務
所
、
公
認
会
計
士
事
務
所
、
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
、
税
理
士
事
務
所
、
弁
理
士
事
務
所
、
探
偵
事
務
所
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
）

で
あ
る
。

　

※
た
だ
し
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
及
び
同
条
第
九
項
に
規
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定
す
る
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
を
営
む
店
舗
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
、
第
二
種
施
設
に
含
ま
な
い
と
さ
れ
る
。

�　

神
奈
川
県
の
条
例
に
お
い
て
は
、
適
用
除
外
認
定
施
設
（
条
例
二
〇
条
）、
特
例
第
二
種
施
設
（
条
例
二
一
条
）
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
適
用
除
外

認
定
施
設
に
は
、
会
員
制
ク
ラ
ブ
や
シ
ガ
ー
バ
ー
等
が
対
象
と
し
て
含
ま
れ
、
特
例
第
二
種
施
設
に
は
、
風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号

ま
で
に
掲
げ
る
営
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
食
品
の
調
理
場
を
除
く
床
面
積
が
百
㎡
以
下
の
飲
食
店
、
事
業
用
の
床
面
積
が
七
百
㎡
以
下
の
ホ
テ
ル
、

旅
館
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
努
力
義
務
と
さ
れ
る
。

�　

神
奈
川
県
の
条
例
第
二
三
条
に
お
い
て
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
施
設
管
理
者
が
義
務
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
等
は
五
万
円
以
下
の
過
料
、

喫
煙
禁
止
区
域
内
で
喫
煙
し
た
者
は
二
万
円
以
下
の
過
料
の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

�　

神
奈
川
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
の
内
容
と
そ
の
問
題
点
の
検
討
に
つ
い
て
大
沢
秀
介
、
葛
西
ま
ゆ
こ
、
大
林
啓
吾
編
『
憲
法.com

』（
成

文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
一
頁
以
下
（
井
上
武
史
執
筆
部
分
）
が
あ
る
。

�　

兵
庫
県
の
条
例
に
お
い
て
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
措
置
と
し
て
、
小
中
学
校
、
高
校
、
幼
稚
園
等
に
つ
い
て
は
建
物
、
敷
地
内
の
全
域
、
大
学
、
高

専
、
薬
局
、
は
り
師
、
官
公
庁
施
設
で
あ
っ
て
庁
舎
以
外
の
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
建
物
内
の
公
共
的
空
間
、
病
院
、
診
療
所
、
官
公
庁
庁
舎
、
児
童

福
祉
施
設
等
に
つ
い
て
は
建
物
内
の
全
域
に
お
い
て
禁
煙
の
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
（
当
面
の
間
は
既
設
喫
煙
所
で
の
喫
煙
が
認
め
ら
れ
る
が
今
後

喫
煙
所
の
設
置
も
禁
止
さ
れ
る
）
ほ
か
、
こ
れ
ら
以
外
で
神
奈
川
県
の
条
例
に
よ
っ
て
規
制
対
象
と
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
、
喫
煙
所
の
設
置
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
分
煙
、
一
部
喫
煙
等
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

�　

兵
庫
県
条
例
第
二
三
条
。

�　

兵
庫
県
条
例
第
二
五
条
。

�　
「
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会
報
告
書
」
九
頁
。

�　

前
掲
注
�
、
報
告
書
一
〇
頁
。

�　

前
掲
注
�
、
報
告
書
一
〇
頁
。

�　

前
掲
注
�
、
報
告
書
一
一
頁
。
兵
庫
県
条
例
素
案
で
は
、
規
制
の
対
象
と
な
る
施
設
等
は
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
罰
則
に
つ
い
て
は
必
要

で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
だ
け
で
、
具
体
的
な
罰
則
内
容
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

�　

兵
庫
県
条
例
、
神
奈
川
県
条
例
、
兵
庫
県
条
例
素
案
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
健
康
増
進
課
「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関

す
る
条
例
に
お
け
る
規
制
内
容
」
を
参
照
。http://w

eb.pref.hyogo.jp/kf17/judoukitsuen_jourei.htm
l.

�　

各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
等
に
つ
い
て
は
、
深
町
晋
也
「
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
と
刑
罰
論
─
刑
事
立
法
学
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序
説
─
」
立
教
法
学
七
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
七
頁
以
下
、
村
田
陽
平
『
受
動
喫
煙
の
環
境
学
─
健
康
と
タ
バ
コ
社
会
の
ゆ
く
え
』（
世
界
思
想
社
、

二
〇
一
二
年
）
五
頁
以
下
参
照
。

�　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
に
つ
い
て
は
、
井
上
典
之
「
喫
煙
規
制
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
─
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
禁
煙
法
違
憲
判
決
を
素

材
に
」
法
律
時
報
八
一
巻
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
四
頁
以
下
参
照
。

�　

東
京
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
第
一
事
業
部
『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』（
富
士
経
済
、
二
〇
一
一
年
）。

�　

前
掲
注
�
、『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
一
六
頁
。

�　

前
掲
注
�
、『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
二
一
頁
。

�　

前
掲
注
�
、『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
五
五
頁
。

�　

こ
こ
で
は
、
条
例
施
行
に
よ
る
間
接
的
な
影
響
と
し
て
、
生
産
誘
発
額
、
付
加
価
値
誘
発
額
、
誘
発
就
業
者
数
が
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、

生
産
誘
発
額
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
五
四
八
八
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲
一
〇
六
四
八
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
合
計
▲
七
六
〇
〇
百
万
円
、
付
加

価
値
誘
発
額
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
二
八
五
五
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲
五
二
一
二
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
合
計
▲
三
六
九
九
百
万
円
、
誘
発
就

業
者
数
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
一
四
六
一
人
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲
一
六
六
七
人
、
二
〇
一
二
年
合
計
▲
九
九
二
人
と
さ
れ
て
い
る
。
製
造
業
や
建
設

業
で
は
プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
農
水
産
業
、
食
料
品
関
係
、
商
業
、
外
食
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
注
�
、『
受
動

喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
五
六
‐
五
八
頁
）。

�　

前
掲
注
�
、『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
五
九
頁
。
こ
の
他
、
生
産
誘
発
額
、
付
加
価
値
誘
発
額
、
誘
発
就
業
者
数
に

つ
い
て
も
算
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
生
産
誘
発
額
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
一
〇
四
二
七
四
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲
二
一
〇
一
七
四
百
万

円
、
二
〇
一
二
年
合
計
▲
一
七
三
五
三
五
百
万
円
、
付
加
価
値
誘
発
額
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
五
四
二
五
〇
百
万
円
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲

一
〇
三
八
二
〇
百
万
円
、
二
〇
一
二
年
合
計
▲
八
五
五
五
三
百
万
円
、
誘
発
就
業
者
数
が
二
〇
一
〇
年
合
計
▲
二
二
五
五
二
人
、
二
〇
一
一
年
合
計
▲

二
八
六
八
五
人
、二
〇
一
二
年
合
計
▲
一
九
七
九
五
人
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
�
、『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
も
た
ら
す
需
要
変
動
の
実
態
』
五
九
頁
）。

�　

た
だ
し
、
前
述
の
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
営
業
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
健
康
保
護
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
、
制
約
が
可
能
で
あ
る

も
の
と
さ
れ
る
。

�　

定
岡
直
、
柳
沢
茂
、
中
根
卓
、
八
上
公
利
、
小
口
久
雄
、
笠
原
香
「
環
境
タ
バ
コ
煙
の
暴
露
状
況
調
査
」
信
州
公
衆
衛
生
雑
誌
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
九

年
）
七
二
‐
七
三
頁
。

�　

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/houdou/2002/06/h0607-3.htm

l

参
照
。
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�　

米
国
モ
ン
タ
ナ
州
ヘ
レ
ナ
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
制
定
、
施
行
さ
れ
た
後
に
急
性
心
筋
梗
塞
の
発
症
が
減
少
し
た
と
さ
れ
る
報
告

（R
ichard P Sargent, R

obert M
 Shepard, Stanton A

 G
lantz. Reduced incidence of adm

issions for m
yocardial infarction associated w

ith public 

sm
oking ban: before and after study. B

M
J,328

（2004

）977-980

）、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
制
定
、
施
行
さ
れ

た
後
に
急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
る
入
院
例
が
減
少
し
、
推
定
五
六
〇
〇
万
ド
ル
の
医
療
費
が
削
減
さ
れ
た
と
す
る
報
告
が
あ
る
（H

arlan R
. Juster, B

rett 

R
. Loom

is, Theresa M
. H

inm
an, M

atthew
 C

. Farrelly, A
ndrew

 H
yland, U

rsula E. B
auer, G

uthrie S. B
irkhead. D

eclines in H
ospital Adm

issions 

for Acute M
yocardial Infarction in N

ew
 York State After Im

plem
entation of a C

om
prehensive Sm

oking Ban. A
m

erican Journal of Public H
ealth 

Vol. 97, N
o. 11

（2007
）2035-2039

）、
こ
の
他
海
外
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
、
施
行
後
に
急
性
心
筋
梗
塞
患
者
が
増
加
し
た
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
海
老
名
俊
明
「【
第
一
〇
回
禁
煙
推
進
セ
ミ
ナ
ー
】〈
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
全
国
で
実
施
す
る
に
は
〉
二
．
受
動
喫
煙

防
止
条
例
と
急
性
冠
症
候
群
─
神
奈
川
県
ス
タ
デ
ィ
ー
の
紹
介
」
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
誌 

循
環
器
専
門
医
一
九
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
九
月
）

三
三
〇
‐
三
三
五
頁
）。

�　

前
掲
注
�
「
平
成
二
十
三
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
の
概
要
」http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.htm
l

参
照
。

�　

二
〇
一
三
年
七
月
八
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
兵
庫
県
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
兵
庫
県
内
の
全
て
の
駅
構
内
に
お
け
る

全
面
禁
煙
と
、
京
都
府
内
の
一
部
の
駅
構
内
の
全
面
禁
煙
を
発
表
し
た
。http://w

w
w

.w
estjr.co.jp/press/article/2013/07/page_4075.htm

l.
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は
じ
め
に

　

近
年
、〔
特
に
、
科
学
社
会
学
「
第
二
の
波
」
か
ら
今
日
の
「
第
三
の
波
」
に
か
け
て
⑴
〕「
専
門
家
」
─
─
差
し
当
た
り
こ
こ
で
は
、《
何

ら
か
の
分
野
で
一
定
程
度
高
度
な
科
学
的
乃
至
技
術
的
・
技
能
的
知
見
を
学
習
ま
た
は
経
験
に
よ
っ
て
持
つ
に
至
り
、
何
ら
か
の
職
務
に
お

い
て
も
そ
れ
を
活
か
す
可
能
性
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
得
る
者
》
と
し
て
お
く
。
但
し
、当
論
文
で
は
、特
に
「
科
学
」（
理
科
系
及
び
文
科
系
）

の
位
置
付
け
を
枢
要
な
課
題
と
し
て
据
え
る
。
─
─
と
い
う
肩
書
き
を
付
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
優
越
性
を
与
え
信
頼
を

置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
典
型
的
に
は
、
∧
博
士
∨
∧
職
位
∨
等
の
類
の
肩
書

き
を
何
ら
か
の
組
織
体
か
ら
記
載
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
実
質
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
な
い
こ
と
が
、

批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
そ
う
い
っ
た
類
の
偏
向
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

∧
専
門
家
∨
∧
博
士
∨
∧
職
位
∨
と
い
っ
た
肩
書
き
の
類
や
、「
専
門
知
」「
科
学
知
」
等
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
∧
権
威
∨
∧
正
統
性
∨
∧
正

当
性
∨
を
帰
結
し
て
い
た
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
〔
特
に
科
学
論
の
界
に
お
い
て
〕
既
に
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
但
し
、
と
り
わ
け
「
第
二
の
波
」
の
影
響
の
も
と
で
触
発
さ
れ
た
よ
う
に
、「
専
門
家
」
と
い
う
も
の
を
端
的
に
相
対
化
し
去
っ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
見
方
も
、
逆
説
的
に
も
却
っ
て
当
の
「
専
門
家
」・「
専
門
知
」
を
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
に
連
な
っ
て

し
ま
い
、実
質
的
に
は
「
専
門
家
」
に
過
剰
か
つ
不
合
理
な
潜
勢
的
支
配
力
を
付
与
す
る
弊
を
招
く
こ
と
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。
─
─
従
っ

政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
お
け
る
「
専
門
家
」・「
専
門
知
」
の
位
置
付
け
に
関
す
る
考
察

福　

永　

英　

雄
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て
、
肩
書
き
へ
の
偏
向
を
回
避
し
つ
つ
、《
経
験
を
土
台
に
し
た
専
門
知
（experience-based expertise

）》
を
実
質
的
に
正
当
に
位
置
付

け
る
こ
と
こ
そ
が
、
緊
要
な
学
術
上
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
折
し
も
、
科
学
社
会
学
「
第
三
の
波
」
が
そ
の

方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
妥
当
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
政
治
過
程
・
政
策
過
程
⑵
に
お
け
る
「
専
門
家
」「
専
門
知
」
の
位
置
付
け
を
考
察
し
て
い
く

に
当
た
っ
て
も
最
も
核
心
的
な
論
点
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
当
論
文
で
は
、
先
ず
「
科
学
」
そ
の
も
の
の
本
来
的
位
置
付
け
に
関
す
る

一
般
的
考
察
、
及
び
、｛
科
学
的
合
理
性
／
社
会
的
合
理
性}

に
関
す
る
一
般
的
考
察
か
ら
始
め
て
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
も
資
す
る

部
位
へ
の
考
察
へ
と
漸
進
的
に
論
を
進
め
て
い
く
。

一
、
科
学
的
合
理
性
と
社
会
的
合
理
性

　

先
ず
は
、
科
学
と
社
会
、
ひ
い
て
は
、
科
学
的
合
理
性
と
社
会
的
合
理
性
〔
実
質
的
に
は
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
お
け
る
合
理
性
の

部
分
が
大
き
い
〕
と
の
差
異
・
関
係
性
こ
そ
、
当
テ
ー
マ
の
土
台
に
位
置
す
る
枢
要
な
部
位
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

例
え
ば
こ
の
二
者
の
懸
隔
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
得
る
類
の
論
考
が
（
特
に
、
科
学
技
術
社
会
論
の

discipline

に
お
い
て
）
み
ら
れ
る
が
、
も
し
も
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
逆
だ
ろ
う
。
特
に
自
然
科
学
の
場
合
、

対
象
そ
れ
自
体
は
没
価
値
的
か
つ
非
社
会
的
次
元
で
あ
る
一
方
で
、
科
学
〔
文
科
系
も
含
む
〕
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
は
本
来
的
に
は
没
価

値
的
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
的
次
元
に
属
す
る
こ
と
が
、
事
情
を
複
雑
に
し
て
い
る
。（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
藤
垣
裕
子
の
科
学
論
を

考
察
す
る
中
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
論
じ
る
。）
問
題
は
そ
う
な
の
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
、
科
学
固
有
の
没
価
値
的
・
理
念
型
的
一
般

理
論
化
と
、
技
術
・
技
能
等
固
有
の
価
値
負
荷
的
・
道
具
的
合
理
性
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
価
値
負
荷
的
な
社
会
的
合
理
性
と
の
配
置

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
こ
そ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
但
し
当
論
文
で
は
、
技
術
・
技
能
等
の
次
元
は
没
価
値
的
科
学

か
ら
の
価
値
負
荷
的
派
生
と
定
位
す
る
こ
と
に
し
て
、
主
に
、
科
学
と
社
会
（
ひ
い
て
は
政
治
過
程
・
政
策
過
程
）、
さ
ら
に
、
科
学
的
合

理
性
と
社
会
的
合
理
性
と
の
関
係
に
ま
つ
わ
る
考
察
を
軸
と
す
る
。
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こ
こ
で
、
科
学
論
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
吉
田
民
人
の
科
学
論
⑶

と
、
藤
垣
裕
子
の
科
学
論
⑷
、
さ
ら
に
は
、

Pierre Bourdieu 

の
社
会
科
学
方
法
論
⑸
、Brian W

ynne 

の
科
学
論
⑹
、Jürgen H
aberm

as 

の
科
学
・
技
術
論
⑺
を
参
照
し
、
社
会
的

合
理
性
と
の
接
続
を
展
望
し
つ
つ
、
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

〔
参
照
と
考
察
①
〕
吉
田
民
人
の
科
学
論
と
社
会
的
位
置

　

吉
田
民
人
は
先
ず
、
科
学
を
「
法
則
定
立
科
学
」
＝
「
物
質
層
」
の
物
理
学
・
化
学
を
典
型
と
す
る
物
的
法
則
科
学
と
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
学
」
と
に
二
分
し
、
さ
ら
に
後
者
を
「
シ
グ
ナ
ル
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
「
生
命
層
」（
生
物
ゲ
ノ
ム
等
）
と
、「
シ
ン
ボ
ル
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
「
人
間
層
」（
法
制
、
エ
ス
ノ
メ
ソ
ッ
ド
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
芸
術
様
式
等
）
と
に
二
分
す
る
。「
物
質
層
」
は
「
変
容
不

能
」
か
つ
「
違
背
不
能
」
で
あ
る
。「
生
命
層
」
は
「
変
容
可
能
」・「
違
背
不
能
」、「
人
間
層
」
は
「
変
容
可
能
」・「
違
背
可
能
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
層
の
科
学
の
う
ち
、「
物
質
層
」
の
次
元
に
つ
い
て
は
専
ら
「
専
門
知
」
だ
け
が
関
与
し
得
る
た
め
、「
専
門
家
」
の
位
置
は
判
然

と
し
て
い
る
。
社
会
的
問
題
と
な
り
得
る
の
は
、「
生
命
層
」
と
「
人
間
層
」、
ま
た
は
、「
人
間
層
」
と
の
相
関
に
お
け
る
「
物
質
層
」（
・

生
命
層
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
物
質
層
」
も
、「
人
間
層
」
と
の
相
関
に
お
い
て
は
社
会
的
問
題
と
な
り
得
る
。「
生
命
層
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
直
接
変
容
し
得
る
の
は
当
該
分
野
の
「
専
門
家
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
へ
さ
ら
に
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
介
入
す
る
余
地
が

あ
る
。
し
か
も
違
背
は
不
能
で
あ
る
か
ら
「
専
門
家
」
外
の
も
の
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
及
び
難
い
。
こ
の
言
わ
ば
《
二
重
性
》
そ
の
も

の
が
社
会
的
問
題
を
惹
起
し
得
る
。「
人
間
層
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変
容
も
違
背
も
共
に
可
能
で
あ
る
か
ら
、「
専
門
家
」
外
の
も
の
の
位
置

価
が
大
き
く
、
た
め
に
、「
専
門
家
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
最
も
議
論
の
的
と
な
り
や
す
い
。「
専
門
家
」
の
位
置
だ
け
に
つ
い
て
言
う
な

ら
ば
、「
物
質
層
」
と
「
生
命
層
」
で
は
「
専
門
家
」
の
位
置
付
け
が
本
来
的
に
明
瞭
で
あ
る
一
方
で
、「
人
間
層
」
で
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
層
の
相
異
は
、
本
質
的
次
元
の
相
異
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
相
対
的
な
差
異
・

程
度
の
差
異
等
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
近
年
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
科
学
論
、
殊
に
科
学
技
術
社
会
論
の
界
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
三

つ
の
次
元
の
区
別
を
も
乗
り
越
え
て
連
続
性
の
視
点
の
も
と
で
す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
観
が
強
い
と
も
見
受
け
ら
れ
な
く
は
な

い
の
で
あ
る
。
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〔
参
照
と
考
察
②
〕
藤
垣
裕
子
の
科
学
論
と
社
会
的
位
置

　

藤
垣
裕
子
は
、「
リ
ス
ク
社
会
学
」
が
広
く
行
な
わ
れ
る
原
典
と
も
な
っ
たU

lrich Beck

のRisicogesellschaft [1986]

⑻ 

に
お
い
て
も

大
枠
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
「
科
学
的
合
理
性
」
と
「
社
会
的
合
理
性
」
と
の
せ
め
ぎ
合
い
を
一
層
明
瞭
に
す
る
べ
く
、「
妥
当
性
境

界
論
」「
異
分
野
摩
擦
論
」「
変
数
結
節
論
」
等
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
て
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
行
論
を
こ
こ
で
簡
潔
に
記
す
な
ら
ば
、

そ
も
そ
も
諸
学
のdisciplines 

間
で
も
、
さ
ら
に
は
、
諸
学
の
界
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
（
住
民
、
消
費
者
等
々
）
と
の
間
で
も
、
事
象
・

事
態
・
問
題
等
を
妥
当
と
判
定
す
る
指
標
の
境
界
＝
「
妥
当
性
境
界
」
は
相
異
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
相
異
な
る
分
野
間
で
摩
擦
が
生
じ
る
こ

と
＝
「
異
分
野
摩
擦
」
に
も
な
る
。
そ
れ
を
も
っ
と
構
築
主
義
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
事
象
の
ど
の
部
分
を
分
節
し
て
と
り
上
げ

る
か
と
い
う
「
変
数
結
節
」
か
ら
し
て
、
科
学
の
「
理
想
系
変
数
結
節
」〔
こ
の
タ
ー
ム
は
、
正
確
に
は
《
理
念
型
的
一
般
理
論
化
》
と
す

べ
き
だ
ろ
う
〕
と
、
個
別
的
・
具
体
的
な
「
現
場
系
変
数
結
節
」
と
の
間
に
は
実
際
に
懸
隔
が
あ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
科
学
を
行
な
う
側
も
、
も
っ
と
「
現
場
系
」
か
ら
学
び
、
す
り
合
わ
せ
を
し
て
∧
役
に
立
つ
∨
も
の
と
な
る
べ
き
、
と
も
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
仮
に
も
し
（
藤
垣
が
、
と
い
う
に
限
ら
ず
、
一
般
に
）
理
念
型
的
一
般
理
論
化
を
本
務
と
す
る
科
学
の
サ

イ
ド
の
ほ
う
も
、
個
々
の
現
場
で
展
開
さ
れ
る
個
別
事
象
の
結
節
を
考
慮
に
入
れ
た
り
、
す
り
合
わ
せ
を
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
今
日
的

課
題
（
・
今
後
の
課
題
）
と
な
っ
て
い
る
、
か
の
よ
う
な
主
張
の
含
み
が
蔵
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

単
に
現
場
か
ら
学
ぶ
べ
き
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
。
但
し
そ
れ
で
も
、
あ
く
ま
で
科
学
の
《
理
念
型
化
》
と
い
う

一
般
理
論
化
的
枠
組
は
保
守
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
単
に
そ
の
場
で
科
学
的
知
見
の
一
端
を
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
だ
け
な
ら

ば
、
そ
れ
は
∧
処
方
箋
∨
と
か
∧
措
置
∨
等
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
べ
き
個
別
行
為
に
す
ぎ
な
い
。
既
述
し
た
行
論
か
ら
も
帰
結
し
得
る

通
り
、
本
来
科
学
固
有
の
位
置
価
＝
理
念
型
的
一
般
理
論
化
な
の
だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
一
般
理
論
化
を
低
め
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

も
は
や
そ
れ
は
科
学
に
値
せ
ず
、
従
っ
て
、
統
一
的
説
明
力
も
失
っ
て
し
ま
う
。
換
言
す
れ
ば
、
科
学
と
は
、
理
念
型
的
一
般
理
論
化
の
ほ

う
か
ら
、
個
別
事
象
を
共
通
の
変
数
で
説
明
す
る
営
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

〔
参
照
と
考
察
③
〕Pierre Bourdieu 

の
社
会
科
学
論
と
社
会
的
位
置
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極
め
て
広
角
度
の
社
会
学
理
論
・
社
会
科
学
論
を
展
開
し
た P. Bourdieu 

の
業
績
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
だ
け
で
も
難
し
い
作
業
だ

が
、
こ
こ
で
は
、
当
行
論
に
資
す
る
部
分
に
焦
点
を
絞
っ
て
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

彼
の
社
会
科
学
的
方
法
の
根
幹
と
も
言
え
る
視
座
を
端
的
に
記
す
な
ら
ば
、
先
ず
は
、
社
会
的
構
造
と
行
為
主
体
、
全
体
論
と
要
素
主
義

と
い
っ
た
二
元
論
を
超
克
し
、
さ
ら
に
《
脱
時
間
化
さ
れ
た
観
察
者
の
特
権
》
をreflect

し
、
ひ
い
て
は
、《
当
事
者
》
─
─
《
第
三
者
》

の
懸
隔
を
関
係
論
的
視
座
に
よ
っ
て
捉
え
返
す
視
座
の
設
定
に
努
め
た
、
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
、

「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」「
界
」「
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」（
実
践
）
及
び
「
実
践
感
覚
」
等
で
あ
る
。

　

社
会
構
造
的
な
る
も
の
は
行
為
抜
き
に
は
構
築
さ
れ
得
な
い
と
同
時
に
、(

社
会
的)

行
為
の
ほ
う
も
社
会
構
造
的
な
る
も
の
抜
き
に
は

展
開
し
難
い
。「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
行
為
者
に
身
体
化
さ
れ
た
構
造
」
を
表
わ
す
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
者
が
結
節
と
な
り
、｛
身
体
─
─
構
造
｝
を
同
時
に
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
得
る
。
例
え
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
キ
ル
は
身
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
同
時
に
そ
れ
を
実
働
化
さ
せ
る
構
造
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
但
し
、
機
能
的
に
分
化

し
た
（
近
）
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
各
々
の
「
界
」（cham

p

）
─
─
例
え
ば
、「
政
治
の
界
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の
界
」「
学
校
教
育
の
界
」「
芸

術
の
界
」
等
々
─
─
が
概
ね
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
で
区
画
さ
れ
る
「
シ
ス
テ
ム
」
と
相
同
も
し
く
は
相
似
の
区
画
を
持
つ
。
各
「
界
」
に
は

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
論
理
や
利
害
の
か
た
ち
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
生
じ
方
等
が
あ
り
、
有
効
な
「
資
本
」
の
か
た
ち
も
「
界
」
ご
と
に
異
な
る
。

同
時
に
、「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」「
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」（
実
践
）
及
び
「
実
践
感
覚
」
も
、「
界
」
ご
と
に
固
有
の
特
質
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
ま
と
め
か
ら
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、「
科
学
的
合
理
性
」
は
《
第
三
者
》
的
観
察
の
ほ
う
に
親
和
的
で
あ
り
、「
社
会
的
合
理
性
」
は
《
当

事
者
》
的
実
践
感
覚
の
ほ
う
に
親
和
的
で
あ
る
。
が
、
実
地
に
は
多
く
の
人
々
は
こ
の
両
方
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」

＝
身
体
化
さ
れ
た
構
造
を
蔵
す
る
。
そ
の
中
で
端
的
に
言
語
・
数
式
等
の
記
号
を
メ
デ
ィ
ア
と
す
る
「
科
学
的
合
理
性
」
を
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」

と
し
て
身
体
化
し
、
科
学
の
「
界
」
に
お
い
て
「
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
化
し
て
い
く
の
が
、
科
学
の
専
門
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
他
方
、
そ
の

他
数
多
く
林
立
し
て
い
る
社
会
的
「
界
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
社
会
的
合
理
性
を
立
て
る
わ
け
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
ら
各
合
理
性
固
有
の

特
質
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
各
「
界
」
に
内
在
し
て
そ
の
論
理
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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〔
参
照
と
考
察
④
〕Brian W

ynne 

の
科
学
論
と
社
会
的
位
置

　

③
の
説
明
の
場
合
と
同
様
、B. W

ynne 

の
科
学
論
─
─
そ
れ
も
、
科
学
的
合
理
性
と
社
会
的
合
理
性
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
最
も
切
り

込
ん
だ
研
究
と
言
わ
れ
る
も
の
─
─
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
す
だ
け
で
も
難
し
い
こ
と
だ
が
、
少
な
く
と
も
当
論
文
の
行
論
に
資
す
る
部
分
に
焦

点
を
当
て
て
、
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

③
の
末
尾
で
、「
各
「
界
」
に
内
在
し
て
そ
の
論
理
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
」
と
述
べ
た
が
、
或
る
意
味
で
そ
れ
を
科
学
論
的
視

座
か
ら
行
な
っ
た
の
が
、B. W

ynne [1996] 

な
の
で
あ
っ
た
。
事
象
と
し
て
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
端
を
発
す
る
科
学
的
専

門
家
と
農
家
と
の
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
い
る
。B. W

ynne 

も H
. Collins 

ら
と
同
様
、
∧
非
科
学
者
∨
の
実
践
経

験
か
ら
紡
ぎ
上
げ
ら
れ
る
「
合
理
性
」
を
重
視
す
る
の
だ
が
、H

. Collins 

ら
が
「
経
験
を
土
台
と
す
る
《
専
門
知
》」
と
い
う
よ
う
に
あ
く

ま
で
《
専
門
的
》
合
理
性
の
枠
組
に
組
み
入
れ
る
指
向
を
持
つ
の
に
対
し
て
、B. W

ynne 

は
そ
れ
と
は
別
枠
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
エ
ー
ト
ス
、
及
び
そ
れ
を
土
台
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
合
理
性
の
あ
り
方
を
立
て
る
。

　
「
第
三
の
波
」
に
属
す
るH

. Collins 

ら
の
科
学
論
で
は
、
∧
博
士
∨
や
∧
職
位
∨
等
の
肩
書
き
か
ら
単
純
に
∧
専
門
家
∨
と
い
う
権
威

付
け
を
す
る
こ
と
は
排
除
す
る
一
方
で
、「
経
験
を
土
台
と
す
る
《
専
門
知
》」
は
や
は
り
科
学
的
な
合
理
性
を
持
つ
《
専
門
知
》
と
し
て
カ

テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
に
連
な
る
。
た
だ
、
前
に
も
触
れ
た
が
、
そ
の
画
定
法
を
持
っ
て
来
る
こ
と
で
、
端
的
に
は
∧
専
門
∨
を
相
対
化

し
去
る
ス
タ
ン
ス
を
も
触
発
す
る
こ
と
に
連
な
っ
て
い
た
「
第
二
の
波
」
の
影
響
の
も
と
で
却
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
に
入
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
∧
専
門
知
∨
の
《
実
質
》
が
表
に
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
寄
与
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、B. W

ynne 

は
、
∧
専
門
∨
と
は
異

な
る
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
軸
と
す
る
実
践
感
覚
を
別
枠
で
立
て
、
し
か
も
そ
の
立
脚
点
で
こ
そ
科
学
に
対
す
る
理
解
や
信
用
の
生

成
プ
ロ
セ
ス
が
解
き
明
か
さ
れ
得
る
と
帰
結
す
る
の
で
あ
る
。

〔
参
照
と
考
察
⑤
〕Jürgen H

aberm
as 

の
科
学
論
と
社
会
的
位
置

　

多
分
に
政
治
学
的
な
社
会
理
論
を
展
開
し
て
き
た
大
御
所J. H

aberm
as 

も
「
社
会
の
合
理
化
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
交
じ
え
て
科
学
論
（
・

技
術
論
）
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
社
会
的
合
理
性
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
関
連
す
る
立
論
と
し
て
は
、
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科
学
的
合
理
性
と
社
会
的
合
理
性
と
の
せ
め
ぎ
合
い
を
論
ず
る
も
の
と
捉
え
得
る
。

　

J. H
aberm

as 

は M
ax W

eber 

の
「
合
理
化
論
」
に
依
拠
し
て
、
道
具
的
行
為
・
合
理
的
選
択
・
目
的
合
理
的
行
為
・
技
術
主
義
の
生

活
領
域
へ
の
浸
透
を
指
摘
し
、「
社
会
の
合
理
化
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
が
制
度
化
さ
れ
る
の
に
応
じ
て
進
展
し
て
い
く
」（
五
三
頁
）
と
定

式
化
す
る
。
そ
の
よ
う
な
道
具
的
「
合
理
化
」
に
対
置
さ
れ
る
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
＝
「
記
号
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
行
為

で
あ
る
」（
七
〇
頁
）。
さ
ら
に
、「
技
術
至
上
主
義
の
意
識
」
は
「
国
民
大
衆
の
脱
政
治
化
」
を
誘
い
、「
実
践
的
利
害
関
係
」
を
隠
し
て
し

ま
う
。（
一
〇
二
頁
）
つ
ま
り
は
、
物
象
化
さ
れ
た
「
技
術
至
上
主
義
」
が
社
会
を
席
巻
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
偏
向
し
た
事
態

を
超
克
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
は
「
科
学
的
反
省
が
必
要
」（
一
二
七
頁
）
で
あ
り
、
そ
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
へ
の
支
配

が
除
去
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
専
門
知
識
と
政
治
の
関
係
」
に
関
わ
る
モ
デ
ル
の
中
で
は
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
だ
け
」

（
一
四
六
頁
）
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
関
係
す
る
。（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
文
字
通
り
経
験
を
土
台
と
す
る
。）「
か
く
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ズ
ム
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
政
治
的
実
践
を
科
学
化
す
る
も
の
と
し
て
予
見
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
科
学
以
前
の
段
階
で
す
で

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
独
立
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
科
学
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
公

開
討
論
と
い
う
民
主
的
形
式
を
と
っ
て
、
国
民
大
衆
の
う
ち
に
制
度
化
さ
れ
る
」（
一
四
八
頁
）。
─
─J. H

aberm
as 

は
、
と
り
わ
け
、
技

術
主
義
・
目
的
合
理
主
義
を
捉
え
返
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
の
理
念
型
の
定
礎
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
五
者
の
科
学
論
・
社
会
的
位
置
に
つ
い
て
の
参
照
も
併
せ
て
考
察
し
た
が
、
私
の
持
論
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、「
科

学
的
合
理
性
」
と
「
社
会
的
合
理
性
」
と
は
本
来
的
に
別
々
の
次
元
に
属
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
両
者
の
位
置
価
が
活
か
さ
れ
得
る
と
い
う

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
の
差
異
を
な
る
べ
く
接
続
的
に
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
、
別
枠
で

捉
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
ま
と
め
得
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
実
際
、
両
者
の
合
理
性
を
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
突
き
合
わ
せ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

実
地
に
は
、
両
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
粘
り
強
く
重
ね
て
い
く
以
外
に
妙
案
は
な
さ
そ
う
だ
、
と
い
う
の
が
通
例
と
解
し
得
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。⑼　

た
だ
、
─
─
当
論
文
の
末
尾
と
も
連
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
─
─
主
に
信
頼
の
念
・
心
情
的
な
部
分
が
そ
う
い
っ
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た
プ
ロ
セ
ス
を
特
に
大
事
な
も
の
と
み
な
す
と
し
て
も
、
や
は
り
科
学
の
本
務
の
普
遍
的
フ
ォ
ー
ム
化
の
次
元
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に

お
い
て
行
な
わ
れ
る
個
別
的
決
定
に
際
し
て
使
わ
れ
る
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
∧
処
方
箋
∨
と
か
∧
措
置
∨
の
類
の
次
元
、
そ
し
て
、
信
頼
の
念
・

心
情
的
な
部
分
の
次
元
等
の
間
の
相
異
は
、
討
議
の
冒
頭
の
時
点
で
参
画
者
全
員
が
明
瞭
に
念
頭
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
こ
こ
で
重
ね
て
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

二
、　《
シ
グ
ナ
ル
化
》、
汎
政
治
化
、《
再
シ
ン
ボ
ル
化
》

　

こ
こ
で
、
今
や
社
会
全
体
に
浸
透
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
担
う
或
る
重
要
な
機
能
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
と

い
う
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
言
わ
ば
有
機
的
な
シ
ン
ボ
ル
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
機
的
な
シ
グ
ナ
ル
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
換
す

る
機
能
〔
以
降
、
単
に
《
シ
グ
ナ
ル
化
》
と
呼
ぶ
〕
を
有
す
る
と
も
み
な
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
言
語
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
用
い
て

人
格
的
行
為
・
社
会
的
行
為
を
展
開
す
る
。
た
だ
、
社
会
的
関
係
が
一
定
程
度
定
着
し
物
象
化
す
る
に
至
る
と
、
も
は
や
人
格
的
な
シ
ン
ボ

ル
的
了
解
を
経
ず
に
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
履
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
言
語
・
記
号
を
用
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
も
は
や
そ
こ
で
は
人
格
的
関
係
を
経
る
部
分
が
欠
落
し
、
直
接
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
非
人
格
的
な
プ
ロ
セ
ス
にenter

す
る
こ
と
と
な
る
。
シ
ン
ボ
ル
を
介
す
る
了
解
を
経
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
言
語
は
《
シ
グ
ナ
ル
化
》
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
物
象
化
論
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
す
る
と
、

一
旦
物
象
化
し
非
人
格
化
し
《
シ
グ
ナ
ル
化
》
し
た
社
会
的
関
係
を
、人
格
的
関
係
に
戻
す
こ
と
は
難
し
い
。
─
─
但
し
、そ
の
よ
う
に
《
シ

グ
ナ
ル
化
》
し
た
部
分
を
明
ら
か
に
し
て
俎
上
に
乗
せ
、
討
議
の
対
象
に
し
、
社
会
的
合
理
性
の
テ
ス
ト
に
付
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
政
治

過
程
・
政
策
過
程
に
お
い
て
遂
行
し
て
い
く
べ
き
タ
ス
ク
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

併
せ
て
、U. Beck

の
言
わ
ば
「
汎
政
治
化
テ
ー
ゼ
」
と
の
関
係
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。U. Beck 

は
「
サ
ブ
政
治
化
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ス
ク
社
会
化
の
も
と
で
は
社
会
的
事
象
が
悉
く
政
治
化
し
て
い
く
事
態
を
指
摘
す
る
。
環
境
に
ま
つ
わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
は
科
学
の
高
度
化
、
高
度
技
術
化
、
高
度
情
報
化
等
の
現
代
文
明
社
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会
の
趨
勢
と
と
も
に
、悉
く
が
政
治
的
な
位
置
価
を
帯
び
、政
治
的
イ
シ
ュ
ー
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
加
え
て
、例
え
ば
「
情
報
政
治
学
」「
環

境
政
治
学
」「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
政
治
学
」
等
の
よ
う
に
、
連
字
符
政
治
学
が
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
こ
と
も
書
き
添
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
趨
勢
も
《
シ
グ
ナ
ル
化
》
と
連
関
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
既
述
の
よ
う
に
主
に
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
非
人
格
化
し
《
シ
グ
ナ
ル
化
》
し
た
物
象
化
的
諸
関
係
を
捉
え
返
す
べ
く
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
お
い
て
言
わ
ば

《
再
シ
ン
ボ
ル
化
》
し
、
討
議
の
俎
上
に
乗
せ
る
こ
と
が
、
緊
要
な
今
日
的
政
治
─
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
生
活
環
境
主
義
の
立
場
、
及
び
ロ
ー
カ
ル
・
ノ
レ
ッ
ジ
を
ど
う
捉
え
る
か
─
─
併
せ
て
、「
還
流
文
明
論
」
に
つ
い
て

　

現
場
系
に
連
な
る
代
表
的
視
座
と
し
て
「
生
活
環
境
主
義
」⑽
の
立
場
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
地
の
生
活
者
の
生
活
環
境
に
最
も
重
き
を

置
く
立
場
で
あ
り
、
例
え
ば
、｛
環
境
保
護
主
義
／
開
発
主
義
｝
と
い
っ
た
単
純
で
端
的
な
二
分
論
を
排
す
る
。
実
地
の
生
活
者
か
ら
す
れ
ば
、

例
え
ば
、
一
定
程
度
環
境
保
護
に
反
す
る
開
発
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
逆
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
実
地
の
生
活

に
際
し
て
は
む
し
ろ
両
極
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
道
理
で
あ
る
。

　

そ
の
限
り
の
視
野
に
お
い
て
は
理
の
あ
る
立
場
に
も
み
え
る
が
、
た
だ
、
個
々
の
生
活
環
境
と
て
も
総
体
的
環
境
の
一
分
節
と
し
て
あ
る

わ
け
だ
か
ら
、
生
活
環
境
主
義
の
立
場
に
は
限
界
が
あ
る
。
視
点
を
変
え
れ
ば
、
個
々
の
生
活
現
場
は
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に

ロ
ー
カ
ル
な
も
の
が
生
活
環
境
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
視
点
を
変
え
れ
ば
、

或
る
人
々
に
と
っ
て
は
生
活
環
境
で
あ
る
場
も
、
別
の
人
々
に
と
っ
て
は
生
活
環
境
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

こ
の
ズ
レ
の
問
題
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
ノ
レ
ッ
ジ
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
元
々
ロ
ー
カ
ル
・
ノ
レ
ッ
ジ
は
定
義
上

か
ら
一
般
的
妥
当
性
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
な
現
場
か
ら
言
わ
ば
非
明
示
的
に
累
積
さ
れ
る
知
の
態
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
正
し

く
捉
え
る
に
は
、
や
は
り
実
際
に
ロ
ー
カ
ル
な
現
場
で
生
活
し
、
生
活
過
程
の
中
か
ら
そ
の
知
を
察
知
し
て
い
く
必
要
が
出
て
来
よ
う
。
対

し
て
、
科
学
知
は
ロ
ー
カ
ル
性
に
限
定
さ
れ
な
い
普
遍
的
・
一
般
化
的
な
知
の
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
か
ら
、
元
々
対
立
し
合
う
よ
う
な
関
係
性

に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
互
い
に
次
元
の
異
な
る
知
と
し
て
補
い
合
う
べ
き
関
係
性
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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こ
の
生
活
環
境
主
義
の
限
界
に
ま
つ
わ
っ
て
は
、
再
帰
的
な
「
還
流
文
明
論
」
が
一
定
の
対
応
策
た
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。「
還
流
文

明
論
」
と
は
、
比
較
文
明
学
者
の
染
谷
臣
道
⑾
が
中
心
と
な
っ
て
提
唱
し
て
い
る
文
明
の
あ
り
方
で
、
従
来
の
「
収
奪
文
明
」
と
対
置
さ
れ
る
。

文
明
・
環
境
（
社
会
的
環
境
も
含
む
）
全
体
の
行
く
末
を
考
え
る
な
ら
ば
、
も
は
や
収
奪
文
明
は
限
界
に
近
付
い
て
お
り
、
自
然
的
及
び
社

会
的
諸
資
源
を
還
流
さ
せ
て
い
く
文
明
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
が
緊
要
だ
と
示
唆
さ
れ
る
。
そ
し
て
今
後
は
、言
わ
ば
《
還
流
知
》

が
緊
要
と
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
従
来
の
道
具
主
義
的
知
の
次
元
は
概
ね
局
限
的
で
狭
い
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
功
利
主
義
的
次

元
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
文
明
社
会
全
体
の
構
造
的
問
題
構
制
を
主
題
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
∧
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
∨
と
名
の
付

け
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト
群
は
お
よ
そ
局
限
的
な
個
別
ケ
ー
ス
に
関
す
る
報
告
の
次
元
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
構
造
的
に
再
帰
化
さ
れ
た
《
還
流

知
》
と
は
な
っ
て
い
な
い
。「
還
流
文
明
論
」
の
視
座
は
、
従
来
狭
い
レ
ポ
ー
ト
の
類
に
狭
窄
化
し
が
ち
だ
っ
た
文
明
系
の
視
野
を
広
げ
て

構
造
化
し
、
さ
ら
に
将
来
展
望
を
も
示
唆
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開

に
期
待
し
た
い
。

四
、
リ
ス
ク
、
専
門
知
、
社
会
的
合
理
性
─
─
特
に
「
予
防
原
則
」
を
題
材
と
し
て

　

今
で
は
広
く
浸
透
し
定
着
し
て
い
る
「
リ
ス
ク
社
会
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
こ
こ
で
一
考
を
要
す
る
。
今
日
、
複
雑
化
し
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
ケ
ー
ル
化
し
た
リ
ス
ク
は
、
記
号
を
媒
体
と
し
た
科
学
的
構
成
を
介
さ
ず
に
は
そ
の
把
握
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
〔
特
にU. 

Beck [1986]

＝
［
一
九
九
八
年
］
参
照
〕。
そ
の
点
で
は
、
却
っ
て
、
物
質
層
を
扱
う
「
法
則
定
立
科
学
」
の
位
置
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
、

と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
不
可
視
の
リ
ス
ク
を
最
も
着
実
に
可
視
化
す
る
可
能
性
も
し
く
は
不
可
能
性
を
蔵
す
る

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
法
則
定
立
科
学
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
科
学
社
会
学
「
第
三
の
波
」
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
∧
専
門
家
∨
と
い
う
も
の

に
対
す
る
∧
権
威
主
義
∨
的
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
否
定
す
る
の
は
妥
当
だ
が
、
本
来
の
「
専
門
知
」「
科
学
知
」
そ
の
も
の
ま
で
貶
め
る
の
は

妥
当
で
は
な
い
。
表
面
的
な
肩
書
き
と
、
本
来
の
「
専
門
知
」「
科
学
知
」
の
実
質
と
を
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
∧
博
士
∨

や
∧
職
位
∨
の
類
の
肩
書
き
が
必
ず
し
も
「
専
門
知
」
の
保
証
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
妥
当
な
「
専
門
知
」
そ
の
も
の
は
充
分
に
尊
重
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さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。〔
管
見
に
徴
す
る
限
り
で
は
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
つ
ま
り
、
∧
博
士
∨
や
∧
職
位
∨
の
類
の
肩
書
き
は
権

威
付
け
さ
れ
る
が
、
そ
の
肩
書
き
に
見
合
う
知
見
が
打
ち
出
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
実
際
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
類
の
実
態
に
つ
い
て
も
、

科
学
社
会
学
「
第
三
の
波
」
は
鋭
く
目
配
り
を
し
て
い
る
。〕

　

そ
し
て
、
社
会
的
合
理
性
が
最
も
試
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
「
リ
ス
ク
」
に
ま
つ
わ
る
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
。
政

治
過
程
・
政
策
過
程
に
上
る
「
リ
ス
ク
」
こ
そ
は
、厳
し
く
「
専
門
家
」「
専
門
知
」
の
レ
ベ
ル
を
問
う
こ
と
に
連
な
る
。
そ
も
そ
も
当
該
「
リ

ス
ク
」が
主
題
化
さ
れ
て
い
る
時
点
で
、政
治
的
・
政
策
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
緊
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。〔
科
学
論
と
リ
ス
ク
論
と
が
セ
ッ

ト
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
所
以
で
あ
る
。〕 U. Beck 

が Risicogesellschaft 

の
中
で
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
の
「
リ
ス
ク
」

は
不
可
視
〔
か
つ
不
透
明
〕
で
あ
り
、
た
め
に
そ
れ
が
実
際
に
出
来
し
た
場
合
の
被
害
の
態
様
も
未
知
数
の
部
分
が
多
い
。
主
に
国
際
法
の

領
野
で precautionary principle
「
予
防
原
則
」（「
事
前
警
戒
原
則
」「
事
前
注
意
原
則
」
等
と
和
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
が
、
特
に

一
九
八
二
年
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
自
然
憲
章
」
以
降
世
界
的
広
が
り
を
み
せ
た
の
も
、
こ
の
道
理
の
上
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。
そ
の
中
で
は
、
高
度
化
・
複
雑
化
し
た
不
可
視
・
不
透
明
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
「
科
学
的
解
明
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
起

こ
り
う
る
あ
る
い
は
差
し
迫
っ
て
い
る
環
境
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
手
段
を
と
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
理
由
と
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
指

針
が
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

残
る
問
題
は
、
少
な
く
と
も
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
は
間
接
民
主
制
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
、
国
民
・
市
民
・
住
民
が
参
画
し
て
政
治
・
政

策
に
反
映
さ
せ
る
制
度
系
と
し
て
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
が
妥
当
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
、
間
接
民
主
制
と
直
接
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
の
狭
間
で

　

結
局
は
、
現
行
の
間
接
民
主
制
の
も
と
に
あ
っ
て
、
い
か
に
「
専
門
家
」
で
な
い
一
般
の
国
民
・
市
民
・
住
民
が
「
専
門
知
」
の
ポ
イ
ン

ト
だ
け
で
も
了
解
し
つ
つ
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
に
参
画
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
新
し
い
科
学
社
会
学

「
第
三
の
波
」
は
、「
第
二
の
波
」
と
同
様
に
肩
書
き
を
笠
に
着
る
権
威
主
義
を
排
す
る
が
、experience-based expertise 

の
位
置
価
を
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尊
重
す
る
。
そ
も
そ
も
、《
一
般
の
国
民
・
市
民
・
住
民
》
か
ら
し
て
、
各
々
何
ら
か
の
専
門
的
知
見
を
持
ち
つ
つ
、
社
会
的
現
場
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
く
わ
け
で
あ
る
。U. Beck 

流
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
現
代
の
リ
ス
ク
は
記
号
的
普
遍
妥
当
化
の
操
作
を
本

務
と
す
る
科
学
的
専
門
知
を
介
し
て
初
め
て
察
知
し
得
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
社
会
的
現
場
で
勤
労
者
と
し
て
経

験
を
積
み
「
実
践
感
覚
」（le sens pratiques

）
を
身
に
付
け
た
者
の
社
会
的
位
置
価
が
ゼ
ロ
サ
ム
的
に
下
降
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
藤
垣
裕
子
流
の
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
科
学
的
専
門
知
に
は
そ
れ
固
有
の
変
数
結
節
が
あ
り
、
経
験
知
・
実
践
感
覚
に
も
そ
れ
固
有
の

変
数
結
節
が
あ
る
わ
け
だ
。
前
者
は
理
念
型
化
を
経
た
普
遍
妥
当
性
の
次
元
、
後
者
は
要
素
複
合
的
な
個
別
事
象
の
次
元
に
あ
る
。
つ
ま
り

両
者
は
相
異
な
る
次
元
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
正
し
く
て
、
そ
れ
に
収
斂
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
実
地
の
政
治
過
程
・
政
策
過
程
は
原
則
的
に
間
接
民
主
制
の
も
と
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
複
合
的
現
場
の
事
情
を
く
み

上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
は
必
ず
し
も
充
分
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
で
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
制
度
化
の
理
念
型
を
提
示
す

る
こ
と
に
限
ら
れ
よ
う
。
当
論
文
の
行
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
理
念
型
を
提
示
す
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
考
え

ら
れ
よ
う
。

［
Ａ
］
多
様
な experience-based expertise 

を
有
す
る
「
専
門
家
」
を
交
じ
え
た
オ
ー
プ
ン
な
民
主
的
討
議
の
場
を
、
政
治
過
程
・
政
策

過
程
に
組
み
込
む
手
続
き
を
法
制
化
す
る
。

［
Ｂ
］
政
治
過
程
・
政
策
過
程
が
謂
わ
ゆ
る
∧
空
中
戦
∨
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
当
該
イ
シ
ュ
ー
の
《
当
事
者
》
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
画

定
し
、
彼
ら
の
意
見
を
彼
ら
の
手
で
集
約
し
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
手
続
き
を
定
め
る
。

［
Ｃ
］
当
該
政
策
が
決
定
さ
れ
て
以
降
も
、
科
学
的
専
門
家
、
経
験
的
専
門
家
、
イ
シ
ュ
ー
に
関
わ
る
《
当
事
者
》
を
中
心
に
、
一
般
市
民
・

第
三
者
等
に
よ
る
正
当
性
の
補
強
も
含
め
て
、
必
要
に
応
じ
て
再
審
に
付
す
る
機
会
を
設
け
る
。
偏
向
の
度
合
い
を
少
し
で
も
減
ず
る
た

め
に
、
特
に
∧
専
門
家
∨
で
な
い
一
般
市
民
・《
当
事
者
》
か
ら
の
再
審
請
求
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
設
定
し
な
い
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
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リ
ス
ク
の
態
様
も
更
新
し
て
い
く
し
、「
汎
政
治
化
」「
サ
ブ
政
治
化
」
の
趨
勢
の
中
で
パ
ワ
ー
の
動
き
も
複
雑
化
し
て
い
く
。
従
っ
て
、

こ
の
《
再
審
に
付
す
る
》
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。⑿

注⑴　

科
学
社
会
学
「
第
一
の
波
」
〜
「
第
三
の
波
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
、H

arry M
. C

ollins &
 R

obert Evans [2002] 

〝The Third W
ave of Science 

Studies : Studies of Expertise and Experience

〝, Social Studies of Science , 32  

及
び
、H

arry M
. C

ollins [2011] 〝The Third W
ave of Science 

Studies : D
evelopm

ent and Politics

〝, Japan Journal for Science, Technology &
 Society, Vol.20.　

等
参
照
。

　
　

ち
な
み
に
、
少
し
後
で
言
及
す
る experience-based 

と
い
う
《
土
台
》
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
も
こ
こ
に
抜
粋
し
て
お
き
た
い
。

B
aruch Fischhoff &

 John K
advany [2011] Risk, O

xford U
niversity Press.　

P.57─
…

…
there is no substitute for evaluating experts`  

judgem
ents in the light of experience, in order to assess how

 m
uch the experts know

 and how
 w

ell they can assess the lim
its to their 

know
ledge.

⑵　

例
え
ば
、
加
藤
秀
次
郎
・
岩
淵
美
克
・
編
［
二
〇
一
三
年
］『
政
治
社
会
学
〔
第
５
版
〕』
一
藝
社　

に
お
い
て
「
政
治
過
程
」
＝
｛
立
法
過
程
＋
政

策
過
程
＋
行
政
過
程
｝、「
政
策
過
程
」
＝
｛
政
策
課
題
の
設
定
＋
政
策
原
案
の
作
成
＋
政
策
の
決
定
＋
政
策
の
実
施
＋
政
策
の
評
価
｝（
石
上
泰
州
）

と
詳
細
に
規
定
す
る
模
範
型
が
あ
る
。
ま
た
広
角
度
に
、「
政
治
シ
ス
テ
ム
理
論
」「
第
三(

・
第
四)

の
権
力
論
」「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

や
「
世
論
」
／
「
輿
論
」
に
ま
つ
わ
る
研
究
等
を
か
か
え
る
情
報
政
治
学
、
エ
リ
ー
ト
論
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
等
、
政
治
過
程
・
政
策
過
程
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
拡
張
さ
せ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
拡
張
の
抑
制
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
政
治
的
決
定
・
政
策
的
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
包
括
的
に

指
す
こ
と
と
し
て
お
く
。

⑶　

吉
田
民
人
の
科
学
論
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
吉
田
民
人
・
鈴
木
正
仁
・
編
著
［
一
九
九
五
年
］『
自
己
組
織
性
と
は
な
に
か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

ま
た
、
宮
台
真
司
・
上
野
千
鶴
子
・
市
野
川
容
孝
・
正
村
俊
之
・
他
・
編
集
・
発
行
［
二
〇
一
〇
年
］【
非
売
品
】『
吉
田
民
人
先
生
の
想
い
出
』　

等

参
照
。

⑷　

藤
垣
裕
子
の
科
学
論
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
藤
垣
裕
子
［
二
〇
〇
三
年
］『
専
門
知
と
公
共
性
』
東
京
大
学
出
版
会
、
ま
た
、
藤
垣
裕
子
・
廣
野
喜
幸
・

編
［
二
〇
〇
八
年
］『
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
』
東
京
大
学
出
版
会　

等
参
照
。
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⑸　
Pierre B

ourdieu 

の
社
会
科
学
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
は
彼
の
主
著
の
多
く
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、

一
九
八
九
年
に
来
日
し
て
数
々
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
た
成
果
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
、
加
藤
晴
久
・
編
［
一
九
九
〇
年
］『
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
─

─
超
領
域
の
人
間
学
』
藤
原
書
店　

を
挙
げ
て
お
く
。
と
り
わ
け
、
そ
の
と
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
今
村
仁
司
及
び
廣
松
渉
と
の
主
に
方
法
論
に
関
す

る
鼎
談
は
、
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
の
議
論
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑹　

B
rian W

ynne 

の
科
学
論
に
つ
い
て
は
、
主
に
、B

rian W
ynne [1996] 

〝M
isunderstood M

isunderstandings : Social Identities and U
ptake of 

Science

〝,  A
lan Irw

in &
 B

rian W
ynne (eds.), M

isunderstanding Science ? The Public Reconstruction of Science and Technology,  C
am

bridge 

U
niversity Press.　

参
照
。

⑺　

Jürgen H
aberm

as 
の
科
学
・
技
術
論
に
つ
い
て
は
、
特
に
、Jürgen H

aberm
as [1968] Technik und W

issenschaft als >
Ideologie<

, Suhrkam
p 

Verlag. 〔
邦
訳
〕
長
谷
川
宏
・
訳
［
二
〇
〇
〇
年
］『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
技
術
と
科
学
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

参
照
。（
引
用
箇
所
の
出
典
は
、

当
邦
訳
の
該
当
頁
に
よ
っ
て
示
す
。）

⑻　
〔
邦
訳
〕
東
廉
・
伊
藤
美
登
里
・
訳
［
一
九
九
八
年
］『
危
険
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
。
ま
た
、U

. B
eck 

の
リ
ス
ク
社
会
論
、｛
科
学
的
合
理
性
／

社
会
的
合
理
性
｝
論
等
に
つ
い
て
、
他
に
、［1997

］W
eltrisikogesellschaft, W

eltöffentlichkeit und globale Subpolitik. 

〔
邦
訳
〕
島
村
賢
一
・
訳

［
二
〇
一
〇
年
］『
世
界
リ
ス
ク
社
会
論
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
後
半
部
分
）、
ま
た
、U. Beck

・
鈴
木
宗
徳
・
伊
藤
美
登
里
・
編
［
二
〇
一
一
年
］『
リ

ス
ク
化
す
る
日
本
社
会
─
─
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
と
の
対
話
』
岩
波
書
店　

等
参
照
。

⑼　

例
え
ば
、
打
越
綾
子
［
二
〇
〇
九
年
］「
地
域
社
会
に
お
け
る
専
門
知
発
揮
の
条
件
」
久
米
郁
男
・
編
『
専
門
知
と
政
治
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

関
嘉
寛
［
二
〇
一
三
年
］「
安
全
・
安
心
の
科
学
─
─
科
学
知
と
ロ
ー
カ
ル
な
知
と
の
共
生
的
な
関
係
」
西
山
哲
郎
・
編
『
科
学
化
す
る
日
常
の
社
会
学
』

世
界
思
想
社
、
南
ひ
か
り
［
二
〇
一
二
年
］「
リ
ス
ク
認
知
特
性
と
住
民
合
意
形
成
」
池
田
寛
二
・
堀
川
三
郎
・
長
谷
部
俊
治
・
編
著
『
環
境
を
め
ぐ

る
公
共
圏
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
法
政
大
学
出
版
局
、
八
木
絵
香
・
高
橋
信
・
北
村
正
晴
［
二
〇
〇
四
年
］「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

原
子
力
技
術
専
門
家
の
役
割
」
科
学
技
術
社
会
論
学
会
編
集
委
員
会
・
編
『
科
学
技
術
社
会
論
研
究　

３
』
科
学
技
術
社
会
論
学
会　

等
参
照
。
さ
ら

に
、
と
り
わ
け
「
科
学
」
が
固
有
の
本
務
と
し
て
担
う
べ
き
没
価
値
の
言
わ
ば
｛
真
／
偽
｝
コ
ー
ド
次
元
と
、
個
別
の
社
会
的
事
態
の
中
で
科
学
が
担

い
得
る
領
分
と
を
明
瞭
に
区
別
し
た A

lvin M
. W

einberg [1972] 

〝Science and Trans-Science

〝, M
inerva, vol.10. N

o.2.　

も
重
要
文
献
で
あ
り
、

広
く
参
照
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
「
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
う
視
座
を
主
題
的
に
扱
っ
た
和
書
と
し
て
、
小
林
傳
司
［
二
〇
〇
七

年
］『
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代
─
─
科
学
技
術
と
社
会
を
つ
な
ぐ
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版　

が
あ
る
。

⑽　

嘉
田
由
紀
子
や
鳥
越
皓
之
ら
が
代
表
的
論
者
。
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⑾　

例
え
ば
、伊
東
俊
太
郎
・
染
谷
臣
道
・
編
著［
二
〇
一
二
年
］『
収
奪
文
明
か
ら
還
流
文
明
へ
』東
海
大
学
出
版
会　

ま
た
、比
較
文
明
学
会
・
編［
二
〇
一
一

年
］『
比
較
文
明　

二
七
』
行
人
社　

等
参
照
。

⑿　

ち
な
み
に
、
藤
垣
裕
子
［
二
〇
〇
三
年　

一
七
三
頁
］
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
法
律
相
談
所
」
を
模
し
た
「
科
学
相
談
所
」
の
よ
う
な
機
関
を

設
け
、
日
ご
ろ
か
ら
国
民
・
市
民
・
住
民
が
科
学
的
専
門
知
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
、
と
い
っ
た
手
立
て
も
考
え
ら
れ
よ
う
。〔
日
常
的
実
践
化
し

た
知
は
、
大
き
な
土
台
と
な
り
や
す
い
。〕
ま
た
、
山
口
富
子
・
日
比
野
愛
子
・
編
著
［
二
〇
〇
九
年
］『
萌
芽
す
る
科
学
技
術
─
─
先
端
科
学
技
術
へ

の
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会　

も
参
照
。

＊
私
自
身
の
関
連
文
献
と
し
て
、「
高
度
情
報
化
と
現
代
文
明
」
梅
棹
忠
夫
・
監
修
［
二
〇
〇
八
年
］『
地
球
時
代
の
文
明
学
』
京
都
通
信
社
、

　
「
社
会
科
学
の
本
務
の
保
守
、「
実
証
」
の
本
義
」
西
部
邁
事
務
所
・
編
集
、
佐
伯
啓
思
・
顧
問
［
二
〇
〇
八
年
］『
表
現
者
⑲
』
ジ
ョ
ル
ダ
ン
、「
社
会

科
学
論
小
括
」
飯
田
哲
也
・
編
集
［
二
〇
一
二
年
］『
生
涯
研
究　

一
五
』
舩
岡
塾
、「「
現
代
知
識
人
」
論
─
宮
台
真
司
「
出
で
よ
、
新
し
き
知
識
人
」

を
引
照
し
つ
つ
」
飯
田
哲
也
・
編
集
［
二
〇
一
二
年
］『
生
涯
研
究　

一
三
』
舩
岡
塾
、「
社
会
学
か
ら
文
明
学
の
構
築
へ
」
比
較
文
明
学
会
・
編
［
二
〇
一
一

年
］『
比
較
文
明　

二
七
』
行
人
社　

等
も
参
照
。
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は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
を
期
に
、
半
封
建
半
植
民
地
と
特
徴
付
け
ら
れ
る
近
代
へ
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。「
九
・

一
八
」
事
件
（
満
州
事
変
）
後
、
中
国
東
北
地
方
に
日
本
の
植
民
地
国
家
・
傀
儡
国
家
「
満
州
国
」⑴
（
一
九
三
二
年
〜
一
九
四
五
）
が
建

国
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
の
「
満
州
国
」
の
首
都
で
あ
っ
た
現
在
の
吉
林
省
長
春
市
（
旧
新
京
）
に
は
、「
満
州
国
」
時
代
の
建
造

物
⑵
が
今
日
な
お
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
近
代
の
史
跡
は
現
代
に
お
け
る
学
術
資
料
の
豊
か
な
集
積
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
近
・

現
代
歴
史
遺
産
と
し
て
日
中
関
係
史
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
文
化
の
一
断
面
で
も
あ
る
。
近
年
、「
満
州
国
」
旧
祉
は
、
観
光

資
源
⑶
と
な
り
、
さ
ら
に
国
家
に
よ
っ
て
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
そ
れ
が
有
す
る
意
味
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

そ
の
旧
祉
に
関
す
る
政
策
の
変
遷
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
か
ら
今
日
ま
で
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
一
期
は
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
か
ら
一
九
七
六
年
の
文
化
大
革
命
開
始
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
国
民
経
済
復
興

期
に
お
け
る
「
満
州
国
」
の
建
造
物
は
、
国
有
の
不
動
産
と
し
て
、
政
府
、
学
校
、
病
院
な
ど
公
益
機
関
や
市
営
住
宅
な
ど
に
使
用
さ
れ
、

使
用
価
値
が
重
視
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

　

第
二
期
は
、「
満
州
国
」
建
造
物
の
利
用
か
ら
保
護
へ
の
移
行
期
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
の
文
革
終
結
か
ら
文
化
財
保
護
法
制
定
の
前
年
、

す
な
わ
ち
一
九
八
一
年
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
政
治
・
経
済
改
革
開
放
期
に
お
い
て
、
代
表
的
な
「
満
州
国
」
の
旧
祉
は
文
化
財
と
し

現
代
中
国
に
お
け
る
文
化
財
保
護
と
そ
の
法
制
度

周　
　
　

家　

彤

─
「
満
州
国
」
旧
祉
に
関
す
る
保
護
を
例
と
し
て
─



─ 49 ─

て
調
査
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
。
だ
が
、
文
化
財
保
護
行
政
の
弱
点
も
数
多
く
露
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
中
央
と
地

方
そ
し
て
行
政
機
関
相
互
の
権
限
問
題
、
政
策
の
不
安
定
さ
、
責
任
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
、
な
ど
の
欠
陥
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
期
は
、
一
九
八
二
年
の
文
化
財
法
の
制
定
か
ら
現
在
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、「
満
州
国
」
建
造
物
は
文
化
財
と
し

て
法
的
に
そ
の
文
化
的
意
義
が
認
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
一
部
の
老
朽
化
が
進
む
古
い
建
造
物
の
保
護
と
都
市
開
発
の
対
立
、
保
護
と
い
う
政

策
目
標
と
そ
れ
を
疑
問
視
す
る
一
部
市
民
の
意
識
、
歴
史
遺
産
に
固
有
な
文
化
的
価
値
の
特
質
が
広
く
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

問
題
点
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
三
回
に
わ
た
る
法
改
正
に
よ
り
、
国
、
省
、
市
様
々
な
行
政
レ
ベ
ル
で
の
対
応
に
つ
い
て
統
一
が

は
か
ら
れ
、「
満
州
国
」
旧
祉
の
保
存
は
法
的
根
拠
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
三
期
は
法
制
度
形
成
の
時
期
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
長
春
市
に
お
け
る
「
満
州
国
」
建
造
物
や
旧
祉
を
歴
史
遺
産
と
し
て
捉
え
、
右
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
、
そ
の
評
価
の
変

遷
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

　

一
、
文
化
財
利
用
期

　

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
、
東
北
地
方
も
同
政
府
の
管
轄
下
と
な
っ
た
。
旧
「
満
州
国
」
の
遺
産
は
共

産
党
の
一
九
四
七
年
「
土
地
法
大
綱
」
や
一
九
四
八
年
「
古
跡
古
物
保
護
令
」
に
基
づ
き
、
保
護
の
対
象
と
な
り
、
再
利
用
が
始
ま
っ
た
。

同
年
一
一
月
一
日
、
国
務
院
に
文
化
部
が
発
足
し
、
そ
の
下
に
文
物
局
が
設
け
ら
れ
、
全
国
の
文
化
財
、
博
物
館
図
書
館
事
業
の
管
理
を
担

当
し
た
。
そ
の
後
、
吉
林
省
長
春
市
に
も
ほ
か
の
各
省
、
市
と
同
様
、
文
化
財
保
管
委
員
会
が
成
立
し
、
文
教
局
は
文
化
財
保
管
委
員
会
の

指
導
の
下
で
具
体
的
な
行
政
機
能
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、
文
化
財
保
護
は
文
化
事
業
の
一
部
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

　

文
化
財
保
護
と
い
え
ば
、
歴
史
遺
跡
と
し
て
の
「
瀋
陽
故
宮
」、「
瀋
陽
北
陵
」、「
北
京
故
宮
」
の
開
放
や
西
安
の
大
雁
塔
の
修
復
や
一
四

世
紀
の
西
域
文
化
遺
跡
と
し
て
「
敦
煌
莫
高
窟
」
の
保
護
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、「
満
州
国
」
の
史
跡
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は

ま
だ
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
い
わ
れ
た
溥
儀
の
皇
居
は
、「
第
一
自
動
車
製
造
場
技
工
学
校
」
や
「
吉
林
省
文

化
幹
部
学
校
」⑷
な
ど
に
使
用
さ
れ
、「
満
州
国
」
国
務
院
お
よ
び
各
省
庁
の
建
造
物
は
、
白
求
恩
医
科
大
学
病
院
や
教
育
機
関
、
公
益
事
業
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機
関
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

一
方
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、
各
地
域
の
歴
史
文
化
が
違
う
た
め
地
方
に
よ
っ
て
文
化
財
に
関
す
る
認
識
が
異
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

一
九
五
〇
年
一
月
三
日
、
南
京
国
史
舘
に
あ
っ
た
档
案
は
、
批
判
検
討
会
を
経
て
「
祖
国
財
産
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
⑸
。
続
い
て
、
同
年
、

八
月
二
日
、
国
家
文
物
局
が
『
地
方
文
物
管
理
委
員
会
暫
行
組
織
細
則
』（
草
案
）
を
策
定
す
る
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
文
化
財
の
保
護

活
動
は
一
九
五
五
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
⑹
。
一
九
五
六
年
四
月
二
日
、
国
務
院
は
、
各
省
に
お
け
る
「
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
の
作
成
・
公
布

に
関
す
る
通
知
」
を
全
国
に
下
達
し
た
。
六
月
、
吉
林
省
人
民
委
員
会
は
第
一
次
文
化
財
古
跡
保
護
リ
ス
ト
で
三
六
ヶ
所
を
古
跡
と
し
て
公

認
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
長
春
市
文
教
局
を
は
じ
め
、
そ
の
隷
下
の
各
県
区
文
教
局
と
の
共
同
調
査
を
通
し
て
古
代
遺
跡
一
六
六
ヶ

所
を
発
表
し
た
。
一
九
六
一
年
三
月
四
日
、
国
務
院
が
「
文
化
財
保
護
暫
定
条
例
」
一
八
ヶ
条
を
策
定
し
、
そ
の
第
二
条
で
は
、
吉
林
省
長

春
市
に
よ
る
歴
史
遺
跡
に
関
す
る
保
護
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
「
文
化
財
保
護
暫
定
条
例
」
に
よ
っ
て
、
歴
史
遺
産
保
護
は
こ
の
旧
来
の

「
柳
条
辺
地
域
」
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

一
九
六
一
年
四
月
一
三
日
、
長
春
市
人
民
政
府
が
一
九
五
五
、一
九
五
六
、一
九
六
〇
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
文
化
財
調
査
⑺
を
基
礎
に
、

「
第
一
次
市
級
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
」⑻
を
作
成
し
、
同
年
一
二
月
、
長
春
人
民
委
員
会
は
そ
の
リ
ス
ト
を
公
布
し
た
。
そ
の
う
ち
、
中
国
の

青
銅
（
紀
元
前
）、
遼
（
九
一
六
年
〜
一
一
二
五
年
）、
金
（
一
一
一
五
年
〜
一
二
三
四
年
）
の
各
時
代
の
歴
史
文
化
遺
跡
七
ヶ
所
が
市
級
の

重
点
的
な
文
化
財
保
護
対
象
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
一
二
月
一
日
、
中
国
共
産
党
吉
林
省
委
員
会
が
「
満
州
国
」
皇
宮
を

「
陳
列
館
」
と
す
る
決
定
を
下
し
、「
偽
満
皇
宮
陳
列
館
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
開
館
し
て
二
年
後
の
一
九
六
四
年
七
月
二
八
日
か
ら
吉

林
省
博
物
館
と
連
携
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
名
「
偽
満
皇
宮
陳
列
館
」
は
「
吉
林
省
歴
史
博
物
館
」⑼
と
改
名
さ
れ
、
市
民

に
開
放
さ
れ
た
。
階
級
闘
争
史
観
を
中
心
と
し
た
そ
の
時
代
に
は
、「
満
州
国
」
皇
宮
は
「
北
京
故
宮
」
と
「
瀋
陽
故
宮
」
と
同
様
、
中
国

二
千
年
封
建
社
会
に
お
け
る
搾
取
階
級
の
生
活
を
批
判
す
る
「
階
級
教
育
」
の
道
具
で
あ
っ
た
。
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二
、
利
用
か
ら
保
護
へ
の
移
行
期

　

一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
九
七
六
年
ま
で
長
春
市
の
文
化
財
保
護
は
中
止
さ
れ
、
歴
史
遺
産
の
多
く

が
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
終
息
以
降
、「
吉
林
省
歴
史
博
物
館
」
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
八
年
一
二
月
の
中
国
共
産
党

第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
国
代
表
大
会
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
一
二
月
一
二
日
、
長
春
市
文
物
管
理
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
長
春
市
政
府
は
、
一
九
八
一
年
三
月
、
遼
、
金
時
代
の
歴
史
遺
跡
を
認
定
す
る
「
第
二
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
」
を
公
布
し
た
。
ま
た
、

一
九
八
一
年
四
月
二
〇
日
、
吉
林
省
人
民
政
府
に
よ
り
、「
満
州
国
」
皇
宮
が
省
級
の
重
点
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
林

省
文
物
局
党
組
一
九
八
二
年
四
号
公
文
に
よ
っ
て
、
一
九
八
二
年
八
月
一
六
日
に
「
偽
満
皇
宮
陳
列
館
」
復
旧
に
向
け
て
の
準
備
が
始
め
ら

れ
た
⑽
。
一
方
、
歴
史
文
化
の
開
放
に
よ
り
、「
中
国
映
画
の
揺
籃
」
と
称
え
ら
れ
た
「
長
春
映
画
製
作
所
」
が
「
満
州
国
」
時
代
の
「
満

州
映
画
協
会
」
の
諸
施
設
を
利
用
し
つ
つ
設
立
さ
れ
た
こ
と
や
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
降
の
「
長
映
」
に
務
め
て
い
た
日
本
人
の
存
在

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
社
会
に
新
た
な
波
紋
を
お
こ
し
た
。

　
　
　

三
、
法
制
度
の
形
成
期

１
．
解
釈
と
抵
抗

　
「
満
州
国
」
遺
産
に
関
す
る
文
化
財
資
格
の
有
無
、
事
柄
の
当
否
の
判
断
は
一
九
八
〇
年
代
の
長
春
市
文
化
財
保
護
に
と
っ
て
難
関
だ
っ

た
と
言
え
る
。
ま
ず
、
長
春
市
は
「
満
州
国
」
時
代
に
建
設
さ
れ
た
の
で
、「
満
州
国
」
遺
産
に
つ
い
て
記
憶
さ
れ
た
帝
国
主
義
文
化
で
あ

る
と
い
う
認
識
や
日
中
の
民
族
固
有
文
化
の
融
合
性
と
異
質
性
に
関
し
て
判
断
す
る
基
準
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
国
辱
」
と
い
う
意
識
が

中
華
民
族
の
優
秀
な
歴
史
文
化
資
産
と
「
満
州
国
」
遺
産
と
の
不
整
合
感
を
強
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
二
年
一
一
月
一
九
日
に
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
文
化
財
保
護
法
」（
三
三
ヶ
条
）

を
公
布
し
た
。
そ
の
第
二
条
に
「（
一
）
歴
史
、芸
術
、科
学
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
跡
、古
墳
、古
建
造
物
、石
窟
寺
と
石
彫
刻
、壁
画
。（
二
）
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重
大
な
歴
史
事
件
、
革
命
運
動
又
は
著
名
人
物
に
関
わ
る
重
要
な
記
念
意
義
、
教
育
意
義
ま
た
は
史
料
価
値
を
有
す
る
建
造
物
、
遺
跡
、
記

念
物
。
あ
（
中
略
）（
五
）
歴
史
上
各
時
代
、
各
民
族
社
会
制
度
、
社
会
生
産
、
社
会
生
活
を
反
映
す
る
代
表
物
件
」
と
規
定
さ
れ
た
。
特
に
、

「
歴
史
」、「
遺
跡
」、「
重
大
な
歴
史
事
件
」、「
史
料
価
値
を
有
す
る
建
造
物
、
遺
跡
、
記
念
物
」
と
い
う
限
定
語
は
「
満
州
国
」
遺
産
に
対
し
、

法
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
た
。

　

こ
の
法
に
基
づ
き
、
長
春
市
政
府
は
、
歴
史
遺
跡
を
調
査
し
、
一
九
八
四
年
四
月
一
八
日
、
清
代
以
前
の
歴
史
遺
跡
と
帝
国
ロ
シ
ア
の
侵

略
遺
跡
お
よ
び
「
満
州
国
」
史
跡
を
中
心
と
す
る
「
第
三
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
」
を
発
表
し
た
。
そ
こ
に
は
、
合
計
三
一
ヶ
所
の
調
査
遺

跡
が
保
護
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
は
「
満
州
国
」
の
軍
政
機
関
を
中
心
と
し
た
旧
祉
の
一
〇
ヶ
所
も
掲
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、一
九
八
五
年
一
二
月
一
八
日
、長
春
市
政
府
は
「
第
四
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
」
に
、「
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
」
旧
祉
（
人
民
大
街
二
号
）、

日
本
真
宗
大
谷
派
の
「
東
本
願
寺
」
旧
祉
（
北
安
路
）、
仏
教
「
護
国
般
若
寺
」
旧
祉
（
人
民
広
場
東
側
）
な
ど
の
三
か
所
が
追
加
さ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
九
月
三
日
、
第
五
次
公
布
に
よ
る
「
日
本
神
武
殿
」
旧
祉
（
解
放
大
路
一
一
七
号
）
と
合
わ
せ
、
一
九
八
二
年
以
来
、

長
春
市
に
お
い
て
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
に
認
定
さ
れ
た
「
満
州
国
」
旧
祉
は
一
四
ヶ
所
を
数
え
た
⑾
。

　

一
方
、
歴
史
遺
産
の
保
護
に
向
け
て
の
行
為
は
目
標
と
す
る
文
化
財
保
護
法
の
実
施
の
過
程
で
、
長
春
市
で
は
「
満
州
国
」
遺
産
の
保
護

に
つ
い
て
理
解
さ
れ
な
い
事
例
が
み
ら
れ
た
。
北
安
路
に
位
置
す
る
「
満
州
国
」
時
代
の
「
東
本
願
寺
」
旧
祉
で
あ
っ
た
建
物
は
、
長
春
市

第
二
実
験
中
学
の
図
書
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
八
五
年
五
月
、
教
職
員
と
生
徒
達
は
、「
な
ぜ
、

こ
の
帝
国
主
義
的
な
宗
教
の
寺
が
文
化
財
に
な
る
の
か
」
と
い
う
主
張
の
下
に
、
そ
の
建
物
の
一
部
を
破
壊
し
た
の
で
あ
る
⑿
、
こ
こ
に
保

護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
文
化
財
に
対
す
る
『
邂
逅
接
触
』」⒀
に
対
し
、
教
職
員
や
生
徒
達
の
現
代
意
識
の
反
発
や
抵
抗
が
み
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　
２
．
対
立
と
規
制

　

一
九
八
〇
年
代
末
期
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
中
国
で
は
、
急
速
な
経
済
成
長
に
伴
い
現
代
的
な
都
市
開
発
が
急
激
に
進
み
、
老
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朽
建
築
物
の
建
て
替
え
を
請
負
う
民
間
建
築
業
者
が
増
加
し
た
。
こ
こ
に
、
都
市
再
開
発
と
歴
史
遺
産
保
護
の
ジ
レ
ン
マ
が
顕
在
化
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
北
京
に
あ
る
中
国
の
伝
統
的
な
「
四
合
院
」
の
建
築
を
高
層
ビ
ル
と
比
べ
れ
ば
、
高
層
ビ
ル
の
方
が
利
便
性
や
使
用
価
値
が
高

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、「
四
合
院
」⒁
が
有
す
る
文
化
は
隣
近
所
の
住
民
同
士
の
共
生
を
象
徴
す
る
中
国
特
有
の
伝
統
住
宅
で
あ
り
、

文
化
的
な
固
有
価
値
が
高
い
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る
価
値
観
の
対
立
は
、
長
春
市
に
お
け
る
「
満
州
国
」
の
建
築
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

周
り
に
新
し
い
高
層
ビ
ル
群
が
林
立
す
る
中
で
、
そ
れ
ら
の
建
造
物
は
周
り
の
景
観
と
調
和
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
。
利
便
性
や
使
用
価
値

を
追
求
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
歴
史
的
建
造
物
を
歴
史
舞
台
か
ら
退
出
さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
、
長
春
市
は
直
面
し
て
い
る
。
西
尾
林

太
郎
教
授
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
吉
林
大
学
と
合
併
後
の
「
医
大
病
院
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
満
州
国
」
国
務
院
の
建
物
に
関

す
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
時
、
あ
る
医
師
は
、「
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
大
学
と
し
て
は
病
院
を
高
層
ビ
ル
に
改
築
し
た
か
っ
た
が
、
市
政

府
に
反
対
さ
れ
た
」
と
答
え
た
と
い
う
⒂
。
旧
「
国
務
院
」
の
建
物
や
関
連
す
る
官
庁
建
物
は
長
春
市
政
府
に
よ
り
、
文
化
財
と
認
め
ら
れ
、

そ
の
破
壊
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
一
一
月
の
文
化
財
保
護
法
の
実
施
に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に
、
基
本
的
に
は
文
化
行
政
管
理
部
門
（
第
三
条
）
を
は
じ

め
、
財
政
管
理
部
門
（
第
六
条
）、
城
郷
建
設
管
理
部
門
（
第
八
条
）、
環
境
保
護
管
理
部
門
（
第
八
条
）、
公
安
部
門
（
第
三
〇
条
）、
工
商

行
政
管
理
部
門
（
第
三
〇
条
）
を
含
む
文
化
財
保
護
に
関
る
行
政
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
長
春
市
で
は
、

公
益
機
関
に
使
用
さ
れ
た
「
満
州
国
」
旧
祉
の
取
り
壊
し
行
為
が
抑
制
さ
れ
た
。

３
．
衝
突
と
摩
擦

　

経
済
改
革
開
放
初
期
の
中
国
で
は
、
全
て
が
、
経
済
を
中
心
と
し
て
動
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
観
光
業
の
展
開
に
伴
っ
て
、「
秦
の
煉
瓦
」

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
「
万
里
の
長
城
」
の
構
成
材
が
盗
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
地
域
の
民
間
建
築
業
者
が
都
市
開
発
を
行
う
場

合
、
上
記
の
文
化
財
保
護
行
政
体
系
の
下
で
は
文
化
財
保
護
の
た
め
の
規
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
露
呈
さ
れ
た
。
市
政
府
文
化
局
は
文
化

財
保
護
に
向
け
強
制
手
段
を
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、「
満
州
国
」
の
建
築
が
多
く
破
壊
さ
れ
た
。
特
に
、
現
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在
の
新
民
大
街
に
集
中
す
る
諸
官
庁
旧
祉
以
外
に
市
の
内
外
に
散
在
す
る
多
く
の
「
満
州
国
」
時
代
の
商
業
施
設
や
、
特
別
に
認
定
登
録
さ

れ
て
い
な
い
旧
祉
に
残
さ
れ
た
建
造
物
が
撤
去
さ
れ
、
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
満
州
国
」
時
代
に
建
築
さ
れ
た
映
画
館
「
長

春
座
」
の
建
物
は
そ
の
時
期
に
取
り
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。　

　

事
態
を
一
転
さ
せ
た
の
は
、
一
九
九
一
年
六
月
二
九
日
に
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
が
第
二
〇
次
会
議
で
合
意
採
択
し
た
「
中
華

人
民
共
和
国
文
化
財
保
護
法
」
第
一
次
改
正
で
あ
る
。
こ
の
改
正
案
は
旧
法
の
第
三
〇
条
の
行
政
処
罰
に
は
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
建
築
や

遺
跡
を
破
壊
す
る
行
為
に
対
し
、
罰
金
条
項
を
新
設
し
、
第
三
一
条
の
刑
事
処
罰
に
は
、
国
家
に
保
護
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
、
名
所
旧
跡

を
故
意
に
破
壊
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
刑
事
的
な
責
任
を
追
求
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
各
地
域
で
は
、
一
応
、
歴
史

遺
跡
を
破
壊
す
る
行
為
が
押
し
と
ど
め
ら
れ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
後
の
長
春
市
で
は
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
九
四
年
の
長
春
第
一
自
動
車
製
造
場
の
定
年
退
職

者
・
徐
世
昆
の
出
資
・
経
営
に
よ
る
「
偽
満
州
国
国
務
院
博
物
館
」
の
開
館
で
あ
り
、
開
館
後
、
そ
れ
は
、
長
春
市
旅
行
局
の
補
助
金
援
助

を
受
け
て
社
会
的
に
も
大
い
に
注
目
さ
れ
た
。
例
え
ば
『
長
春
晩
報
』、『
新
文
化
報
』
に
大
き
く
報
道
さ
れ
た
が
、『
中
国
青
年
報
』
は
「
国

辱
を
経
営
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
主
旨
の
記
事
を
揚
げ
た
⒃
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
、
そ
れ
は
政
府
に
よ
っ
て
「
愛
国
教
育
基
地
」

と
認
定
さ
れ
た
。
実
は
、
そ
の
愛
国
教
育
の
起
源
は
、
鎖
国
の
状
態
か
ら
脱
出
し
た
時
代
に
、
外
国
を
崇
拝
す
る
思
潮
が
一
時
的
に
高
ま
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
の
価
格
が
国
産
自
転
車
の
価
格
に
あ
た
っ
た
そ
の
時
代
、す
な
わ
ち
「
外

国
の
月
は
中
国
の
月
よ
り
丸
い
」
と
い
う
流
行
語
も
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
終
に
、
愛
国
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
二
〇
〇
三
年
、

建
物
の
使
用
権
を
持
つ
吉
林
大
学
は
教
学
用
施
設
の
不
足
を
理
由
に
賃
借
契
約
を
終
了
さ
せ
、
そ
の
展
覧
館
は
閉
館
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
軍
事
部
を
は
じ
め
と
す
る
「
満
州
国
」
八
大
部
旧
祉
が
「
全
国
一
二
六
景
観
」
の
一
つ
と
し
て
観
光
業
者
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
空
軍
長
春
飛
行
学
院
校
内
に
残
さ
れ
た
「
満
州
国
」
建
国
忠
魂
廟
旧
祉
が
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
「
満
州
国
」
皇
宮
旧
祉
の
復
元
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
大
き
な
社
会
論
争
が
起
こ
っ
た
。
主
な
理
由
は
、
そ
れ
ら
が
中
国
国
民
に
と
っ

て
感
情
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
⒄
。
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こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
長
春
市
は
、
改
正
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
を
根
拠
と
し
て
文
化
財
管
理
行
政
を

実
施
し
、
多
く
の
「
満
州
国
」
旧
祉
を
保
護
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
九
四
年
一
月
一
九
日
と
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
に
、
長
春

市
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
第
六
次
、
第
七
次
の
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。

　

第
六
次
で
は
「
満
州
国
」
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
流
通
を
担
っ
た
「
交
通
部
」
旧
祉
、
農
業
部
門
を
司
っ
た
「
興
農
部
」
旧
祉
、「
総

理
大
臣
張
景
慧
西
宅
」
旧
祉
、
駐
満
「
日
本
関
東
軍
空
軍
司
令
部
」
旧
祉
、「
大
陸
科
学
院
」
旧
祉
の
ほ
か
に
、
社
会
、
経
済
旧
祉
の

一
一
ヶ
所
が
保
護
に
値
す
る
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
、
第
七
次
で
は
「
満
州
国
」
と
関
連
す
る
宗
教
、
文
化
、
衛
生
、
経
済
な
ど
の
旧
祉

一
二
ヶ
所
が
同
様
に
認
定
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
二
三
ヶ
所
で
、
第
三
次
以
来
認
定
さ
れ
た
一
四
ヶ
所
を
加
え
て
合
計
三
七
ヶ
所
と
な
っ
た
。

４
．
法
制
度
の
改
善
と
保
護
の
強
化

　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
八
日
、「
中
華
人
民
共
和
国
文
化
財
保
護
法
」
の
第
二
次
改
正
案
が
第
一
三
期
の
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
旧
法
で
は
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
対
象
の
年
代
が
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
罰
則
規
定
も
付
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
新
法
に
は
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
の
改
正
案
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
特
に
、
改
正
法
の
第
一
章
第
二
条
に
お
い
て
文
化
財

保
護
の
対
象
に
つ
い
て
は
「
近
代
現
代
の
重
要
な
史
跡
、
物
件
、
代
表
的
な
建
築
」
と
い
う
文
言
が
明
記
さ
れ
、
第
二
章
第
一
四
条
の
補
充

内
容
に
お
い
て
歴
史
的
文
化
保
全
範
囲
の
法
的
根
拠
が
明
示
さ
れ
た
。
特
に
、
第
七
章
の
六
四
条
か
ら
、
七
九
条
に
か
け
て
、
違
反
者
に
対

す
る
重
い
罰
則
基
準
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、 

無
許
可
で
、
恣
意
的
に
文
化
財
を
破
壊
し
た
と
き
や
、
文
化
財
保
護
施
設
の
保
護
範
囲
内

で
建
設
工
事
を
行
っ
た
と
き
、又
は
爆
破
、試
掘
若
し
く
は
発
掘
を
行
っ
た
と
き
、恣
意
的
に
修
繕
、移
動
、又
は
再
建
を
行
っ
た
と
き
、「
五
万

元
以
上
五
〇
万
元
以
下
の
過
料
を
科
す
る
」（
第
六
六
条
）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
国
務
院
が
二
〇
〇
〇
年
に
「
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
通
知
」（
四
二
号
）、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
一
二
月
八
日
に
、「
文
化
遺

産
保
護
の
強
化
に
関
す
る
意
見
」
⒅
を
表
明
し
た
。
通
知
に
よ
り
二
〇
一
五
年
ま
で
の
文
化
遺
産
開
発
の
総
体
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
七
年
五
月
に
、
吉
林
省
政
府
は
「
吉
林
省
文
化
財
保
護
条
例
」
を
公
布
し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
二
〇
〇
七
年
六
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月
二
一
日
、
長
春
市
人
民
政
府
が
「
長
春
市
第
六
、七
次
文
化
財
保
護
区
間
の
通
知
」
を
策
定
し
、
第
六
、七
次
に
認
定
し
た
歴
史
遺
跡
の
保

護
区
間
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
し
た
。　
　

　

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
九
日
、
文
化
財
保
護
法
の
三
回
目
の
改
正
が
な
さ
れ
、
省
級
文
化
財
は
省
級
政
府
の
許
可
に
よ
る
と
し
て

地
方
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
た
。
文
化
財
保
護
を
め
ぐ
る
法
の
強
化
は
、「
二
級
政
府
三
級
管
理
」
と
揶
揄
さ
れ
た
長
春
市
の
文
化
財
保
護

行
政
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
来
、
廉
価
な
支
払
い
で
済
す
科
料
制
度
の
下
で
、
長
春
市
に
お
け
る
有
名
な
「
満
州
国
八
大
部
」
旧

祉
の
う
ち
、「
文
教
部
」
旧
祉
⒆
と
「
興
農
部
」
旧
祉
に
残
っ
た
建
造
物
は
改
築
さ
れ
、「
外
交
部
」
旧
祉
に
残
さ
れ
た
建
物
は
改
装
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
ほ
か
の
多
く
の
旧
祉
も
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
第
二
、三
次
と
二
度
に
渡
る
文
化
財
保
護
法
改
正
法
が
、
長
春
市
に
お
け
る
「
満

州
国
」
遺
産
保
護
の
局
面
を
転
換
さ
せ
た
。
科
料
制
度
か
ら
高
額
科
料
制
度
の
導
入
に
よ
り
旧
祉
破
壊
の
事
例
は
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
、
長
春
市
政
府
は
歴
史
遺
跡
の
保
護
区
間
範
囲
を
設
定
し
、
第
六
、七
次
に
認
定
し
た
文
化
財
に
引
き

続
き
、
同
年
一
二
月
六
日
に
、
第
八
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
が
「
長
春
市
第
八
次
市
級
文
化
財
と
保
護
区
間
範
囲
の
通
知
」⒇
と
し
て
公
表

さ
れ
た
。
第
八
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
で
は
二
六
ヶ
所
の
「
満
州
国
」
旧
祉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
八
次
文
化
財
保
護
リ
ス
ト
の
特
徴
は
、

「
駐
満
日
本
関
東
軍
南
嶺
地
下
司
令
部
」
旧
祉
、「
国
民
勤
労
部
」
旧
祉
、「
国
防
会
館
」
旧
祉
、「
地
政
管
理
局
」
旧
祉
、「
開
拓
総
局
」
旧
祉
、

「
新
京
順
天
警
察
署
」
旧
祉
、「
駐
満
日
本
関
東
軍
西
大
営
」
旧
祉
の
七
ヶ
所
の
「
満
州
国
」
軍
政
旧
址
の
ほ
か
に
、「
南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
図
書
館
」
旧
祉
、「
新
京
博
物
館
」
旧
祉
、「
国
泰
映
画
館
」
旧
祉
、「
八
島
小
学
校
」
旧
祉
の
四
ヶ
所
の
文
化
旧
祉
が
加
え
ら
れ
た
。
他
に
、

加
え
ら
れ
た
文
化
財
は
百
貨
店
や
銀
行
な
ど
の
商
業
旧
祉
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
保
護
基
準
が
明
ら
か
に
な
り
、
行
政
部
門
の
権
限
及
び
責
任
が
強
化
さ
れ
た
。
総
体

的
に
見
れ
ば
、
長
春
市
に
お
け
る
「
満
州
国
」
旧
祉
の
保
護
活
動
は
、
一
九
八
四
年
以
来
、
第
三
次
か
ら
第
八
次
ま
で
六
次
に
わ
た
っ
た
文

化
財
の
認
定
を
通
し
て
保
護
の
対
象
は
六
三
ヶ
所
に
達
し
、
全
市
の
文
化
財
所
有
数
の
約
四
割
近
く
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
吉

林
省
級
条
令
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は
「
満
州
国
」
の
「
皇
宮
」
旧
祉
を
は
じ
め
、
駐
満
「
関
東
軍
司
令
部
地
下
道
」
旧
祉
、「
満

州
国
」
の
「
総
合
法
衙
」
旧
祉
、「
国
務
院
」
に
属
す
る
「
軍
事
部
」、「
司
法
部
」、「
経
済
部
」、「
外
交
部
」、「
交
通
部
」、「
民
生
部
」
な
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ど
の
官
庁
旧
祉
と
「
新
京
警
察
庁
」
旧
祉
、「
日
本
憲
兵
司
令
部
」
旧
祉
及
び
「
満
州
国
」
の
「
中
央
銀
行
」
旧
祉
、「
建
国
忠
魂
廟
」
旧
祉
、

「
日
本
一
〇
〇
部
隊
」
旧
祉
、
合
計
一
六
ヶ
所
が
指
定
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
六
月
一
日
「
長
春
市
文
化
財
保
護
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
文
化
財
保
護
政
策
体
系
の
一
応
の
完
成
を
象
徴
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
春
市
の
こ
の
保
護
条
例
は
文
化
財
保
護
法
と
国
家
級

実
施
条
例
、
省
級
実
施
条
例
、
市
級
実
施
条
例
に
よ
る
保
護
政
策
の
集
大
成
で
あ
り
、
現
代
中
国
の
文
化
財
保
護
と
そ
の
法
制
度
の
特
徴
を

反
映
し
、
現
在
六
三
ヶ
所
の
「
満
州
国
」
旧
祉
を
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

文
化
財
保
護
法
と
そ
の
法
制
度
は
長
春
市
に
お
け
る
「
満
州
国
」
旧
祉
群
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
六
三
ヶ
所
の
旧
祉
は
近
代
か

ら
現
代
ま
で
、「
満
州
事
件
」
か
ら
「
盧
溝
橋
事
変
」
を
経
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
時
期
ま
で
の
日
中
関
係
、
植
民
地
支
配
を
記
憶
し
�
、

中
国
だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
国
民
、
さ
ら
に
人
類
に
与
え
た
災
難
を
も
記
憶
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
、
日
中
国
交
回

復
後
の
四
〇
余
年
の
今
の
日
中
両
国
に
と
っ
て
、
そ
の
旧
祉
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

六
年
前
の
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
、長
春
市
第
一
三
期
第
一
回
の
人
民
代
表
大
会
で
は
、人
民
代
表
李
立
夫
が
「
満
州
国
」
旧
祉
群
は
「
世

界
警
告
性
文
化
遺
産
」
で
あ
る
と
述
べ
た
、「
満
州
国
」
旧
祉
を
「
警
告
性
」
す
な
わ
ち
「
歴
史
教
訓
」
の
遺
産
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
提
案
は
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、
長
春
市
長
崔
傑
に
よ
っ
て
全
国
人
民
代
表
大
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
提

案
で
言
わ
れ
た
「
歴
史
教
訓
」
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
去
年
（
二
〇
一
二
年
）、
そ
の
答
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
六
月
八
日
に
、「
長
春
市
新
民
大
街
」（「
満
州
国
」
時
代
の
新
京
順
天
大
街
）
す
な
わ
ち
「
満
州
国
」
官
庁
街
旧
祉
は
、
題

名
「
傀
儡
の
宿
命
」
と
題
し
、
中
国
文
化
部
、
国
家
文
物
局
が
主
催
し
た
「
中
国
第
四
回
歴
史
文
化
名
街
評
価
」
に
応
募
し
、
入
選
し
た
。

そ
の
事
実
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、『
国
際
文
化
論
』
に
お
け
る
「
文
化
の
再
構
成
」
理
論
を
引
用
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

旧
文
化
要
素
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
文
化
と
い
う
生
命
体
は
「
非
自
己
」
か
ら
「
自
己
」
を
識
別
し
、
免
疫
を
高
め
る
手
段
�
だ

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
法
制
度
の
整
備
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
�
。



─ 58 ─

註⑴　

中
見
立
夫
ほ
か
著
『
満
洲
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
六
七
〜
七
七
頁
。

⑵　

西
沢
泰
彦
『
日
本
植
民
地
建
築
論
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
九
五
一
一
四
頁
。

⑶　

大
薮
多
可
志
「
北
陸
地
域
と
中
国
東
北
の
観
光
交
流
推
進
に
関
す
る
考
察
」
藤
井
一
二
編
『
東
北
ア
ジ
ア
と
北
陸
地
域
の
経
済
・
文
化
交
流
に
関
す

る
学
術
の
集
積
と
学
術
的
研
究
』
金
沢
星
陵
大
学
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
六
七
〜
七
八
頁
。

⑷　

李
茂
傑
ほ
か
編
『
偽
皇
宮
年
鑑
』
偽
皇
宮
陳
列
館
（
吉
林
省
内
部
資
料
準
印
証
第
九
〇
二
五
一
号
）、
一
九
八
九
年
一
二
月
、
九
六
頁
。

⑸　

宮
田
満
『
中
国
の
文
化
財
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
岩
田
書
店
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
二
三
二
〜
二
三
五
頁
。

⑹　

同
右
、
二
三
七
頁
。

⑺　

同
右
、
一
五
七
頁
。

⑻　

長
春
市
文
物
保
護
研
究
所
『
中
華
人
民
共
和
国
文
物
保
護
法
規
宣
伝
手
帳
』
複
写
版
、
二
〇
〇
三
年
、
四
〇
頁
。

⑼　

賈
士
金
ほ
か
編
『
長
春
市
文
物
誌
』
吉
林
省
文
物
誌
編
委
会
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
七
三
〜
七
五
頁
。

⑽　

李
茂
傑
ほ
か
編
『
偽
皇
宮
陳
列
館
年
鑑
』
偽
皇
宮
陳
列
館
、
一
九
八
九
年
一
二
月
、
九
七
〜
九
九
頁
。

⑾　

前
掲
『
中
華
人
民
共
和
国
文
物
保
護
法
規
宣
伝
手
帳
』、
四
三
〜
四
四
頁
。

⑿　

前
掲
『
長
春
市
文
物
誌
』、
一
七
六
頁
。

⒀　

平
野
健
一
郎
『
国
際
文
化
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
八
四
〜
八
六
頁
。

⒁　

銭
威
・
岡
崎
篤
行
「
北
京
市
に
お
け
る
歴
史
的
環
境
保
護
制
度
の
変
遷
」
日
本
都
市
計
画
学
会
『
都
市
計
画
報
告
集
』、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
五
〜

八
頁
。

⒂　

二
〇
〇
五
年
九
月
一
五
日
西
尾
林
太
郎
教
授
は
愛
知
淑
徳
大
学
の
学
生
と
共
に
長
春
市
を
訪
れ
、
旧
「
満
州
国
」
の
建
造
物
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
た
。

⒃　

李
春
生
「
民
族
傷
痕
を
観
光
資
源
と
す
る
は
ず
か
」『
中
国
青
年
報
』、
二
〇
〇
二
年
七
月
六
日
。

⒄　

周
家
彤
「
長
春
市
に
お
け
る
『
満
州
国
』
遺
跡
群
の
諸
様
相
」『
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
』
第
七
号
、
愛
知
淑
徳
大
学
現
代
社
会
研
究
科
、

二
〇
一
一
年
九
月
、
一
三
九
〜
一
四
九
頁
。
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⒅　

長
春
市
人
民
政
府
「
文
化
財
保
護
の
強
化
に
関
す
る
意
見
」
長
春
市
人
民
政
府
弁
公
庁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
八
日
、
一
〜
六
頁
。

⒆　

周
家
彤
「
長
春
市
に
お
け
る
『
満
州
国
』
文
教
部
遺
跡
」
日
本
国
際
文
化
学
会
『
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ウ
ラ
ル
』、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
一
五
〜

一
二
八
頁
。

⒇　

長
春
市
人
民
政
府
「
第
八
次
文
化
財
保
護
区
間
範
囲
の
通
知
」
複
写
版
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
六
日
。

�　

坂
本
太
郎
ほ
か
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
四
月
、
二
三
二
〜
二
三
六
頁
。

�　

前
掲
『
国
際
文
化
論
』、
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
中
国
歴
史
文
化
遺
産
の
中
に
、「
ハ
ル
ビ
ン
中
央
大
街
」
も
「
新
圳
中
英
街
」
も
「
上
海
の
租
借
地
」
も
同
様
、
植
民
地
時
代
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
万
里
の
長
城
」
は
春
秋
戦
国
時
代
に
斎
・
燕
・
趙
・
魏
な
ど
諸
国
が
辺
境
を
防
ぐ
た
め
に
築
い
た
施
設
で
あ
る
。
そ
の
後
、
秦
の
始
皇
帝
が
大
増
築

し
て
、
こ
の
名
を
称
し
た
。
現
在
の
長
城
は
明
代
に
築
造
、
位
置
は
遥
か
に
南
に
下
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　

現
在
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
「
世
界
遺
産
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
は
千
件
近
く
に
の
ぼ
る
⑴
。
世

界
遺
産
と
認
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
世
界
に
は
多
く
の
「
文
化
遺
産
」⑵
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
適
切
な
管
理
及
び
保
護
の
方
策
が
議
論

さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
内
戦
や
紛
争
の
渦
中
に
あ
っ
て
破
壊
や
略
奪
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
文
化
遺
産
の
救
済
や
予
期
せ
ぬ
災
害
に
よ
る

被
害
か
ら
の
文
化
遺
産
の
保
護
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
す
る
た
び
に
、
ユ
ネ
ス
コ
は
文
化
を
管
轄
す
る
国
際
機
構
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ

う
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
の
中
で
も
近
年
、
文
化
遺
産
を
監
視
し
保
護
す
る
活
動
に
と
っ
て
有
益
な
手
段
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
宇
宙
技
術
、
な
か
で
も
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
⑶
で
あ
る
。

　

宇
宙
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
、
人
工
衛
星
に
搭
載
さ
れ
た
観
測
装
置
を
用
い
る
遠
隔
探
査
の
こ
と
で
あ
る
。
可
視
光
線
や

電
磁
波
な
ど
を
利
用
し
て
様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
球
環
境
研
究
や
気
象
研
究
な
ど
の
学
術
利
用
か
ら
、
資
源
調
査
、
気

象
予
報
、
災
害
の
情
報
収
集
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
用
い
た
地
図
作
成
な
ど
、
利
用
も
多
岐
に
わ
た
る
。
と
り
わ
け
高
解
像
度
の
デ
ー
タ
が
取

得
可
能
な
衛
星
は
軍
事
的
な
利
用
価
値
が
高
く
、
国
の
安
全
保
障
上
有
益
な
技
術
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
取
得
さ
れ
る
デ
ー
タ

の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
政
策
や
国
内
法
が
関
係
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
を
文
化
遺
産
保
護
の
目
的
で
利
用
す
る
た
め
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
も

文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
と
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
利
用
の
法
的
枠
組
み
に
つ
い
て

大　

塚　

敬　

子
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の
で
あ
る
。
最
初
に
、
文
化
遺
産
に
関
す
る
国
際
法
の
全
体
像
を
概
観
し
、
保
護
活
動
の
背
景
に
あ
る
思
想
や
理
念
と
と
も
に
、
法
的
枠
組

み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
、
ユ
ネ
ス
コ
が
、
と
り
わ
け
世
界
遺
産
を
国
際
協
力
の
下
で
保
護
す
る
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
枠
組
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に

関
す
る
国
際
法
の
現
状
に
照
ら
し
て
、
文
化
遺
産
保
護
を
目
的
と
す
る
場
合
に
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
規
則
が
抱
え
る
課
題
を
考
察
す
る
。

一
、
文
化
遺
産
の
国
際
的
保
護
体
制

　

国
際
的
な
文
化
遺
産
保
護
制
度
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
下
で
作
成
さ
れ
た
国
際
文
書
を
中
心
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
。
法
的
拘
束
力
を
も
つ

条
約
と
し
て
は
、
一
九
五
四
年
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
ハ
ー
グ
条
約
）」、
一
九
七
〇
年
「
文
化
財
の
不
法
な

輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
条
約
（
文
化
財
不
法
輸
出
入
禁
止
条
約
）」、
一
九
七
二
年
「
世
界

の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
世
界
遺
産
条
約
）」、
二
〇
〇
一
年
「
水
中
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
水
中

文
化
遺
産
条
約
）」、
二
〇
〇
三
年
「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
無
形
文
化
遺
産
条
約
）」、
二
〇
〇
五
年
「
文
化
的
表
現
の
多

様
性
の
保
護
及
び
促
進
に
関
す
る
条
約
（
文
化
的
表
現
多
様
性
条
約
）」
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
六
条
約
体
制
と
も
い
わ
れ
る
⑷
。
そ
の
他
に
も
、

ユ
ネ
ス
コ
は
勧
告
や
宣
言
を
採
択
し
て
お
り
、
法
的
拘
束
力
を
も
た
な
い
そ
れ
ら
と
条
約
と
を
併
せ
て
、
国
際
的
な
文
化
遺
産
保
護
体
制
を

整
え
て
き
た
⑸
。
こ
れ
ら
の
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
文
書
に
は
、
あ
る
文
化
遺
産
に
つ
い
て
何
ら
か
の
危
機
的
状
況
や
対
処
す
べ
き
課
題
が
生
じ

た
こ
と
を
契
機
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
傾
向
が
あ
り
⑹
、
ま
た
、
保
護
の
対
象
と
な
る
文
化
遺
産
の
特
性
も
無
形
・
有
形
、
可
動
・
不

可
動
な
ど
多
様
で
あ
る
た
め
、
そ
の
保
護
の
態
様
も
文
書
ご
と
に
異
な
る
⑺
。
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
文
化
遺
産
保
護
体
制
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
遺
産
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
包
摂
す
る
「
国
際
文
化
遺
産
法
」
に
関
す
る
議
論
が
ユ
ネ
ス

コ
以
外
の
場
で
も
展
開
さ
れ
、
法
制
度
構
築
の
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
⑻
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
、「
国
際
文
化
遺
産
法
」
が
、
国
際
法

の
一
分
野
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

国
際
的
な
文
化
遺
産
保
護
を
制
度
化
し
た
文
書
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
約
は
、
本
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来
的
に
は
個
別
の
国
や
民
族
な
ど
の
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
文
化
遺
産
を
「
人
類
全
体
の
た
め
の
世
界
の
遺
産
」
と
し
て
扱
う
概
念

を
導
入
し
⑼
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化
遺
産
は
、
個
別
の
国
や
民
族
な
ど
の
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
と
同
時
に
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
有
す
る
「
世
界
遺
産
」
と
し
て
、
国
際
的
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
鑑
み
て
、
こ
こ
で
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
国
際
協
力
の
枠
組
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
な
お
、

世
界
遺
産
の
定
義
、
登
録
手
続
及
び
登
録
評
価
基
準
な
ど
は
、
同
条
約
及
び
同
条
約
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
が
策
定
し

た
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
（
作
業
指
針
）」⑽
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

世
界
遺
産
は
、
遺
跡
や
歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
文
化
遺
産
と
、
特
異
な
地
形
や
生
態
を
も
つ
自
然
環
境
な
ど
の
自
然
遺
産
、
そ
の
両
方
の

要
素
を
持
つ
複
合
遺
産
⑾
に
分
類
さ
れ
る
。
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
あ
り
、
か
つ
、
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と

認
め
た
も
の
の
目
録
を
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
す
る
（
第
一
一
条
一
項
）。
こ
の
目
録
に
基
づ
き
、
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
同
委
員
会
が

定
め
た
基
準
に
照
ら
し
て
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
と
認
め
る
も
の
の
一
覧
表
を
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
の
表
題
の
下
に
作
成
し
、
公

表
す
る
（
同
条
二
項
）。
こ
の
一
覧
表
へ
の
記
載
が
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
登
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

世
界
遺
産
条
約
第
六
条
一
項
で
は
、
締
約
国
が
世
界
遺
産
の
保
護
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
が
「
国
際
社
会
全
体
の
義
務
」
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
該
遺
産
が
領
域
内
に
存
在
す
る
国
の
主
権
は
十
分
に
尊
重
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

他
の
締
約
国
は
、
世
界
遺
産
の
認
定
、
保
護
、
保
存
及
び
整
備
に
つ
い
て
、
当
該
遺
産
が
領
域
内
に
存
在
す
る
国
の
要
請
に
応
じ
て
援
助
を

与
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
条
二
項
）
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
世
界
遺
産
に
つ
い
て
は
実
際
に
保
護
活
動
を
遂
行

す
る
の
は
、
第
一
に
当
該
遺
産
が
領
域
内
に
存
在
す
る
国
の
役
目
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
物
件
は
「
人
類
共
通

の
遺
産
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
当
該
遺
産
が
領
域
内
に
存
在
す
る
国
以
外
の
締
約
国
に
は
何
ら
か
の
協
力
や
援
助
が
求
め
ら
れ
る
場

面
も
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
世
界
遺
産
条
約
の
も
と
で
の
「
国
際
的
保
護
」
の
核
心
は
、
締
約
国
が
そ
の
世
界
遺
産
を
保
存
し
及
び
認
定
す

る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
国
際
的
な
協
力
及
び
援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
（
第
七
条
）
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
と
く
に
、
自
国
領
域
内
に
存
在
す
る
遺
産
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
遺
産
の
保
護
を
実
効
的
に
行
う
た
め
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の
経
済
的
あ
る
い
は
技
術
的
な
能
力
の
欠
如
か
ら
、
国
際
協
力
を
通
じ
て
他
の
締
約
国
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
⑿
。

　

締
約
国
は
、
登
録
物
件
の
監
視
・
保
護
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
一
覧
表
」
に
記
載
さ

れ
る
「
危
機
遺
産
」
と
よ
ば
れ
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
国
際
協
力
に
よ
る
支
援
が
と
く
に
必
要
と
さ
れ
る
。
危
機
遺
産
と
し
て
一
覧
表
に
記

載
さ
れ
る
物
件
は
、
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
の
う
ち
、
保
存
の
た
め
に
大
規
模
な
作
業
が
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
、
世
界
遺
産
条
約

に
基
づ
い
て
援
助
が
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
（
第
一
一
条
四
項
）
で
あ
る
。
世
界
遺
産
の
一
部
を
構
成
す
る
物
件
で
あ
っ
て
、
重
大
か
つ
特

別
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
が
、
危
機
遺
産
と
し
て
記
載
さ
れ
る
⒀
。「
危
険
」
に
は
、
急
速
に
進
む
損
壊
、
大
規
模
な
公
共

事
業
若
し
く
は
民
間
事
業
又
は
急
激
な
都
市
開
発
事
業
若
し
く
は
観
光
開
発
事
業
に
起
因
す
る
滅
失
の
危
険
、
土
地
の
利
用
又
は
所
有
権
変

更
に
起
因
す
る
破
壊
、
原
因
が
不
明
で
あ
る
大
規
模
な
変
化
、
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
放
棄
、
武
力
紛
争
の
発
生
及
び
そ
の
お
そ
れ
、

大
規
模
な
災
害
及
び
異
変
、
大
火
、
地
震
及
び
地
滑
り
、
噴
火
並
び
に
水
位
の
変
化
、
洪
水
及
び
津
波
が
含
ま
れ
る
⒁
。
い
ず
れ
の
「
危
険
」

に
つ
い
て
も
、
そ
の
現
状
や
変
化
す
る
状
況
を
地
上
か
ら
全
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
人
に
よ
る
立
入
り
調
査
も
容
易
で
は

な
い
。
こ
れ
が
ま
さ
に
、
宇
宙
か
ら
の
支
援
が
効
果
的
な
成
果
を
も
た
ら
し
う
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
世
界
遺
産
が
位
置

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
地
上
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
宇
宙
空
間
か
ら
俯
瞰
し
て
状
況
把
握
を
す
る
こ
と
で
、
世
界
遺
産
の
救
済

あ
る
い
は
被
害
軽
減
へ
と
つ
な
が
る
。

　

世
界
遺
産
の
登
録
評
価
基
準
⒂
は
、
作
業
指
針
の
改
訂
を
経
て
変
化
し
て
き
た
。
一
九
九
二
年
に
は
、
人
間
と
自
然
の
共
存
に
よ
っ
て
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
自
然
地
域
が
多
い
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、「
文
化
的
景
観
」⒃
と
い
う
概
念
が
新
た
に
導
入
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
文
化
遺
産
に
も
自
然
遺
産
に
も
分
類
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
物
件
、
た
と
え
ば
棚
田
の
よ
う
な
、
自

然
環
境
と
居
住
環
境
が
共
生
し
て
い
る
景
観
な
ど
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
的
景
観
と
さ
れ
る
場
所
は
、
人

間
の
生
活
環
境
の
近
く
に
文
化
遺
産
が
あ
り
、
自
然
環
境
が
常
に
人
間
活
動
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
物
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
周
辺
一
帯
に
「
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
・
ゾ
ー
ン
）」
と
い
う
利
用
制

限
区
域
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
⒄
。
世
界
遺
産
の
物
件
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
ま
で
も
が
遺
産
の
価
値
を
守
り
支
え
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る
要
素
と
し
て
「
危
険
」
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
当
然
、
世
界
遺
産
と
し
て
監
視
の
対

象
と
な
る
範
囲
は
物
理
的
に
も
か
な
り
広
範
囲
と
な
る
。
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
、「
保
護
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
を

認
定
す
る
要
因
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
範
囲
な
対
象
地
域
を
一
括
し
て
画
像
で
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
世
界
遺
産
の
登
録
評
価
基
準
の
変
化
に
伴
い
、
一
層
適
切
な
能
力
を
備
え
て
い
る
、
非
常
に
重
要
な
技
術
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
宇
宙
技
術
の
利
用

　

世
界
遺
産
の
登
録
件
数
が
年
々
増
加
す
る
う
え
、
経
済
発
展
に
よ
る
開
発
や
人
材
不
足
、
不
適
当
な
観
光
事
業
、
略
奪
、
自
然
災
害
な
ど
、

世
界
遺
産
に
対
す
る
脅
威
が
絶
え
な
い
中
、
ユ
ネ
ス
コ
は
、
世
界
遺
産
保
護
の
た
め
の
宇
宙
技
術
を
国
際
協
力
の
枠
組
み
に
取
り
込
む
こ
と

を
本
格
化
し
た
⒅
。
も
ち
ろ
ん
、
宇
宙
技
術
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
ユ
ネ
ス
コ
が
他
の
国
際
機
関
と
リ
モ
ー
ト
・
セ

ン
シ
ン
グ
利
用
の
協
力
体
制
を
本
格
的
に
構
築
し
た
と
い
う
点
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
る
。
契
機
と
な
っ
た
事
例
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
コ

ン
ゴ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
山
岳
地
帯
に
あ
る
国
立
公
園
の
監
視
で
、
そ
こ
は
熱
帯
雨
林
に
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
な
ど
の
希
少
動
物
の
生
息
地

で
あ
り
、
危
機
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
地
域
を
含
ん
で
い
る
。
紛
争
や
森
林
伐
採
な
ど
に
よ
り
ゴ
リ
ラ
の
生
息
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
っ
た

環
境
悪
化
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
上
で
の
調
査
に
よ
る
遺
産
の
監
視
・
管
理
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

二
〇
〇
一
年
、ユ
ネ
ス
コ
と
欧
州
宇
宙
機
関
（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
は
、世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
に
協
力
の
枠
組
み
を
発
展
さ
せ
る
目
的
か
ら
「
世

界
遺
産
条
約
支
援
の
た
め
の
宇
宙
技
術
利
用
に
関
す
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
以
下
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
）」⒆
を
立

ち
上
げ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
の
要
請
に
よ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
は
、
当
該
地
域
一
帯
の
詳
細
な
地
図
を
作
成
し
た
り
、
地
上
の
状
況
の
経
年
変
化
を
評
価

し
た
り
す
る
た
め
の
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
を
提
供
し
た
⒇
。
こ
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
本
格

的
な
活
動
が
始
ま
り
�
、参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、各
国
の
宇
宙
機
関
、大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、宇
宙
事
業
関
連
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
様
々

な
形
態
の
組
織
が
参
加
し
�
、
世
界
遺
産
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

こ
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
通
じ
た
協
力
体
制
に
よ
る
成
果
の
一
例
が
、
世
界
的
に
も
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
「
マ
チ
ュ
・
ピ
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チ
ュ
の
歴
史
保
護
区
」（
ペ
ル
ー
、
一
九
八
三
年
登
録
）
で
あ
る
。
こ
の
世
界
遺
産
は
、
ア
ン
デ
ス
山
中
の
標
高
二
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
切

り
立
っ
た
崖
の
上
に
イ
ン
カ
帝
国
の
都
市
遺
跡
が
位
置
し
、
そ
の
周
辺
の
山
岳
地
帯
は
多
様
な
動
植
物
の
生
息
地
で
も
あ
る
た
め
、
文
化
遺

産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
性
質
を
も
つ
複
合
遺
産
と
し
て
、
そ
の
地
域
一
帯
の
三
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
危
機
遺

産
で
は
な
い
も
の
の
、
広
大
で
厳
し
い
自
然
の
中
に
位
置
す
る
遺
産
で
あ
る
た
め
、
地
滑
り
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
世
界
中
か
ら
観
光

客
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
な
ど
、
常
に
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
脅
か
す
よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
当
該

区
域
の
国
内
保
護
機
関
に
対
し
て
、
遺
産
の
よ
り
よ
い
管
理
を
行
う
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
提
供

さ
れ
た
。
ペ
ル
ー
政
府
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
、
カ
ナ
ダ
宇
宙
機
関
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
工
科
大
学
（
ス
イ
ス
）、

国
際
地
滑
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
京
都
大
学
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
な
ど
世
界
の
研
究
機
関
等
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
織
）
が

参
加
し
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
は
遺
跡
周
辺
の
地
形
の
変
化
を
監
視
し
把
握
す
る
こ
と
な
ど
に
効
果
を
発
揮
し
た
�
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
関
し
て
、
そ
の
目
的
や
提
供
さ
れ
る
枠
組
み
の
確
認
と
、
若
干
の
考
察
を
し
て
お
く
�
。

オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
文
書
は
、
ユ
ネ
ス
コ
指
導
の
も
と
作
成
さ
れ
、
世
界
遺
産
条
約
で
定
め
ら
れ
る
国
際
的
保
護
の
枠
組
み
と

整
合
す
る
内
容
を
も
つ
。
そ
の
目
的
は
、
遺
産
の
監
視
を
行
う
意
思
を
も
つ
国
に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
の
専

門
家
に
よ
る
支
援
を
得
て
、
衛
星
画
像
を
通
じ
て
遺
産
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
改
善
す
る
こ
と
、
衛
星
画
像
を
用
い
た
遺
産
監
視
の
た

め
の
科
学
的
能
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
当
事
国
と
能
力
向
上
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
、
と
い
っ
た
点
に
集
約
さ
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
参
加
国
は
、
こ
う
し
た
目
的
や
国
際
的
な
支
援
を
達
成
す
る
意
味
か
ら
、
世
界
遺
産
条
約
の
当
事
国
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
活
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
担
当
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
、
あ
る
い
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

に
対
し
て
、
国
が
直
接
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
、
当
該
遺
産
が
危
機
遺
産
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
各
国
の
宇
宙
機
関

あ
る
い
は
私
企
業
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
は
、
通
常
は
無
償
で
提
供
さ
れ
る
�
。

　

オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
参
加
す
る
た
め
の
合
意
は
、
ユ
ネ
ス
コ
と
参
加
者
間
に
お
け
る
書
簡
（a letter of agreem

ent

）
が

基
礎
と
な
る
。
こ
れ
は
、
法
的
拘
束
力
を
も
た
な
い
文
書
で
あ
る
た
め
、
制
裁
や
紛
争
解
決
に
関
す
る
内
容
は
含
ま
れ
ず
、
法
的
義
務
に
つ
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い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
合
意
は
、
あ
く
ま
で
も
支
援
す
る
参
加
者
の
自
発
的
意
思
と
国
際
協
力
の
精
神
に
基
づ
く
。
ま
た
、
参
加
者

は
、
高
解
像
度
の
画
像
提
供
に
努
め
る
も
の
の
、
そ
の
解
析
の
精
度
に
つ
い
て
責
任
は
負
わ
な
い
。
そ
し
て
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
は
、
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
第
二
原
則
（
後
述
す
る
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
画
像
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
ご
と
に

考
慮
さ
れ
る
が
、
各
国
の
宇
宙
機
関
の
場
合
、
著
作
権
に
つ
い
て
は
譲
歩
し
、
衛
星
か
ら
の
生
デ
ー
タ
あ
る
い
は
処
理
済
デ
ー
タ
�
を
ユ
ネ

ス
コ
に
対
し
て
無
償
で
提
供
し
、
そ
の
後
ユ
ネ
ス
コ
が
、
提
供
を
要
請
し
た
国
に
対
し
て
、
生
デ
ー
タ
あ
る
い
は
処
理
済
デ
ー
タ
を
提
供
す

る
。
一
方
、
私
企
業
に
よ
る
デ
ー
タ
提
供
の
場
合
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
の
は
処
理
済
デ
ー
タ
で
あ
り
、
生
デ
ー
タ
は
提
供

さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ
と
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
参
加
者
と
の
間
で
ケ
ー
ス
ご
と
に
議

論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
特
に
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
�
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
は
、
と
く
に
、
世
界
遺
産
を
管
理
す
る
た
め
の
適
切
な
地
図
を
も
た
な
い
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
源
と
な
る
�
。
宇
宙
技
術
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（Global Positioning System

：
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
途

上
国
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
、
遺
産
や
そ
の
周
辺
の
位
置
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
指
し
示
す
位
置
を
地
図
と
し
て

可
視
化
し
な
け
れ
ば
、
適
切
な
バ
ッ
フ
ァ
・
ゾ
ー
ン
の
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
効
果
的
な
遺
産
保
護
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
な

が
ら
な
い
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
画
像
は
、
デ
ジ
タ
ル
な
写
真
測
量
情
報
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
国
内
の
遺
産
保
護
機
関

に
と
っ
て
は
自
国
の
文
化
遺
産
に
関
す
る
独
自
の
記
録
を
残
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
予
期
し
な
い
災
害
な
ど
で
文
化
遺
産
が
破
壊
さ

れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、「
唯
一
の
記
憶
」
と
し
て
、
修
理
や
再
建
を
行
う
際
に
活
用
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
こ
う
し
た
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
利
用
の
有
効
性
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
世
界
遺
産
保
護
の
た
め
に
多
く
の
関
連
組
織
の
注
意
を

引
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
ユ
ネ
ス
コ
と
と
も
に
途
上
国
に
よ
る
世
界
遺
産
保
護
の
促
進
を
支
援
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
�
と

評
価
で
き
る
。
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三
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
す
る
法
的
規
則

（
一
）
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則

　

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
す
る
国
際
法
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、「
宇
宙
空
間
か
ら
の
地
球
の
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
す

る
原
則
（
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
）」�
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
国
連
宇
宙
空
間
平
和
利
用
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
）
法
律
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
経
て
、
国
連
総
会
で
一
九
八
六
年
に
採
択
さ
れ
た
決
議
で
、
多
数
国
間
レ
ベ
ル
で
形
成
さ
れ

た
法
的
原
則
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
国
連
総
会
決
議
で
あ
る
た
め
、
法
的
拘
束
力
を
も
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る

ソ
フ
ト
・
ロ
ー
で
あ
る
。

　

国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
第
一
原
則
（
ａ
）
及
び
（
ｅ
）
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
及
び
そ
の
活
動
と
は
、
次
の

よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

（
ａ
）「
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
」
と
は
、
天
然
資
源
の
管
理
、
土
地
利
用
及
び
環
境
の
保
護
を
改
善
す
る
目
的
で
の
、
探
査
さ
れ
る
物

体
に
よ
り
放
射
さ
れ
、
反
射
さ
れ
、
回
折
さ
れ
た
電
磁
波
の
特
性
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
宇
宙
空
間
か
ら
の
地
球
表
面
の
探
査
を

い
う
。

（
ｅ
）「
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
」
と
は
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
一
次
デ
ー
タ
の
受
信
処
理
局
の
活

動
、
並
び
に
処
理
済
デ
ー
タ
を
処
理
し
、
解
釈
し
、
及
び
配
布
す
る
活
動
を
い
う
。

そ
し
て
、
第
二
原
則
は
、

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
は
、
経
済
的
社
会
的
又
は
科
学
的
及
び
技
術
的
発
展
の
程
度
に
関
わ
り
な
く
、
特
に
開
発
途
上
国
の
必

要
を
考
慮
し
て
、
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。

と
規
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
五
原
則
で
は
、

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
を
行
う
国
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
お
け
る
国
際
協
力
を
促
進
す
る
。
こ
の
目
的
上
、
こ
れ
ら
の
国
は
、
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他
の
国
に
当
該
活
動
へ
の
参
加
の
機
会
を
与
え
る
。
こ
の
参
加
は
、
各
事
例
に
お
い
て
、
公
平
か
つ
相
互
に
受
け
入
れ
可
能
な
条
件
に

基
づ
く
も
の
と
す
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
原
則
（
ａ
）
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
の
目
的
は
「
天
然
資
源
の
管
理
、
土
地
利
用
及
び
環
境
の
保
護
を
改
善
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、「
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
」
と
い
う
目
的
は
明
示
的
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー

タ
を
「
文
化
遺
産
保
護
目
的
」
で
配
布
す
る
と
い
っ
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
第
一
原
則
（
ｅ
）
に
い
う
「
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
」

に
含
ま
れ
な
い
と
も
解
釈
で
き
る
�
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
原
則
で
は
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
は
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た

め
に
」
行
な
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
」
に
「
文
化
遺
産
保
護
」
も
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、「
文
化
遺
産
保
護
」
を
目
的
と
す
る
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
に
お
け
る
国
際
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
が
国
連
リ
モ
ー

ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
の
定
義
と
し
て
、
文
言
上
、
そ
の
目
的
が
環
境
保
護
に
限
定
さ
れ
て
い
る
理
由
に
は
、
国
連
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
シ
ン
グ
原
則
が
作
成
さ
れ
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
衛
星
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
（Landsat

）
を
用
い
た
地
球
観
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
実
際
的
な
利
用
例
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
の
、
民
間
企
業
に
よ
る
商
業
活
動
の
急
成
長
や
リ
モ
ー

ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
進
歩
や
応
用
範
囲
の
拡
大
と
い
っ
た
事
情
の
変
化
を
、
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
は
当
然
な
が
ら
反
映

し
て
い
な
い
。自
然
環
境
だ
け
で
は
な
く
、文
化
遺
産
の
国
際
的
保
護
と
い
う
機
運
が
ユ
ネ
ス
コ
条
約
体
制
の
充
実
と
と
も
に
高
ま
っ
て
い
っ

た
と
い
う
変
化
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
は
、
現
状
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
権
利

義
務
の
配
分
規
定
を
備
え
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
�
、
そ
の
た
め
、
よ
り
現
状
に
則
し
た
、
国
際
協
力
の
た
め
の
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
シ
ン
グ
利
用
規
則
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
の
が
、
先
に
述
べ
た
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
二
）
そ
の
他
の
国
際
的
な
枠
組
み
�
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一
方
で
、
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
に
基
づ
き
、
国
際
協
力
が
促
進
さ
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
第
一
〇
原
則
及
び

第
一
一
原
則
に
あ
る
「
地
球
の
自
然
環
境
の
保
護
」
や
「
自
然
の
災
害
か
ら
の
人
類
の
保
護
」
を
目
的
と
す
る
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活

動
で
あ
る
。
と
く
に
、
自
然
災
害
に
関
す
る
国
際
協
力
の
枠
組
み
は
既
に
実
働
し
て
成
果
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
国
際
災
害

チ
ャ
ー
タ
」�
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

国
際
災
害
チ
ャ
ー
タ
と
は
、
各
国
の
宇
宙
機
関
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ
た
、
災
害
管
理
に
関
す
る
国
際
協
力
の
枠
組
み
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
宇
宙
機
関
（
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
と
Ｅ
Ｓ
Ａ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
も
参
加
し
て
い
る
。
大
規
模
な
災
害
発
生
の
際
に
、
参
加
宇
宙
機
関
が
「
任
意
で
（on a voluntary basis

）」
リ
モ
ー
ト
・
セ

ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
の
無
償
提
供
を
行
い
、
災
害
か
ら
生
じ
る
危
機
の
軽
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。
国
際
災
害
チ
ャ
ー
タ
の
設
立
文
書
は
、

政
治
的
約
束
文
書
で
あ
っ
て
法
的
拘
束
力
は
な
い
た
め
、
当
事
者
は
そ
の
活
動
に
お
い
て
「
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
（The parties shall 

use their best endeavors

）」
も
の
と
さ
れ
、
各
国
の
宇
宙
機
関
は
、
各
国
の
政
策
や
国
内
法
制
度
に
従
っ
て
自
ら
の
「
最
善
の
努
力
」

に
つ
い
て
判
断
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
他
に
国
際
協
力
の
枠
組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
地
球
観
測
に
関
す
る
政
府
間
会
合
（Group on Earth O

bservations : 

Ｇ
Ｅ
Ｏ
）」
と
、
そ
の
中
で
構
築
さ
れ
て
い
る
「
全
球
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
（Global Earth O

bservation System
 of System

s : 

Ｇ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
）」
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
Ｇ
８
エ
ビ
ア
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合
意
を
う
け
、
同
年
開
催
さ
れ
た
第
一
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
地
球
観
測
作
業
部
会
（ad hoc GEO

）
が
設
立
さ
れ
、
多
様
な
観
測
シ
ス
テ
ム
を
相
互
に
つ
な
ぐ
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｇ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
を
一
〇
年
間
で
構
築
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
第
三
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
一
〇
年
実
施
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
人
工
衛
星
観
測
と
地
上
観
測
を
統
合
し
た
複
数
の
観
測
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
包
括
的
な
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
で
、
国
際

的
に
共
通
す
る
利
用
ニ
ー
ズ
の
九
つ
の
分
野
（
災
害
、
健
康
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
、
水
資
源
、
気
象
、
生
態
系
、
農
業
、
生
物
多
様
性
）

に
対
応
し
、
得
ら
れ
た
情
報
は
科
学
的
情
報
と
し
て
、
政
策
決
定
者
な
ど
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
政
府
間
会
合
で
は
あ
る
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
実
施
を
含
め
、
そ
の
活
動
は
国
や
国
際
機
関
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ど
う
生
か
す
か
は
、
参
加
す
る
国
や
国
際
機
関
の
意
思
、
す
な
わ
ち
、
政
策
や
国
内
法
制
度
が
重
要
な

鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ
や
情
報
が
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
た
り
提
供
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
、
安
定
し
た
国
際
協
力
の
枠
組
み
と
し

て
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
で
は
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
一
〇
年
実
施
計
画
」
を
実
施
す
る
よ
う
参
加
国
に
推
奨
し
、
デ
ー
タ
の

扱
い
に
関
し
て
も
規
則
を
作
成
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
デ
ー
タ
規
則
は
、
二
〇
〇
九
年
の
本
会
合
で
策
定
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
共
有
原
則
の
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」�
の
中

に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
共
有
原
則
」
で
は
、
デ
ー
タ
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
参
加
国
及
び
参
加
機
関
は
、
デ
ー
タ
共
有
に
際
し
て
は
各
国
内
法
や
政
策
、
国
際
協
定
に
基
づ
き
一
定
の
制
約
に

従
う
も
の
と
さ
れ
る
�
。
そ
の
制
約
と
は
、
国
の
安
全
保
障
、
著
作
権
な
ど
の
財
産
権
（proprietary rights

）、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

先
住
民
族
の
権
利
（indigenous rights
）、
生
態
学
的
、
天
然
、
考
古
学
的
あ
る
い
は
文
化
的
な
資
源
（sensitive ecological, natural, 

archaeological, or cultural resources

）
の
保
護
に
関
す
る
も
の
�
で
あ
る
。
デ
ー
タ
共
有
規
則
を
形
成
す
る
際
に
、「
文
化
的
な
」
と

い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
性
が
こ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
し
か
に
、
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

が
文
化
遺
産
保
護
に
直
結
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
逆
に
、
デ
ー
タ
を
配
布
し
な
い
（
あ
る
い
は
、
さ
せ
な
い
）、
情
報
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ

ス
を
制
限
す
る
な
ど
の
制
約
を
設
け
る
こ
と
が
、
文
化
遺
産
保
護
に
な
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
の
規
則
作
成
の
議

論
の
中
で
は
、
そ
う
し
た
様
々
な
想
定
の
下
で
、
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
に
最
適
な
規
則
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

四
、
考
察
　
─
─
　
国
際
協
力
の
た
め
の
枠
組
み

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
及
び
そ
の
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
は
法
的
拘
束
力
を
も
た
な

い
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
協
力
に
つ
い
て
は
参
加
す
る
当
事
者
の
自
発
的
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
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い
。
同
様
に
、
文
化
遺
産
保
護
と
い
う
目
的
で
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
す
る
場
合
に
関
し
て
も
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
規
則

は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
も
そ
う
し
た
枠
組
み
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
参
加
当
事
者
を
法
的
に
拘
束

す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
規
定
さ
れ
る
「
国
際
的
保
護
」
と
し
て
「
締
約
国
が
そ
の
世
界
遺
産
を
保
存
し
及
び
認

定
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
確
立
す
る
国
際
的
な
協
力
及
び
援
助
の
体
制
」
に
相
当
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
も

の
�
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
、
世
界
遺
産
条
約
と
い
う
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
が
求
め
る
、
世

界
遺
産
保
護
に
つ
い
て
協
力
す
る
と
い
う
「
国
際
社
会
全
体
の
義
務
」
を
果
た
す
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
の
提
供
や
共
有
に
つ
い

て
ま
で
法
的
義
務
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
宇
宙
技
術
利
用
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
は
、
今
後
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
国
際
的
な

法
規
則
と
し
て
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
、
国
際
災
害
チ
ャ
ー
タ
と
比

較
し
た
う
え
で
、
世
界
遺
産
保
護
の
た
め
に
よ
り
強
力
な
枠
組
み
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
実
際
に
オ
ー
プ
ン
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
参
加
者
に
よ
り
「
遺
産
の
た
め
の
宇
宙
チ
ャ
ー
タ
（Space for H

eritage Charter

）」
を
策
定
し
よ
う
と
の
動
き
も
あ

る
�
。
国
際
災
害
チ
ャ
ー
タ
の
設
立
文
書
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
災
害
時
の
国
際
協
力
へ
の
関
与
の
程
度
は
、
各
国
の
立
場
の
違
い
を

考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
参
加
者
の
自
発
的
意
思
と
最
善
の
努
力
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
人
命
の
か
か
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
、

各
国
の
主
権
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
国
境
を
超
え
る
活
動
を
伴
う
国
際
協
力
が
比
較
的
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
過
去
の
災
害
の
場

面
で
も
み
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
参
加
者
が
災
害
時
に
何
ら
か
の
支
援
を
し
よ
う
と
の
意
思
を
持
ち
、
自
ら
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
最
善
の

努
力
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、「
人
（
あ
る
い
は
人
類
）
の
利
益
の
た
め
」
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、
緊
急

で
実
効
性
の
求
め
ら
れ
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
て
実
働
し
て
い
る
災
害
時
の
国
際
協
力
の
枠
組
み

を
礎
と
し
て
、
文
化
遺
産
保
護
目
的
の
枠
組
み
に
変
換
あ
る
い
は
応
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
で
き
よ
う
。

　

確
か
に
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
的
の
一
つ
は
「
危
険
」
か
ら
人
類
共
通
の
遺
産
で
あ
る
世
界
遺
産
を
守
る
こ
と
に
あ
る

の
で
、
緊
急
事
態
に
直
面
し
た
と
き
に
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
と
し
て
は
災
害
の
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場
合
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
一
度
失
え
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
と
は
い
え
、「
人
命

の
た
め
」
と
、
文
化
遺
産
と
い
う
あ
る
意
味
「
モ
ノ
の
た
め
」
と
い
っ
た
、
保
護
目
的
や
保
護
対
象
の
性
質
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
の
場
合
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
、
す
で
に
危
機
的
状
況
に
あ

る
遺
産
を
救
う
と
い
っ
た
局
面
で
だ
け
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
遺
産
に
迫
る
危
機
や
脅
威
を
事
前
に
察
知
す
る
こ
と
や
、
平
穏
時
に

遺
産
や
そ
の
周
辺
地
域
を
監
視
す
る
と
い
っ
た
場
面
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
。
緊
急
事
態
で
あ
る
自
然
災
害
の
発
生
時
と
は
異
な
る
状

況
の
中
で
も
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
す
る
議
論
が
含
ま
れ
る
と

し
て
も
、
災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
の
規
則
の
あ
り
方
と
は
別
に
、
文
化
遺
産
保
護
に
関
し
て
生
じ
る
特
有
の
問
題
を
抽
出
し
、
検
討
し
た

う
え
で
、
よ
り
実
効
的
な
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
利
用
の
枠
組
み
を
考
え
る
こ
と
が
、
文
化
遺
産
保
護
と
い
う
本
来
の
目
的
に
か
な
う
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
も
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
共
有
原
則
で
は
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
一
定
の
制
約
事

項
と
し
て
、
自
然
環
境
、
先
住
民
族
の
権
利
や
考
古
学
的
あ
る
い
は
文
化
的
資
源
に
対
す
る
考
慮
が
働
く
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
文
化
遺
産
保
護
と
い
う
目
的
の
た
め
の
」
デ
ー
タ
利
用
と
い
う
明
確
な
認
識

が
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
国
際
協
力
の
場
面
に
お
い
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
遺

産
保
護
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
一
層
効
果
的
な
行
動
を
促
す
よ
う
な
枠
組
み
の
形
成
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
要
請
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
確
立
さ
れ
て
き
た
文
化
遺
産
保
護
制
度
を
支
え
る
条
約
体
制
は
、
そ
れ
全

体
で
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
た
め
の
法
的
・
制
度
的
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
目
的
を

具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
有
用
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
、
法
的
拘
束
力
は
な
く
て

も
、
文
化
遺
産
保
護
と
い
う
目
的
の
「
実
践
的
」
あ
る
い
は
「
実
効
的
」
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
よ
う
な
法
的
規
則
を
策
定
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
文
化
遺
産
保
護
と
い
う
目
的
だ
け
を
重
視
し
て
法
的
規
則
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
の
目
的
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
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か
ね
な
い
こ
と
に
も
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
界
遺
産
条
約
で
も
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
で
も
、
当
事
国
に
は
他
の
国

際
法
と
の
整
合
性
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
共
有
規
則
第
三
原
則
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
自
然
環

境
保
護
と
い
う
制
約
事
項
は
、
一
九
九
二
年
「
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
（
生
物
多
様
性
条
約
）」
や
一
九
七
三
年
「
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
（
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
）」
に
お
い
て
、
条
約
当
事
国
は
保
護
す
べ
き
種
の
生
息
地
の

保
全
措
置
を
取
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
通
じ
た
デ
ー
タ
共
有
へ
の
制
約
事
項
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
背

景
が
あ
る
。
そ
の
同
様
の
趣
旨
か
ら
、
考
古
学
的
あ
る
い
は
文
化
的
資
源
の
保
護
に
関
し
て
も
、
制
約
事
項
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
�
。

そ
れ
は
、
文
化
遺
産
と
自
然
環
境
が
不
可
分
の
関
係
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
り
�
、
通
常
新
た
な
法
的
規
則
が
形
成

さ
れ
る
と
き
に
は
既
存
の
国
際
文
書
を
基
礎
と
す
る
�
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
世
界
遺
産
の
登
録
評
価
基
準
は
今
後
も
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
保
護
す
べ
き
対
象
」
が
時

代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
可
能
性
が
今
後
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。「
何
を
保
護
す
べ
き
か
」
と
い
う
観
点
が
揺
ら
ぐ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

護
の
た
め
の
規
則
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
は
難
問
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
で
は
「
何
の
た
め
に
」
保
護
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
「
な
ぜ
」
保
護
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
基
本
的
な
目
的
意
識
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
条
約
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
中

で
検
討
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
国
際
協
力
の
法
的
枠
組
み
を
形
成
す
る
議
論
が
本
格
化

す
る
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
遺
産
保
護
に
と
っ
て
望
ま
し
い
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
規
則
の
あ
り
方
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
状
は
「
世
界
遺
産
」
に
関
す
る
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
規
則
の
形
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
将
来
的
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
な
い
「
文
化
遺
産
」
全
体
を
も
含
め
た
保
護
に
関
す
る
国
際
協
力
に
つ

い
て
、
考
え
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

一
九
六
七
年
「
月
そ
の
他
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用
に
お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条
約
（
宇
宙
条
約
）」
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第
一
条
に
よ
る
と
、
宇
宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用
は
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
」
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
全
人
類
に
認
め
ら

れ
る
活
動
分
野
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
世
界
遺
産
は
「
人
類
共
通
の
遺
産
」
と
し
て
、
国
際
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
る
。
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
を
含
む
宇
宙
活
動
と
、
文
化
遺
産
保
護
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
、
誰
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
条
約
上
、
そ
れ
は
「
人
類
の
た
め
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、

文
化
遺
産
保
護
目
的
の
国
際
協
力
規
則
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
衛
星
の
製
造
か
ら
打
上
げ
、
衛
星
デ
ー
タ
管
理
な
ど
、
一
連
の
宇
宙
活
動
を
自
律
的
に
行
う
こ
と
の
で
き

る
国
は
、
世
界
で
も
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
う
え
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
側
に
立
て
る
国
は
ま
だ
多
く
は

な
い
。
そ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
面
は
参
加
者
の
最
善
の
努
力
や
自

発
的
意
思
に
期
待
す
る
し
か
な
い
こ
と
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
国
が
「
国
際
協
力
」
を
考
え
る
の
は
自
国
の
利
益
を
追
求
す

る
枠
内
で
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
国
の
利
益
を
求
め
つ
つ
、「
人
類
の
た
め
に
」
と
い
う
考
え
方
の

下
で
国
際
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
宇
宙
法
が
ま
だ
法
制
度
と
し
て
も
未
成
熟
な
部
分
を
残
し
て
い
る
今
の
う
ち
か
ら
、「
人
類
」
を

対
象
と
し
た
国
際
協
力
の
あ
り
方
と
い
う
問
題
に
関
す
る
議
論
を
法
規
則
形
成
の
過
程
に
取
り
込
ん
で
お
く
こ
と
も
ま
た
、
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
特
定
の
国
で
は
な
く
、「
人
類
」
あ
る
い
は
「
人
間
」
全
体
の
利
益
や
権
利
を
尊
重
す
る
と
い
う
概
念
は
、
海
洋
や

天
然
資
源
、
人
権
に
関
す
る
国
際
文
書
に
お
い
て
も
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
�
、
こ
の
概
念
は
常
に
国
の
主
権
の
尊
重
と
の
相
克
と
い

う
課
題
を
は
ら
ん
で
お
り
�
、
そ
れ
は
先
進
国
と
途
上
国
の
主
張
の
対
立
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
要
素
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

一
九
四
五
年
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
（
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
）」
前
文
に
は
、「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
文
化
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
は
、
個
々
の
国
や
民
族
、
宗
教
、
個
人
な
ど
異
な
る
者
が
相
互
に
理
解
し
あ
う
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
解
の

深
化
を
は
か
る
こ
と
は
国
際
社
会
の
平
和
や
安
定
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
念
あ
る
い
は
思
想
が
、
国
際
社
会
で
は
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
理
念
を
支
え
て
い
く
う
え
で
、
宇
宙
技
術
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
く
べ
き
か
、
ま
た
、
そ
の
技
術
か
ら
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人
類
全
体
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
法
規
則
が
望
ま
し
い
の
か
。
文
化
遺
産
保
護
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
シ
ン
グ
・
デ
ー
タ
利
用
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
は
、
そ
う
し
た
問
い
か
け
に
関
す
る
議
論
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注＊
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
「
日
本
証
券
奨
学
財
団
」
平
成
二
二
年
度
（
第
三
七
回
）
研
究
調
査
助
成
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
国
際
社
会
の
文
化
遺
産
保

護
の
た
め
の
、
国
際
法
を
中
心
と
す
る
学
際
的
研
究
」（
代
表
者
：
大
沼
保
昭
明
治
大
学
特
任
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑴　

二
〇
一
三
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会
で
一
九
件
が
新
規
に
登
録
さ
れ
、
登
録
物
件
の
総
数
は
九
八
一
と
な
っ
た
。
以
下
の
ユ
ネ
ス
コ

の
サ
イ
ト
で
、
登
録
物
件
の
一
覧
を
確
認
で
き
る
。http://w

hc.unesco.org/en/list/ (last accessed 29 July 2013

）．

⑵　
「
文
化
遺
産
」
と
い
う
用
語
は
、
多
く
の
国
際
文
書
で
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
定
義
に
は
曖
昧
な
部
分
を
未
だ
残
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
文

化
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
多
義
的
で
あ
る
う
え
、
そ
の
文
化
を
表
徴
す
る
「
物
」
の
こ
と
を
「
文
化
財
（cultural property

）」
と
よ
ぶ
か
「
文
化
遺

産
（cultural heritage

）」
と
よ
ぶ
か
、
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
文
書
ご
と
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で

は
、
有
形
・
無
形
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
的
な
表
現
物
全
体
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
「
文
化
遺
産
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
が
、
世
界
遺
産
条
約
に

お
い
て
「
世
界
遺
産
」
は
「
文
化
遺
産
」
と
「
自
然
遺
産
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
も
「
文
化
遺
産
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ

と
が
あ
る
。

⑶　

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
に
は
航
空
機
を
用
い
る
方
法
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
宇
宙
空
間
か
ら
の
、
人
工
衛
星
を
用
い
た
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン

グ
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。

⑷　

六
つ
の
条
約
の
発
効
年
及
び
締
約
国
数
（
二
〇
一
三
年
八
月
一
五
日
現
在
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
ハ
ー
グ
年
条
約
（
一
九
五
六
年
発
効
、

一
二
六
カ
国
）、
同
条
約
第
一
議
定
書
（
一
九
五
四
年
採
択
、
一
九
五
六
年
発
効
、
一
〇
二
カ
国
）、
同
条
約
第
二
議
定
書
（
一
九
九
九
年
採
択
、

二
〇
〇
四
年
発
効
、
六
四
カ
国
）、
②
文
化
財
不
法
輸
出
入
禁
止
条
約
（
一
九
七
二
年
発
効
、
一
二
三
カ
国
）、
③
世
界
遺
産
条
約
（
一
九
七
五
年
発
効
、

一
九
〇
カ
国
）、
④
水
中
文
化
遺
産
条
約
（
二
〇
〇
九
年
発
効
、
四
五
カ
国
）、
⑤
無
形
文
化
遺
産
条
約
（
二
〇
〇
六
年
発
効
、
一
五
五
カ
国
）、
⑥
文

化
的
表
現
多
様
性
条
約
（
二
〇
〇
七
年
発
効
、
一
三
二
カ
国
及
び
Ｅ
Ｕ
）。
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⑸　

ユ
ネ
ス
コ
以
外
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
文
化
遺
産
を
対
象
と
し
た
国
際
文
書
の
生
成
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
私
法
統
一
国
際
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
）
は
「
盗
取
さ
れ
た
又
は
不
法
に
輸
出
さ
れ
た
文
化
財
に
関
す
る
条
約
（
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
条
約
）」
を
一
九
九
五
年
に
採
択
し
た
。
ま
た
、

環
境
や
国
際
経
済
関
連
の
条
約
の
中
に
、
文
化
や
文
化
遺
産
に
言
及
す
る
規
定
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定
」
に
は
、

「
文
化
的
例
外
」
に
関
す
る
規
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
第
二
〇
条
（
ｆ
））
が
あ
る
。

⑹　

世
界
遺
産
条
約
の
締
結
に
つ
な
が
っ
た
出
来
事
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
エ
ジ
プ
ト
・
ヌ
ビ
ア
遺
跡
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
は
、
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
建
設
で
水
没
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
国
際
協
力
に
よ
っ
て
移
築
さ
れ
た
。

⑺　

六
つ
の
ユ
ネ
ス
コ
条
約
は
、
保
護
対
象
の
態
様
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
①
ハ
ー
グ
条
約
：
武
力
紛
争
時
に
適
用
さ
れ
、
保
護
対
象
は
有
形
の
動
産
と

不
動
産
、
②
文
化
財
不
法
輸
出
入
禁
止
条
約
：
有
形
の
動
産
、
③
世
界
遺
産
条
約
：
有
形
の
不
動
産
、
④
水
中
文
化
遺
産
条
約
：
水
中
に
あ
る
動
産
と

不
動
産
、
⑤
無
形
文
化
遺
産
条
約
：
無
形
の
文
化
遺
産
（
口
承
に
よ
る
伝
統
及
び
表
現
や
芸
能
な
ど
）、
⑥
文
化
的
表
現
多
様
性
条
約
：
文
化
的
表
現

の
多
様
性
。

⑻　

C
ultural H

eritage Law
 C

om
m

ittee, The International Law
 A

ssociation R
eport of the Sixty-Seventh C

onference H
eld at H

elsinki, Finland, 

12 to 17 A
ugust 1996, pp.327-335. 

こ
れ
以
降
も
国
際
法
協
会
（International Law

 A
ssociation

：
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
の
文
化
遺
産
法
委
員
会
に
お
い
て
「
文

化
遺
産
法
」
に
関
す
る
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
一
定
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。Special Issue :A

 B
lueprint for the D

evelopm
ent of 

C
ultural H

eritage Law
 :International Law

 A
ssociation, Art Antiquity and Law, Volum

e IX
, Issue 1 (M

arch 2004).

⑼　

世
界
遺
産
条
約
前
文
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
、「
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
中
に
は
、
特
別
の
重
要
性
を
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
人
類
全
体

の
た
め
の
世
界
の
遺
産
の
一
部
と
し
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
」
と
あ
る
。

⑽　
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
（
作
業
指
針
）」
は
、（
一
）
世
界
遺
産
リ
ス
ト
及
び
危
機
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
物
件
登
録
、（
二
）
登
録
物

件
の
保
護
及
び
保
全
、（
三
）
世
界
遺
産
基
金
に
基
づ
く
国
際
援
助
、（
四
）
世
界
遺
産
条
約
に
対
す
る
各
国
の
支
援
や
国
際
的
支
援
の
動
員
、
に
関
す

る
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
遺
産
条
約
の
履
行
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
世
界
遺
産
委
員
会
に
よ
っ
て
作
業
指
針
は
改

訂
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
二
〇
一
二
年
版
に
基
づ
い
て
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
を
示
す
。The O

perational G
uidelines for the 

Im
plem

entation of the W
orld H

eritage C
onvention, W

H
C

.12/01, July 2012, available at http://w
hc.unesco.org/en/guidelines/ (last accessed 15 

A
ugust 2013).

⑾　

世
界
遺
産
条
約
第
一
条
及
び
二
条
。
複
合
遺
産
に
つ
い
て
は
、
作
業
指
針
第
四
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
定
義
さ
れ
る
。

⑿　

世
界
遺
産
条
約
前
文
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ｢

こ
れ
ら
の
遺
産
の
国
内
的
保
護
に
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
並
び
に
保
護
の
対
象
と
な
る
物
件
の
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存
在
す
る
国
の
有
す
る
経
済
的
、
学
術
的
及
び
技
術
的
な
能
力
が
十
分
で
な
い
た
め
、
国
内
的
保
護
が
不
完
全
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し｣

、
ま
た
、
同
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
「
当
該
国
が
と
る
措
置
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
ま
で
も
有
効
な
補
足
的
手
段
と
な
る
集
団
的
な
援
助
を
供
与

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
国
際
社
会
全
体
の
任
務
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
」
と
あ
り
、
締
約
国
の
協
力
や
援
助
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

⒀　

危
機
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
は
、
後
述
す
る
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
雨
林
を
含
む
四
四
件
で
あ
る
（
二
〇
一
三
年
八
月
現
在
）。

⒁　

世
界
遺
産
条
約
第
一
一
条
四
項
及
び
作
業
指
針
第
一
七
七
‐
一
九
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

⒂　

あ
る
物
件
が
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
有
す
る
と
評
価
す
る
た
め
の
基
準
は
、
作
業
指
針
第
七
七
‐
七
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
〇
の
評
価
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
に
該
当
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
評
価
基
準

の
ほ
か
、「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（integrity

：
完
全
性
）」
と
「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
（authenticity

：
真
正
性
）」
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
な

ど
も
求
め
ら
れ
る
。
作
業
指
針
第
七
九
‐
九
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

⒃　
「
文
化
的
景
観
」
は
、
文
化
遺
産
で
あ
っ
て
、
世
界
遺
産
条
約
第
一
条
の
い
う
「
自
然
と
人
間
と
の
共
同
作
品
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
作
業

指
針
第
四
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

⒄　

作
業
指
針
第
一
〇
三
‐
一
〇
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

⒅　

リ
モ
ー
ト･

セ
ン
シ
ン
グ
画
像
は
、
文
化
遺
産
の
「
調
査
・
発
掘
」
の
た
め
に
も
利
用
さ
れ
、
遺
跡
発
見
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
本
稿
に
お

い
て
は
、
文
化
遺
産
の
「
保
護
」
の
場
合
に
主
眼
を
置
く
た
め
、「
発
掘
」
に
利
用
す
る
場
合
を
考
察
対
象
に
含
め
て
い
な
い
が
、
文
化
遺
産
と
宇
宙

技
術
を
関
連
づ
け
る
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
今
後
の
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
考
古
学
分
野
に
お
け
る
成
果

の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
見
よ
。
坂
田
俊
文
『
宇
宙
考
古
学
─
人
工
衛
星
で
探
る
遺
跡
と
古
環
境
』（
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

二
〇
〇
二
年
）。

⒆　

http://w
w

w
.unesco.org/science/rem

otesensing/?id_page=135&
lang=en (last accessed 6 A

ugust 2013).　

⒇　

ユ
ネ
ス
コ
は
二
〇
〇
三
年
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
コ
ン
ゴ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
国
内
保
護
関
連
機
関
に
対
し
、「
Ｂ
Ｅ
Ｇ
ｏ
（B

uild Environm
ent for G

orilla

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
ヴ
ィ
ル
ン
ガ
国
立
公
園
（
一
九
七
九
年
に
世
界
遺
産
登
録
、
一
九
九
四
年
に
危
機
遺
産
登
録
）
な
ど
の
マ
ウ

ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
の
生
息
地
を
保
存
す
る
た
め
の
、
衛
星
画
像
を
用
い
た
取
り
組
み
で
あ
る
。ESA

 m
aps satellite help for gorilla guardians, http://

w
w

w
.esa.int/O

ur_A
ctivities/O

bserving_the_Earth/ESA
_m

aps_satellite_help_for_gorilla_guardians (last accessed 6 A
ugust 2013).

�　

オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
と
Ｅ
Ｓ
Ａ
の
代
表
に
よ
る
署
名
を
経
て
正
式
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
本
格
的
な
活
動
を
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開
始
し
た
。The O

pen Initiative on the U
se of Space Technologies to Support the W

orld H
eritage C

onvention, on 18 June 2003 at Paris A
ir 

Show
 in Le B

ourget (France), http://w
w

w
.unesco.org/new

/en/natural-sciences/science-technology/space-activities/space-for-heritage/unesco-

space-netw
ork/ (last accessed 6 A

ugust 2013).

�　

二
〇
一
三
年
八
月
現
在
、
各
国
の
宇
宙
機
関
、
宇
宙
事
業
を
行
う
私
企
業
、
大
学
研
究
機
関
な
ど
、
五
〇
以
上
の
組
織
が
参
加
し
て
い
る
。http://

w
w

w
.unesco.org/science/rem

otesensing/?id_page=135&
lang=en (last accessed 6 A

ugust 2013).

な
お
、
日
本
か
ら
は
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
参
加
し
て
お
り
、二
〇
〇
八
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
間
で
「
世
界
遺
産
の
監
視
に
関
す
る
協
力
取
り
決
め
」
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
要
請
さ
れ
た
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
内
外
一
〇
箇
所
の
世
界
遺
産
を
陸
域
観
測
技
術
衛
星
「
だ
い
ち
」

で
年
二
回
程
度
撮
像
し
画
像
提
供
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
過
去
に
撮
像
し
た
世
界
遺
産
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
す
る
こ
と
な
ど
に
合
意

し
、
ユ
ネ
ス
コ
は
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
世
界
の
関
連
宇
宙
機
関
や
遺
産
の
所
在
国
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
の
保
護
活
動
に
役
立
て
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
と
の
世
界
遺
産
監
視
に
関
す
る
協

力
取
り
決
め
の
締
結
に
つ
い
て
」（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
日
付
）。http://w

w
w

.jaxa.jp/press/2008/12/20081202_unesco_j.htm
l (last accessed 1 

A
ugust 2013).

�　

U
N

ESC
O

, The B
rochure: U

N
ESC

O
 U

sing Space Technologies for the C
onservation of N

atural and C
ultural H

eritage, available at http://

w
w

w
.unesco.org/science/rem

otesensing/upload/files/brochure_entiere_revew
.pdf (last accessed 9 A

ugust 2013).

�　

こ
こ
で
扱
う
オ
ー
プ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
及
び
そ
の
設
立
文
書
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。

Sandra C
abrera A

lvarado, “ The U
N

ESC
O

 - ESA
 Space C

ooperation Initiative for U
N

ESC
O

’s W
orld H

eritage Sites”, M
exico Q

uarterly 

Review, vol. 1, no.7 (2011), publication online Sep, 2011.　

な
お
、
こ
の
論
文
はM

exico Q
uarterly R

eview

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
テ
キ
ス
ト
で

し
か
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
正
確
な
頁
数
が
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
参
照
し
た
箇
所
は
、
注
に
お
い
て
章
番
号
で
示

し
た
。

�　

Ibid., C
hapter I.II.

�　

国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
第
一
原
則
（
ｂ
）
及
び
（
ｃ
）。
衛
星
か
ら
取
得
さ
れ
る
デ
ー
タ
に
は
、
宇
宙
物
体
に
搭
載
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
、
遠
隔
測
定
法
に
よ
っ
て
電
磁
信
号
の
形
で
、
又
は
写
真
フ
ィ
ル
ム
、
磁
気
テ
ー
プ
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
宇
宙

空
間
か
ら
地
上
に
伝
送
さ
れ
又
は
伝
達
さ
れ
る
「
生
デ
ー
タ
（
一
次
デ
ー
タ
）」
と
、
生
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
同
デ
ー

タ
の
処
理
の
結
果
得
ら
れ
る
「
処
理
済
デ
ー
タ
」
が
あ
る
。
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�　
A

lvarado, supra note 24, C
hapter II.I.

�　
M

. H
ernandez, “Space technologies to support the W

orld H
eritage C

onvention”, in Em
m

anuel B
altsavias et al. (eds), Recording, M

odeling 

and Visualization of C
ultural H

eritage (Taylor &
 Francis, 2006), p.8.

�　

Ibid.

�　

Principles R
elating to R

em
ote Sensing of the Earth from

 O
uter Space, U

N
G

A
 R

esolution 41/65 of 3 D
ecem

ber 1986.

�　

国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
第
一
原
則
（
ａ
）
で
使
わ
れ
て
い
る
「
環
境
」
と
い
う
文
言
は
、「
自
然
環
境
」
と
「
文
化
環
境
」
の
二
つ
を

含
意
す
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
せ
よ
。
大
沼
保
昭
『
国
際
法
−
は
じ
め
て
学
ぶ
人
の

た
め
の
（
新
訂
版
）』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
四
四
七
頁
。
国
連
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
原
則
が
起
草
さ
れ
た
際
に
「
環
境
」
と
い
う
文
言
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
い
た
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
第
一
〇
原
則
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
は
「
地
球
の
自
然
環
境

の
保
護
」
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
第
一
原
則
に
い
う
「
環
境
」
は
や
は
り
自
然
環
境
を
第
一
に

想
定
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

�　

青
木
節
子
『
日
本
の
宇
宙
戦
略
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
八
四
頁
。

�　

こ
こ
で
扱
う
国
際
的
な
協
力
の
枠
組
み
に
関
す
る
概
要
や
法
的
評
価
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
せ
よ
。
青
木
『
前

掲
書
』（
注
三
二
）
三
〇
五
‐
三
一
三
頁; Joanne Irene G

abrynow
icz, “The U

N
 Principles R

elating to R
em

ote Sensing of the Earth from
 O

uter 

Space and Soft Law
 ”, in Irm

gard M
arboe ed., Soft Law

 in O
uter Space : The Function of N

on-binding N
orm

s in International Space Law
 

(B
öhlau Verlag, 2012), pp. 183-193.

�　

国
際
災
害
チ
ャ
ー
タ
は
、
正
式
名
称
を｢

自
然
ま
た
は
人
為
的
災
害
時
に
お
け
る
宇
宙
施
設
の
調
和
さ
れ
た
利
用
を
達
成
す
る
た
め
の
協
力
に
関
す

る
憲
章
（C

harter on C
ooperation to A

chieve the C
oordinated U

se of Space Facilities in the Event of N
atural or Technological D

isasters

）」
と

い
う
。
二
〇
一
三
年
八
月
現
在
、
二
三
の
宇
宙
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。http://w

w
w

.disasterscharter.org/w
eb/charter/hom

e (last accessed 9 

A
ugust 2013).

�　

Im
plem

entation G
uidelines for the G

EO
SS D

ata Sharing Principles, D
ocum

ent 7 (R
ev 2), as accepted at G

EO
-V

I, 17-18 N
ovem

ber 2009, 

available at http://w
w

w
.earthobservations.org/docum

ents/geo_vi/07_Im
plem

entation%
20G

uidelines%
20for%

20the%
20G

EO
SS%

20D
ata%

20

Sharing%
20Principles%

20R
ev2.pdf (last accepted 9 A

ugust 2013).

�　
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
共
有
原
則
」
第
三
原
則
。
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 of System

s D
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�　

A
tsuyo Ito, “Legal A

spect of Im
plem

enting W
orld H

eritage C
onvention U

sing R
em
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ata”,  International Astronautical 

C
ongress (IAF), 56th International Astronautical C

ongress of the International Astronautical Federation, the International Academ
y of 

Astronautics, and the International Institute of Space Law, (O
ctober 2005), IA

C
-05-E.6.1.09.

�　

A
lvarado, supra note 24, C

hapter I.II. and II.II.

�　

U
hlir et al, supra note 37, p.233.

�　

一
九
六
〇
年
代
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
が
自
然
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
）
が
文
化
財
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
て
お
り
、
一
九
七
二
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
に
お
い
て
、
両
者
の
提
案
が
一
つ
の
条
約
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
、
世
界
遺
産
条
約
が
ユ

ネ
ス
コ
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
世
界
遺
産
条
約
は
、「
自
然
」
と
「
文
化
」
の
ど
ち
ら
も
人
類
の
遺
産
と
と
ら
え
、
保
護
し
、

将
来
世
代
へ
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
い
る
点
で
意
義
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

�　

A
lvarado, supra note 24, C

onclusions.
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
文
化
遺
産
保
護
に
利
用
す
る
た
め
の
法
的
規
則
を
発
展
さ
せ
る
場
合
に

お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

�　

た
と
え
ば
、
一
九
八
二
年
「
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
国
連
海
洋
法
条
約
）」
第
一
三
六
条
は
、「
深
海
底
及
び
そ
の
資
源
は
、
人
類
の
共

同
の
財
産
（com

m
on heritage of m

ankind

）
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

�　

Ito, supra note 38.



─ 81 ─

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
設
立
条
約 （Treaty Establishing the European Stability M

echanism
; 

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

ESM

条
約
と
記
す
）
と
「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
と
の
問
題
に
関
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
の
事
例
と
し
て
、

ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
生
じ
た
憲
法
上
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
。

　

ESM

は
、
財
政
難
に
陥
っ
た
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
に
対
し
て
金
融
支
援
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
金
融
安
全
網
で
あ
る
。ESM

の
前
身
と

し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
欧
州
金
融
安
定
基
金
（European Financial Stability Facility; 

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
はEFSF

と
記
す
）
が
発

足
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
欧
州
債
務
危
機
が
あ
る
。EFSF
も
、ESM

と
同
様
に
、
財
政
難
に
陥
っ
た
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
に
対
し
て
金
融
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
実
際
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ア
が
支
援
を
受
け
た
。
し
か
し
、EFSF

は
、
時

限
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
恒
久
的
か
つ
よ
り
柔
軟
な
危
機
対
応
が
可
能
な
制
度
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
十
月
にESM

が
発
足
し
た
。

二
〇
一
三
年
六
月
ま
で
は
、EFSF

とESM

が
並
存
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
三
年
七
月
を
も
っ
て
、EFSF

か
らESM

に
完
全
に
移
管
さ
れ
た
。

　

ESM

へ
の
加
盟
は
、
加
盟
国
の
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
財
政
民
主
主
義
は
、
国
家
の
財
政
活
動
の
際
に
は

当
該
国
の
議
会
の
議
決
に
基
づ
く
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
他
国
に
金
融
支
援
を
行
う
た
め
の
組
織
へ
の
加
盟
は
、
各
国
の
財
政

民
主
主
義
に
基
づ
く
「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
を
制
約
す
る
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
特
に
、ESM

は
従
来
のEFSF

と

欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
設
立
条
約
と
議
会
に
よ
る
財
政
統
制北　

村　
　
　

貴

─
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
憲
法
上
の
動
向
─
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は
異
な
り
、
恒
久
的
な
組
織
で
あ
る
。
従
っ
て
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
対
す
る
制
約
も
結
果
的
に
恒
久
的
な
も
の
と
な
る
。

　

こ
の
点
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
生
じ
た
憲
法
上
の
動
向
を
取
り
上
げ
、ESM

条
約
と
議
会
に
よ
る
財
政
統

制
と
の
問
題
に
関
し
て
考
察
す
る
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
理
由
と
し
て
、「ESM

条
約
批
准
承
認
に
際
し
て
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
が
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
の
制
度
的
担
保
を
要
求
し
た
点
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
そ
の
違
憲
性
が
提
訴

さ
れ
た
国
は
ド
イ
ツ
以
外
に
も
存
在
す
る
⑴
。
し
か
し
、
憲
法
判
断
の
結
果
と
し
て
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
対
し
て
影
響
が
生
じ
た
国
は
、

ド
イ
ツ
の
み
で
あ
る
。
第
二
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
理
由
と
し
て
、「ESM

条
約
批
准
承
認
に
際
し
て
憲
法
改
正
を
行

う
こ
と
で
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
を
制
度
的
に
担
保
し
た
点
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、ESM

条
約
加
盟
国
の
中
で
最
も

複
雑
か
つ
詳
細
な
財
政
規
律
の
制
度
を
有
し
て
お
り
⑵
、ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
も
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
関
す
る
規
定
が
憲
法
に
組

み
込
ま
れ
た
。ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
加
盟
国
の
中
で
憲
法
改
正
を
行
っ
た
国
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ

ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
」
と
「
憲
法
改
正
」
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
もESM

条
約
批
准

に
際
し
て
憲
法
上
の
動
き
が
生
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
憲
法
制
度
に
影
響
を
与
え
る
憲
法
政
策
⑶
が
実
施
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

　

本
稿
は
以
下
の
通
り
構
成
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向
を
説
明
す
る
。
第

三
節
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向
を
説
明
す
る
。
第
四
節
で
は
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
事
例
を
ま
と
め
た
上
で
、ESM

条
約
と
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
関
し
て
考
察
す
る
。
最
後
に
第
五
節
で
、
本
稿
の
ま
と
め
を

行
う
。

二
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向

　

本
節
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向
を
説
明
す
る
。

　

二
〇
一
二
年
六
月
二
十
九
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法 （Grundgesetz für die Bundesrepublik D

eutschland; 

以
下
、
本
稿
に
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お
い
て
は
基
本
法
と
記
す
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
連
邦
議
会 

（Bundestag

） 

及
び
連
邦
参
議
院 

（Bundesrat

） 

はESM

条
約
を
承
認
し
た
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、「
国
際
法
の
一
般
原
則
」
は
連
邦
法
の
構
成
部
分
と
な
り
、
国
内
法
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る 

（
基
本
法
第
二
十
五
条
）。

他
方
、「
一
般
原
則
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
連
邦
の
立
法
の
対
象
に
関
係
す
る
条
約
」
が
国
内
法
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
た
め
に
は
、
連
邦

法
律
の
形
式
に
よ
る
承
認
又
は
協
力
が
必
要
さ
れ
る 

（
基
本
法
第
五
十
九
条
第
二
項
）。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
の
予
算
は
予
算
法
律 

（H
aushaltsgesetz

）
と
い
う
法
律
の
形
式
で
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
（
基
本
法
第
百
十
条
第
二
項
）。
従
っ
て
、
立
法
の
対
象
で
あ
る
予

算
に
関
係
す
るESM
条
約
に
関
し
て
、
基
本
法
第
五
十
九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
議
会
の
両
院
で
承
認
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
ド
イ
ツ
の
議
会
に
よ
る
承
認
は
当
初
の
予
定
で
あ
っ
た
二
〇
一
二
年
七
月
のESM

発
足
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
議

会
に
よ
る
承
認
後
に
問
題
が
生
じ
た
。ESM

条
約
に
対
す
る
反
対
派
が
、ESM

条
約
が
基
本
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に

対
し
て
批
准
手
続
差
し
止
め
を
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
訴
を
受
け
、
ガ
ウ
ク
（Gauck, J.

）
連
邦
大
統
領
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判

断
が
下
さ
れ
る
ま
で
条
約
批
准
に
必
要
な
法
律
を
認
証
し
な
い
方
針
を
表
明
し
た
⑷
。
ド
イ
ツ
はESM

の
最
大
の
拠
出
国
で
あ
り
⑸
、
ド
イ

ツ
がESM

条
約
を
批
准
し
な
い
限
りESM
は
稼
動
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、ESM

の
稼
動
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、連
邦
憲
法
裁
判
所
は
審
理
に
応
じ
る
旨
を
表
明
し
た
。
シ
ョ
イ
ブ
レ （Schäuble, W

.

）

連
邦
財
務
大
臣
は
、
憲
法
裁
判
所
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
てESM

批
准
の
遅
れ
が
ユ
ー
ロ
圏
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
危
険
性
を
主
張
し

た
上
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
迅
速
な
判
断
を
要
求
し
た
⑹
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ 

（Voßkuhle, A.

） 

連
邦
憲
法
裁
判

所
長
官
は
、「
徹
底
し
た
審
理
を
行
う
可
能
性
」
に
言
及
し
た
⑺
。
こ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
意
思
表
示
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
で
あ
っ
た

二
〇
一
二
年
七
月
中
のESM

発
足
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
の
提
訴
手
続
は
、「
憲
法
異
議 
（Verfassungsbeschw

erde

）」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
ａ
号
は
、「
各
人
が
、
公
権
力
に
よ
り
自
己
の
基
本
権
の
一
つ
又
は
第
二
十
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
、
第

三
十
八
条
、
第
一
〇
一
条
、
第
一
〇
三
条
及
び
第
一
〇
四
条
に
含
ま
れ
る
権
利
の
一
つ
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
の
主
張
に
よ
り
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
憲
法
異
議
に
つ
い
て
の
決
定
」
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
憲
法
異
議
と
は
、
公
権
力
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に
よ
る
「
広
義
の
基
本
権
⑻
（
以
下
、
本
節
に
お
け
る
『
基
本
権
』
と
は
こ
の
『
広
義
の
基
本
権
』
を
指
す
） 

」
侵
害
に
対
す
る
救
済
措
置

で
あ
る
。
こ
の
憲
法
異
議
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
最
左
派
の
野
党
で
あ
る
リ
ン
ケ
（die Linke; 

左
翼
党
）
及
び
直
接
民
主
主
義
推
進
運
動
を
展

開
す
る
市
民
団
体
で
あ
る
メ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ 

（M
ehr D

em
okratie

）
を
中
心
と
し
た
三
七
〇
〇
〇
人
以
上
の
原
告
が
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
に
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
のESM

条
約
批
准
に
対
す
る
憲
法
異
議
は
、ESM

条
約
が
基
本
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
十
九
条
第
三
項
と
の

関
連
に
お
い
て
、
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
と
の
申
し
立
て
で
あ
る
。
基
本
法
第
二
十
条
第
一
項
は
「
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
は
、
民
主
的
及
び
社
会
的
連
邦
国
家
で
あ
る
。」
と
規
定
し
、
同
第
二
項
は
、「
全
て
の
国
家
権
力
は
、
国
民
に
由
来
す
る
。
国
家

権
力
は
、
選
挙
及
び
投
票
に
お
い
て
、
国
民
に
よ
り
、
か
つ
、
立
法
、
執
行
及
び
裁
判
の
個
別
の
機
関
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
る
。」
と
規
定

し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
国
民
主
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
⑼
。
ま
た
、
基
本
法
第
七
十
九
条
は
、「
こ
の
基
本
法
の
変
更
に

よ
り
、
連
邦
の
諸
州
へ
の
編
成
、
立
法
に
際
し
て
の
諸
州
の
原
則
的
協
力
又
は
第
一
条
及
び
第
二
十
条
に
規
定
す
る
基
本
原
則
に
抵
触
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
十
条
に
規
定
さ
れ
た
国
民
主
権
の
原
則
の
変
更
は
許
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
第
三
十
八
条
第
一
項
は
「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
議
員
は
、
普
通
、
直
接
、
自
由
、
平
等
及
び
秘
密
の
選
挙
に

よ
り
選
出
さ
れ
る
。
連
邦
議
会
の
議
員
は
全
国
民
の
代
表
者
で
あ
っ
て
、
委
任
及
び
指
示
に
拘
束
さ
れ
ず
、
自
己
の
良
心
に
の
み
従
う
。」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
法
第
三
十
八
条
は
、
代
表
制
民
主
主
義
の
概
念
に
お
け
る
鍵
と
な
る
規
定 

（Schlüsselverschrift im
 

Konzept der Repräsentativen

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
⑽
。
第
三
十
八
条
第
一
項
は
、
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
立
法
府
の

領
域
に
お
け
る
具
体
化
で
あ
り
、
第
七
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
変
更
不
可
能
な
基
本
原
則
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。ESM

条

約
批
准
差
し
止
め
請
求
は
こ
う
し
た
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、ESM

条
約
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
連

邦
議
会
の
議
員
の
財
政
統
制
権
を
著
し
く
制
限
し
、
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
選
挙
権
、
さ
ら
に
は
そ
の
選
挙
権
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
国

民
主
権
を
侵
害
す
る
と
し
て
、
憲
法
異
議
が
提
訴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
留
意
す
べ
き
点
は
、
当
該
差
し
止
め
請
求
は
、「
憲
法
異
議
」
の
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
抽
象
的
規
範
統
制
（abstrakte 
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N
orm

enkontrolle

）」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
抽
象
的
規
範
統
制
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
の
内
、
具
体
的

事
件
を
前
提
と
せ
ず
に
法
律
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
も
の
で
あ
る 

（
基
本
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
ａ
号
並
び
に
第
二
項
） 

。

こ
の
点
、ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
の
段
階
で
は
具
体
的
事
件
が
起
こ
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
具
体
的
事
件
を
前
提
と
し

な
い
抽
象
的
規
範
統
制
の
手
続
に
よ
り
、ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
が
提
訴
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
は
抽
象
的
規
範
統
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
基
本
法
に
規
定
さ
れ
た
抽
象
的
規
範

統
制
の
申
立
権
者
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
抽
象
的
規
範
統
制
の
申
立
権
者
は
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
又
は
連
邦
議
会
議

員
の
四
分
の
一
で
あ
る 

（
基
本
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
） 

。
二
〇
一
二
年
七
月
時
点
で
の
左
翼
党
の
連
邦
議
会
に
占
め
る
割
合
は
約

十
二
％
で
あ
り
、
連
邦
議
会
議
員
の
四
分
の
一
と
い
う
要
件
を
満
た
さ
な
い
。
ま
た
、
一
般
の
国
民
は
抽
象
的
規
範
統
制
の
申
立
権
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、ESM
条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
は
、
あ
く
ま
で
も
憲
法
異
議
の
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
は
、
一
般
的
な
憲
法
異
議
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
具
体
的
規
範
統
制 

（konkrete N
orm

enkontrolle

） 

と
同
様
、
憲
法
異
議
も
本
来
は
具
体
的
事
件
性
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
憲
法
異
議
に
お

け
る
具
体
的
事
件
性
と
は
、「
基
本
権
の
侵
害
」
を
指
す
。
こ
の
基
本
権
の
侵
害
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
「
自
己
の
侵
害 

（Selbstbetroffenheit

）」、「
現
在
の
侵
害 

（gegenw
ärtige Betroffenheit

）」
及
び
「
直
接
の
侵
害 

（unm
itittelbare Betroffenheit

）」

の
三
つ
の
侵
害
要
件
⑾
が
求
め
ら
れ
る
。ESM

条
約
批
准
の
差
し
止
め
請
求
に
お
い
て
特
に
問
題
と
な
る
要
件
は
、「
現
在
の
侵
害
」
で
あ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
潜
在
的
な
侵
害 

（virtuelle Betroffenheit
）」
に
よ
る
憲
法
異
議
、
す
な
わ
ち
執
行
行
為
前
の
法
律
に
対
す
る
憲

法
異
議
を
原
則
と
し
て
否
定
し
て
い
る
⑿
。ESM

条
約
批
准
に
必
要
な
法
律
の
制
定
は
、
直
ち
に
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
選
挙

権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
に
従
う
な
ら
ば
、ESM

条
約
批
准
の
差
し
止
め
請
求
は
侵
害
要
件
を
満
た
さ

な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
の
国
勢
調
査
判
決 

（Volkszählungsurteil

） 

に
お
い
て
、

例
外
的
に
「
現
在
の
侵
害
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
執
行
行
為
前
の
法
律
に
対
す
る
憲
法
異
議
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
要
件
と
は
、
事
後
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で
は
修
正
不
可
能
な
決
定
の
強
制 

（zu später nicht m
ehr korrigierbaren Entscheidungen zw

ingt

）
又
は
執
行
行
為
後
で
は
回
復

不
可
能
な
処
分 

（zu D
ispositionen veranlaßt, die sie nach dem

 späteren Gesetzesvollzug nicht m
ehr nachholen können

）

で
あ
る
⒀
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
例
外
に
基
づ
き
、ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
の
審
理
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、ESM
条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
は
、
一
般
的
な
憲
法
異
議
で
は
な
く
、
む
し
ろ
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
手
続
及
び
内
容
で
提
訴
さ
れ
たESM

条
約
批
准
の
差
し
止
め
請
求
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
二
つ
の
条
件
」
付
き

でESM

条
約
の
批
准
を
承
認
し
、
憲
法
異
議
の
訴
え
を
棄
却
し
た
⒁
。
第
一
の
条
件
は
、
拠
出
金
増
額
に
際
し
て
の
連
邦
議
会
の
事
前
承

認
の
要
求
で
あ
る
。ESM
に
対
す
る
拠
出
金
割
合
はESM

条
約
附
則
第
一
条
、
設
立
時
点
で
の
拠
出
金
額
は
附
則
第
二
条
に
そ
れ
ぞ
れ
規

定
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
拠
出
金
が
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
承
認
無
し
で
増
額
さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
増
額
の
際
に
は
連

邦
議
会
の
事
前
の
承
認
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、ESM

拠
出
金
増
額
に
対
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
拒
否
権
付
与
の
要
求

で
あ
る
。
第
二
の
条
件
は
、
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
院
に
対
す
る
包
括
的
情
報
通
知 

（um
fassende U

nterrichtung

）
の
要
求
で
あ
る
。

ESM

条
約
第
三
十
二
条
第
五
項
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
第
一
項
は
機
密
保
持
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
が
ド
イ
ツ
の
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
院
に
対
す
る
包
括
的
な
情
報
通
知
を
妨
げ
ず
、
さ
ら
に
両
院
と
も
にESM

の
活
動

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
条
件
は
、
い
ず
れ
も
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
を
強

化
す
る
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
議
会
に
よ
る
一
定
の
財
政
統
制
を
制
度
的
に
担
保

す
る
よ
う
に
条
件
を
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
り
、ESM

条
約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
を
請
求
す
る
ド
イ
ツ
の
憲
法
異
議
の
問
題
は
終
結
し
た
。

ガ
ウ
ク
大
統
領
は
、
前
述
し
た
条
約
批
准
の
た
め
に
必
要
な
法
律
に
副
署
す
る
こ
と
で
認
証
し
た
。
ま
た
、
連
邦
政
府
は
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
が
提
示
し
た
条
件
を
覚
書
の
形
式
で
承
認
し
た
。
ド
イ
ツ
の
批
准
に
よ
りESM
条
約
が
発
効
し
⒂
、
当
初
の
予
定
よ
り
約
三
ヶ
月
遅
れ

た
十
月
八
日
にESM

が
発
足
し
た
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
一
連
の
憲
法
上
の
動
向
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
す
るESM

条
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約
批
准
手
続
の
差
し
止
め
請
求
の
手
続
、
内
容
及
び
憲
法
判
断
を
中
心
に
概
括
し
た
。

三
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向

　

本
節
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向
を
説
明
す
る
。

　

第
一
節
で
示
し
た
と
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、ESM

条
約
の
批
准
に
伴
っ
て
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
唯
一
の
国
で
あ
る
。
二
〇
一
二

年
七
月
四
日
、連
邦
憲
法 （Bundes-Verfassungsgesetz

） 

の
規
定
に
基
づ
き
、国
民
議
会 （N

ationalrat

）
はESM

条
約
を
承
認
し
た
（
連

邦
憲
法
第
五
十
条
）。
同
時
に
、ESM

条
約
の
批
准
に
関
連
す
る
連
邦
憲
法
の
改
正
の
た
め
の
憲
法
規
定 

（Verfassungsbestim
m

ung

） ⒃

を
含
む
連
邦
法
律
が
国
民
議
会
で
可
決
さ
れ
た 

（
連
邦
憲
法
第
四
十
四
条
第
一
項
）。
こ
の
点
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
立
法
手
続
の
中

心
は
、
国
民
議
会
で
あ
る
。
連
邦
参
議
院
の
役
割
は
、
あ
く
ま
で
も
立
法
過
程
に
お
け
る
州
の
利
益
の
代
表
で
あ
り
、
そ
の
権
限
は
国
民
議

会
と
比
し
て
非
常
に
弱
い
⒄
。
憲
法
改
正
も
、
原
則
と
し
て
国
民
議
会
の
権
限
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
改
正
が
州
の
立
法
及
び
執
行
に
お

け
る
権
限
を
制
限
す
る
場
合
に
は
連
邦
参
議
院
の
同
意
も
必
要
と
な
る 

（
連
邦
憲
法
第
四
十
四
条
第
二
項
）。
憲
法
改
正
が
第
四
十
四
条
第

二
項
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
連
邦
参
議
院
の
憲
法
及
び
連
邦
制
委
員
会 

（Ausschusses für Verfassung und Föderalism
us

）

の
管
轄
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
連
邦
参
議
院
の
憲
法
及
び
連
邦
制
委
員
会
は
、
七
月
五
日
にESM

条
約
批
准
に
伴
う
憲
法
改
正
は
連
邦
憲

法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
州
の
立
法
及
び
執
行
に
お
け
る
権
限
を
制
限
す
る
憲
法
改
正
に
該
当
す
る
た
め
、
連
邦
参
議
院
の
同
意

が
必
要
と
な
る
旨
を
報
告
し
た
⒅
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
七
月
六
日
に
連
邦
参
議
院
は
、ESM

条
約
の
批
准
及
び
そ
れ
に
伴
う
連
邦
憲
法

改
正
に
同
意
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー 

（Fischer, H
.

）
連
邦
大
統
領
が
連
邦
憲
法
の
改
正
の
た
め
の
憲
法
規
定
を
含
む
連
邦

法
律
に
署
名
し
、
七
月
二
十
五
日
に
当
該
法
律
が
連
邦
官
報 

（BGBl

）
に
よ
り
公
布
さ
れ
る
こ
と
で
、
連
邦
憲
法
第
百
十
五
回
目
の
改
正
が

成
立
し
た
⒆
。

　

ESM

加
盟
国
の
中
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
み
が
憲
法
改
正
を
行
っ
た
こ
と
の
背
景
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
憲
法
政
治
の
習
慣

を
指
摘
で
き
よ
う
。
二
〇
一
三
年
十
一
月
現
在
、
連
邦
憲
法
は
百
十
九
回
改
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
憲
法
以
外
の
憲
法
改
正
、
す
な
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わ
ち
憲
法
法
律
や
憲
法
規
定
の
改
正
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
憲
法
政
治
に
お
い
て
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党 

（Sozialdem
okratische Partei Ö

sterreichs; SPÖ

） 

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
党 

（Ö
sterreichische 

Volkspartei; Ö
VP

） 

の
二
大
政
党
間
の
合
意
内
容
で
重
要
な
も
の
は
憲
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
憲
法
政
治
の
慣
習
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
憲
法
政
治
の
習
慣
は
、
戦
前
に
対
す
る
反
省
に
起
因
し
て
い
る
。
戦
前
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
左
派
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

社
会
民
主
党
と
右
派
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党 

（Christlichsoziale Partei; CP, 

現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
党
の
前
身
） 

と
の
対
立
が
事
実

上
の
内
戦
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
に
激
化
し
て
い
た
。
こ
の
二
大
政
党
の
対
立
は
、
議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
く
憲
法
政
治
の
混

乱
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
制
民
主
主
義
を
否
定
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
フ
ァ
シ
ズ
ム 

（Austrofaschism
us

）
体
制
の
確
立
、
最
終

的
に
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
合
邦 

（Anschluß

） 

に
繋
が
っ
た
。
こ
う
し
た
戦
前
の
第
一
共
和
国
に
お
け
る
経
験
に
基
づ
き
、
戦
後
の

第
二
共
和
国
で
は
、
二
大
政
党
の
協
調
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
表
れ
の
一
つ
と
し
て
、
二
大
政
党
間
の
合
意
内
容
で
重
要
な

も
の
は
憲
法
上
の
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
⒇
。ESM

条
約
が
各
国
の
財
政
民
主
主
義
に
基
づ
く
「
議
会
に
よ
る

財
政
統
制
」
を
制
約
す
る
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
批
准
は
連
立
政
権
を
構
成
す
る
二
大
政
党
の
合
意
の
中
で
も
特
に

重
要
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、ESM

条
約
批
准
と
同
時
に
憲
法
改
正
を
行
う
こ
と
で
、ESM

条
約
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
憲
法
制
度

上
に
明
文
で
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

連
邦
憲
法
第
百
十
五
回
の
改
正
に
よ
り
、
第
五
十
ａ
条
、
第
五
十
ｂ
条
、
第
五
十
ｃ
条
及
び
第
五
十
ｄ
条
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規

定
は
、
連
邦
憲
法
第
二
章
Ｅ
「
連
邦
に
よ
る
執
行
へ
の
国
民
議
会
及
び
連
邦
参
議
院
の
関
与
」
内
の
規
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
百
十
五
回

改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
規
定
は
、
い
ず
れ
もESM

に
対
す
る
国
民
議
会
の
関
与
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
連
邦
参
議
院
に
関
す
る
規
定

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
関
し
て
説
明
す
る
。

（
１
）
連
邦
憲
法
第
五
十
ａ
条

　

連
邦
憲
法
第
五
十
ａ
条
は
、ESM

に
対
す
る
国
民
議
会
の
関
与
に
関
す
る
包
括
的
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
国
民
議
会
は
、
欧
州

安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項
に
関
与
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
連
邦
レ
ベ
ル
の
立
法
手
続
に
関
し
て
中
心
的
役
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割
を
果
た
す
機
関
が
国
民
議
会
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
立
法
手
続
に
加
え
て
、「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
に
関
し
て
も
、
基
本

的
に
は
連
邦
参
議
院
で
は
な
く
国
民
議
会
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
連
邦
憲
法
第
五
十
一
条
、
第
五
十
一
ａ
条
、
第
五
十
一
ｂ

条
、
第
五
十
一
ｃ
条
及
び
第
五
十
一
ｄ
条
の
規
定
�
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
百
十
五
回
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
第
五
十
ａ
条
は
、
こ

う
し
た
国
民
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
財
政
民
主
主
義
の
基
本
原
則
をESM

に
対
し
て
も
適
用
す
る
旨
を

規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
連
邦
憲
法
第
五
十
ｂ
条

　

連
邦
憲
法
第
五
十
ｂ
条
は
、
重
要
事
項
に
対
す
るESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
の
意
思
表
示
に
対
す
る
国
民
議
会
の
統
制
に
関

す
る
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
文
�
に
お
い
て
「
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
表
は
、
連
邦
政
府
の
提

案
に
基
づ
き
国
民
議
会
が
授
権
し
た
場
合
に
の
み
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
対
し
て
同
意
又
は
投
票
に
際
し
て
棄
権
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
し
、
三
点
を
各
号
列
挙
し
て
い
る
。
第
一
号
は
「
加
盟
国
に
原
則
的
に
安
定
性
援
助
を
与
え
る
決
定
に
関
す
る
提
案
」、
第
二

号
は
「
認
可
さ
れ
た
資
本
金
の
変
化
及
び
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
最
大
貸
付
量
の
調
整
並
び
に
認
可
さ
れ
た
未
払
い
の
資
本
金
の
取
消

し
」、
第
三
号
は
「
財
政
援
助
の
仕
組
み
の
変
更
」
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
第
二
文
に
お
い
て
、「
特
に
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
管

轄
の
連
邦
大
臣
が
、
国
民
議
会
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」、
第
三
文
に
お
い
て
「
国
民
議
会
の
授
権
が
な
け
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
代
表
は
、
当
該
決
定
に
関
す
る
提
案
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
第
五
十
ｂ
条
の
規
定
は
、
第
百
十
五

回
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
規
定
の
中
で
も
「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
を
最
も
明
確
か
つ
具
体
的
に
憲
法
制
度
に
組
み
込
む
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
第
五
十
ｂ
条
の
規
定
に
よ
り
、
連
邦
政
府
の
提
案
に
基
づ
く
国
民
議
会
の
授
権
が
な
い
場
合
に
は
、ESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
代
表
は
各
号
列
挙
さ
れ
た
重
要
事
項
に
関
し
て
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、ESM

に
お
け
る
当
該
重
要
事
項

に
関
し
て
は
、ESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
で
は
な
く
、
国
民
議
会
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
意
思
決
定
が
事
実
上
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
従
っ
て
、
第
五
十
ｂ
条
は
、ESM

に
含
ま
れ
る
「
財
政
民
主
主
義
に
基
づ
く
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
対
す
る
制
約
」
と
い

う
側
面
に
対
し
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
を
担
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
規
定
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
五
十
ｂ
条
の
追
加
は
非
常
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に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
３
）
連
邦
憲
法
第
五
十
ｃ
条

　

連
邦
憲
法
第
五
十
ｃ
条
は
、「ESM

の
措
置
を
講
じ
る
際
の
意
思
決
定
に
対
す
る
国
民
議
会
の
統
制
」
及
び
「
国
民
議
会
に
対
す
る
報
告
」

に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
内
容
を
、
各
項
ご
と
に
分
け
て
説
明
す
る
。

　

第
五
十
ｃ
条
第
一
項
は
、ESM

に
関
す
る
事
項
の
国
民
議
会
に
対
す
る
報
告
及
び
国
民
議
会
の
意
見
表
明
の
権
利
に
関
す
る
規
定
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
管
轄
の
連
邦
大
臣
は
、
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
の
規
定
に
従
っ
て
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事

項
を
遅
滞
な
く
国
民
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
国
民
議
会
の
意
見
表
明

の
権
利
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
第
一
文
は
、
国
民
議
会
に
対
す
るESM

に
関
す
る
事
項
の
報
告
に
関
す
る
規
定

で
あ
り
、
そ
の
責
任
者
が
管
轄
の
連
邦
大
臣
で
あ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
文
は
、
第
一
文
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
た
報
告
に

対
す
る
国
民
議
会
の
意
見
表
明
の
権
利
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
点
、
当
該
報
告
及
び
そ
れ
に
対
す
る
意
見
表
明
に
関
す
る
詳
細
な
規

定
は
、「
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律 

（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
と
記
す
）�
」
に
授
権
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
授
権
に
伴
い
、
第
百
十
五
回
連
邦
憲
法
改
正
と
同
日
に
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
も
改
正
さ
れ
て
い
る
�
。

　

第
五
十
ｃ
条
第
二
項
は
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
表
明
さ
れ
た
国
民
議
会
の
意
見
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
国
民
議
会
が
適
時
に
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
代
表
は
、
交
渉
及
び
投
票
に
際
し
て
当
該
意
見
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
轄
の
連
邦
大
臣
は
、
投
票
後
に
遅
滞
な
く
国
民

議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
り
代
表
が
当
該
意
見
を
考
慮
し
な
か
っ
た
理
由
を
国
民
議
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、ESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
表
は
、
国
民
議
会
が
表
明
し
た
意
見
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
重
要
事
項
に
関
し
て
は
第
五
十
ｂ
条
の
規
定
に
よ
り
国
民
議
会
に
よ
る
完
全
な
統
制
化
に
置
か
れ
る
一
方

で
、
重
要
事
項
以
外
の
内
容
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
も
「
考
慮
」
の
段
階
に
留
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
国
民
議
会
が
表
明
し

た
意
見
は
、
形
式
的
に
は
強
制
力
を
有
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
第
二
文
に
は
「
場
合
に
よ
り
代
表
が
当
該
意
見
を
考
慮
し
な
か
っ
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た
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、「
意
見
を
考
慮
し
な
か
っ
た
理
由
」
を
国
民
議
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
点
に
鑑
み
る
と
、
国
民
議
会
が
表
明
し
た
意
見
を
考
慮
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　

第
五
十
ｃ
条
第
三
項
は
、ESM

が
講
じ
た
措
置
の
国
民
議
会
に
対
す
る
報
告
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
管
轄
の
連
邦
大

臣
は
、
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
枠
組
み
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
措
置
に
関
し
て
定
期
的
に
国
民
議
会
に
報
告
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

第
一
項
及
び
第
二
項
がESM

の
措
置
を
講
じ
る
際
の
意
思
決
定
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
議
会
の
統
制
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
の
に

対
し
、
第
三
項
は
実
際
にESM

に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
措
置
の
事
後
の
報
告
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

（
４
）
連
邦
憲
法
第
五
十
ｄ
条

　

連
邦
憲
法
第
五
十
ｄ
条
は
、ESM
に
対
す
る
国
民
議
会
の
関
与
全
般
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
内

容
を
、
各
項
ご
と
に
分
け
て
説
明
す
る
。

　

第
五
十
ｄ
条
第
一
項
は
、ESM

の
事
項
の
詳
細
を
法
律
へ
授
権
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
第
五
十
ｂ
条
並
び
に
第

五
十
ｃ
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
関
す
る
詳
細
は
、
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
が
規
定
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
重
要
事
項
に
対
す
るESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
の
意
思
表
示
に
対
す
る
国
民
議
会
の
統
制
に
関
し
て
は
第
五
十

ｂ
条
が
、
重
要
事
項
以
外
に
対
し
て
国
民
議
会
が
表
明
し
た
意
見
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
第
五
十
ｃ
条
第
二
項
が
、
実
際
にESM

に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
措
置
の
国
民
議
会
に
対
す
る
報
告
に
関
し
て
は
第
五
十
ｃ
条
第
三
項
が
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
関
与
に
関

す
る
よ
り
詳
細
な
規
定
を
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
に
授
権
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
授
権
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
二
〇
一
二
年
七
月

二
十
五
日
の
改
正
に
よ
り
、
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
に
「
第
十
ｃ
章 
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項
に
お
け
る
国
民
議
会
の
関
与
の

た
め
の
個
別
規
定
」
が
追
加
さ
れ
た
。

　

第
五
十
ｄ
条
第
二
項
は
、ESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
者
に
よ
る
投
票
権
の
行
使
へ
の
国
民
議
会
の
関
与
と
一
九
七
五
年
議
事

手
続
法
律
と
の
関
係
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
欧
州
安
定
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
者
に
よ
る
投
票
権
の
行
使
へ
の
関
与
に
お
け
る
更
な
る
国
民
議
会
の
権
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」



─ 92 ─

と
規
定
し
て
い
る
。
第
五
十
ｂ
条
の
各
号
列
挙
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
重
要
事
項
以
外
に
関
し
て
は
、
憲
法
上
は
「
国
民
議
会
が
表
明
し

た
意
見
を
考
慮
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
を
通
じ
て
よ
り
積

極
的
な
国
民
議
会
に
よ
るESM

に
対
す
る
統
制
を
実
現
で
き
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
五
十
ｄ
条
第
三
項
は
、
国
民
議
会
の
関
与
全
般
の
役
割
を
担
う
た
め
の
常
設
小
委
員
会
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
文
及
び

第
二
文
は
、「
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項
に
お
け
る
関
与
の
た
め
に
、
連
邦
財
政
法
律
の
事
前
審
査
を
行
う
と
さ
れ
る
国
民
議
会
の
委

員
会
が
常
設
小
委
員
会
を
選
出
す
る
。
各
々
の
常
設
小
委
員
会
に
は
、
国
民
議
会
の
中
央
委
員
会
に
議
席
を
有
す
る
政
党
の
所
属
議
員
が
少

な
く
と
も
一
名
所
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
連
邦
財
政
法
律
の
事
前
審
査
を
行
う
と

さ
れ
る
国
民
議
会
の
委
員
会
」
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
民
議
会
に
お
け
る
財
政
統
制
の
中
心
と
な
る
委
員
会
で
あ
る
�
。
こ
の
連
邦
財

政
法
律
の
事
前
審
査
を
行
う
と
さ
れ
る
国
民
議
会
の
委
員
会
が
、ESM

に
対
す
る
関
与
を
任
務
と
す
る
「
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項

に
関
す
る
常
設
小
委
員
会 

（ständiger U
nterausschüsse in Angelegenheiten des Europäischen Stabilitätsm

echanism
us; 

以
下
、

本
稿
に
お
い
て
は
、ESM

常
設
小
委
員
会
と
記
す
）」
を
選
出
す
る
。
こ
の
点
、ESM

常
設
小
委
員
会
の
選
出
を
、
国
民
議
会
欧
州
連
合
委

員
会 

（EU
-Ausschüsse des N

ationalrats

）
で
は
な
く
、
連
邦
財
政
法
律
の
事
前
審
査
を
行
う
と
さ
れ
る
国
民
議
会
の
委
員
会
の
管
轄
と

し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
がESM

に
関
し
て
、
欧
州
統
合
の
問
題
と
し
て
の
性
質
よ
り
も
、
財
政

問
題
と
し
て
の
性
質
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
第
一
文
及
び
第
二
文
に
続
い
て
、
第
三
文
は
、「
第
二
項

並
び
に
第
五
十
ｂ
条
及
び
第
五
十
ｃ
条
の
規
定
に
よ
る
国
民
議
会
の
権
限
は
、
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
当
該

常
設
小
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、ESM

に
対
す
る
国
民
議
会
の
権
限
の
行
使
をESM

常
設
小
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
で
、
国
民
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
財
政
民
主
主
義
の
要
請
を
担
保
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
迅
速
か

つ
柔
軟
な
対
応
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
文
及
び
第
五
文
は
、「
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
連
邦
法
律
は
、
常

設
小
委
員
会
が
い
か
な
る
と
き
で
も
招
集
さ
れ
、
及
び
会
議
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
議
会
が
第
二
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
連
邦
大
統
領
に
よ
り
解
散
さ
れ
た
場
合
に
は
、
常
設
小
委
員
会
が
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
項
に
お
け
る
関
与
を
義
務
付
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け
ら
れ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。ESM

常
設
小
委
員
会
に
関
し
て
、
国
民
議
会
の
会
期
外
�
の
場
合
で
も
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
、
更
に

国
民
議
会
の
解
散
中
に
お
い
て
はESM

に
対
す
る
関
与
す
る
こ
と
がESM

常
設
小
委
員
会
の
義
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら

も
、ESM
に
関
す
る
国
民
議
会
の
関
与
は
実
質
的
にESM

常
設
小
委
員
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
第
五
十
ｄ
条
の
規
定
を
受
け
て
、
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律
に
第
三
十
二
ｆ
条
か
ら
第
三
十
二
ｋ
条
ま
で
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、

ESM

常
設
小
委
員
会
に
関
し
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
が
実
際
に
発
効
し
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
十
月
八
日
で
あ
る
。
第
百
十
五
回
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
経
過
規
定 

（
連
邦
憲
法
第
百
五
十
一
条
第
五
十
二
項
）
が
、
こ
れ
ら
の
改
正
の
発
効
はESM

発
足
と
同
時
で
あ
る
旨
を
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
節
で
論
じ
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
が
原
因
でESM

の
発
足
そ
の
も
の
が
遅
れ
た
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
連
邦
憲
法
の
第
百
十
五
回
改
正
の
発
効
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
一
連
の
憲
法
上
の
動
向
を
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
五
日

の
第
百
十
五
回
改
正
に
よ
り
連
邦
憲
法
に
追
加
さ
れ
たESM

に
関
す
る
規
定
の
内
容
を
中
心
に
概
括
し
た
。

四
、ESM

条
約
と
憲
法
と
の
調
和

　

本
節
で
は
、
第
二
節
及
び
第
三
節
で
概
括
し
た
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るESM

条
約
批
准
に
際
し
て
の
憲
法
上
の
動
向
を

ま
と
め
た
上
で
、ESM

条
約
と
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
の
問
題
に
関
し
て
考
察
す
る
。

　

ESM

条
約
の
批
准
が
各
国
の
憲
法
制
度
に
提
起
し
た
問
題
を
端
的
に
表
す
な
ら
ば
、「ESM

条
約
は
財
政
民
主
主
義
、
特
に
加
盟
国
の
議

会
に
よ
る
財
政
統
制
を
侵
害
す
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
問
題
提
起
と
な
る
。
財
政
統
制
は
、
法
律
の
制
定
と
同
様
に
議
会
の
重
要
な

権
能
の
一
つ
で
あ
り
、
民
主
主
義
国
家
の
憲
法
に
お
い
て
は
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
に
関
す
る
規
定
を
有
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
つ

ま
り
、ESM

条
約
の
批
准
に
関
し
て
は
、
憲
法
上
の
問
題
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
本
稿
で
事
例
を
取
り
上
げ
た
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
共
通
し
て
、
議
会
に
よ
る
一
定
の
財
政
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統
制
を
担
保
す
る
制
度
を
組
み
込
ん
だ
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
提
示
す
る
条
件
を
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、

議
会
に
よ
る
財
政
統
制
の
強
化
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
を
改
正
し
た
。

こ
の
改
正
も
、
ド
イ
ツ
の
事
例
と
同
様
に
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
の
強
化
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国

と
も
に
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
の
強
化
を
通
じ
てESM

条
約
と
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、ESM
条
約
を
「
欧
州
統
合
の
推
進
」、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
を
「
国
家
の
主
権
」
の
一
要
素
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
る

な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
「
欧
州
統
合
の
推
進
」
よ
り
も
「
国
家
の
主
権
」
に
重
点
を
置
い
た
調
和
を
選
択
し
た
こ
と
に
な

る
。ESM

条
約
に
は
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
各
国
の
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
国
家
の
主
権
に
対
す
る
恒
久
的
な
制
約
可
能
性
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
約
可
能
性
を
前
提
と
し
た
上
でESM

条
約
と
各
国
の
憲
法
と
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
大
別
し
て

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、ESM

に
対
す
る
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
を
強
化
し
、ESM

を
議
会
の
統
制
下
に

置
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
強
化
を
通
じ
て
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
主
権
に
対
す
る
侵
害
を
回
避
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
と
い
う
主
権
をESM

に
委
譲
し
、
そ
の
委
譲
を
憲
法
制
度
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ
る
。
確
か

に
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
主
権
国
家
の
存
在
を
前
提
と
す
れ
ば
許
容
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
欧
州
統
合
と
は
、
国
家
の

主
権
を
超
国
家
的
機
関
に
委
譲
す
る
こ
と
に
そ
の
本
質
が
あ
る
。
従
っ
て
、
欧
州
統
合
の
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ

こ
そ
が
、
そ
の
本
質
に
適
合
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
い
ず
れ
も
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
るESM

条
約
と
憲
法
と
の
調
和
を
選
択
し
た
。
つ
ま
り
、
両
国
と
も
欧
州
統
合
の
推
進
で
は
な
く
、
国
家
の
主
権
に
重
点
を
置
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
国
家
の
主
権
に
重
点
を
置
い
たESM

条
約
と
憲
法
と
の
調
和
は
、
欧
州
統
合
に
対
す
る
疑
義
の
表
れ
で
あ
る
。
確
か
に
、ESM

の

発
足
そ
の
も
の
は
財
政
及
び
金
融
の
領
域
に
お
け
る
欧
州
統
合
の
進
展
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
捉
え
方
は
あ
く
ま
で
も
一
面
的
な
も

の
で
し
か
な
い
。
別
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
と
、ESM

条
約
の
批
准
に
際
し
て
「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
を
強
化
し
た
こ
と
は
国
家
の

主
権
の
強
化
で
あ
り
、
欧
州
統
合
の
本
質
に
必
ず
し
も
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
帰
結
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、ESM

条
約
批
准
に
際
し
て
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
生
じ
た
憲
法
上
の
動
向
を
通
じ
て
、「ESM

条
約
」
と
「
議

会
に
よ
る
財
政
統
制
」
に
関
し
て
考
察
を
加
え
た
。ESM

条
約
の
批
准
を
巡
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
憲

法
異
議
が
提
訴
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
連
邦
憲
法
が
改
正
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
事
例
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
、「
拠

出
金
上
限
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
連
邦
議
会
に
よ
る
承
認
」
及
び
「ESM

条
約
の
機
密
保
持
事
項
よ
り
も
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
院

に
対
す
る
情
報
提
供
を
優
先
」
と
い
う
条
件
が
課
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
で
は
、「ESM

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
の
行
動

に
対
す
る
統
制
」、「
国
民
議
会
の
意
見
の
取
り
扱
い
」、「
国
民
議
会
へ
の
事
前
又
は
事
後
の
報
告
」
及
び
「
国
民
議
会ESM

常
設
小
委
員

会
の
設
置
」
に
つ
い
て
の
規
定
が
連
邦
憲
法
に
追
加
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
の
事
例
に
お
い
て
も
、
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
が
強
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
の
強
化
は
、
国
家
の
主
権
の
強
化
を
意
味
す
る
。
国
家
の
主
権
の
委
譲
を
本
質
と
す
る
欧
州
統
合
の
過
程
に

お
い
て
、ESM

条
約
と
憲
法
と
の
調
和
の
た
め
に
国
家
の
主
権
を
強
化
し
た
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
は
、
欧
州
債
務
危
機
へ

の
対
応
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
、
欧
州
統
合
に
対
す
る
本
質
的
な
問
題
提
起
を
行
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
が
本
稿
の
内
容
で
あ
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
前
述
し
た
欧
州
統
合
と
国
家
の
主
権
と
の
問
題
で
あ
る
。「
欧
州
統
合
の

推
進
の
過
程
に
お
け
る
国
家
の
主
権
の
強
化
」
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
事
例
は
今
後
も
発
生
す
る
の
か
、
ま
た
、
発
生
し
た
場
合
に
は

ど
の
よ
う
な
憲
法
上
の
動
向
が
生
じ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
二
に
、ESM

の
運
用
過
程
の

問
題
で
あ
る
。
制
度
上
は
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
が
担
保
さ
れ
た
一
方
で
、
運
用
過
程
に
お
い
て
国
民
の
不
満
が
噴
出
す
る
可
能
性
は
依
然

と
し
て
高
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
合
憲
判
断
の
後
で
も
不
満
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
お
い
て
は
、
第
三
党
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党 

（Freiheitliche Partei Ö
sterreichs; FPÖ

） 

は
、「ESM

の
狂
気 

（ESM
-

W
ahnsinn!

）�
」
と
掲
げ
る
ほ
ど
に
一
貫
し
てESM

条
約
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
る
と
、ESM

の
今
後
の
運
用
過
程
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に
お
い
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
は
高
い
。ESM

と
い
う
制
度
の
安
定
的
運
用
の
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
、
更
な
る
考
察
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

註⑴　

例
え
ば
、
エ
ス
ト
ニ
ア
に
お
い
て
は
司
法
評
議
会 (Ö

iguskantsler) 

に
よ
りESM

条
約
が
違
憲
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
判
所
に
よ
り
合
憲

と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
下
院
議
員 (Teachta D

äla) 

の
プ
リ
ン
グ
ル (Pringle, T.) 

がESM

条
約
の
違
憲
性
を
提
訴

し
た
が
、
最
高
裁
判
所
に
よ
り
合
憲
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
憲
法
院
がESM

条
約
批
准
に
際
し
て
憲
法
改
正
の
必
要
性
を

判
断
し
た
結
果
、
憲
法
改
正
は
不
要
と
さ
れ
た
。

⑵　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
に
お
け
る
財
政
規
律
に
関
し
て
は
、L

ödl, M
., A

ntl, E
., Petridis-Pierre, E

., Pfau, C
., und J. Seiw

ald (2012), 

B
undeshaushaltsrecht, 3 A

ufl., M
anz, S. 18ff.

⑶　

こ
こ
で
い
う
憲
法
政
策
と
は
、「
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
価
値
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
」
及
び
「
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
手
続
に
則
っ
て
行
わ
れ

る
憲
法
改
正
」
の
二
つ
を
指
す
。
こ
う
し
た
筆
者
の
憲
法
政
策
の
定
義
に
関
し
て
は
、
北
村
貴
（
二
〇
一
一
）「
社
会
権
の
政
策
規
範
性
に
関
す
る
研

究 

─
比
較
憲
法
政
策
学
の
観
点
か
ら
─
」、
早
稲
田
大
学
大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
博
士
論
文
、
八
─
十
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑷　

ド
イ
ツ
の
連
邦
大
統
領
は
、
法
律
の
認
証
に
際
し
て
そ
の
形
式
的
及
び
実
質
的
合
憲
性
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、

連
邦
大
統
領
は
現
行
法
の
枠
組
み
に
お
い
て
の
み
職
務
遂
行
を
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、H

esse, K
.(1999), G

rundzüge 

des Verfassungsrechts der Bundesrepublik D
eutschland, 20. A

ufl., C
. F. M

üller, S.277ff.

⑸　

ド
イ
ツ
の
拠
出
金
は1900

億
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
全
体
の
約27.1%
で
あ
る
。

⑹　

“ Schäuble w
arnt vor Erfolg der ESM

-K
läger“, die Zeit 10. Juli. 2012.

⑺　

“ Verfassungsrichter w
ollen sich m

ehr Zeit lassen“ die Zeit 10. Juli. 2012.

⑻　

畑
尻
剛
・
工
藤
達
朗 

編
（
二
〇
一
三
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判 

─
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
組
織
・
手
続
・
権
限
』、
第
二
版
、
中
央
大
学
出
版
部
、

二
八
二
頁
。

⑼　

第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
る
国
民
主
権
の
本
質
は
「
国
家
権
力
の
担
い
手
と
し
て
の
国
民(D

as Volk als Träger der Staatsgew
alt)

」
で
あ
る
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と
さ
れ
て
い
る (M

ünch, h. c. I. und P. K
unig hrsg. (2012a), G

rundgesets K
om

m
entar Band 1: Präam

bel bis Art. 69, 6. A
ufl., C

. H
. B

eck, 

S.1416ff.)

。

⑽　

Ebenda, 2194ff.

⑾　

M
ünch, h. c. I. und P. K

unig hrsg. (2012b), G
rundgesets K

om
m

entar Band 2: Art. 70-146, 6. A
ufl., C

. H
. B

eck, S.723ff.

⑿　

B
VerfG

E 60, 360

⒀　

B
VerfG

E 65, 1

⒁　

B
VerfG

, 12.09.2012 - 2 B
vR

 1390/12; 2 B
vR

 1421/12; 2 B
vR

 1438/12; 2 B
vR

 1439/12; 2 B
vR

 1440/12; 2 B
vR

 1824/12; 2 B
vE 6/12

⒂　

B
G

B
l. II N

r.30 / 2012 S. 1086

⒃　

憲
法
規
定
と
は
、
一
般
の
法
律
の
中
の
条
文
の
内
、
憲
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
、
法
律
全
体
が
憲
法
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
憲
法
法
律 (Verfassungsgesetz) 

で
あ
る
。
憲
法
法
律
及
び
憲
法
規
定
は
、
い
ず
れ
も
連
邦
憲
法
と
同
格
の
憲
法
で

あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、B

erka, W
. (2010), Verfassungsrecht, 3. A

ufl., Springer W
ien N

ew
 York, S.20ff.

⒄　

A
dam

ovich, L. K
., Funk, B

.-C
., H

olzinger, G
., und S. L. Frank (2013), Ö

sterreichisches Staatsrecht Band 2: Staatsliche O
rganisation, 2. 

A
ufl.,Verlag Ö

sterreich, S.47ff. ;B
erka, a. a. O

., S.179ff.

⒅　

8757 der B
eilagen zu den Stenographischen Protokollen des B

undesrates S.2

⒆　

B
G

B
l. I N

r. 65/2012

⒇　

第
一
共
和
国
の
憲
法
政
治
の
崩
壊
過
程
及
び
第
二
共
和
国
に
お
け
る
二
大
政
党
の
協
調
と
い
う
憲
法
政
治
の
慣
習
の
確
立
に
関
し
て
は
、
北
村
貴

（
二
〇
一
三
）「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
政
治
史
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
遷
」『
比
較
憲
法
学
研
究
』
第
二
十
五
号
、
一
〇
七
─
一
一
八
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

�　

こ
れ
ら
の
規
定
の
多
く
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
四
日
の
連
邦
憲
法
第
九
十
九
回
改
正 (B

G
B

l. I N
r. 1/2008) 

に
よ
り
改
正
又
は
追
加
さ
れ
た
規
定
で

あ
る
。
こ
の
第
九
十
九
回
改
正
に
関
し
て
は
、
北
村
貴
（
二
〇
一
二
）「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
連
邦
憲
法
上
の
財
政
規
律
の
意
義
と
限
界
」『
法
政

論
叢
』
第
四
十
九
巻
第
一
号
二
二
六
─
二
三
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

�　

原
語 

（
ド
イ
ツ
語
） 

に
お
い
て
は
、
言
語
構
造
上
、
各
号
列
挙
も
含
め
て
第
一
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
語
と
ド
イ

ツ
語
の
言
語
構
造
の
違
い
及
び
日
本
に
お
け
る
法
令
表
記
の
慣
行
の
観
点
か
ら
各
号
列
挙
の
前
に
第
一
文
を
完
結
さ
せ
て
い
る
。

�　

正
式
名
称
は
、「
国
民
議
会
の
議
事
規
則
に
関
す
る
一
九
七
五
年
七
月
四
日
の
連
邦
法
律 (B

undesgesetz vom
 4. Juli 1975 über die 
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G
eschäftsordnung des N

ationalrates)

」
で
あ
り
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、一
般
的
に
「
一
九
七
五
年
議
事
規
則
法
律 (G

eschäftsordnungsgesetz 

1975)

」
と
呼
ば
れ
て
い
る (B

G
B

l. N
r. 410/1975)

。

�　

B
G

B
l. I N

r. 66/2012

�　

連
邦
財
政
法
律
の
事
前
審
査
を
行
う
と
さ
れ
る
国
民
議
会
の
委
員
会
に
関
し
て
、Lödl u. a., a. a. O

., S.65ff.

�　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
民
議
会
の
通
常
集
会 (ordentliche Tagung) 

の
会
期
に
関
し
て
は
、
連
邦
憲
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、「
毎
年
九
月

十
五
日
よ
り
前
で
は
な
い
日
か
ら
、
翌
年
七
月
十
五
日
以
前
ま
で
続
く
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

�　

Freiheitliche Partei Ö
sterreichs w

ebsite, Volksabstim
m

ung über ESM
-W

ahnsinn!, 

　

(http://w
w

w
.fpoe.at/fileadm

in/C
ontent/portal/K

am
pagnen/bund_2012/2012_06_esm

_w
ahnsinn_flyer_w

eb.pdf) (Zugriff am
 1. Juli 2013)

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
補
助
金 

（
若
手
研
究
B
課
題
番
号24730030

）
及
び
公
益
財
団
法
人
清
明
会
研
究
助
成
を
受
け
て
遂
行
中
の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
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一
、
は
じ
め
に

　

社
会
内
処
遇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
施
設
内
処
遇
に
対
応
す
る
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
、「
犯
罪
者
に
一
般
社
会
内
で
自
律
的
な
生

活
を
営
ま
せ
な
が
ら
、
そ
の
改
善
更
生
を
図
る
措
置
を
い
い
、
仮
釈
放
、
保
護
観
察
及
び
更
生
緊
急
保
護
（
狭
義
の
更
生
保
護
）
が
中
心
を

な
す
」
と
し
、
わ
が
国
の
社
会
内
処
遇
は
、「
更
生
保
護
（
広
義
）
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
以
上
の
三
つ
の
制
度
の
ほ
か
、
恩
赦
、
犯
罪
予

防
活
動
を
指
す
」
と
定
義
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
社
会
内
処
遇
の
機
関
・
主
体
と
し
て
は
、
法
務
省
保
護
局
や
地
方
更
生
保
護
委
員
会
、

保
護
観
察
所
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
⑴
。

　

と
こ
ろ
で
、
刑
事
施
設
出
所
者
の
中
に
は
、
高
齢
や
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
さ
れ
、
そ
の
問
題
を
抱
え
た
者
が
犯
罪
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
々
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
や
障
害
等
の

様
々
な
問
題
を
有
す
る
者
に
対
し
て
適
切
な
支
援
へ
と
導
く
こ
と
に
取
組
む
こ
と
は
、
更
な
る
犯
罪
へ
と
向
か
う
こ
と
を
防
ぎ
、
ひ
い
て
は

支
援
の
対
象
と
な
っ
た
者
に
と
っ
て
安
心
し
た
生
活
へ
向
か
う
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
刑
事
施
設
内
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
処
遇
や
従
前
行
わ
れ
て
き
た
社
会
内
処
遇
に
つ
い
て
の
活
動
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
す
る
取
組
み
は
こ
れ
ら
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
多
様
化
の
第

一
歩
と
し
て
、
福
祉
の
活
用
が
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
特
に
問
題
が
多
い
と
さ
れ
る
高
齢
者
や
障
害
を
有
す
る
者
へ
の
支

刑
事
施
設
出
所
者
の
た
め
の
福
祉
的
支
援
の
役
割
の
拡
大浜　

崎　

昌　

之

─
社
会
内
処
遇
の
多
様
化
の
一
側
面
─
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援
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
上
で
、
社
会
内
処
遇
に
お
い
て
、
福
祉
も
担
い
始
め
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
⑵
。

二
、
支
援
の
必
要
性

　
『
平
成
二
四
年
版
犯
罪
白
書
』
に
よ
る
と
、
平
成
二
三
年
に
は
二
万
五
四
九
九
名
の
新
規
の
入
所
受
刑
者
が
お
り
、
同
年
末
の
刑
事
施
設

の
収
容
人
員
は
六
万
九
八
七
六
名
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
刑
事
施
設
の
収
容
率
は
、
全
体
で
八
五
・
七
％
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
成
一
八

年
に
八
万
一
二
五
五
名
の
収
容
人
員
を
記
録
し
た
こ
と
や
、
収
容
人
員
で
一
〇
〇
％
を
超
え
る
収
容
率
を
記
録
し
続
け
て
い
た
頃
と
比
較
す

る
と
、
や
や
落
ち
着
い
た
と
も
見
て
取
れ
る
⑶
。

　

も
っ
と
も
、
た
と
え
ば
高
齢
者
（
こ
こ
で
は
六
五
歳
以
上
の
も
の
を
指
す
）
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
、
高
齢
者
の
刑
事
施
設
の
入
所
人
員

の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
二
三
年
に
は
二
〇
二
八
名
と
近
時
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者
率
は
八
・
〇
％
、
二
回
以
上
の
入
所
度
数
が
認

め
ら
れ
る
者
は
七
割
近
く
が
認
め
ら
れ
る
⑷
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
仮
釈
放
率
は
三
一
・
三
％
で
、
全
体
の
五
一
・
二
％
に
比
べ
る
と
低
い
⑸
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
で
は
、
高
齢
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
犯
罪
と
無
縁
の
生
活
が
送
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
⑹
。

　

と
こ
ろ
で
、
刑
事
施
設
出
所
者
は
、
生
活
を
す
る
上
で
、
様
々
な
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
者
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
高
齢
や
何
ら

か
の
障
害
を
有
す
る
者
の
生
活
上
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
者
よ
り
も
特
に
高
い
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
し
た
が
っ

て
、
刑
事
施
設
出
所
者
の
う
ち
、
高
齢
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
力
だ
け
で
社
会
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
者
⑺

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
刑
事
施
設
に
入
っ
た
こ
と
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
、
そ
れ
以

前
か
ら
何
ら
か
の
困
難
さ
を
抱
え
て
生
活
を
し
、
さ
ら
に
刑
事
施
設
に
入
っ
た
こ
と
で
さ
ら
に
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
種
々
多
様
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
は
、
帰
る
べ
き
先
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
矯
正
統
計
年
報
』
に
よ
る
と
、
新
規
受
刑
者
の
う
ち
住
居
不
定
の

者
の
割
合
は
、
こ
こ
数
年
、
二
〇
％
を
超
え
て
い
る
⑻
。
こ
の
こ
と
は
、
刑
事
施
設
入
所
前
に
い
か
に
住
居
が
な
く
生
活
を
し
て
い
た
の
か
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と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
一
般
的
な
生
活
に
必
要
な
条
件
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
は
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
障
害
を
抱
え
て
い
る
者
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
⑼
。
も
し
、
社
会
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
問
題
が
起
こ
れ
ば
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
は
難
し
く
、
相
手
は
も
と
よ
り
、
本
人
に
と
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

が
ら
の
生
活
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
か
に
基
本
的
な
生
活
の
場
が
整
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
他
者
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
面
が
あ
る
。
例
え
ば
対
人
関
係
の
ス
キ
ル
に
乏
し
い
場
合
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
や
自
分
の
気
に
入
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
施
設
か
ら
飛
び
出
し
て
行
く
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
直
ち
に
犯
罪
へ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
事
施
設
内
に
こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
犯
罪
と
の
関
係
は
、
決
し
て
無
関
係
な
問
題
と
と
ら
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
い
え
る
⑽
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、
刑
事
施
設
に
入
る
前
か
ら
問
題
を
抱
え
、
入
っ
た
後
も
そ
の
問
題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
出
所
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
す
ら
考
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
言
わ
れ
て
い
る
社
会
的
排
除
と

も
つ
な
が
る
。
社
会
的
排
除
の
定
義
の
一
つ
と
し
て
、「
人
び
と
が
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
様
々
な
条
件
（
具
体
的
に
は
、

雇
用
、
住
居
、
諸
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
文
化
資
本
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
条
件
の
欠
如
が
人
生

の
早
期
か
ら
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
社
会
参
加
が
阻
害
さ
れ
て
い
く
過
程
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
⑾
。
そ
し
て
、

社
会
的
排
除
が
な
さ
れ
る
結
果
、
人
々
の
社
会
的
孤
立
が
深
ま
り
、
自
尊
心
や
動
機
づ
け
の
低
下
と
い
っ
た
否
定
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
形
成
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
そ
の
人
が
持
っ
て
お
る
金
銭
的
・
物
品
的
な
資
源
の
不
足
、
具
体

的
に
は
労
働
市
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
仕
組
み
か
ら
脱
落
し
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
存
在
価
値
が
奪
わ
れ
て
い
き
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
「
つ
な
が
り
」「
居
場
所
」

「
役
割
」
を
失
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
る
⑿
。
ま
さ
に
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
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な
ら
ば
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
互
い
を
尊
重
す
る
よ
う
な
社
会
化
を
目
指
す
支
援
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
福
祉
に
よ
る
支
援
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
、
福
祉
の
活
用
に
よ
る
変
化
〜
社
会
内
処
遇
の
多
様
性
〜

 （
一
）
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り

　

こ
こ
で
、
福
祉
の
定
義
の
一
つ
と
し
て
、「
個
人
の
尊
厳
、
普
遍
平
等
性
、
互
恵
的
共
生
の
福
祉
原
理
に
則
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
と
い
う
領
域
に
お
い
て
、
人
権
保
障
、
社
会
権
保
障
、
生
活
世
界
の
再
構
築
に
、
相
互
主
体
的
・
相
互
変
容
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
自
己
実
現
を
進
め
、
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
社
会
構
造
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
政
策
・
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
・

運
動
を
言
う
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
⒀
。
こ
の
定
義
を
前
提
に
考
え
れ
ば
、
福
祉
に
よ
る
活
動
と
し
て
、
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
活
動
は
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

中
で
、
救
護
施
設
に
お
い
て
、
触
法
行
為
に
よ
る
受
刑
・
拘
置
経
験
の
あ
る
人
の
入
所
相
談
に
つ
い
て
平
成
一
九
年
〜
平
成
二
一
年
の
三
年

間
に
お
け
る
受
刑
・
拘
置
経
験
の
あ
る
人
の
入
所
相
談
の
状
況
と
し
て
、
相
談
の
有
無
に
つ
い
て
一
〇
三
施
設
（
八
三
・
七
％
）
が
な
ん
ら

か
の
入
所
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
に
北
九
州
市
の
社
会
福
祉
法
人
の
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、

同
法
人
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
罪
を
犯
し
た
人
と
の
関
わ
り
が
あ
る
施
設
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
⒁
。
さ
ら
に
、
平
成
二
一
年
七
月

一
日
か
ら
平
成
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
救
護
施
設
及
び
更
生
施
設
に
お
け
る
、
高
齢
・
障
害
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、

救
護
施
設
の
五
一
・
一
％
、
更
生
施
設
の
七
〇
％
は
受
け
入
れ
実
績
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
⒂
。
さ
ら
に
、
生
活
困
窮
者
支
援
団
体
（
い
わ

ゆ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
団
体
）
に
お
い
て
も
、
罪
を
犯
し
た
者
が
支
援
対
象
者
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
調
査
が
近
時
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
福
祉
の
側
に
と
っ
て
、
福
祉
自
ら
が
罪
を
犯
し
た
者
に
対

す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
関
心
が
、
あ
ま
り
高
く
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
全
く
関
わ
っ
て

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
何
ら
か
の
関
わ
り
は
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
福
祉
の
支
援
の
対
象
と
な
る
者
の
中
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に
は
、
罪
を
犯
し
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
福
祉
に
よ
る

支
援
は
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
、
実
際
に
は
あ
る
程
度
は
機
能
し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
支
援
の
拡
が
り
に
よ
る
変
化

　

福
祉
に
よ
る
支
援
は
、
前
述
し
た
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
り
、
近
時
、
明
確
な
形
で
拡
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
福
祉
に
よ
る
支
援
の
拡
が

り
は
、
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
、
福
祉
に
よ
る
支
援
を
通
し
て
、
刑
事
施
設
出
所
後
も
見
据
え
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

刑
事
施
設
内
に
お
い
て
は
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
配
置
、
更
生
保
護
の
分
野
に
お
い
て
は
指
定
更
生
保
護
施
設
や
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
取
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
た
福
祉
の
支
援
を
紹
介
し
た
い
。
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
帰
住
先
の
調
整
と
し
て
、
障
害
者
支
援
施
設
や
救
護
施
設
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
い
っ
た
受
け
入
れ
先
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
⒃
。
ま
た
、
刑
事
施
設
入
所
中
か
ら
、
介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援

の
認
定
手
続
き
、
療
育
手
帳
、
障
害
者
手
帳
と
い
っ
た
手
続
き
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
福
祉
の
手
立
て
を
整
え
る
た
め
に

関
わ
っ
た
機
関
と
し
て
、
福
祉
事
務
所
、
市
町
村
の
年
金
課
や
保
険
課
、
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
機
関
の
か
か
わ
り
も
認
め
ら
れ
る
⒄
。

　

様
々
な
支
援
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
域
に
よ
る
差
異
が
あ
る
上
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
者
に
よ
り
支
援
の
体
制
作
り
が
大
き
く
異

な
る
た
め
、
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
と
も
と
福
祉
へ
の
繋
が
り
が
な
い
・
乏
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
機
関
が
対
象
者
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
は
、
刑
事
施
設
入
所

中
か
ら
の
調
整
で
は
な
く
、
出
所
後
は
じ
め
て
関
わ
り
始
め
て
い
た
の
に
対
し
、
近
時
の
支
援
の
拡
が
り
は
、
刑
事
施
設
入
所
中
か
ら
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
近
時
の
動
き
が
福
祉
の
側
か
ら
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
⒅
に
照
ら
す
と
、
ま
さ
に
福
祉
の
側
が
明
確
な
形
で
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
動
き
が
出
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
平
成
二
四
年
版
犯
罪
白
書
』
で
は
、
行
き
場
の
な
い
刑
務
所
出
所
者
等
の
社
会
で
の
受
入
れ
の
た
め
の
方
策
等
の

近
年
の
取
組
み
に
対
し
て
、「
こ
れ
ま
で
刑
務
所
出
所
者
等
と
直
接
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
団
体
や
個
人
が
、
刑
務
所
出
所
者
等
に
関
わ
り
、

他
分
野
で
の
支
援
の
実
績
を
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
再
犯
防
止
・
改
善
更
生
支
援
に
生
か
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
受
入
れ
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の
裾
野
の
拡
大
、
改
善
更
生
や
再
犯
防
止
策
の
充
実
に
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。」
と
指
摘
し
、
そ
の
取
組
み
の
一
つ
で
あ

る
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
に
よ
る
支
援
に
対
し
て
も
評
価
し
て
い
る
⒆
。
こ
れ
ま
で
、
何
度
も
罪
を
犯
し
て

い
た
者
に
対
す
る
福
祉
に
よ
る
支
援
は
、
再
び
罪
を
犯
す
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
考
察

（
一
）
出
所
者
支
援
に
向
け
た
動
き

　

現
在
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、（
被
害
者
へ
の
配
慮
は
十
分
に
行
わ
れ
る
必
要
は
あ
る
が
）
刑
罰
を
科
す
に
あ
た
っ
て
の
量
刑
判
断
の
傾

向
は
、
重
い
刑
を
科
す
方
向
へ
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
刑
事
施
設
へ
の
収
容
の
長
期
化
を
も
た
ら
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な

刑
事
施
設
出
所
者
の
生
き
難
さ
を
さ
ら
に
助
長
す
る
結
果
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
出
所
者
に
対
す
る
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
社
会
の
中
で
処
遇
を
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
社
会
内
処
遇
を
行

う
の
に
あ
た
っ
て
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
内
処
遇
は
、
社
会
内
処
遇
の
連
続
性
（
施
設
内
処
遇
に
よ
る
再

社
会
化
は
、
そ
れ
に
続
く
十
分
な
社
会
内
処
遇
を
経
て
初
め
て
達
成
さ
れ
る
）
と
、
施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
と
の
協
働
性
（
本
人
と
そ

の
環
境
条
件
が
調
整
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
⒇
。

　

も
っ
と
も
、
施
設
内
処
遇
や
社
会
内
処
遇
を
含
む
刑
事
司
法
と
福
祉
と
の
結
び
つ
き
は
決
し
て
強
く
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
更
生
保

護
事
業
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
り
、
厚
生
省
へ
の
移
管
を
提
案
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
と
も
と
司

法
省
が
担
当
し
て
い
た
点
や
業
務
の
多
忙
を
理
由
と
し
て
同
省
は
積
極
的
に
取
組
む
姿
勢
を
見
せ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会

福
祉
事
業
法
二
条
四
項
（
現
・
社
会
福
祉
法
二
条
四
項
）
で
は
、「
こ
の
法
律
に
お
け
る
『
社
会
福
祉
事
業
』
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
は
、

含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。」
と
し
、一
号
に
「
更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
八
六
号
）
に
規
定
す
る
更
生
保
護
事
業
（
以
下
「
更

生
保
護
事
業
」
と
い
う
。）」
と
規
定
す
る
�
。
ま
た
、
社
会
内
処
遇
の
中
心
を
な
す
保
護
観
察
に
つ
い
て
も
、
①
制
度
の
利
用
に
関
し
て
対

象
者
に
選
択
の
自
由
が
な
い
点
、
②
制
度
利
用
を
す
る
対
象
者
は
法
律
に
基
づ
い
た
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
の
生
活
を
し
て
い
る
点
、
③
施
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設
収
容
を
含
む
強
制
措
置
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
よ
り
、「
保
護
観
察
は
、
福
祉
政
策
の
一
種
で
は
な
く
、
刑
事
政
策
の
重
要
な
一

部
を
な
す
」
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
�
。
一
方
、
福
祉
の
側
に
対
し
て
も
、「
罪
を
犯
し
た
者
の
支
援
は
同
じ
刑
事
司
法
内
の
更
生

保
護
が
担
当
す
べ
き
」
と
し
て
支
援
を
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
な
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の

実
務
的
な
立
場
か
ら
は
、
保
護
観
察
を
中
心
と
す
る
処
遇
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
代
刑
法
は
、
刑
罰
と
い
う
実
力
行
使
に
よ
る
社
会
構
成
員
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
、
国
民
国
家
に

よ
る
実
力
措
置
の
独
占
が
国
民
国
家
を
基
本
的
に
支
え
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
近
代
法
の
と
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
想
定
し
て
い

る
人
間
像
は
、
現
実
問
題
か
ら
離
れ
て
、
国
民
国
家
に
適
合
し
た
「
抽
象
的
な
人
間
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
�
。
こ
の
こ

と
は
、「
合
理
的
な
人
」
を
予
定
し
て
い
た
も
の
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
罪
を
犯
す
と
い
う
合
理
性
か
ら
離
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
「
不
合

理
な
人
」
に
対
し
て
、
刑
事
施
設
を
出
所
し
た
が
故
に
「
合
理
的
な
人
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
み

る
と
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
し
て
は
、
自
ら
の
力
で
自
立
し
、
住
居
や
就
労
へ
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

前
述
し
た
高
齢
や
障
害
を
有
す
る
と
い
っ
た
満
期
釈
放
者
に
対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
満
期
釈
放
者
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
際

の
、
更
生
緊
急
保
護
と
し
て
自
ら
支
援
を
申
し
出
る
よ
う
な
場
合
以
外
に
は
何
ら
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
点
や
、
更
生
保
護

施
設
の
利
用
の
前
提
と
し
て
、
就
労
を
は
じ
め
と
す
る
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

確
か
に
、「
合
理
的
な
人
」
を
予
定
す
る
従
来
の
考
え
方
は
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
犯
罪
と
無
縁
な
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
者

も
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
で
も
妥
当
す
る
有
益
な
面
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
独
力
で
自
立
す
る
こ
と
を

前
提
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
先
に
み
た
よ
う
な
独
り
で
対
応
で
き
な
い
者
が
出
て
く
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ば
社
会
的
排
除
さ
れ
て
き
た
者
に
対
す
る
人
間
的
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
意
味
で
の
福
祉
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
い

え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
も
の
も
含
め
て
、
社
会
内
処
遇
を
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
由
縁
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
刑
事
司
法
、
特
に
刑
罰
を
科
す
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
一
面
で
は
、
人
間
の
社
会
化
を
妨
げ
る

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
保
護
観
察
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
内
処
遇
で
あ
っ
て
も
、
懸
命
な
支
援
が
行
わ
れ
て
き
て
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い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
一
定
の
期
間
ま
で
が
そ
の
対
象
で
あ
り
、
そ
こ
に
限
界
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
刑
罰
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、
人
間
的
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
意
味
で
の
福
祉
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
る
余
地
が
あ
り
、
福
祉

の
力
も
使
う
こ
と
で
従
来
の
限
界
を
補
い
、
人
々
の
社
会
化
へ
の
寄
与
を
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
排
除

さ
れ
て
き
た
人
々
に
対
す
る
人
間
の
社
会
化
へ
と
繋
が
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
す
る
福
祉
の
性
格

　

そ
れ
で
は
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
す
る
福
祉
の
支
援
は
、
い
か
な
る
性
格
を
有
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

こ
の
点
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
者
に
対
し
て
福
祉
的
対
応
が
で
き
、
ま
た
、
す
べ
き
で
あ
っ
た
時
期
は
、
刑
事
施
設
か
ら
の
出
所

後
で
は
な
く
、
犯
罪
行
為
に
及
ぶ
前
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
前
に
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
福
祉
に
よ
る
支
援
が
、
結
局
は
刑

事
施
設
出
所
後
と
い
う
事
後
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
事
施
設
出
所

後
の
福
祉
に
よ
る
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、対
象
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
社
会
福
祉
に
よ
る
対
策
を
、本
来
は
事
前
に
行
う
べ
き
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
事
後
的
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
も
言
え

る
の
で
あ
る
�
。

　

こ
の
こ
と
は
、
刑
事
司
法
か
福
祉
か
と
い
っ
た
二
者
択
一
を
迫
る
も
の
で
は
な
い
。
両
者
を
別
と
し
て
考
え
る
の
は
、
刑
事
施
設
出
所
後

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
相
当
な
無
理
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
も
そ
も
福
祉
が
支
援
を
し
て
き
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る

か
ら
、
両
者
が
協
同
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
図
式
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
、
い
わ
ば
刑
事
司
法
の
枠
と
福
祉
の
枠

と
が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
形
を
保
つ
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
重
な
る
部
分
が
相
当
程
度
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
重

な
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
福
祉
が
支
援
を
行
う
こ
と
の
意
義

　

で
は
、
先
に
述
べ
た
人
間
的
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
意
味
で
の
福
祉
に
よ
る
支
援
は
、
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
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と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
刑
罰
は
画
一
に
行
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
福
祉
に
よ
る
支
援
は
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
支
援
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
個
々
に
応
じ
た
適
切
な
資
源
の
配
分
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ば
社
会

的
排
除
を
受
け
て
い
た
者
へ
、
適
切
な
配
分
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
方
向
付
け
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
福
祉
に
よ
る
支
援
は
、
刑
罰
に
比
べ
て
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
象

と
な
る
者
は
、
直
ち
に
住
居
が
必
要
な
場
合
も
あ
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
で
足
り
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
が
異

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
人
個
人
が
有
し
て
い
る
状
況
と
、
そ
の
周
囲
の
状
況
を
も
考
慮
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
画
一
的
に
行
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
支
援
に
対
し
て
、
福
祉
が
関
係
す
る
こ
と
で
、
個
人
個
人
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　

第
三
に
、
福
祉
に
よ
る
支
援
に
よ
っ
て
、
犯
罪
減
少
・
予
防
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
を
見
越
し

た
対
処
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
良
い
方
向
へ
と
導
く
た
め
、
個
々
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
仮
に
無
銭
飲
食
や
無
賃
乗
車
と
い
っ
た
行
為
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
生
活
を
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
引
受
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
よ
う
な
事
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

刑
罰
を
科
す
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
そ
の
者
の
改
善
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
以
上
、

支
援
を
受
け
つ
つ
も
、
い
か
に
犯
罪
と
は
遠
い
生
活
を
し
て
い
く
か
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

五
、
福
祉
に
よ
る
支
援
を
き
っ
か
け
と
し
た
今
後

　

刑
事
施
設
出
所
者
は
、
入
所
以
前
の
社
会
生
活
の
中
で
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
生
活
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
刑

事
施
設
に
入
り
何
ら
の
支
援
も
行
わ
れ
ず
に
満
期
で
釈
放
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
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自
ら
の
力
で
切
り
開
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
保
護
観
察
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
内
処
遇
に

携
わ
っ
て
き
た
様
々
な
機
関
・
人
々
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
罪
を
犯
す
と
い
う
結
果
と
な
り
、
刑
事
施
設
へ
の
入
所
に
結
び
つ
い

て
し
ま
う
。
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
様
々
な
機
関
・
人
々
の
重
要
性
は
依
然
と
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
を
補
い
、
よ
り
良
い
方
向
へ
の
道
を

作
る
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
と
福
祉
と
の
関
わ
り
に
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
者
の
同
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
多
く
の
支
援
者
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
も
、
支
援
者
に
対
す
る
周
知
・
啓
発
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
周

知
・
啓
発
に
あ
た
っ
て
は
、
本
来
は
福
祉
に
繋
が
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
繋
が
れ
な
か
っ
た
と
い
う
者
が
い
る
こ
と
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
実
は
罪
を
犯
し
た
者
の
中
に
は
福
祉
と
関
係
が
あ
っ
た
者
も
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
し
て
福
祉
が
関
わ
り
を
始
め
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
内
処
遇
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
関
係
者
の

関
わ
り
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
実
し
た
も
の
へ
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
実
は
福
祉
だ
け
で
は
な
く
、
様
々

な
分
野
で
の
関
わ
り
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
医
療
機
関
や
教
育
機
関
、
保
健
機
関
と
い
っ
た
分
野

や
、
各
地
区
や
自
治
体
が
直
接
に
関
わ
り
を
も
っ
て
行
っ
て
も
よ
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
例
え
ば
、
問
題
性
を
あ
ま
り
有
し
て
い

な
い
健
康
な
高
齢
者
に
対
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
福
祉
に
よ
る
支
援
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
に
よ
る
支
援

が
難
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
上
述
し
た
様
々
な
分
野
と
の
つ
な
が
り
を

見
出
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
確
な
形
と
し
て
か
か
わ
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た
福
祉
の
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
刑
事
司
法
に
関
わ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
と

こ
ろ
に
関
係
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
発
展
を
契
機
と
し
て
、
多
種
多
様
な
機
関
と
の
連
携
へ
の
道
の
構

築
が
、
今
後
は
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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注⑴　

瀬
川
晃
『
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
』（
成
文
堂
、
一
九
九
一
年
）
一
頁
以
下
。
な
お
、
大
谷
實
『
新
版
刑
事
政
策
講
義
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）

二
六
七
頁
以
下
、
川
出
敏
裕
・
金
光
旭
『
刑
事
政
策
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
三
頁
以
下
等
に
お
い
て
も
、
同
旨
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
記

述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

な
お
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
平
成
二
四
年
六
月
二
二
日
に
「『
再
犯
防
止
に
向
け
た
総
合
対
策
』（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
を
出
し
、
そ
の
中
で
、

満
期
釈
放
者
に
対
す
る
支
援
強
化
と
し
て
更
生
緊
急
保
護
の
拡
充
を
要
求
し
て
い
る
（
同
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nichibenren.or.jp/

activity/docum
ent/opinion/year/2012/120622.htm

l

）。

　

こ
れ
自
体
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
決
し
て
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
他
方
、
刑
事
政
策
研
究
会
「
社
会
内
処
遇
」
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
（
論
究
ジ
ュ

リ
ス
ト
第
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
八
〇
頁
以
下
。
特
に
二
〇
四
頁
以
下
の
太
田
教
授
等
の
各
発
言
参
照
）
と
、
高
齢
や
障
害
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、

更
生
緊
急
保
護
だ
け
で
は
な
い
支
援
も
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
再
犯
を
繰
り
返
す
も
の
の
中
に
は
、
高
齢
や
障
害
を
抱
え
た

も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
ま
ず
は
更
生
緊
急
保
護
の
み
を
行
え
ば
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

⑶　

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
二
四
年
版
犯
罪
白
書
』
五
七
頁
以
下
。

⑷　

各
年
版
の
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
犯
罪
白
書
』
参
照
。
な
お
、
高
齢
者
に
多
い
罪
名
と
し
て
は
、
万
引
き
を
は
じ
め
と
す
る
窃
盗
や
、
遺
失

物
等
横
領
が
多
い
。

⑸　

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注
⑶　

一
六
五
頁
以
下
。

⑹　

な
お
、
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注
⑶　

一
七
一
頁
に
よ
る
と
、
精
神
障
害
を
有
す
る
者
（
知
的
障
害
、
神
経
症
性
障
害
、
そ
の
他
の
精

神
障
害
（
統
合
失
調
症
、
精
神
作
用
物
質
に
よ
る
精
神
及
び
行
動
の
障
害
等
を
い
い
、
人
格
障
害
を
除
く
。）
を
有
す
る
と
診
断
さ
れ
た
者
）
は

二
四
八
五
人
で
あ
り
、
全
体
の
九
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
精
神
障
害
を
有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
犯
罪
へ
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
、
問
題
を
有
す
る
者
の
割
合
は
、
決
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
言
え
ず
、
高
齢
者
と
同
様
に
問
題
を
有
し
て
い
る
。

⑺　

こ
の
中
に
は
、
高
齢
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
で
、
貧
困
等
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。

⑻　

各
年
の
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
『
矯
正
統
計
年
報
』
に
よ
る
と
、
平
成
一
九
年
は
二
三
・
四
％
、
平
成
二
〇
年
は
二
三
・
八
％
、
平
成
二
一
年

は
二
四
・
二
％
、
平
成
二
二
年
は
二
二
・
一
％
、
平
成
二
三
年
は
二
一
・
一
％
と
、
二
〇
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。
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⑼　

こ
こ
で
い
う
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
単
に
身
体
や
精
神
・
知
的
と
い
っ
た
障
害
を
抱
え
て
い
る
も
の
に
限
ら
ず
、（
も
っ
と

も
こ
れ
ら
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
、
広
い
意
味
で
は
障
害
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
上
手
く
対
人
関
係
を
築
く
こ

と
の
困
難
性
な
ど
、
様
々
な
社
会
で
の
生
活
に
困
難
性
を
抱
え
て
い
る
者
を
い
う
。

⑽　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
、「
出
所
時
に
何
か
書
類
が
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
持
っ
て
ど
こ
か
の
役

所
に
い
け
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
程
度
し
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
の
特
性
を
理
解
し
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
本
人
に
と
っ

て
何
ら
有
益
な
情
報
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

⑾　

阿
部
彩
「
現
代
日
本
の
社
会
的
排
除
の
現
状
」
福
原
宏
幸
編
『
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
社
会
政
策
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
一
頁
。

⑿　

阿
部
彩
『
弱
者
の
居
場
所
が
な
い
社
会
─
貧
困
・
格
差
と
社
会
的
包
摂
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）
九
三
頁
以
下
。

⒀　

加
藤
博
史
・
水
藤
昌
彦
編
『
司
法
福
祉
を
学
ぶ
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
一
九
頁
（
加
藤
博
史
）。

⒁　

社
会
福
祉
法
人
北
九
州
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
「
法
人
に
お
け
る
罪
を
犯
し
た
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
の
事
例
研
究
」（
同
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.kitaiku.com

/kenkyu/pdf/file/file000023.pdf#search='%
E5%

8C
%
97%

E4%
B
9%

9D
%
E5%

B
7%

9E%
E5%

B
8%

82+%
E7%

B
D
%
A
A
%
E3%

82%
92%

E7%
8A

%
A
F%

E3%
81%

97%
E3%

81%
9F'

）
よ
り
。

　

同
調
査
に
よ
る
と
、
①
罪
を
犯
し
た
障
害
の
あ
る
人
（
過
去
五 

年
間
で
、
矯
正
施
設
等
（
少
年
院
、
少
年
刑
務
所
、
刑
務
所
、
少
年
鑑
別
所
、
拘
置
所
、

警
察
署
、
更
生
保
護
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
）
で
入
所
経
験
の
あ
る
障
害
者
）
の
受
け
入
れ
実
態
（
過
去
五
年
間
の
実
績
）
と
し
て
、
ⅰ　

実
際

に
受
け
入
れ
た
件
数
と
し
て
、
有
：
五
件 

無
：
一
三
件 
未
回
答
：
二
件
（
ⅱ　

受
け
入
れ
を
依
頼
し
た
機
関
に
つ
い
て
区
役
所
：
四 

件 

他
施
設
：

三 

件 

刑
務
所
：
二 

件　

拘
留
所
：
二 

件 

更
生
保
護
施
設
：
二 

件　

そ
の
他
：
一
一
件　

ⅲ　

罪
の
内
容
に
つ
い
て　

窃
盗
：
六
件 

強
盗
：
三
件 

傷
害
：
五
件 

そ
の
他
：
一
二
件
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
反
社
会
的
行
動
の
あ
る
障
害
の
あ
る
人
（
反
社
会
的
行
動
と
は
、
窃
盗
、
暴
行
、

わ
い
せ
つ
行
為
等
が
あ
っ
た
が
、
軽
微
で
あ
っ
た
り
障
害
者
手
帳
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
逮
捕
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
）
の
受
け
入
れ
実
態

（
過
去
五
年
間
の
実
績
）
と
し
て
、
ⅰ　

実
際
に
受
け
入
れ
た
件
数
に
つ
い
て
、
有
：
五 

件 

無
：
一
三 

件 

未
回
答
：
一 

件　
（
ⅱ　

受
け
入
れ
を
依

頼
し
た
機
関
に
つ
い
て　

家
庭
：
九
件 

他
施
設
：
八 

件 

役
所
：
二
件　

ⅲ　

反
社
会
的
行
動
の
内
容
に
つ
い
て　

窃
盗
：
一
〇
件 

わ
い
せ
つ
：
五

件 

暴
行
：
四
件
）
と
さ
れ
て
い
る
。

⒂　

平
成
二
二
年
度
厚
生
労
働
省
社
会
福
祉
推
進
事
業
「
都
道
府
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
現
任
者
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
効
果
的
支
援

の
開
発
に
関
す
る
事
業
」・
全
国
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
『「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
実
績
及
び
、
更
生
保
護
施
設
、
救

護
施
設
、
更
生
施
設
の
機
能
充
実
を
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
書
』
三
九
頁
及
び
五
四
頁
。
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⒃　
「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
状
況
（
平
成
二
四
年
度
中
に
支
援
し
た
者
）」。（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/

seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/kyouseishisetsu/dl/sankou01.pdf

よ
り
）。

　
　

な
お
、
前
記
「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
状
況
（
平
成
二
四
年
度
中
に
支
援
し
た
者
）」
で
は
、
受
け
入
れ
先
と
し
て
更
生
保
護
施
設

が
第
一
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
更
生
保
護
施
設
を
一
時
的
な
利
用
と
し
て
行
っ
て
い
る
者
も
含
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
更
生
保
護
施
設

に
帰
住
し
た
全
て
の
者
の
最
終
的
な
帰
住
先
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
後
の
福
祉
施
設
等
へ
の
一
時
的
な
帰
住
先
で
あ
る
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
こ
の
受
け
入
れ
先
の
実
績
は
、
福
祉
資
源
の
差
異
や
取
り
組
み
方
等
、
地
域
に
よ
り
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
実
績
の
数
値
だ

け
を
も
っ
て
直
ち
に
ど
の
受
け
入
れ
先
が
多
い
と
い
っ
た
評
価
を
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⒄　

全
国
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
・
前
掲
注
⒂　

一
三
頁
・
一
四
頁
。

⒅　

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
て
、「
罪
を
犯
し
た
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
に
関
す
る
研
究
班
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
様
々

な
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

⒆　

 

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注
⑶　

二
五
七
頁
。

⒇　

朝
倉
京
一
「
施
設
内
処
遇
か
ら
見
た
社
会
内
処
遇
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
第
二
九
巻
第
一
一
号
（
一
九
七
六
年
）
三
五
頁
以
下
。

�　

深
谷
裕
「
戦
後
に
お
け
る
更
生
保
護
制
度
の
変
遷
─
就
労
支
援
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
─
」
社
学
研
論
集
第
七
巻
（
二
〇
〇
六
年
）
一
七
三
頁
以
下

参
照
。

�　

染
田
惠
『
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
の
探
求
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
三
四
一
頁
。
た
だ
し
、「
保
護
観
察
の
実
施
に
お
い
て
、
そ
れ
が
福
祉
的
な

性
格
を
帯
び
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�　

浜
井
浩
一
「
触
法
高
齢
・
障
が
い
者
の
支
援
に
お
け
る
刑
事
司
法
の
問
題
点
と
社
会
福
祉
の
役
割
」
社
会
福
祉
研
究
第
一
一
四
号
（
二
〇
一
二
年
）

九
頁
。

�　

渥
美
東
洋
「
社
会
構
造
の
変
容
と
犯
罪
化
と
非
犯
罪
化
」
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第

四
巻
』（
成
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
一
八
三
頁
。

�　

浜
崎
昌
之
「
刑
事
施
設
出
所
者
に
対
す
る
協
同
的
支
援
」
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｄ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
第
四
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
七
六
頁
以
下
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

吉
　
川
　
　
　
智

企
画
趣
旨
説
明

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
趣
旨
説
明
を
さ
せ
て
頂
く
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
と
く
に
今
回
は
企
画
委
員
長
と
し
て
の
若
干
の
問
題
提
起
を
さ
せ
て
頂
き
、
併
せ
て
先
生
方
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
に
関
し
ま
し
て
は
、
理
事
の
先
生
方
や
そ
の
他
会
員
の
先
生
方
か
ら
、
事
前
に
様
々
な
ご
指
摘
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
企
画
委
員
会
の
纏
め
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
私
自
身
、
大
変
有
り
難
く
思
い
ま
す
と
共
に
、
ま
た
深
く
考
え
さ
せ
て
頂
い

た
次
第
で
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、
簡
単
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
趣
旨
説
明
の
み
で
留
め
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
す
が
、
本
日
ご
報
告
頂
く
五
人
の

先
生
方
の
内
で
、
近
現
代
政
治
史
か
ら
お
一
人
、
国
際
法
領
域
か
ら
お
二
人
、
そ
し
て
国
際
政
治
か
ら
お
二
人
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
内
容
的
に
は
個
々
の
ご
専
門
の
ご
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
と
い
う
国
家
領
域
に
関
す
る
考
察
お
よ
び
日
米
関
係
を
含
む
ア
ジ

ア
に
お
け
る
安
全
保
障
の
在
り
方
等
に
関
す
る
考
察
と
い
う
よ
う
に
、
結
果
的
に
は
本
日
掲
げ
て
お
り
ま
す
統
一
テ
ー
マ
に
集
中
し
て
頂
け

る
も
の
と
ご
期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
お
話
を
お
願
い
す
る
中
で
、
他
方
、
公
法
領
域
、
な
か
で
も
憲
法
か
ら
の
報
告
、
も
し
く
は
ア
プ
ロ
ー

チ
が
為
さ
れ
な
い
の
は
、
誠
に
残
念
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
変
僭
越
と
知
り
つ
つ
も
憲
法
を
学
ぶ
一
人
と
し
て
、
か
つ
企
画
委
員
長

の
職
権
乱
用
と
い
う
ご
批
判
を
甘
ん
じ
て
頂
戴
す
る
覚
悟
で
、「
憲
法
と
領
土
問
題
」
と
題
し
て
、
若
干
の
問
題
提
起
を
後
に
さ
せ
て
頂
き

た
く
存
じ
ま
す
。

企
画
委
員
長
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今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
、
理
事
会
に
対
し
て
「
日
本
を
巡
る
諸
領
土
問
題
　─
　憲
法
・
政
治
・
経
済
・

歴
史
の
各
領
域
か
ら
問
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
前
触
れ
的
に
お
示
し
を
致
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
ま
し
て
、
理
事
の
先
生
方
か
ら

数
々
の
真
摯
な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
諸
領
土
問
題
」
と
し
た
場
合
に
、
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
は
、
日
本
の
基
本
的

立
場
と
し
て
、
こ
れ
は
国
内
事
項
（dom

estic m
atter

）
で
あ
り
、
領
土
問
題
に
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
点
に
付
き
ま
し
て
は
、
後
で
野
澤
先
生
か
ら
詳
細
な
ご
説
明
と
ご
提
案
が
な
さ
れ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　
と
く
に
ご
心
配
頂
き
ま
し
た
の
が
、
本
学
会
に
お
い
て
現
実
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
中
国
お
よ
び
韓
国

と
の
関
係
が
最
低
・
最
悪
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
現
下
の
日
本
に
お
い
て
、「
か
か
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
如
何
な
も
の
か
」
と

い
う
ご
懸
念
・
ご
心
配
の
お
声
で
し
た
。
様
々
な
ご
意
見
を
尊
重
さ
せ
て
頂
き
、
改
め
て
企
画
委
員
会
で
再
検
討
を
行
い
、
理
事
会
承
認
を

経
て
、
本
日
の
統
一
テ
ー
マ
「
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索
」
と
な
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
に
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
企
画
委
員
会
の
責
任
者
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
心
に
残
る
も
の

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
学
術
登
録
団
体
で
あ
る
本
学
会
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
と
し
て
現
実
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
何
故
に

懸
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
国
家
間
で
激
し
く
対
立
し
て
い
る
事
柄
を
学
問
的
に
研
究
・
検
証
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
な
の
か
、
本
学

会
で
か
か
る
問
題
を
検
討
・
検
証
す
る
こ
と
は
外
部
か
ら
何
ら
か
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
も
し
受
け
る
と
す
れ
ば
批
判
的
存

在
と
は
何
な
の
か
、
本
学
会
自
身
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
に
関
し
、
自
由
な
選
択
権
を
放
棄
し
、
無
意
識
的
に
「
自
己
抑
制
の
落
と
し
穴
」

に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
等
の
私
自
身
の
疑
問
と
懸
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
日
本
人
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
様
々
な
国
際
貢
献
を
行
う
と
と
も
に
、
何
よ
り
も
恒
久
平
和
を
希
求
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
学
会
は
、
こ
の
世
界
平
和
へ
の
希
求
に
対
し
て
、
同
じ
く
大
な
る
価
値
を
置
く
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
本
学
会
に
入
会
さ
れ
て
い
る
会
員

の
先
生
方
は
同
じ
考
え
を
保
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
現
憲
法
の
下
で
、
思
想
信
条
の
自
由
、
学
問
の
自
由
お
よ
び
各
種
の
表
現
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
国
や
韓
国
に
係
わ
る
問
題
、
中
で
も
国
家
領
域
や
国
益
が
係
わ
る
よ
う
な
事
柄
に
関
し
て
は
無
意
識
的
に
こ
れ
を
避
け
、「
事
な
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か
れ
主
義
的
に
」
扱
う
と
い
う
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
実
の
国
際
状
況
や
国
際
関
係
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
、
私
た
ち
は
冷
静
に
、
か
つ
真
摯
な
態
度
で
こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
平
和
的
か

つ
適
切
な
解
決
策
等
を
研
究
・
検
討
し
、
学
術
登
録
団
体
で
あ
る
本
学
会
と
し
て
、
何
ら
か
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、
ま
た
提
案
す
る
こ
と

が
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

吉　

川　
　
　

智

憲
法
と
領
土
問
題
⑴

一
、
日
本
国
憲
法
と
領
土

　

日
本
国
憲
法
は
、
日
本
の
領
土
も
し
く
は
国
家
領
域
を
明
示
的
に
定
め
る
規
定
や
文
言
を
有
し
て
い
な
い
⑵
。
厳
密
に
言
う
な
ら
ば
、
憲

法
前
文
第
一
段
中
に
「
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
場
合
の
「
わ
が
国
全
土
」
と
い
う
表
現
⑶
は
、
た
だ
一
般
的
・
抽
象
的
意
味
合
い
で
の
「
わ
が
国
」
を
表
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
る
⑷
。
憲
法
以
外
の
法
令
で
、
わ
が
国
の
領
土
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、「
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
五
七
年
八
月
三
一
日　

法
律
第
八
五
号
）
お
よ
び
「
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
五
二
年
五
月
二

日　

法
律
第
三
〇
号
）、
別
名
「
領
海
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
⑸
。

　

北
方
領
土
に
関
す
る
法
律
第
一
条
（
目
的
）
で
は
、「
北
方
領
土
問
題
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
り
、
ひ
い
て

は
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現
し
て
我
が
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
を
締
結
し
、
両
国
の
友
好
関
係
を
真
に
安
定
し
た
基
礎

の
上
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
第
二
条
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
北
方
地
域
』
と
は
、

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
を
い
う
」
と
定
め
て
、
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
の
領
土
、
つ
ま
り
「
北
方
地
域
」
に
関
す
る
具

体
的
な
明
示
規
定
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

ま
た
「
領
海
法
」
で
は
、
そ
の
第
一
条
（
領
海
の
範
囲
）
で
、「
我
が
国
の
領
海
は
、
基
線
か
ら
そ
の
外
側
一
二
海
里
の
線
（
そ
の
線
が
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基
線
か
ら
測
定
し
て
中
間
線
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し

た
中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
線
）
と
す
る
。）
ま
で
の
海
域
と
す
る
。
二　

前
項
の
中
間
線
は
、
い
ず
れ
の
点
を
と
つ
て
も
、

基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
、
我
が
国
の
海
岸
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
外
国
の
海
岸
に
係
る
そ
の
外
国
の
領
海
の
幅
を
測
定
す
る

た
め
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
が
等
し
い
線
と
す
る
。」
と
い
う
よ
う
に
、
領
海
範
囲
に
つ
い
て
専
ら
技
術
的
表
現
で
以
て

規
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

二
、
韓
国
・
中
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
憲
法
規
定

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
韓
民
国
憲
法
（
一
九
四
八
年
制
定
：
五
二
／
五
四
／
六
〇
／
六
二
／
六
九
／
七
二
／
八
〇
／
八
七
年
改
正
）
第
三
条

で
は
、「
大
韓
民
国
の
領
土
は
、
韓
半
島
お
よ
び
そ
の
付
属
島
嶼
と
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
⑹
。
ま
た
第
六
六
条
二
項
で
は
、「
大
統
領
は
、

国
家
の
独
立
お
よ
び
領
土
を
保
全
し
、
か
つ
国
家
の
継
続
性
お
よ
び
憲
法
を
守
護
す
る
責
務
を
負
う
」
と
も
規
定
し
て
い
る
。
韓
国
領
土
の

憲
法
上
の
明
示
と
、
か
つ
韓
国
大
統
領
の
国
家
独
立
お
よ
び
領
土
保
全
等
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
⑺
。

　

中
華
人
民
共
和
国
憲
法
（
一
九
八
二
年
制
定
：
八
八
／
九
三
／
九
九
／
〇
四
年
改
正
）
で
は
、
中
国
領
土
を
直
接
、
具
体
的
に
規
定
し
た

文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
四
条
中
に
「
各
少
数
民
族
の
集
居
し
て
い
る
地
区
で
は
区
域
自
治
を
実
行
し
、
自
治
機
関
を
設

け
、自
治
権
を
行
使
す
る
。
各
民
族
自
治
区
は
す
べ
て
中
華
人
民
共
和
国
の
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
⑻
。

ま
た
、
そ
の
憲
法
前
文
中
に
は
「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
神
聖
な
領
土
の
一
部
で
あ
る
」
と
も
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
判

断
し
て
、
中
国
は
自
国
領
土
に
関
す
る
意
識
と
し
て
、「
領
土
と
は
神
聖
な
る
も
の
」
と
い
う
考
え
を
有
し
て
い
て
⑼
、
当
然
に
憲
法
上
も

重
き
価
値
を
お
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
（
一
九
九
三
年
制
定
）
第
六
五
条
で
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
共
和
国
名
、
地
方
名
、
州
名
、
都
市
名
、
自
治
州

名
を
具
体
的
に
全
て
明
記
し
て
い
る
⑽
。
ま
た
第
六
七
条
一
項
で
は
、「
ロ
シ
ア
連
邦
の
領
土
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
主
体
の
領
域
、
内
陸
の

河
川
、
領
海
お
よ
び
こ
れ
ら
の
上
に
存
在
す
る
領
空
で
あ
る
」
と
領
土
に
関
す
る
概
念
定
義
的
な
憲
法
規
定
を
有
し
て
い
る
。



─ 117 ─

　

韓
国
、
中
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
各
憲
法
規
定
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
国
が
自
国
領
土
お
よ
び
国
家
領
域
に
関

し
て
明
確
な
意
識
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
⑾
、
か
つ
憲
法
上
も
明
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
が
相
手
と
し
て
い
る
こ
れ

ら
三
国
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
自
国
領
土
の
保
全
、
つ
ま
り
国
家
領
域
確
保
に
最
大
・
最
高
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、

ま
た
こ
れ
ま
で
も
行
動
し
て
き
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
自
国
の
領
土
保
全
は
何
人
に
対
し
て
も
「
絶
対
不
可
侵
・
絶
対
不
可
分
」
か
つ
「
神

聖
な
も
の
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

か
か
る
観
点
か
ら
す
る
と
、
日
本
海
や
東
シ
ナ
海
と
い
う
隔
た
り
が
日
本
と
こ
れ
ら
の
国
々
と
の
間
に
存
在
す
る
と
は
い
え
、
日
本
人
の

自
国
領
土
に
関
す
る
認
識
、
国
家
意
識
の
レ
ベ
ル
と
、
こ
れ
ら
三
国
の
国
民
意
識
レ
ベ
ル
を
比
較
し
た
場
合
、
同
じ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。
相
当
な
格
差
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
憲
法
の
基
本
原
理
と
国
際
状
況
の
乖
離	

　
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
い
う
日
本
国
憲
法
「
前

文
第
二
段
」
中
の
こ
の
文
言
が
正
に
指
し
示
す
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
の
根
底
に
は
、
自
国
の
安
全
と
生
存
保
持
を
「
他
者
」「
他
国
」
に

依
存
し
て
は
ば
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
重
に
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
す
る
」
こ
と
を
基
軸
と
し
て
、
六
六
年

間
の
時
間
を
経
過
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。⑿
他
者
・
他
国
依
存
の
形
態
が
、
日
本
国
憲
法
制
定
過
程
の
背
景
も
し
く
は
原
因
に
由
来
し
た

と
し
て
も
、
他
国
か
ら
の
攻
撃
や
侵
略
に
遭
遇
せ
ず
に
、
日
本
が
大
過
な
く
今
日
ま
で
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
実
に
幸
運
な
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
日
本
の
周
辺
に
お
い
て
、「
平
和
を
愛
さ
な
い
国
家
の
存
在
」
や
「
海
洋
資
源
・
海
底
資
源
の
存
在
と
開
発
・
確
保

に
気
づ
き
、
国
益
確
保
の
み
を
主
張
す
る
国
家
」
が
出
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。⒀
日
本
国
憲
法
が
基
本
原
理
と
し
て
保
持
す
る
平
和
主
義

や
他
国
依
存
型
の
安
全
保
障
と
生
存
理
論
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
日
本
お
よ

び
日
本
人
の
「
好
き
、
嫌
い
」
に
関
係
な
く
、
日
本
国
憲
法
が
堅
持
し
て
き
た
六
六
年
間
の
日
本
的
常
識
が
通
用
し
な
い
状
況
に
直
面
し
つ
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つ
あ
る
と
い
え
る
。
否
、
む
し
ろ
日
本
の
「
一
国
平
和
主
義
」
こ
そ
、
ア
ジ
ア
全
体
の
緊
張
と
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
主
た
る
原
因
、
も
し
く

は
リ
ス
ク
の
要
因
、
日
本
が
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
的
国
家
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
⒁
。

　
　

四
、
国
家
論
再
考

　

一
九
七
〇
年
代
、
国
際
政
治
の
分
野
で
一
声
を
風
靡
し
た
ハ
ン
ス
・
Ｊ
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
、「
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
」
の
理
論

を
展
開
し
た
。
そ
の
類
型
、
構
造
、
評
価
及
び
新
し
い
「
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
」
の
特
徴
な
ど
広
範
に
論
理
展
開
を
し
て
い
る
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
諸
国
家
が
勢
力
均
衡
を
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
一
定
の
安
定
を
保
持
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
サ
ー
の
一
国
が
そ
の
勢
力
を
欠
く
こ
と
、
も
し
く
は
他
の
バ
ラ
ン
サ
ー
と
異
な
る
こ
と
（
特
異
な
こ
と
）
を
行
う

と
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
全
体
的
な
均
衡
が
崩
れ
、
国
際
的
な
緊
張
が
生
じ
る
と
い
う
政
治
理
論
で
あ
る
⒂
。

　

戦
前
と
戦
後
の
日
本
で
価
値
観
的
に
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、
国
家
と
い
う
も
の
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
戦
前
の
極
端
な
国
家
主
義
、

国
家
権
威
に
対
す
る
国
民
不
信
か
ら
、
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
「
国
家
観
念
が
著
し
く
低
下
し
た
」⒃
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
価
値

観
や
国
民
意
識
が
本
質
的
に
変
化
し
、
個
人
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
自
己
を
中
心
と
す
る
価
値
観
に
変
更
し
た
と
思
わ
れ
る
。
国
民
意
識
に
見

ら
れ
る
国
家
の
希
薄
化
、
国
家
の
脆
弱
性
で
あ
る
⒄
。
も
ち
ろ
ん
、
憲
法
が
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本
原
理
の
一
つ
に
掲
げ
る
よ
う
に
、

個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
保
障
や
個
人
の
尊
重
も
、
そ
の
よ
っ
て
立
つ
国
家
の
存
在

と
安
定
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
た
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。

　

矢
部
貞
治
は
、
か
つ
て
政
治
学
の
立
場
か
ら
「
国
家
の
権
威
と
価
値
を
高
揚
す
る
立
場
が
極
端
に
行
き
過
ぎ
る
と
、
つ
い
に
個
人
の
自
由

や
、
法
の
価
値
や
、
国
際
平
和
を
無
視
し
て
、
神
秘
的
絶
対
的
な
極
端
な
国
家
主
義
、
専
制
的
な
国
家
主
義
、
権
力
国
家
観
、
軍
国
主
義
、

独
裁
的
な
全
体
主
義
な
ど
に
至
る
危
険
を
伴
う
し
、
逆
に
国
家
を
軽
視
す
る
立
場
が
極
端
に
行
き
過
ぎ
る
と
、
つ
い
に
人
間
の
社
会
的
生
存

性
を
忘
れ
、
共
同
生
活
の
統
制
秩
序
を
無
視
し
て
、
無
政
府
主
義
に
陥
る
危
険
を
伴
う
と
い
う
こ
と
を
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」⒅
と
断

言
し
て
い
る
。
国
家
へ
の
価
値
観
と
個
人
へ
の
価
値
観
と
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
に
よ
り
、
対
外
的
に
も
対
内
的
に
も
、
国
家
お
よ



─ 119 ─

び
国
民
生
活
の
健
全
な
保
持
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
お
い
て
は
、
過
去
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
よ
う
な
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
国
家
論
な
ど
で
は
な
く
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
に
あ
っ
て
、
対
外
的
に
は
国
際
協
調
性
を
保
持
し
つ
つ
、
対
内
的
に
は
憲
法
の
諸
理
念
が
実
現
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
、
財

産
が
確
実
に
確
保
さ
れ
、「
成
熟
国
家
」
と
し
て
の
方
向
性
⒆
が
真
剣
に
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
国
に
誇
り
の
持

て
る
領
土
意
識
、
領
土
教
育
お
よ
び
歴
史
教
育
の
普
及
と
啓
蒙
が
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註⑴　

第
一
一
八
回　

日
本
法
政
学
会 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索｣

で
は
、
尖
閣
諸
島
、
竹
島
お
よ
び
北
方
四
島
に
関
し
て
、

現
下
の
日
本
が
抱
え
る
緊
急
か
つ
深
刻
な
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
個
々
の
領
域
も
し
く
は
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト

の
報
告
に
委
ね
る
も
の
と
し
、
本
報
告
で
は
日
本
国
憲
法
が
わ
が
国
の
領
土
も
し
く
は
国
家
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
理
念
も
し
く
は
捉
え

方
を
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　

⑵　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
ほ
ど
、
自
国
の
領
土
あ
る
い
は
国
家
に
関
す
る
意
識
を
持
た
な
い
、
も
し
く
は
意
識
的
に
持
た
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
国
民
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
奇
異
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
戦
前
に
対
す
る
反
省
や
価
値
観
の
根
本
的
変
容
か
ら
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
極
端
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
古
来
よ
り
国
家
の
正
当
性
の
意
義
や
目
的
が
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
国
家
意
識
が
希
薄
化
し
つ

つ
あ
る
国
家
・
国
民
と
、
他
方
、
領
土
問
題
に
関
連
づ
け
て
絶
え
ず
国
家
意
識
を
鼓
舞
す
る
国
家
・
国
民
と
の
摩
擦
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
近
い
将
来
、

日
本
で
は
改
め
て
国
家
目
標
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
阪
本
昌
成
『
憲
法
理
論
Ⅰ
』
補
正
第
三
版
・
成
文
堂
・

二
〇
〇
〇
年
参
照
。

⑶　
「
わ
が
国
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
国
家
＝
権
力
の
意
味
か
ら
、「
国
家
と
い
う
も
の
は
『
権
力
』
の
座
に
な
い
（
＝
支
配
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
）

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
本
来
、
自
分
達
の
側
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
に
対
立
す
る
存
在
で
あ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
国
』

と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、『
わ
が
』
と
い
え
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
」
と
し
て
、「
わ
が
国
」
と
い
う
表
現
の
使
用
を
し
な
い
と

い
う
主
張
も
あ
る
。
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
見
ら
れ
る
国
家
と
い
う
も
の
へ
の
極
端
な
拒
否
・
否
定
論
で
あ
る
が
、
今
日
の
現
実
の
国
際
状
況
を
見
た
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場
合
、
あ
ま
り
に
も
観
念
的
で
あ
り
、
国
際
常
識
か
ら
す
れ
ば
到
底
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
浦
部
法
穂
『
全
訂
憲
法
学
教
室
』
日
本
評
論
社
・

二
〇
〇
三
年
・
一
〇
頁
参
照
。

⑷　

佐
藤
教
授
も
「
領
土
は
そ
の
国
家
法
秩
序
の
空
間
的
妥
当
範
囲
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
は
国
家
の
領
有
意
思
を
基
礎
に
国
際
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
。
憲
法
中
に
領
土
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、日
本
国
憲
法
に
は
そ
の
種
の
規
定
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
佐
藤
幸
治
『
憲
法
・

現
代
法
律
学
講
座
５
（
第
三
版
）』
青
林
書
院
・
二
〇
〇
二
年
・
五
四
頁
参
照
。

⑸　

他
に
わ
が
国
領
土
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
（
一
九
四
五
年
）
第
八
項
で
は
「
カ
イ
ロ
宣
言
の
条
項
は
、
履
行
せ
ら
る
べ
く
、
又
日
本

国
の
主
権
は
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
及
四
国
並
に
我
等
の
決
定
す
る
諸
小
島
に
局
限
せ
ら
る
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
日
本
国
と
の
平
和
条
約

（
一
九
五
二
年
）
第
二
章
「
領
域
」
第
二
条
で
は
、
日
本
が
領
有
し
た
海
外
領
土
権
の
放
棄
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
横
田
・
高
野
編
『
国
際
条
約
集
』

一
九
九
一
年
・
五
五
七
・
五
七
三
頁
各
参
照
。

⑹　

趙
元
済　

解
説
・
訳
「
一
〇
大
韓
民
国
」
萩
野
・
畑
・
畑
中
編
著
『
ア
ジ
ア
憲
法
集
』
明
石
書
店
・
二
〇
〇
四
年
・
所
収
・
三
一
二
頁
参
照

⑺　

趙
元
済　

解
説
・
訳
・
前
掲
書
・
三
二
二
頁
参
照
。

⑻　

小
田
美
佐
子　

解
説
・
訳
・
前
掲
書
・
一
五
六
頁
参
照
。

⑼　

小
田
・
前
掲
書
・
一
五
四
頁
参
照
。

⑽　

畑
中
和
夫　

解
説
・
訳
・
前
掲
書
・
七
五
五
─
七
五
六
頁
参
照
。

⑾　

一
般
的
に
国
家
が
自
国
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
し
て
い
る
か
を
測
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
歌(N

ational A
nthem

s)

を
見

る
と
、
国
家
性
格
の
あ
る
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
韓
国
は
い
ま
だ
に
南
北
が
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
国
歌
」
と
い
わ
ず
に
「
愛
国
歌
」
と

呼
び
、
北
朝
鮮
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
中
国
の
国
歌
は
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
で
あ
り
、
抗
日
運
動
が
そ
の
歌
詞
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、

二
〇
〇
〇
年
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
国
歌
法
を
制
定
し
、
翌
年
、
ロ
シ
ア
連
邦
国
歌
を
蘇
ら
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
国
歌
に
は
歴
史
・

伝
統
・
民
族
そ
し
て
国
家
の
統
一
を
歌
い
込
ん
で
い
る
。
弓
狩
匡
純
『
国
の
う
た
』
文
藝
春
秋
・
二
〇
〇
四
年
参
照
。

⑿　

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
と
し
て
、
こ
の
憲
法
前
文
の
フ
レ
ー
ズ
に
関
し
て
「
国
際
社
会
の
動
向
に
先
ん
じ
て
平
和
主
義
を
徹
底
す
る
こ
と
を
宣
明

し
、
平
和
的
生
存
権
を
明
示
し
た
。」
と
辻
村
は
説
明
す
る
が
、
日
本
周
辺
国
、
中
で
も
中
国
の
軍
事
力
拡
大
や
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
脅
威
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
い
か
に
現
実
を
見
な
い
観
念
論
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
辻
村
み
よ
子
『
憲
法
』
日
本
評
論
社
・
一
〇
五
頁
参
照
。

⒀　

工
藤
隆
哉
『
誰
に
で
も
解
る
尖
閣
諸
島
と
亡
国
の
憲
法
第
九
条
』
創
栄
出
版
・
二
〇
一
〇
年
参
照
。

⒁　

森
本
敏
氏
は
、
そ
の
著
『
日
本
の
瀬
戸
際-

東
ア
ジ
ア
最
大
の
危
機
に
日
本
は
生
き
残
れ
る
か
』
の
中
で
、「
日
本
政
治
の
不
安
定
さ
が
東
ア
ジ
ア
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の
不
安
定
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
日
本
人
が
ま
だ
十
分
に
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
同
書
・
実
業
之
日
本
社
・
二
〇
一
一
年
・
三
九
頁
参
照
。

⒂　

ハ
ン
ス
・
Ｊ
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
『
国
際
政
治
Ⅱ
』（
現
代
平
和
研
究
会
訳
）
福
村
出
版
・
一
九
八
八
年
参
照
。

⒃　

大
石
義
雄
『
増
訂
国
法
学
序
説
』
有
信
堂
・
一
九
五
六
年
参
照
。

⒄　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
教
育
（
国
家
悪
玉
論
）
は
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
お
そ
ら
く
現
時
点
で
、
五
〇
代
以
上
の
日

本
人
は
そ
の
価
値
観
を
国
家
よ
り
も
個
人
に
置
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
世
代
に
は
、
明
ら
か
に

そ
の
意
識
の
違
い
が
出
て
き
て
い
る
。

⒅　

矢
部
貞
治
『
政
治
学
入
門
』
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
七
七
年
・
四
七
頁
以
下
参
照
。

⒆　
「
成
熟
国
家
」「
成
熟
社
会
」
と
い
う
表
現
で
、
こ
れ
ま
で
右
肩
上
が
り
の
経
済
発
展
を
当
然
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
人
間
と
し

て
の
精
神
的
な
豊
さ
、
ま
た
生
活
の
質
向
上
を
最
優
先
さ
せ
、
平
和
で
自
由
な
社
会
を
求
め
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
の

提
案
者
と
し
て
は
、
一
九
七
一
年
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
英
国
の
ガ
ボ
ー
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

倉
　
山
　
　
　
満

明
治
新
政
府
の
国
境
画
定
交
渉

　
本
稿
は
、
第
一
一
八
回
日
本
法
政
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索｣

を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
問
題
意
識

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
目
的
が
、
尖
閣
・
竹
島
・
北
方
領
土
と
、
わ
が
国
を
め
ぐ
る
国
境
紛
議
へ
の
解
決
策
を
、
政
治
と
法
の
両
面
か

ら
模
索
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
現
実
に
は
独
自
の
武
力
行
使
を
選
択
肢
に
持
た
な
い
小
国
日
本
に
と
っ
て
、
難
問
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　
そ
こ
で
発
表
者
（
倉
山
）
は
、
同
じ
よ
う
に
小
国
だ
っ
た
明
治
の
日
本
が
周
辺
諸
国
と
い
か
な
る
外
交
交
渉
を
行
い
国
境
画
定
し
た
の
か

を
歴
史
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
へ
の
示
唆
に
代
え
よ
う
と
試
み
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
全
体
で
は
、
明
治
新
政
府
の
国
境
画
定
交
渉
を
概
観
か
つ
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
・

中
華
・
西
洋
の
法
体
系
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
さ
て
、
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
は
二
つ
の
論
理
で
動
い
て
い
る
。

　
一
つ
は
中
華
秩
序
、
も
う
一
つ
は
西
洋
国
際
法
体
系
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
前
提
は
当
然
な
が
ら
地
政
学
で
あ
り
、
勢
力
均
衡

の
論
理
で
あ
る
。
軍
事
力
を
基
盤
と
し
た
外
交
交
渉
力
を
裏
付
け
と
し
て
、
十
九
世
紀
の
半
ば
に
二
つ
の
論
理
は
衝
突
し
た
⑴
。

　
中
華
秩
序
と
は
、
中
華
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
、
周
辺
諸
国
と
地
域
に
対
す
る
朝
貢
冊
封
体
制
の
こ
と
で
あ
る
。
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朝
鮮
国
王
は
冊
封
を
事
実
と
し
て
受
容
し
、
日
本
は
古
来
よ
り
朝
貢
を
通
交
の
儀
礼
と
し
て
扱
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
の
国
家
元

首
は
江
戸
時
代
も
天
皇
（
律
令
に
よ
れ
ば
外
交
上
は
「
皇
帝
」）
で
あ
る
の
で
、
清
・
朝
両
国
と
は
正
式
な
国
交
を
結
ん
で
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
に
は
戦
争
を
除
い
て
外
交
は
存
在
せ
ず
、
通
商
関
係
だ
け
で
秩
序
を
維
持
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、

国
境
は
曖
昧
で
あ
る
し
、
そ
の
必
要
も
無
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
国
境
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
西
洋
国
際
法
体
系
の
到
来
に
よ
り
、
明
治
新
政
府
は
こ
の
曖
昧
な
関
係
を
打
破

し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
沖
縄
・
台
湾
・
朝
鮮
と
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
く
。

　
国
境
確
定
交
渉
は
露
・
英
・
米
と
い
っ
た
西
洋
の
国
々
と
も
行
わ
れ
た
。
北
方
領
土
と
小
笠
原
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
平
穏
に
推
移
し
、
且

つ
小
国
日
本
に
有
利
に
終
結
し
た
。
そ
の
理
由
を
、
こ
の
交
渉
の
検
証
を
通
じ
て
提
示
す
る
。

　

二
、
沖
縄
と
台
湾
を
め
ぐ
る
清
国
と
の
交
渉

　
本
章
で
は
、
沖
縄
と
台
湾
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
を
追
う
。
要
す
る
に
、
日
清
両
国
の
国
境
が
、
沖
縄
と
台
湾
を
境
に
確
定
す
る
交
渉
で
あ

る
。

　
両
国
の
正
式
な
国
交
は
、
一
八
七
一
年
日
清
修
好
条
規
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
洋
か
ら
不
平
等
条
約
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
き
た
両
国
が
結

ん
だ
対
等
条
約
で
あ
る
。
し
か
し
、
条
約
締
結
後
も
沖
縄
と
台
湾
で
紛
議
が
継
続
す
る
。

　
日
本
が
琉
球
王
国
に
対
す
る
支
配
権
を
明
示
し
た
の
は
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
年
）
に
足
利
義
教
か
ら
島
津
忠
国
が
賜
っ
た
の
を
最
初

と
す
る
。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
年
）
の
島
津
氏
の
琉
球
侵
攻
に
お
い
て
は
、
義
教
の
御
教
書
が
根
拠
と
さ
れ
た
。

　
以
降
琉
球
は
島
津
氏
に
実
効
支
配
さ
れ
る
も
、
清
に
も
朝
貢
を
続
け
る
（
両
属
体
制
）。
清
朝
の
役
人
が
琉
球
を
訪
れ
た
時
の
み
島
津
氏

は
引
い
た
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
関
係
は
、
日
清
両
国
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
っ
た
の
で
長
続
き
し
た
。

　
し
か
し
、
西
洋
国
際
法
体
系
の
到
来
は
こ
れ
を
許
さ
な
い
。
帰
属
未
定
地
は
「
無
主
の
地
」
と
し
て
占
領
し
て
良
い
の
が
、
彼
ら
の
唱
え

る
国
際
法
で
あ
る
。
華
夷
秩
序
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
清
国
に
対
し
て
、
日
本
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
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明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
日
本
は
琉
球
藩
を
設
置
し
、
明
治
天
皇
は
尚
泰
王
を
冊
封
し
て
華
族
に
列
し
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四

年
）
に
は
、
琉
球
の
管
轄
を
外
務
省
か
ら
内
務
省
へ
移
す
。
琉
球
は
日
本
国
の
領
土
で
あ
り
、
琉
球
に
関
す
る
案
件
は
内
政
問
題
で
あ
る
と

の
明
白
な
宣
言
で
あ
る
。
翌
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）、
明
治
政
府
は
琉
球
に
清
へ
の
朝
貢
貿
易
の
禁
止
を
命
じ
た
。

　
こ
こ
で
清
国
が
抗
議
す
る
。
し
か
し
、
日
本
は
「
古
代
よ
り
沖
縄
は
日
本
の
南
島
と
し
て
朝
貢
を
受
け
た
、
足
利
義
教
か
ら
島
津
が
賜
っ

た
事
実
、
徳
川
家
康
か
ら
島
津
氏
が
統
治
す
る
よ
う
命
令
を
受
け
た
事
実
、
鹿
児
島
と
形
状
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
文
字
言
語
宗
教
人
種
が

日
本
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
あ
げ
て
反
論
し
た
。

　
そ
し
て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）、
沖
縄
県
を
設
置
す
る
。
琉
球
処
分
の
完
成
で
あ
る
。
清
は
抗
議
し
た
が
、「
内
政
問
題
」
と
撥
ね

付
け
た
。

　
た
だ
し
、
清
は
こ
こ
に
き
て
強
硬
な
態
度
に
出
て
、
日
本
も
妥
協
案
を
示
す
。
宮
古
八
重
山
割
譲
案
で
あ
る
⑵
。
こ
の
案
は
幻
に
終
わ
り

記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
宮
古
八
重
山
を
清
国
に
渡
し
、
奄
美
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
三
月
二
十
六
日
、
天
津
で
の
李
鴻
章
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
と
の
予
備
交
渉
で
、
竹
添
進
一
郎
大
蔵
少
書
記

官
が
「
分
島
解
約
案
」
を
提
示
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
四
月
四
日
、
李
か
ら
「
琉
球
三
分
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
北
部
の

奄
美
は
日
本
の
帰
属
、
中
部
の
琉
球
王
国
は
日
清
両
国
が
保
護
、
南
部
の
宮
古
八
重
山
は
清
国
の
帰
属
に
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

は
同
年
十
月
二
十
一
日
の
琉
球
条
約
案
と
し
て
締
結
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
清
の
事
情
で
批
准
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
未
発
効
に
終
わ
る
。

　
以
上
の
交
渉
に
は
、
沖
縄
列
島
全
体
に
日
清
双
方
と
も
明
確
な
実
効
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
奄
美
・
沖
縄
本
島
・
宮
古

八
重
山
に
地
域
文
化
的
な
差
異
が
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
特
に
、
奄
美
と
宮
古
八
重
山
は
琉
球
王
朝
に
よ
る
侵
略
（seizure

）
の
被

害
者
と
言
う
側
面
を
持
つ
。
両
島
の
意
識
は
徹
底
し
た
反
琉
球
な
の
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
が
領
土
割
譲
に
よ
る
外
交
的
妥
協
を
図
ろ
う
と
し
た
の
は
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
は
と
り

た
て
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
一
九
二
八
年
不
戦
条
約
や
一
九
四
五
年
以
前
の
国
際
連
合
憲
章
以
前
の
世
界
で
は
、
国
境
不
可
侵
の
原
則
が
無
い
。
よ
っ
て
、「
奪
わ
れ
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て
も
戦
争
と
外
交
で
奪
還
す
れ
ば
良
い
」
と
の
価
値
観
が
前
提
に
あ
る
。
逆
に
、
現
代
で
は
一
度
寸
土
を
譲
れ
ば
永
久
に
返
っ
て
こ
な
い
可

能
性
が
高
い
。
外
交
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
も
の
を
戦
争
に
よ
っ
て
取
り
返
す
こ
と
が
違
法
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
国
境
不
可
侵
の
原
則
あ
る
い
は
（
侵
攻
）
戦
争
の
違
法
化
に
よ
っ
て
、
領
土
問
題
に
お
け
る
外
交
交
渉
に
よ
る
妥
協
が
困
難
と
さ

せ
ら
れ
て
い
る
の
は
皮
肉
で
あ
る
。

　
さ
て
、
琉
球
の
領
有
権
を
主
張
し
た
日
本
は
、
台
湾
問
題
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
。
琉
球
の
領
有
権
を
主
張
す
る
代
わ
り
に
、
琉

球
人
の
保
護
を
徹
底
し
た
。

　
台
湾
で
は
し
ば
し
ば
、
琉
球
人
を
含
む
日
本
人
が
被
害
に
遭
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
解
決
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
時

間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
す
る
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）、
琉
球
船
漂
着
民
五
四
名
が
殺
害
さ
れ
る
が
、
清
と
の
賠
償
交
渉
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
は
、
副
島
種
臣
外
務
卿
が
「
台
湾
が
清
国
の
実
効
支
配
下
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
賠
償
金
を
支
払
う
べ
き
で

あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
復
仇
行
動
を
黙
認
す
べ
き
」
と
迫
り
、「
危
害
を
加
え
た
も
の
は
台
湾
の
化
外
の
民
」
と
の
有
名
な
言
質
を
と
っ

て
い
る
。

　
清
が
「
台
湾
は
化
外
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
日
本
政
府
は
後
に
最
大
限
有
効
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

清
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
そ
の
場
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
た
が
、
日
本
は
実
力
行
使
で
そ
れ
を
許
さ
な
い
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に
は
、
備
中
国
浅
江
郡
柏
島
村
民
四
名
が
衣
服
財
物
を
略
奪
さ
れ
る
。
こ
の
年
は
征
韓
論
で
明
治
政
府
が
割

れ
る
の
だ
が
、
逆
に
大
久
保
利
通
以
下
残
っ
た
指
導
者
た
ち
は
、
国
内
の
不
満
分
子
の
眼
を
外
に
向
け
る
た
め
に
も
、
台
湾
出
兵
を
決
断
す

る
。

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）、
二
年
前
に
副
島
の
と
っ
た
言
質
を
根
拠
に
台
湾
出
兵
を
行
う
。
日
本
国
民
で
あ
る
琉
球
人
に
危
害
を
加
え

た
こ
と
へ
の
報
復
を
政
府
が
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
の
処
理
と
し
て
、
日
清
両
国
互
換
条
款
が
締
結
し
た
。
こ
の
時
、
全
権
と
し
て
北
京
に
乗
り
込
ん
だ
大
久
保
利
通
は
、「
台
湾
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生
蕃
曾
テ
日
本
国
ノ
属
民
等
ヲ
将
テ
妄
リ
ニ
害
ヲ
加
フ
ル
事
ヲ
為
ス
」
と
の
表
現
で
、
琉
球
の
日
本
帰
属
を
認
め
さ
せ
た
。

　
こ
う
し
て
、
琉
球
と
台
湾
を
日
清
が
相
互
に
排
他
的
支
配
を
認
め
合
う
と
い
う
国
際
法
の
論
理
を
、
日
本
主
導
で
清
に
認
め
さ
せ
た
こ
と

に
な
る
。

　
そ
し
て
琉
球
処
分
に
対
し
て
清
国
が
強
硬
な
態
度
に
出
た
こ
と
で
「
分
島
案
」
で
妥
協
す
る
の
で
あ
る
が
、
清
が
批
准
で
き
ず
に
宮
古
八

重
山
も
現
状
が
維
持
さ
れ
る
。
特
に
、
清
国
の
支
配
に
属
し
た
と
い
う
こ
と
は
無
い
。

　
そ
の
後
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜
九
五
年
）
に
よ
り
、
台
湾
が
日
本
領
に
な
る
の
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
沖
縄
に
残
存
し

た
親
清
派
も
完
全
敗
北
す
る
。
国
境
線
が
先
に
し
ま
っ
た
以
上
、
抵
抗
は
無
駄
で
あ
っ
た
。

　
も
し
仮
に
、
沖
縄
人
にnation
と
し
て
の
強
固
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
日
本
か
ら
の
独
立
運
動
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
政

治
勢
力
と
し
て
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
沖
縄
（
琉
球
）
が
日
本
人
（
大
和
民
族
）
と
は
異
な
る
独
自
の
「
民
族
」
で
あ
る
か
の
問
い
が
し
ば
し

ば
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
主
権
国
家
を
持
つ
意
思
と
能
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
琉
球
人
は
、
仮
にethnic

だ
と
は
認
め
ら
れ
て
も
、
如
何
な

る
意
味
で
もnation

で
は
な
い
⑶
。

　
さ
ら
に
「
日
本
対
沖
縄
（
琉
球
）」
と
い
う
構
図
は
誤
り
で
あ
る
。
沖
縄
・
台
湾
と
い
うtheater

で
、
日
本
・
清
と
い
うactor

が
対
峙

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
で
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た
尖
閣
諸
島
は
、
日
清
戦
争
と
は
無
関
係
に
日
本
の
領
土
に
な
っ
て
い
る
の
で

本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

三
、
朝
鮮
を
め
ぐ
る
清
と
の
交
渉

　
朝
鮮
も
ま
た
、
日
清
両
国
の
意
思
が
激
突
し
たtheater

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
李
氏
朝
鮮
が
独
立
国
だ
っ
た
の
か
を
疑
う
必
要
が
あ
る
。

確
か
に
朝
鮮
に
は
民
族
（nation

）
的
独
自
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
戦
前
日
本
人
が
認
め
た
共
通
見
解
だ
が
、
当
の
朝
鮮
が
清
国
の
冊
封
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
帝
国
に
服
属
す
る
主
権
国
家
な
ど
語
義
矛
盾
で
あ
る
。
朝
鮮
に
は
実
力
以
前
に
、
独
立
の
意
思
が
存
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在
し
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
日
朝
交
渉
の
事
実
上
の
意
思
決
定
が
日
清
間
で
行
わ
れ
た
事
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
幕
末
以
来
、
日
本
は
不
平
等
条
約
を
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
種
の
不
平
等
条
約
を
大
国
と
だ
け
で
な
く
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
な
お

よ
そ
日
本
へ
の
軍
事
侵
攻
能
力
皆
無
の
国
と
も
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
新
政
府
は
清
国
と
は
対
等
の
条
約
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

一
八
七
六
年
日
朝
修
好
条
規
で
、
日
本
は
朝
鮮
に
不
平
等
条
約
を
押
し
付
け
た
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
形
式
と
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
は
、
朝
鮮
と
い
う
場
所
の
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
。

　
明
治
元
年
（
一
八
六
七
年
）、
明
治
新
政
府
は
対
馬
の
宗
氏
を
通
じ
て
王
政
復
古
を
朝
鮮
に
通
達
し
た
。
し
か
し
、「
皇
」「
勅
」
の
字
の

多
用
に
朝
鮮
が
怒
り
、
受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
。
清
を
宗
主
国
と
仰
ぐ
朝
鮮
に
と
っ
て
、
格
下
と
見
下
す
日
本
が
皇
帝
し
か
使
え
な
い
字

を
多
用
す
る
こ
と
が
許
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
朝
鮮
は
日
本
が
送
っ
た
使
者
に
非
礼
を
行
い
、
そ
の
使
者
た
ち
が
帰
国
後
に
悉
く

征
韓
論
を
唱
え
る
有
様
だ
っ
た
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
征
韓
論
争
で
は
時
期
尚
早
論
が
勝
ち
、
日
本
は
朝
鮮
へ
の
武
力
行
使
や
威
嚇
は
控
え
た
。
し
か
し
、
明
治

八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
は
江
華
島
事
件
を
仕
掛
け
、
朝
鮮
に
開
国
を
迫
る
。
朝
鮮
が
頼
る
の
は
宗
主
国
の
清
で
あ
り
、
日
本
も
朝
鮮
で
は

な
く
清
と
の
交
渉
が
重
要
で
あ
る
と
看
做
し
た
。

　
清
国
も
ま
た
「
日
本
は
西
洋
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
朝
鮮
に
軽
侮
さ
れ
た
。
欧
米
が
日
本
を
そ
そ
の
か
し
た
。
西
洋
を
模
倣
し
よ
う
と
し

て
い
る
日
本
政
府
は
民
心
を
抑
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
、
日
本
を
見
下
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
は
食
い
下
が
る
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
一
月
十
日
、
沈
桂
芬
首
席
代
表
が
朝
鮮
の
事
を
「
所
謂
属
国
ト
ハ
我
カ
所
有
ノ
地
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
其
ノ
時
ヲ

以
テ
進
貢
シ
我
冊
封
頒
暦
ヲ
奉
ス
ル
ヲ
以
テ
云
フ
ナ
リ
、
若
シ
其
ノ
国
ヲ
以
テ
我
カ
疆
土
内
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
為
ハ
関
係
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
ト

雖
ト
モ
其
国
疆
域
内
ニ
在
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
其
国
事
ヲ
菅
ス
ル
事
ナ
シ
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
森
有
礼
駐
清
公
使
は
「
内
政
外
交
ノ
権
利
ヲ

全
友
ス
ル
ノ
国
ハ
…
独
立
自
在
ノ
国
」
と
反
論
し
、
押
し
切
っ
た
⑷
。
そ
し
て
、
こ
の
年
に
日
朝
修
好
条
規
を
結
ぶ
。
当
時
の
清
は
、
イ
ス
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ラ
ム
教
徒
の
反
乱
や
英
仏
と
の
紛
議
を
抱
え
、
朝
鮮
に
関
わ
れ
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
日
本
は
そ
の
状
況
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
清
も
朝
鮮
に
条
約
の
受
諾
を
勧
告
し
た
。

　
森
の
発
言
で
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
が
狙
っ
た
の
は
「
朝
鮮
は
清
国
と
は
別
の
独
立
国
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
こ
れ
で
将
来
へ

の
言
質
と
し
て
十
分
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
、
朝
鮮
は
生
命
線
と
も
呼
ぶ
べ
き
地
で
あ
っ
た
。
最
も
都
合
の
良
い
の
は
、
朝
鮮
が
友
好
国
と
し
て
自
立
し
、

大
陸
の
脅
威
を
防
い
で
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
に
は
望
め
な
い
。
よ
っ
て
、「
清
と
は
別
の
国
で
あ
る
」
と
の
言
質

を
清
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
朝
鮮
で
自
立
派
が
登
場
し
た
時
へ
の
布
石
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
現
実
の
朝
鮮
はtheater

で
あ
っ
て
も
、
日
本
はactor

に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
の
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
そ
の
努
力
は
結
局
、
明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
の
甲
申
事
変
で
の
親
日
派
粛
清
で
完
全
に
潰
え
て
し
ま
う
の
だ
が
。

　
本
章
の
問
題
提
起
へ
の
答
え
で
あ
る
が
、
も
し
日
朝
が
対
等
条
約
を
結
ん
だ
ら
、
宗
主
国
を
自
認
す
る
清
の
立
場
が
無
く
な
り
緊
張
関
係

が
高
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
清
と
朝
鮮
は
完
全
な
上
下
関
係
で
あ
り
、
清
と
朝
鮮
を
同
列
に
扱
う
こ
と
は
清
へ
の
挑
発
に
当
た
り
か
ね
な

い
か
ら
で
あ
る
。
清
と
朝
鮮
の
特
殊
な
関
係
が
、
日
朝
不
平
等
条
約
を
結
ば
せ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
で
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た
竹
島
問
題
は
、
一
連
の
外
交
交
渉
で
ま
っ
た
く
話
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ

れ
ま
た
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

四
、
北
方
国
境
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
の
交
渉

　
明
治
日
本
が
常
に
脅
威
を
感
じ
た
ロ
シ
ア
は
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
大
英
帝
国
に
次
ぐ
世
界
の
大
帝
国
で
あ
っ
た
。

　
政
府
は
榎
本
武
揚
を
初
代
海
軍
中
将
に
任
じ
、
雑
居
地
と
化
し
て
い
た
樺
太
と
千
島
の
帰
属
を
交
渉
す
る
。
そ
し
て
、
一
八
七
五
年
千
島

樺
太
交
換
条
約
で
、
樺
太
は
ロ
シ
ア
の
、
千
島
は
日
本
の
帰
属
と
い
う
事
実
上
の
対
等
条
約
を
勝
ち
得
た
。
な
ぜ
つ
い
十
年
前
ま
で
大
国
に

脅
さ
れ
る
ま
ま
だ
っ
た
小
国
日
本
が
、
大
国
ロ
シ
ア
と
対
等
条
約
を
結
べ
た
の
か
。
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榎
本
の
交
渉
ぶ
り
に
そ
の
理
由
が
あ
る
。

　
幕
末
以
来
、
樺
太
は
日
露
の
雑
居
地
で
あ
り
、
国
境
は
未
画
定
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
囚
人
を
送
り
込
ん
で
開
発
を
進
め
、
日
本
人
と
の

軋
轢
が
絶
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
日
本
人
と
は
、
主
に
ア
イ
ヌ
人
の
事
で
あ
る
。

　
一
方
の
千
島
は
、安
政
元
年
（
一
八
五
五
年
）
に
択
捉
以
南
は
日
本
領
、以
北
を
ロ
シ
ア
領
と
す
る
取
り
決
め
を
し
た
。
北
方
四
島
を
「
固

有
の
領
土
」
と
呼
ぶ
の
は
こ
れ
が
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
時
、
樺
太
は
「
是
迄
仕
来
の
通
」
と
さ
れ
た
。

江
戸
幕
府
最
末
期
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
に
は
樺
太
規
則
書
を
仮
調
印
し
、
千
島
と
樺
太
の
交
換
で
妥
協
し
た
が
、
ロ
シ
ア
が
批
准

し
な
か
っ
た
。

　
新
政
府
に
代
わ
っ
た
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）、
沢
宣
嘉
外
務
卿
は
友
好
国
の
デ
ロ
ン
グ
駐
日
米
国
公
使
に
仲
介
を
依
頼
し
、
樺
太
の

北
緯
五
十
度
線
で
の
分
割
を
提
案
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
新
興
国
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
シ
ア
は
拒
否
し
、
日
本
と
の
直
接

交
渉
を
要
求
し
た
。
超
大
国
の
ロ
シ
ア
と
し
て
は
当
然
の
反
応
で
あ
る
。

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）、
榎
本
武
揚
が
ロ
シ
ア
公
使
・
海
軍
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
中
将
は
当
時
の
日
本
で
最
高
位
で
あ
る
が
、
軍

人
を
尊
敬
す
る
尚
武
の
気
風
が
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
で
は
そ
の
方
が
都
合
良
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
雑
居
地
の
樺
太
で
は
、
殺
人
や
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
ア
イ
ヌ
人
女
性
へ
の
強
姦
殺
人
事
件

で
、
日
本
側
は
ロ
シ
ア
に
執
拗
に
処
分
を
迫
る
が
、
ロ
シ
ア
は
処
分
を
し
な
い
な
ど
の
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
榎
本
は
執
拗
に
追
及
し

続
け
る
。

　
明
治
七
年
八
月
二
十
日
の
バ
ロ
ン
・
オ
ス
テ
ン
サ
ー
チ
ン
ア
ジ
ア
局
権
頭
と
の
交
渉
で
は
、「
各
民
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
一
大
手
段
ハ

樺
太
境
界
談
判
ノ
一
事
ニ
ア
リ
」「
此
一
大
手
段
ヲ
貴
政
府
ニ
向
テ
談
判
ス
ル
ノ
前
ニ
貴
政
府
ヨ
リ
委
シ
ク
承
リ
テ
我
政
府
ニ
報
ス
ベ
キ
事

ア
リ
他
ナ
シ
千
八
百
七
十
一
年
以
来
毎
年
引
続
テ
我
民
貴
国
人
民
ニ
殺
害
セ
ラ
レ
シ
事
ナ
リ
」「
右
殺
害
ノ
外
ニ
猶
窃
盗
等
ノ
細
事
数
多
ア

リ
テ
今
ニ
二
三
ヶ
年
ヲ
経
レ
ト
モ
貴
国
ニ
於
テ
右
罪
人
処
刑
ノ
事
ア
リ
シ
ヲ
聞
カ
ズ
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　
言
い
逃
れ
を
し
よ
う
と
す
る
オ
ス
テ
ン
サ
ー
チ
ン
に
対
し
、
榎
本
は
「
処
罰
し
た
と
い
う
罪
人
の
氏
名
が
無
い
」
な
ど
と
さ
ら
に
追
及
し
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た
。

　
交
渉
中
も
紛
議
が
絶
え
ず
、
事
あ
る
ご
と
に
榎
本
は
追
及
し
続
け
て
い
る
。
榎
本
は
国
際
法
を
武
器
に
、
大
国
ロ
シ
ア
に
一
歩
も
引
か
な

い
ど
こ
ろ
か
、
検
察
官
の
如
く
追
及
を
続
け
た
。

　
十
一
月
十
四
日
の
交
渉
は
、
日
本
側
が
「
樺
太
談
判
ノ
始
」
と
位
置
付
け
る
交
渉
と
な
る
。
榎
本
が
「
世
界
に
類
な
き
雑
居
」
を
解
決
し

た
い
と
提
案
し
た
の
に
対
し
、ス
ツ
レ
モ
ー
ホ
フ
亜
細
亜
寮
頭
か
ら
「
貴
政
府
に
向
て
〔
樺
太
〕
全
島
を
望
む
は
代
物
を
以
て
せ
ん
と
の
事
」

と
逆
提
案
が
あ
っ
た
。
榎
本
は
「
此
権
利
〔
有
国
権
利
〕
を
人
に
譲
る
は
最
も
全
国
民
心
に
関
す
る
所
な
り
」
と
返
す
。

　
榎
本
は
国
際
法
を
駆
使
し
て
交
渉
し
、
一
歩
も
引
か
な
い
。
榎
本
は
日
本
に
お
け
る
国
際
法
の
権
威
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
単
に
正
論
を

押
し
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
外
務
省
の
内
情
を
も
探
索
、
情
報
を
入
手
し
て
い
る
⑸
。

　
榎
本
は
、
樺
太
問
題
を
以
下
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
⑹
。

何
れ
明
年
中
に
は
片
付
候
事
と
被
存
候
、
魯
西
亜
は
前
冬
沿
海
道
千
八
百
六
十
一
年
支
那
ヨ
リ
得
ル
処
に
大
に
力
を
用
ひ
、「
ウ
ラ
ジ

ヲ
ス
ト
ク
」
を
以
て
首
府
と
定
め
、「
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
」
黒
竜
江
ニ
ア
リ
シ
首
府
の
建
物
を
此
年
同
所
に
移
し
、
当
節
は
同
所
に

鎮
台
を
置
け
り
・
・
・
魯
国
の
此
処
に
力
を
用
ゆ
る
は
畢
竟
魯
国
は
欧
州
に
在
る
も
、
其
他
に
在
る
も
、
出
入
自
由
の
海
口
を
有
せ
ざ

る
を
以
て
、
右
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
」
を
昌
に
し
て
英
国
と
亜
細
亜
州
に
権
勢
を
競
わ
ん
目
論
見
な
り

方
今
は
黒
海
に
も
海
軍
を
備
ふ
る
と
雖
も
、
其
れ
入
口
は
御
承
知
の
通
「
ボ
ス
ホ
リ
ュ
ス
」
峡
（
即
ち
「
ト
ル
コ
」
の
都
府
「
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ノ
ッ
ポ
ル
」
の
あ
る
処
）
あ
る
を
以
て
、
戦
時
に
大
〔
不
〕
都
合
た
り
、
将
「
バ
ル
チ
ッ
ク
」
海
の
海
軍
も
「
コ
ロ
ン
ス
タ
ッ

ト
」
港
の
氷
合
す
る
事
通
例
十
一
月
中
旬
よ
り
四
月
中
旬
に
至
り
壱
ヶ
年
百
五
〇
日
間
は
動
く
能
わ
ざ
る
と
嗹
国
の
海
峡
に
て
出
口
を

塞
ぐ
と
を
以
て
す
れ
ば
、
魯
は
前
文
沿
海
道
「
ウ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト
ク
」
を
珍
宝
と
し
て
提
督
府
を
置
く
も
亦
宜
な
り
・
・
・〔
黒
竜
江
防

衛
の
必
要
は
感
じ
て
い
る
が
〕
樺
太
嶋
の
如
き
は
魯
も
其
失
費
の
多
と
風
土
物
産
の
寒
品
な
る
を
以
て
異
議
あ
る
事
鮮
か
ら
ず

　
こ
の
時
の
ロ
シ
ア
は
バ
ル
カ
ン
問
題
の
緊
張
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
交
渉
次
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第
で
は
、
樺
太
を
手
放
す
こ
と
も
あ
り
う
る
と
榎
本
は
判
断
し
て
い
た
。

　
こ
の
観
察
は
正
し
く
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
五
月
七
日
に
千
島
樺
太
交
換
条
約
を
結
ぶ
。
榎
本
は
国
際
法
を
駆
使
し
て
正
論
を
押

し
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
地
政
学
や
国
際
政
治
上
の
勢
力
変
動
を
読
み
取
っ
て
い
た
。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
で
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
と
極
端
な
緊
張
関
係
に
突
入
し
、
英
墺
独
の
三
大
国
と
対
峙
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ロ
シ

ア
に
は
、
極
東
で
大
き
な
紛
議
を
抱
え
た
く
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
な
お
、
露
土
戦
争
は
一
八
七
七
年
に
開
始
さ
れ
る
が
、
榎
本
は
経
過
を
逐
一
本
省
に
報
告
し
て
い
る
。

五
、
小
笠
原
を
め
ぐ
る
英
米
と
の
交
渉

　
清
や
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
が
鋭
い
緊
張
関
係
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
小
笠
原
を
め
ぐ
る
英
米
と
の
交
渉
は
、
比
較
的
平
穏
で
あ
っ

た
。
未
だ
英
米
そ
れ
に
ド
イ
ツ
の
太
平
洋
を
巡
る
領
土
獲
得
競
争
が
深
刻
化
す
る
前
の
時
期
で
あ
り
、
地
理
的
に
英
米
か
ら
遠
い
と
い
う
事

情
も
幸
い
し
た
。

　
国
際
法
は
「
先
占
」
を
認
め
る
が
、
小
笠
原
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
年
）
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
が
巡
検
し
て

「
日
本
領
」
の
標
木
を
設
置
し
た
の
が
「
先
占
」
に
当
た
る
。

　
文
政
十
年
（
一
八
二
七
年
）
に
は
、
英
国
船
も
領
有
宣
言
を
す
る
が
、
誰
か
ら
も
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
事
実
も
継
続
し
な
か
っ

た
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
は
琉
球
訪
問
と
浦
賀
で
の
開
国
要
求
の
合
間
の
五
月
二
六
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
父
島

に
入
港
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
小
笠
原
入
植
民
の
ア
メ
リ
カ
人
セ
ヴ
ォ
リ
ー
に
独
立
宣
言
を
勧
奨
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
英
国
の
抗
議

を
受
け
た
た
め
、「
日
本
に
主
権
が
あ
る
」
と
反
駁
し
て
抵
抗
し
た
。

　
こ
の
辺
り
の
細
か
い
事
情
は
、
ペ
リ
ー
が
砲
艦
外
交
で
日
本
を
開
国
さ
せ
た
と
の
先
入
観
で
見
れ
ば
意
味
が
分
か
ら
な
い
し
、
後
の
「
英

米
一
体
」
を
こ
の
時
代
に
投
影
さ
せ
て
は
理
解
で
き
な
く
な
る
。
ペ
リ
ー
は
日
本
と
の
友
好
が
目
的
で
あ
っ
た
し
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
米
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国
は
反
英
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
幕
末
期
に
小
笠
原
を
巡
る
日
米
英
の
三
国
の
対
立
が
生
じ
た
の
で

あ
り
、
こ
の
三
国
の
内
で
最
も
近
い
二
国
が
日
米
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
文
久
元
年
　（
一
八
六
一
年
）、
幕
府
は
英
米
両
国
に
小
笠
原
開
拓
再
開
を
通
告
し
た
。
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
は
「
日
本
の

主
権
は
否
定
す
る
」
と
抗
議
し
て
き
た
が
、
移
民
に
は
賛
成
し
た
。

　
文
久
二
年
　（
一
八
六
二
年
）、
幕
府
は
英
米
仏
蘭
露
に
開
拓
再
開
を
通
告
し
、
本
格
的
に
巡
検
を
開
始
、
こ
の
時
に
姉
島
・
妹
島
・
姪
島

な
ど
と
命
名
し
て
い
る
。

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
に
開
拓
を
中
止
す
る
の
だ
が
、
引
き
揚
げ
に
際
し
開
拓
は
任
せ
る
が
主
権
は
日
本
に
あ
る
と
残
留
外
国
人
に

念
押
し
し
て
い
る
。

　
新
政
府
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
開
拓
を
再
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
パ
ー
ク
ス
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
は
照
会
し
た
が
、

日
本
は
領
有
権
承
認
の
言
質
を
得
た
と
解
釈
し
た
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）、
小
笠
原
を
内
務
省
管
轄
と
決
定
し
、
各
国
に
管
地
を
通
告
。
琉
球
の
場
合
と
同
じ
く
、
内
政
問
題
で
あ
る

と
の
宣
言
で
あ
る
。
ま
た
も
英
国
の
み
抗
議
し
て
き
た
。
片
務
的
な
領
事
裁
判
権
を
持
つ
日
本
に
対
し
、
小
笠
原
在
住
イ
ギ
リ
ス
人
を
日
本

の
裁
判
に
服
さ
せ
ま
い
と
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
。

　
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
十
月
に
は
、
東
京
府
管
轄
と
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
完
全
に
小
笠
原
に
お
け
る
日
本
の
実
効
支
配
は
既
成

事
実
化
し
て
い
る
。

　
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
ま
で
に
英
米
仏
独
葡
西
加
す
べ
て
の
小
笠
原
在
住
外
国
人
が
日
本
に
帰
化
し
、
パ
ー
ク
ス
が
懸
念
し
た
裁

判
権
問
題
も
自
然
消
滅
し
た
。

　
日
本
は
、
幕
府
と
新
政
府
双
方
に
よ
り
、「
先
占
の
法
理
」
に
よ
る
領
有
権
主
張
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
太
平
洋
を
め
ぐ
る
英

米
の
対
立
を
利
用
で
き
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
現
在
の
観
点
で
見
れ
ば
占
有
保
持
を
確
立
し
て
お
ら
ず
法
的
な
不
備
は
あ
る
も
の
の
、
他
の
国
も
主
張
で
き
る
実
態
は
無
か
っ
た
。
だ
か
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ら
、
平
穏
な
国
境
紛
争
の
解
決
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。

六
、
ま
と
め

　
西
洋
国
際
法
体
系
の
到
来
に
対
し
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
伝
統
の
華
夷
秩
序
を
完
全
否
定
し
た
。

　
む
し
ろ
、　
模
範
的
な
西
洋
国
際
法
体
系
の
主
権
国
家
、
そ
し
て
国
民
国
家
と
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
明
治
維
新
で
あ
る
が
、
主
権

国
家
の
対
外
的
条
件
は
国
境
内
の
排
他
的
支
配
で
あ
り
、
国
境
画
定
は
不
可
欠
の
事
業
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
、
い
ず
れ
に
も
成
功
し
た
。

た
だ
し
、
日
本
国
民
（nation
）
に
併
呑
し
た
少
数
民
族
（ethnic

）
で
あ
る
琉
球
や
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
国
家
の

総
力
を
あ
げ
て
外
交
を
行
い
、
時
に
武
器
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
相
手
が
如
何
な
る
他
国
で
あ
っ
て
も
例
外
は
無
か
っ
た
。

　
明
治
新
政
府
は
、
勢
力
均
衡
の
地
政
学
を
見
極
め
た
上
で
、
国
際
法
の
論
理
を
駆
使
し
て
露
英
米
に
対
し
小
国
と
し
て
は
十
二
分
な
成
果

を
達
成
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
清
や
朝
鮮
に
も
西
洋
国
際
法
体
系
を
強
要
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
渉
は
有
利
に
進
ん
だ
。

　
単
に
清
と
の
対
等
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
の
将
来
の
主
権
国
家
化
を
も
見
据
え
て
い
る
点
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
の
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
国
民
（nation
）
を
守
る
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
と
し
て
振
る
舞
っ
た
こ
と
が
、
模
範
的
な
国

民
国
家
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

註⑴
　
な
お
、
中
華
秩
序
が
西
洋
国
際
法
体
系
と
対
比
で
き
る
か
に
は
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
嶋
真
、
奈
良
岡
聰
智
「
対
話 

東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩

序 : 

中
国
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
？
」（『
公
研
』、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
日
中
近
現
代
史
の
若
手
研
究
者
が
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
様
の
問
題

意
識
を
有
し
て
い
る
）。
だ
が
、
中
華
秩
序
（
華
夷
秩
序
）
が
ロ
ー
マ
の
万
民
法
ほ
ど
の
法
的
確
信
を
有
し
て
い
た
か
は
、
大
い
に
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
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も
し
、
華
夷
秩
序
に
そ
れ
ほ
ど
の
文
化
的
影
響
力
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
い
と
も
や
す
や
す
と
日
本
は
そ
の
軛
を
抜
け
出
し
た
の
か
、
そ
し
て
西

洋
国
際
法
体
系
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で
あ
っ
た
の
か
の
説
明
が
つ
か
な
い
。

⑵
　 『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
三
巻
一
二
四
文
書
附
属
書
三
。

⑶
　
当
時
の
会
場
か
ら
の
質
問
で
、「
琉
球
王
国
は
清
の
年
号
を
使
っ
て
お
り
、
日
本
と
は
別
の
主
権
国
家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
が
あ
っ

た
が
、
年
号
と
国
家
の
独
立
性
は
全
く
関
係
が
無
い
。
西
暦
を
使
用
す
れ
ば
バ
チ
カ
ン
の
植
民
地
に
な
る
訳
で
は
な
い
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、
時

代
に
よ
っ
て
は
「
私
年
号
」
が
使
わ
れ
て
い
た
地
域
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
琉
球
は
日
本
と
は
別
の
国
家
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
論
者
が
、
琉
球
の
中

華
帝
国
へ
の
従
属
性
を
強
調
す
る
政
治
性
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。「
帝
国
に
従
属
す
る
主
権
国
家
」
な
ど
、
語
義
矛
盾
で
あ
る
。

⑷
　
彭
澤
周
『
明
治
初
期
日
韓
清
関
係
の
研
究
』
七
六
頁
。

⑸
　
明
治
七
年
十
二
月
六
日
寺
島
外
務
卿
宛
榎
本
駐
露
公
使
公
信

⑹
　
明
治
七
年
十
二
月
十
九
日
付
松
本
十
郎
開
拓
使
大
判
官
宛
榎
本
武
揚
公
信
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

野　

澤　

基　

恭

尖
閣
諸
島
問
題
を
考
え
る
国
際
法
上
の
視
点

一
、
問
題
の
所
在

　

尖
閣
諸
島
（
中
国
で
は
釣
魚
台
島
嶼
あ
る
い
は
釣
魚
台
群
島D

iaoyutai or Tiaoyutai

、
西
欧
諸
国
で
はPinnacle Islands

）
は
、
沖

縄
島
の
西
、
八
重
山
諸
島
の
北
、
東
経
一
二
三°
三
〇′
か
ら
一
二
三°
四
一′
、
北
緯
二
五°
四
四′
か
ら
二
五°
五
五′
の
間
に
点
在
す
る
。
そ

れ
ら
は
現
在
、
沖
縄
県
石
垣
市
（
石
垣
市
登
野
城
）
に
属
し
、
魚
釣
島
（
三
，
六
㎢
）、
久
場
島
（
〇
，
八
七
㎢
）、
北
小
島
（
〇
，
二
六
㎢
）、

南
小
島
（
〇
，
三
二
㎢
）
の
四
つ
の
無
人
島
と
沖
ノ
北
岩
（
〇
，
〇
五
㎢
）、
沖
ノ
南
岩
（
〇
，
〇
一
㎢
）、
飛
瀬
（
〇
，
〇
二
㎢
）
の
三
つ

の
岩
礁
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
東
方
一
一
〇
㎞
に
あ
る
大
正
島
（
〇
，
〇
五
㎢
）
か
ら
成
る
⑴
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
尖
閣
諸
島
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
月
一
四
日
、
閣
議
決
定
に
よ
り
正
式
に
わ
が
国
の
領
土
に
編
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
紛
争（
紛
争
の
存
在
に
関
し
て
は
後
述
す
る
）が
顕
在
化
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
で
あ
る（
一
九
七
一

年
六
月
に
台
湾
が
、
同
年
一
二
月
に
中
国
が
領
有
権
を
主
張
）。
こ
れ
は
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
秋
、
日
・
韓
・
台
の
科
学
者
が
中

心
と
な
っ
て
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（ECAFE

、
現SCAP

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
海
洋
調
査
の

結
果
、
台
湾
の
北
東
約
二
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
底
区
域
に
、
石
油
資
源
が
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
中
国
（
台
湾
）
は
尖
閣
諸
島
を
自
国
領
土
と
す
る
国
内
法
を
制
定
す
る
な
ど
の
国
家
実
行
を
重
ね
て
い
る
。

　

尖
閣
諸
島
や
そ
の
他
の
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
歴
史
的
に
も
法
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
最
近
で
は
、
新
聞
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等
で
評
論
さ
れ
る
機
会
も
増
し
て
い
る
⑵
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
専
ら
国
際
法
上
の
視
点
か
ら
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
点
（
特

に
領
域
取
得
の
権
原
に
か
か
わ
る
問
題
点
）
を
今
一
度
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
「
解
決
す
べ
き
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
主
張
に

つ
い
て
再
び
国
際
法
上
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
領
域
取
得
の
権
原
に
関
す
る
問
題

（
一
） 

先
占
の
法
理
と
歴
史
的
権
原

　

権
原
（title

）
と
は
、
権
利
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
法
が
認
め
る
事
実
を
意
味
す
る
。
領
域
取
得
の
権
原
と
は
、
即
ち
、
一
定
の
領
域

を
取
得
す
る
権
利
と
し
て
国
際
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
事
実
の
こ
と
で
あ
る
。
国
家
領
域
の
取
得
と
は
有
効
な
領
域
権
限
（territorial 

title

）
の
創
設
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
⑶
。
つ
ま
り
、
領
土
紛
争
と
は
あ
る
国
が
自
国
の
権
原
の
有
効
性
を
主
張
し
、
そ
れ
に
対
し
て
他
国
が

争
う
と
い
う
形
式
を
と
る
。

　

尖
閣
諸
島
問
題
を
考
え
る
際
に
、
最
も
重
要
な
国
際
法
上
の
論
点
と
し
て
、
領
域
取
得
の
権
原
の
問
題
が
あ
る
。
中
で
も
日
本
が
主
張
す

る
の
が
「
先
占
」⑷
の
法
理
で
あ
り
、
中
国
が
主
張
す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
的
権
原
」
の
問
題
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
が
わ
が
国
の
領
土

で
あ
る
か
ど
う
か
は
、「
先
占
」
の
解
釈
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
わ
が
国
は
、
一
九
七
二
年
三
月
八
日
の
外
務
省

基
本
見
解
「
尖
閣
諸
島
の
領
土
問
題
」
と
一
九
七
八
年
一
月
の
外
務
省
資
料
「
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
」
等
に
お
い
て
、「
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）

年
以
来
一
〇
年
間
か
け
て
数
回
に
亘
り
沖
縄
県
当
局
を
通
じ
る
等
を
し
て
尖
閣
諸
島
を
実
地
調
査
」
し
「
清
国
に
所
属
す
る
証
跡
が
な
い
こ

と
を
慎
重
に
確
認
し
た
」
後
「
沖
縄
県
の
所
轄
と
し
て
標
抗
を
建
て
」
る
と
い
う
慎
重
な
編
入
手
続
に
よ
り
、先
占
に
よ
る
領
土
取
得
を
行
っ

た
。
伝
統
的
国
際
法
に
お
い
て
、
領
域
取
得
の
権
原
と
し
て
確
立
さ
れ
た
「
先
占
」
は
、
こ
れ
が
国
際
法
上
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
以
下

の
四
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、先
占
の
主
体
が
国
家
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、当
該
領
域
が
先
占
前
に
「
無
主
地
」(terra 

nullius)

で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
先
占
を
行
う
国
家
が
、
当
該
領
域
に
対
し
て
領
有
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
（
主
観
的
要
件
）。
第
四
に
、

先
占
を
行
う
国
家
に
よ
る
当
該
領
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
存
在
す
る
こ
と
（
客
観
的
要
件
）。
第
一
の
要
件
に
関
し
て
、
私
人
の
行
為
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に
よ
る
と
き
は
国
家
の
事
前
の
授
権
な
い
し
事
後
の
裁
可
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（
三
）　

先
占
の
要
件
と
日
本
の
国
家
実
行

　

そ
こ
で
、
日
本
の
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
先
占
が
こ
れ
ら
の
四
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
の
要
件
に
つ
い
て
は
日
本
と
い
う
国
家
が
行
っ
た
行
為
で
あ
る
が
ゆ
え
に
問
題
は
生
じ
な
い
。

　

第
二
の
要
件
の
尖
閣
諸
島
が
無
主
地
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
前
述
し
た
と
お
り
、
日
本
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、

無
主
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
は
「
歴
史
的
権
原
」
に
よ
っ
て
日
本
に
対
抗
す
る
。
す
な

わ
ち
、
中
国
は
、
尖
閣
諸
島
は
日
本
が
先
占
に
よ
り
領
土
編
入
す
る
遙
か
以
前
か
ら
中
国
の
領
土
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
は
他
の

二
つ
の
要
件
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
逆
に
中
国
が
先
に
尖
閣
諸
島
を
発
見
し
、
上
記
の
先
占
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
を
中
国
自
身
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
の
領
有
の
意
思
の
表
明
と
い
う
主
観
的
要
件
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
外
務
省
基
本
見
解
及
び
外
務
省
資
料
に

よ
れ
ば
、
一
八
九
五
年
一
月
一
四
日
に
閣
議
決
定
に
従
っ
て
現
地
に
標
抗
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
通
常

領
有
の
意
思
は
、当
該
地
域
を
国
家
に
編
入
す
る
旨
の
宣
言
、国
内
立
法
上
あ
る
い
は
行
政
上
の
措
置
、さ
ら
に
は
各
国
へ
の
通
告
等
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、日
本
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
形
式
の
領
有
意
思
の
表
明
が
、中
国
を
含
む
関
係
国
に
通
告
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
表
明
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
パ
ル
マ
ス
島
事
件
⑸
、
ク
リ
ッ
パ
ー
ト
ン
島
事
件
⑹
な
ど
の
国
際
裁

判
判
例
や
主
要
な
学
説
も
、
通
告
が
な
さ
れ
な
く
て
も
、
他
の
手
段
に
よ
る
領
有
意
思
が
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
占
の
有
効
性
を
確

認
す
る
に
は
充
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
四
の
要
件
で
あ
る
実
効
的
支
配
（
客
観
的
要
件
）
に
関
し
て
は
、
前
述
の
パ
ル
マ
ス
島
事
件
、
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
事
件
⑺
、
マ
ン

キ
エ
・
エ
ク
レ
オ
事
件
⑻
等
の
判
決
に
あ
る
よ
う
に
、
土
地
の
現
実
の
使
用
や
定
住
と
い
う
物
理
的
占
有
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
当

該
地
域
に
お
け
る
社
会
的
支
配
の
確
立
（
社
会
的
占
有
説
）
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
当
該
地
域
に
標
抗
を
建
て
る
行
為
の
み
で
は
占
有
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は
完
成
し
た
と
は
い
え
な
い
。
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
は
、
日
本
は
、
一
八
九
五
年
の
編
入
後
一
九
〇
二
年
に
は
沖
縄
県
の
土
地
整
理
事
業
を

通
じ
て
大
正
島
（
当
時
は
久
米
赤
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
除
く
四
島
に
地
番
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
内
務
省

が
大
正
島
に
も
地
籍
を
設
定
し
、
国
内
法
上
の
尖
閣
諸
島
編
入
手
続
き
が
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
国
家
と
し
て
は
島
民
に
対
し
て
、
国
有
地

の
貸
与
、
及
び
払
下
げ
、
地
代
と
固
定
資
産
税
の
徴
収
、
燐
鉱
採
掘
の
許
可
等
を
行
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
最
盛
期
に
は
尖
閣
諸
島
で
は

九
九
戸
二
四
七
名
が
生
活
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
実
効
的
支
配
に
お
け
る
社
会
的
支
配
は
十
分
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
事
件
判
決
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
競
合
す
る
国
家
の
請
求
の
欠

如
に
よ
っ
て
、
実
効
的
支
配
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
は
一
九
七
一
年
ま
で
い
か
な
る
請
求
も
提
起

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
実
効
的
支
配
は
、
国
際
裁
判
判
例
か
ら
考
え
て
も
先
占
の
要
件
を
満
た
す

に
は
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
権
限
の
凝
固
と
抗
議
の
欠
如
の
国
際
法
上
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
⑼
。

（
四
）　

歴
史
的
権
原
と
中
国
の
国
家
実
行

　

中
国
側
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
冊
封
使
録
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
と
琉
球
の
境
界
は
赤
尾
嶼
（
大
正
島
）
と

久
米
島
の
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
黒
水
溝
」（
沖
縄
ト
ラ
フ
）
が
あ
り
、
そ
こ
を
通
過
す
る
際
、
船
員
た
ち
は
「
過
溝
祭
」
を
お
こ
な
う

慣
わ
し
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
が
「
中
外
の
境
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
明
代
に
お
い
て
尖
閣
諸
島
は
す
で
に
「
中
国
の
海
上

防
衛
区
域
」
に
含
ま
れ
て
お
り
、
中
国
の
（
一
部
で
あ
る
）
台
湾
の
付
属
島
嶼
で
あ
り
、
一
八
九
五
年
日
清
戦
争
で
清
朝
政
府
の
敗
北
が
確

定
的
と
な
っ
た
時
に
、
日
本
が
こ
れ
を
「
か
す
め
と
っ
た
」。
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
清
朝
政
府
に
馬
関
条
約
の
締
結
を
強
要
し
、
台
湾
及

び
す
べ
て
の
付
属
諸
島
嶼
と
澎
湖
列
島
を
日
本
に
割
譲
さ
せ
た
。

　

こ
の
中
で
歴
史
的
権
原
の
証
拠
と
し
て
、
前
述
し
た
先
占
の
要
件
に
関
連
し
て
、
中
国
は
日
本
よ
り
も
前
に
尖
閣
諸
島
を
発
見
し
実
効
的

支
配
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張
す
る
実
効
的
支
配
の
例
と
し
て
、
尖
閣
諸
島
の
航
路
標
識
と
し
て
の
利
用
、
自
国
の
海
上
防
衛

区
域
へ
の
編
入
、
漁
民
に
よ
る
漁
場
と
し
て
の
利
用
等
を
あ
げ
て
い
る
。
中
国
の
主
張
を
国
際
法
的
に
検
証
し
て
み
る
と
、
ま
ず
「
発
見
」
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自
体
が
国
際
法
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
が
問
題
と
な
る
。
一
五
、一
六
世
紀
に
お
い
て
も
「
発
見
」
は
「
未
成
熟
の
権
原
」⑽
で
あ
る

と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
後
の
合
理
的
な
期
間
に
お
け
る
実
効
的
先
占
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国

の
主
張
す
る
実
効
的
支
配
に
関
し
て
、
航
路
標
識
と
海
上
防
衛
区
域
へ
の
編
入
に
関
し
て
は
、
尖
閣
諸
島
が
倭
寇
の
襲
来
す
る
際
の
進
路
に

当
た
り
、
付
近
が
倭
寇
の
出
没
す
る
海
域
で
あ
る
た
め
、
本
土
防
衛
の
た
め
に
注
意
す
べ
き
海
域
と
し
て
示
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
側
の
言
う
よ
う
な
実
効
的
支
配
が
及
ん
で
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら

に
中
国
側
の
主
張
す
る
実
効
的
支
配
は
、
パ
ル
マ
ス
島
事
件
以
下
の
国
際
判
例
が
支
持
す
る
社
会
的
占
有
説
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
漁
民
に
よ
る
漁
場
と
し
て
の
利
用
に
関
し
て
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
漁
業
事
件
判
決
の
で
は
「
沿
岸
住
民
の
漁
業
活
動
に
関
す

る
限
り
、
政
府
に
よ
る
い
か
な
る
権
限
も
委
譲
も
得
る
こ
と
な
く
個
人
が
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
利
益
の
た
め
に
行
う
職
業
活
動
は
、

国
に
主
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」⑾
と
し
、
民
間
人
の
活
動
は
国
家
の
実
効
的
支
配
の
要
素
と
し
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

（
五
）　

戦
後
処
理
と
尖
閣
諸
島

　

中
国
は
、
尖
閣
諸
島
は
日
清
講
和
条
約
二
条
に
よ
っ
て
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
条
文
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
明

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
同
条
約
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
に
関
し
て
言
及
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
特
に
、
引
き
渡
さ
れ
る
台
湾

の
範
囲
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

戦
後
処
理
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
沖
縄
返
還
協
定
調
印
直
後
（
一
九
七
一
年
一
二
月
二
三
日
）
中
国
は
、
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
台
湾
の
付
属
島
で
あ
る
釣
魚
島
等
が
ア
メ
リ
カ
政
府
の
施
政
下
に
お
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
を
再
び
日
本
に
譲
り

渡
す
と
い
う
行
為
は
、
い
ず
れ
も
中
国
の
領
土
と
主
権
に
対
す
る
侵
犯
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
日
米
両
国
を
非
難
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
要

す
る
に
、
尖
閣
諸
島
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て
日
本
領
土
か
ら
最
終
的
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
台
湾

な
ど
の
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
第
３
条
に
言
う
日
本
の
領
土
と
し
て
残
さ
れ
る
が
当
面
は
米
国
の
施
政
権
に
置
か
れ
る
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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日
本
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
が
、
そ
の
直
後
中
国
は
「
台
湾
・
澎
湖
島
」
の
中
国
へ
の
編
入
に
着
手

し
た
。
同
年
九
月
二
日
、
日
本
の
降
伏
文
書
調
印
と
同
時
に
連
合
国
最
高
司
令
官
の
一
般
命
令
第
一
号
が
発
せ
ら
れ
、
占
領
地
域
分
配
に
関

し
て
は
蒋
介
石
に
授
権
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
従
い
九
月
二
〇
日
に
は
台
湾
省
行
政
長
官
組
織
条
例
が
公
布
さ
れ
、
一
〇
月
に
は

具
体
的
に
台
湾
接
収
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
五
日
「
受
降
典
礼
」
に
よ
り
正
式
な
接
収
手
続
き
が
完
了
し
、
中
華
民
国
は
台
湾

の
自
国
編
入
措
置
を
国
内
法
的
に
完
了
さ
せ
た
。
よ
っ
て
台
湾
は
台
湾
省
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
当
時
中
国
は
尖
閣
諸
島
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
。
換
言
す
れ
ば
、
蒋
介
石
に
よ
っ
て
接
収
が
決
定
さ
れ
た
地
域
の

中
に
尖
閣
諸
島
は
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
中
国
に
よ
る
台
湾
編
入
措
置
が
完
了
し
た
二
ヶ
月
後
に
、
尖
閣
諸

島
を
含
む
沖
縄
県
八
重
山
群
島
に
対
す
る
米
国
に
よ
る
軍
事
占
領
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
は
尖
閣
諸
島
を
接
収
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
カ
イ
ロ
宣
言
に
言
う
「
満
州
・
台
湾
及
び
澎
湖
等
の
よ
う
な
日
本
国
が
清
国
人
か
ら
盗
取
し
た
す
べ
て

の
地
域
」
に
尖
閣
諸
島
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
直
ち
に
台
湾
・
澎
湖
島
の
編
入
に
着
手

し
た
中
国
が
尖
閣
諸
島
を
接
収
し
な
か
っ
た
の
は
、
尖
閣
諸
島
を
自
国
の
領
域
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
一
部

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
（
当
然
、
授
権
さ
れ
た
蒋
介
石
に
も
自
国
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
認
識
は

な
か
っ
た
）⑿
。

（
六
）　

権
原
の
凝
固
と
抗
議
の
欠
如

　

こ
れ
ま
で
に
中
国
側
は
、
歴
史
的
権
原
に
よ
る
日
本
の
先
占
の
違
法
性
と
尖
閣
諸
島
は
台
湾
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
証
明
せ
ん
が
た
め
に

様
々
な
理
論（
論
理
と
は
言
い
難
い
が
）を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
意
見
の
表
明
は
公
式
に
は
す
べ
て
一
九
七
一
年
一
二
月（
台

湾
に
関
し
て
は
同
年
六
月
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
九
七
一
年
ま
で
は
何
ら
の
抗
議
も
、
対
抗
的
請
求
も
行
わ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
日
本
は「
権
原
の
凝
固
」を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
漁
業
事
件（
一
九
五
一

年
）
に
お
い
て
国
際
司
法
裁
判
所
が
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
外
国
か
ら
抗
議
を
受
け
る
こ
と
な
く
「
恒
常
的
か
つ
十
分
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に
長
期
の
慣
行
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
諸
政
府
の
態
度
は
、
諸
政
府
は
そ
れ
が
国
際
法
に
違
反
す
る
も
の
と
は
考
え

な
か
っ
た
事
実
の
証
拠
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
領
域
取
得
の
権
原
と
し
て
そ
の
認
定
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
領
土
紛
争
の
際
に
事
後
の
領
有
権
の
確
定
と
し
て
、
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
尖
閣
諸
島
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
日
本
が
主
張
す
る
先
占
が
行
わ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
中
国
が
主
張
す
る
よ
う
に
同
諸
島
が

無
主
地
で
は
な
く
た
と
え
中
国
の
領
土
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
（
七
〇
年
以
上
）
日
本
に
よ
る
領
域
主
権
の
継
続
的
か
つ

平
和
的
（
何
ら
の
抗
議
を
受
け
る
こ
と
な
く
）
行
使
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
法
上
合
法
な
も
の
と
し
て
の
事
実
の
証
拠
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
⒀
。

三
、
国
際
紛
争
の
存
在
と
決
定
的
期
日

（
一
）「
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
に
関
す
る
問
題
点

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
先
占
の
法
理
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
領
土
編
入
は
、
極
め
て
平
穏
に
行
わ
れ
、
よ
っ
て
日
本
の
主
権
は
何
ら
疑

う
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
領
有
の
権
原
、
即
ち
日
本
の
主
権
は
も
は
や
疑
い
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
政
府
は
一
九
九
七
年
二
月
国
連
事
務
総
長
に
あ
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
は
「
領
域
権
原
の
問
題
は

あ
り
え
な
い
」
と
し
て
以
来
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
七
日
の
国
連
総
会
一
般
討
論
に
お
い
て
も
、「
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
解
決
す
べ
き
問
題

は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
」
と
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
て
い
る
。
領
土
問
題
、
即
ち
中
国
（
台
湾
）
と
の
間
に
は
国
際
紛
争
は
存
在
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
国
際
法
上
「
紛
争
」(disputes)
と
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か
。
国
際
裁
判
で
は
、
常
設
国

際
司
法
裁
判
所
マ
ヴ
ロ
マ
テ
ィ
ス
事
件
⒁

に
お
い
て
、「
紛
争
」
と
は
「
二
当
事
者
間
の
法
ま
た
は
事
実
の
論
点
に
関
す
る
不
一
致

(desaccord)

、
法
的
主
張
な
い
し
利
害
の
衝
突(contradiction)

、
対
立(oppsition)

」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
国
際
司
法
裁
判
所

南
西
ア
フ
リ
カ
事
件
⒂
に
お
い
て
「
紛
争
の
存
在
を
否
定
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
不
存
在
を
証
明
す
る
の
に
は
不
充
分
で
あ
」
り
、「
紛
争

が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
一
方
の
当
事
者
の
主
張
に
対
し
て
、
他
方
の
当
事
者
が
積
極
的
に
反
対
し
て
い
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
述
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べ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
紛
争
の
存
在
は
客
観
的
に
確
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
承
認
（
認
定
）
に
依
拠
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
尖
閣
諸
島
問
題
に
関
し
て
、
国
連
の
場
に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
や
り
と
り
を
見
て
い
る
と
、
両
国
間
に
紛

争
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。　

（
二
）　

決
定
的
期
日
と
今
後
の
課
題

　

も
し
両
国
間
に
領
土
問
題
（
国
際
紛
争
）
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
連
憲
章
に
従
っ
て
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
国
際
の
平
和
及

び
安
全
並
び
に
正
義
を
危
う
く
し
な
い
よ
う
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
般
国
際
法
上
に
お
け
る
義
務
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
友
好
関
係
宣
言
」
に
よ
り
、「
い
ず
れ
の
国
も
、
他
国
の
現
行
の
国
境
線
を
侵
す
よ
う
な
ま
た
は
領
土
紛
争
お
よ
び
国
の
国
境
に
関
す
る
問

題
を
含
む
国
境
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
を
慎
む
義
務
を
負
う
」
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
国

際
紛
争
の
当
事
国
お
よ
び
他
の
国
は
、
事
態
を
悪
化
さ
せ
、
か
つ
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
を
危
う
く
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
い
か
な
る

行
為
も
慎
む
も
の
と
し
、
国
際
連
合
の
目
的
と
原
則
に
従
っ
て
行
動
す
る
」
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
⒃
。

　

ま
た
、領
土
紛
争
を
解
決
す
る
際
に
、領
有
権
の
根
拠
の
基
準
と
な
る
期
日
（
証
拠
能
力
を
決
定
す
る
基
準
日
）
を
決
定
的
期
日
（critical 

date

）
と
し
、
そ
の
日
ま
で
の
事
実
は
国
際
裁
判
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
の
も
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
適
用
す
べ
き
法
規
則
を
決
定
し
、
当
事
者
の
い
ず
れ
か
が
、
紛
争
発
生
当
時
に
存
在
し
た
状

況
を
変
更
す
る
目
的
で
行
う
そ
れ
以
降
の
行
為
を
裁
判
所
が
自
動
的
に
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
パ
ル
マ
ス
島
事
件
）。
通
常
は
紛

争
が
「
具
体
化
し
た
日
」（crystallized

）⒄
が
決
定
的
期
日
の
基
準
と
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
尖
閣
諸
島
紛
争
に
お
け
る
決
定
的
期
日
は
い
つ
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
九
五
年
一
月
一
四

日
に
日
本
は
先
占
の
法
理
に
よ
り
、
尖
閣
諸
島
を
日
本
の
領
土
に
編
入
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、
後
に
歴
史
的
権
原
に
よ
り

一
八
九
五
年
に
は
す
で
に
尖
閣
諸
島
は
無
主
地
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
、
日
本
と
清
国
と
の
間
に
、
こ
の
問
題
が

紛
争
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
法
上
、
相
手
方
に
よ
る
公
式
か
つ
実
質
的
な
抗
議
に
よ
り
、
紛
争
は
具
体
化
さ
れ
る
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こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
台
湾
が
日
本
に
対
し
て
公
式
に
ま
た
実
質
的
に
抗
議
を
行
っ
た
一
九
七
一
年
二
月
二
六
日
、
中
国
に
関
し
て
は

同
年
一
二
月
三
〇
日
が
決
定
的
期
日
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
行
為
（
国
際
条
約
へ
の

加
入
、
国
内
法
の
制
定
等
）
は
、
紛
争
に
お
け
る
両
国
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
は
全
く
な
い
。

　

以
上
、
尖
閣
諸
島
問
題
を
国
際
紛
争
と
考
え
た
場
合
を
想
定
し
て
、
そ
こ
に
内
在
す
る
論
点
、
問
題
点
に
関
し
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て

み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
両
国
間
に
領
土
問
題
（
国
際
紛
争
）
が
存
在
し
、
そ
の
上
で
当
該
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す

る
具
体
的
手
段
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

註⑴　

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/senkaku

（
尖
閣
諸
島
の
位
置
）。
本
稿
に
お
け
る
歴
史
的
事
実
に
関
し
て
は
、
す
べ
て

外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

⑵　

日
本
政
府
に
よ
る
尖
閣
諸
島
国
有
化
以
来
、
多
く
の
報
道
や
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
尖
閣
諸
島
問
題
を
含
め
て
日
本
の
領
土
問
題

に
関
し
て
国
際
法
学
者
に
よ
る
も
の
は
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
国
際
法
学
者
に
よ
る
論
考
と
し
て
は
、
芹
田
健
太
郎
『
日
本
の
領
土
』

中
公
叢
書
、
二
〇
〇
二
年
（
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
は
一
〇
六
─
一
四
五
頁
）、
芹
田
健
太
郎
「
政
治
は
国
民
と
領
土
を
守
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
か
」 

尾
崎
重
義
「
世
界
が
注
視
し
、
国
際
法
が
試
さ
れ
る
尖
閣
の
帰
属
」「
中
央
公
論
」
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
松
井
芳
郎
「
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
考
え
る
」

法
律
時
報
八
五
巻
一
号
〜
同
四
号
二
〇
一
三
年
が
あ
る
。

⑶　

領
域
取
得
の
権
原
は
、
通
常
「
原
始
取
得
」(original m

ode of acquisition, original acquisition)

と
「
継
承
取
得
」(divertive m

ode of 

acquisition, divertive acquisition)

に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
先
占(occupation)

と
添
付(accretion)

が
あ
り
、
後
者
に
属
す
る

も
の
と
し
て
割
譲(cession)

、
征
服(subjugation, conquest)

、
併
合(annexation)
、
時
効(prescription)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
権
原
の
現
代
的
意
義

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
考
察
す
る
（
ま
た
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
最
近
の
優
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
許
淑
娟
「
領
域
権
原
論
再
考
（
一
）
〜
（
六
）」

国
家
学
会
雑
誌
一
二
二
巻
一
・
二
〜
一
一
・
一
二
が
あ
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
領
域
取
得
の
権
原
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
紛
争
解
決
に
基
準
と
し

て
援
用
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
現
実
的
に
は
、
紛
争
解
決
に
関
し
て
は
国
際
裁
判
に
お
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
い
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く
つ
か
の
基
準
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
も
の
と
し
て
、
一
つ
は
一
般
的
に
「
実
効
性
の
原
則
」(effectivites)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
パ
ル
マ
ス
島
事
件
判
決
に
お
い
て
初
め
て
提
起
さ
れ
た
原
則
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
権
原
で
あ
っ
て
も
、
立
法
、
司
法
、
行
政
等
の
国
家
権
力
の
行

使
、
即
ち
主
権
の
発
現
が
「
継
続
的
か
つ
平
和
的
」
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
領
有
権
の
存
否
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
原
則
は
、

後
に
「
リ
ギ
タ
ン
・
ジ
バ
タ
ン
島
事
件
」
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、「
マ
ン
キ
エ
・
エ
ク
レ
オ
島
事
件
」
に
お
い
て

適
用
さ
れ
た
原
則
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
国
の
主
権
に
対
す
る
主
張
の
相
対
的
強
さ
（
い
ず
れ
の
国
の
主
権
的
活
動
が
よ
り
強
力
で
あ
る
の
か
）
を
根

拠
に
領
有
権
の
有
無
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
東
部
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
事
件
」
判
決
で
は
、
主
権
活
動
が
た
と
え
希
薄
な
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、「
優
越
的
な
主
張
」
を
根
拠
に
す
る
旨
が
判
示
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
、
相
手
国
の
占
有
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
抗
議
等
の

反
対
の
意
思
表
示
を
行
わ
な
い
場
合
に
黙
示
的
同
意
が
付
与
さ
れ
る
と
す
る
「
黙
認
」(acquiescence)

、
一
定
の
条
件
の
下
で
相
手
方
の
信
頼
を
裏
切

る
形
で
の
行
動
を
と
る
こ
と
を
禁
ず
る
「
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
」(estoppel)

、
さ
ら
に
、
植
民
地
の
旧
行
政
区
画
を
新
独
立
国
の
国
境
と
す
る
と
す
る
「
ウ

テ
ィ
・
ポ
シ
デ
デ
ィ
ス
」
等
の
原
則
が
あ
る
（
杉
原
高
嶺
『
国
際
法
学
講
義
』
二
七
八
─
二
八
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
）。

⑷　

歴
史
的
に
見
て
、
先
占
の
法
理
が
西
欧
諸
国
に
よ
る
植
民
地
取
得
の
方
便
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
「
い
か
な
る
文

明
国
の
法
的
領
有
下
に
も
な
い
地
域
で
、
未
開
の
原
住
民
が
住
む
と
こ
ろ
は
先
占
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
無
主
地
と
は
「
い
か

な
る
文
明
領
有
部
分
に
も
な
い
地
域
」
で
あ
り
、「
原
住
民
に
よ
る
わ
ず
か
な
文
明
水
準
と
政
治
的
結
合
の
達
成
も
先
占
に
よ
る
彼
ら
の
領
地
の
取
得

を
阻
止
す
る
の
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
杉
原
、
前
掲
著
二
八
〇
頁
。

⑸　

Perm
anent C

ourt of A
rbitration, The Island of Palm

as C
ase, U

nited States of A
m

erica v The N
etherlands, 4.A

pril 1928.

⑹　

A
ffaire de l’ ile de C

lipperton. sentence arbitrale. R
IA

A
.Vol.Ⅱ

.p.1105

、『
国
際
法
判
例
百
選
』（
第
二
版
）
二
〇
一
一
年 

⑺　

PC
IJ Series A

/B
,N

o.53,pp.45-46

⑻　

IC
J R

eports 1953,p.59

⑼　

先
占
に
よ
る
領
土
編
入
に
関
し
て
は
、
若
干
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
編
入
の
地
理
的
範
囲
の
不
明
確
さ
（
閣
議
決
定
で
は
久
場
島
、

魚
釣
島
の
二
島
の
み
、
久
米
赤
島
は
そ
の
後
一
九
二
一
年
に
大
正
島
と
し
て
地
籍
設
定
）、
今
一
つ
は
沖
縄
県
知
事
へ
の
指
令
と
標
抗
建
設
が
未
確
認

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
重
要
な
視
点
と
し
て
は
、
編
入
の
時
期
（
閣
議
決
定
の
時
期
）
が
日
清
戦
争
の
終
結
時
期
と

が
接
近
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
中
国
側
を
し
て
「
か
す
め
と
っ
た
」
言
わ
し
め
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。（
松
井
、
前
掲
論
文
（
３
）

五
六
頁
参
照
）

⑽　

松
井
芳
郎　

前
掲
論
文
（
２
）
六
六
頁
参
照
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ハ
イ
テ
と
ブ
ラ
ウ
ン
リ
を
引
用
し
一
五
、一
六
世
紀
に
お
い
て
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も
単
な
る
発
見
の
事
実
だ
け
で
は
未
成
熟
権
原
以
上
の
も
の
を
あ
た
え
る
こ
と
は
疑
わ
し
い
と
し
て
い
る
。

⑾　

松
井
、
前
掲
論
文
（
２
）
六
六
頁
。C

IJ R
ecueil 1951,p.116

⑿　

芹
田
健
太
郎
『
日
本
の
領
土
』
一
一
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
、
中
公
叢
書

⒀　

国
際
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
黙
認
の
例
と
し
て
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
が
フ
ォ
ン
セ
カ
湾
に
あ
る
ミ
ア
ン
グ
ェ
ラ
島
を
支
配
し
た
こ
と
に
対
す
る
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
の
主
張
が
「
黙
認
の
推
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
は
遅
す
ぎ
る
」(IC

J R
eports 1992,P.577)

と
し
た
も
の
や
、
黙
認
が
根
拠
を
欠
く
と
し
て

否
定
さ
れ
た
例
と
し
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
カ
メ
ル
ー
ン
の
領
土
問
題(IC

J R
eports 2002,pp.415

〜416)

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
杉
原
、
前

掲
著
、
二
九
二
頁
。

⒁　

PC
JI Series A

,N
o2 P.11, “ A

 dispute is a disagreem
ent on a point of law

 or fact, a conflict of legal view
 or of interests betw

een tw
o parties.”

⒂　

South W
est A

frica C
ases, Prelim

inary O
bjections, judgm

ent of 21 D
ecem

ber 1962 , IC
J R

eports, 1962, p.328. 

⒃　

国
連
総
会
決
議
「
友
好
関
係
宣
言
」
決
議
二
六
二
五
、一
九
七
〇
年
一
〇
月
二
四
日
採
択
。

⒄　

M
inquiers and Ecrehos C

ase ,IC
J R

eports, 1953, p53. “ The U
nited K

ingdom
 G

overnm
ent subm

its that, though the Parties have for a long 

tim
e disagreed as to the sovereignty over the tw

o groups, the dispute did not becom
e “crystallized” before the conclusion of the Special 

A
greem

ent of D
ecem

ber 29
th, 1950, and that therefore this date should be considered as the critical date, w

ith the result that all acts before that 

date m
ust be taken into consideration by the C

ourt.

　

Pulau Ligitan and Pulau Sipadan C
ases, IC

J R
eports 2002, p682. Para.135.  “The C

ourt further observes that it cannot take into consideration 

acts having taken place after the date on w
hich the dispute betw

een the Parties crystallized unless such acts are a norm
al continuation of prior 

acts and are not undertaken for the purpose of im
proving the legal position of the Party w

hich relies on them
.
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

塚　

本　
　
　

孝

竹
島
領
有
権
紛
争
の
論
点

は
じ
め
に

　

日
本
海
の
孤
島
竹
島
の
領
有
権
を
め
ぐ
り
、
昭
和
二
七
年
以
来
日
韓
両
国
間
で
争
い
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
年
の
一
月
韓
国
が
い
わ
ゆ
る

李
承
晩
ラ
イ
ン
を
宣
言
し
て
竹
島
を
ラ
イ
ン
内
に
取
り
込
み
、
日
本
が
抗
議
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
両
国
政
府
間
で
竹
島
領
有
権
紛
争
が
発

生
し
た
⑴
。
韓
国
の
領
有
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
当
初
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
（
後
述
四
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
⑵
、
そ
の
後
、
朝
鮮
の
古
文

献
に
見
え
る
于
山
島
が
竹
島
で
あ
り
歴
史
的
に
韓
国
領
で
あ
っ
た
と
か
、
日
本
に
よ
る
明
治
三
八
年
の
竹
島
領
土
編
入
措
置
を
指
し
て
韓
国

併
合
に
至
る
過
程
で
奪
っ
た
と
い
っ
た
主
張
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑶
。

　

領
土
問
題
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
付
く
と
隘
路
に
至
る
。
日
本
政
府
が
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
竹
島
領
有
権
紛
争
は
司
法
的
解
決

（
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
）
が
最
善
で
あ
る
⑷
。
し
か
し
て
、
そ
れ
へ
の
第
一
歩
は
、
互
い
に
、
政
府
も
国
民
も
特
に
国
民
が
、
自
己

の
主
張
と
異
な
る
議
論
を
承
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
竹
島
領
有
権
紛
争
の
論
点

を
、（
一
）
朝
鮮
の
古
文
献
・
古
地
図
に
見
え
る
于
山
は
竹
島
か
、（
二
）
一
七
世
紀
の
欝
陵
島
出
漁
を
め
ぐ
る
日
朝
交
渉
と
竹
島
、（
三
）

一
九
〇
五
年
の
日
本
に
よ
る
竹
島
領
土
編
入
措
置
と
韓
国
の
保
護
・
併
合
と
の
関
係
、（
四
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
合
国
の
措
置
に
よ
っ

て
竹
島
の
法
的
地
位
に
変
動
が
あ
っ
た
か
の
四
点
に
大
別
し
、
各
論
点
に
つ
き
事
実
関
係
を
確
認
し
若
干
の
分
析
を
試
み
る
。



─ 147 ─

一
、
朝
鮮
の
古
文
献
・
古
地
図
に
見
え
る
于
山
は
竹
島
か

　

朝
鮮
の
古
文
献
で
あ
る
『
世
宗
實
録
地
理
志
』（
一
五
世
紀
）
に
「
于
山
、
武
陵
の
二
島
は
〔
江
原
道
蔚
珍
〕
県
の
真
東
の
海
中
に
在
る
。

二
島
は
遠
く
な
く
風
の
日
晴
明
で
あ
れ
ば
望
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
羅
の
時
に
于
山
国
と
称
し
た
。
欝
陵
島
と
も
い
う
（
于
山
武
陵
二

島
在
縣
正
東
海
中 
二
島
相
去
不
遠
風
日
清
明
則
可
望
見 

新
羅
時
稱
于
山
國 

一
云
欝
陵
島
）」
と
あ
り
⑸
、
同
じ
く
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』

（
一
六
世
紀
）
に
「
于
山
島 

欝
陵
島
。
武
陵
、
羽
陵
と
も
云
う
。
二
島
は
県
の
真
東
の
海
中
に
在
る
。
風
の
日
清
明
で
あ
れ
ば
峯
の
頭
の
樹

木
及
び
山
の
ふ
も
と
の
渚
が
歴
々
と
見
え
る
。
…
于
山
欝
陵
は
本
来
一
つ
の
島
で
あ
る
と
も
説
か
れ
る
（
于
山
島 

欝
陵
島 

一
云
武
陵
一
云

羽
陵 

二
島
在
縣
正
東
海
中 

…
風
日
清
明
則
峯
頭
樹
木
及
山
根
沙
渚
歴
歴
可
見 

…
一
説
于
山
欝
陵
本
一
島
）」
と
あ
る
⑹
。
こ
の
于
山
（
島
）

が
竹
島
で
あ
る
と
し
、
歴
史
的
に
韓
国
領
で
あ
っ
た
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
の
「
八
道
総
図
」
に
は
于
山
島
が
朝
鮮
半
島
と
欝
陵
島
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
─
─
そ
の
よ
う
な
位
置
に

島
は
な
い
。『
太
宗
大
王
實
録
』
の
太
宗
一
七
年
丁
酉
二
月
壬
戌
の
条
に
、
按
撫
使
金
麟
雨
（
人
名
）
が
于
山
島
か
ら
還
り
、
産
物
で
あ
る

大
竹
…
を
献
上
し
、
住
民
三
名
を
連
れ
て
き
た
、
そ
の
島
の
人
口
は
お
よ
そ
一
五
戸
で
男
女
あ
わ
せ
て
八
六
人
（
按
撫
使
金
麟
雨
還
自
于
山

島 

獻
土
産
大
竹
水
牛
皮
生
苧
綿
子
撿
撲
木
等
物 

且
率
居
人
三
名
以
来 

其
島
戸
凡
十
五
口
男
女
并
八
十
六
）
と
あ
る
⑺
─
─
竹
島
は
木
も
生

え
な
い
岩
礁
島
。『
三
國
史
記
』（
一
二
世
紀
）
の
新
羅
本
記
第
四
、
智
證
王
一
三
年
の
条
に
、
于
山
国
は
溟
州
の
東
の
海
島
に
在
る
、
欝
陵

島
と
も
い
う
（
于
山
國
在
溟
州
東
海
島 

或
名
欝
陵
島
）
と
あ
る
⑻
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
世
宗
實
録
地
理
志
等
の
于
山
（
島
）
は
、
欝
陵

島
＝
于
山
国
を
欝
陵
島
と
は
別
に
于
山
と
い
う
島
が
あ
る
よ
う
に
記
し
た
も
の
で
、
竹
島
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
上
記
世
宗
實
録
地
理
志
の
「
二
島
は
遠
く
な
く
風
の
日
晴
明
で
あ
れ
ば
望
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
記
述
を
、
于
山
と
武

陵
が
互
い
に
望
見
で
き
る
と
読
ん
で
、
欝
陵
島
か
ら
竹
島
が
見
え
る
こ
と
を
強
調
す
る
議
論
が
あ
る
。
見
え
る
か
見
え
な
い
か
は
領
有
権
と

無
関
係
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
地
理
志
の
記
述
は
、
蔚
珍
県
か
ら
于
山
武
陵
（
欝
陵
島
）
が
見
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
⑼
。



─ 148 ─

　
二
、
一
七
世
紀
の
欝
陵
島
出
漁
を
め
ぐ
る
日
朝
交
渉
と
竹
島

　

上
記
『
三
國
史
記
』
に
よ
れ
ば
欝
陵
島
に
あ
っ
た
于
山
国
が
新
羅
に
帰
服
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
王
朝
は
住
民
を
刷
出
し
、
世
宗
二
〇

（
一
四
三
八
）
年
に
至
り
同
島
は
空
島
と
化
し
た
⑽
。
こ
の
欝
陵
島
を
一
七
世
紀
に
日
本
で
は
「
竹
島
」
と
呼
び
、
伯
耆
国
米
子
の
大
谷
村

川
両
家
が
江
戸
幕
府
か
ら
許
可
を
得
て
毎
年
交
代
で
渡
海
し
て
竹
木
の
伐
採
、
ア
ワ
ビ
の
採
取
、
ア
シ
カ
漁
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
日

韓
間
で
領
有
権
を
争
っ
て
い
る
竹
島
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
松
島
」
と
呼
ば
れ
、
欝
陵
島
（
当
時
の
竹
島
）
渡
海
の
途
次
利
用
さ
れ
た
。
大

谷
家
文
書
に
よ
れ
ば
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
こ
ろ
か
ら
は
松
島
に
つ
い
て
も
老
中
の
許
可
を
得
て
漁
を
行
っ
た
⑾
。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）

年
に
至
り
欝
陵
島
で
唐
人
（
朝
鮮
人
）
に
出
合
い
、
翌
年
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
船
頭
は
、
漁
が
で
き
な
か
っ
た
証
拠
に
唐
人
二
名

を
連
れ
帰
っ
た
。
唐
人
は
米
子
の
大
谷
方
等
に
逗
留
し
た
後
、
幕
府
の
指
示
に
よ
り
対
馬
藩
経
由
朝
鮮
国
に
送
還
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
を
契

機
と
し
て
日
朝
両
国
間
で
欝
陵
島
出
漁
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
幕
府
は
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
一
月
二
八
日
（
西
暦
三
月

一
日
）
鳥
取
藩
に
対
し
大
谷
村
川
両
家
の
欝
陵
島
渡
海
制
禁
を
指
示
し
た
。

　

こ
の
決
定
に
先
立
ち
幕
府
（
老
中
）
は
鳥
取
藩
に
「
竹
島
」（
欝
陵
島
）
が
因
幡
伯
耆
付
属
に
な
っ
た
時
期
、「
竹
島
」
以
外
に
因
伯
両
国

へ
付
属
の
島
が
あ
る
か
を
照
会
し
た
。
こ
れ
に
対
し
藩
は
、「
竹
島
」
は
因
幡
伯
耆
付
属
で
は
な
い
、「
竹
島
」「
松
島
」
そ
の
ほ
か
因
伯
両

国
付
属
の
島
は
な
い
云
々
と
返
答
し
た
⑿
。
今
日
韓
国
で
は
こ
の
鳥
取
藩
の
返
答
を
根
拠
に
、
一
七
世
紀
末
の
日
朝
交
渉
を
通
じ
独
島
（
竹

島
の
韓
国
名
）
が
韓
国
領
土
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
今
日
の
竹
島
（
当
時
の
松
島
）
が

交
渉
の
対
象
と
な
っ
た
記
録
は
日
朝
い
ず
れ
の
側
に
も
な
い
。
朝
鮮
国
が
同
島
に
言
及
し
た
こ
と
も
な
い
。
日
本
で
は
そ
の
後
天
保
七

（
一
八
三
六
）
年
に
石
見
の
今
津
屋
八
右
衛
門
と
い
う
回
船
業
者
が
「
竹
島
」（
欝
陵
島
）
へ
渡
航
し
立
木
を
伐
採
持
ち
帰
っ
た
か
ど
で
捕
ら

え
ら
れ
処
刑
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
裁
判
記
録
中
に
「
最
寄
松
島
え
渡
海
之
名
目
を
以
竹
島
え
渡
り
」
云
々
と
あ
っ
た
⒀
。

事
件
後
全
国
に
出
さ
れ
た
沖
乗
禁
止
の
触
書
（
高
札
）
で
も
「
松
島
」（
今
日
の
竹
島
）
へ
の
言
及
は
な
い
。
一
七
世
紀
末
の
交
渉
で
今
日

の
竹
島
（
往
時
の
松
島
）
が
朝
鮮
領
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。
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な
お
、
元
禄
六
年
に
日
本
に
連
れ
帰
ら
れ
た
唐
人
（
安
龍
福
）
は
、
元
禄
九
年
五
月
に
隠
岐
に
現
れ
た
。
安
龍
福
は
、
隠
岐
で
、
竹
島
は

朝
鮮
江
原
道
の
欝
陵
島
で
あ
り
松
島
は
同
じ
く
子
山
島
で
あ
る
と
述
べ
た
⒁
。
同
人
は
伯
耆
に
お
い
て
何
事
か
訴
え
出
よ
う
と
し
、
帰
国
後

取
り
調
べ
を
受
け
た
際
の
供
述
で
は
、
欝
陵
島
に
い
た
日
本
人
に
対
し
松
島
は
我
が
子
山
で
あ
る
と
述
べ
て
越
境
を
咎
め
た
な
ど
と
し
た
⒂
。

子
山
＝
于
山
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
欝
陵
島
、
于
山
島
の
二
島
が
あ
る
と
い
う
朝
鮮
に
お
け
る
伝
統
的
な
知
識
に
元
禄
六
年
の
日
本
滞
在
中
に

得
た
竹
島
、
松
島
に
関
す
る
情
報
を
当
て
は
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
安
龍
福
は
島
の
水
域
を
守
っ
た
と
い
っ
た
議
論
が
行

わ
れ
、『
東
國
文
献
備
考
』（
一
八
世
紀
）、『
萬
機
要
覧
』（
一
九
世
紀
）
な
ど
後
世
の
本
に
「
欝
陵
、
于
山
は
皆
于
山
国
の
地
で
あ
る
、
于

山
は
日
本
の
い
う
松
島
で
あ
る
（
欝
陵
于
山
皆
于
山
國
地　
于
山
則
倭
所
謂
松
島
也
）」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
朝
鮮
国
は
、
禮
曹
参
議
李
善
博
の
対
馬
藩
主
に
あ
て
た
書
簡
で
、「
昨
年
漂
流
し
た
者
の
件
、
海
辺
の
者
は
舟
を
操
る
こ
と
を
稼
業
と

し
烈
風
に
遭
え
ば
波
浪
に
洗
わ
れ
越
境
し
貴
国
に
至
る
。
…
そ
の
者
が
書
を
呈
し
た
こ
と
は
妄
作
の
罪
が
あ
る
（
昨
年
漂
氓
事 

濱
海
之
人

率
以
舟
揖
為
業 

颿
風
焱
忽
易
及
飄
盪
以
至
冒
越
重
溟
轉
入
貴
国 

…
若
其
呈
書
誠
有
妄
作
之
罪
）」と
し
た
⒃
。
安
龍
福
の
言
動
は
政
府
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
て
お
り
、
竹
島
領
有
権
主
張
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
一
七
世
紀
末
の
事
件
後
、
朝
鮮
国
は
数
年
に
一
度
欝
陵
島
に
官
吏
を
渡
航
さ
せ
巡
視
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

欝
陵
島
の
地
理
的
な
知
識
が
増
加
し
た
。
そ
の
中
で
、
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
八
道
総
図
の
類
型
に
属
す
る
地
図
と
は
異
な
り
欝
陵
島
の
東
側

に
于
山
（
島
）
を
描
く
地
図
も
作
製
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、「
所
謂
于
山
島 

海
長
竹
田
」
す
な
わ
ち
竹
が
生
え
て
い
る
と
記
す
も
の
、

地
図
四
辺
の
目
盛
り
に
よ
っ
て
欝
陵
島
と
の
距
離
を
示
す
も
の
な
ど
が
あ
り
⒄
、
こ
の
于
山
（
島
）
は
、
欝
陵
島
の
沖
合
二
キ
ロ
に
あ
る
小

島
（
現
在
の
韓
国
名
「
竹
島
」）
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
欝
陵
島
に
渡
航
し
た
官
吏
が
朝
鮮
の
伝
統
的
な
知
識
で
あ
る
于
山
島

を
求
め
、
欝
陵
島
周
辺
の
小
島
嶼
に
于
山
の
名
称
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
欝
陵
島
か
ら
約
九
〇
キ
ロ
離
れ
た
我
が
竹
島
で
は
な
い
。

三
、
一
九
〇
五
年
の
日
本
に
よ
る
領
土
編
入
措
置
と
韓
国
の
保
護
・
併
合
と
の
関
係

　

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
秋
、
前
年
か
ら
竹
島
で
ア
シ
カ
漁
を
行
っ
て
い
た
隠
岐
在
住
の
企
業
家
（
中
井
養
三
郎
）
が
、
同
島
（
中
井
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は
「
り
や
ん
こ
島
」
と
呼
ん
だ
）
の
「
領
土
編
入
並
ニ
貸
下
願
」
を
内
務
、
外
務
、
農
商
務
の
三
省
に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、

政
府
は
、
翌
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
二
八
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り
同
島
を
本
邦
に
編
入
し
、
島
根
県
所
属
と
し
た
。
島
根
県
は
、

同
年
二
月
二
二
日
に
島
名
、
所
管
等
を
告
示
し
た
⒅
。
閣
議
決
定
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
上
の
領
土
取
得
権
原
の
一
で
あ
る
先
占
─
─

い
ず
れ
の
国
の
領
土
で
も
な
い
土
地
を
国
家
が
領
有
意
思
を
持
っ
て
実
効
的
に
占
有
─
─
に
よ
っ
て
領
土
に
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
措
置

を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
先
占
の
対
象
は
無
主
地
で
あ
る
が
竹
島
は
歴
史
的
に
韓
国
領
で
あ
っ
た
か
ら

先
占
に
よ
っ
て
取
得
し
え
な
い
、
②
日
本
の
太
政
官
は
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
島
根
県
の
竹
島
外
一
島
地
籍
編
纂
方
伺
に
関
し
、

内
務
省
の
判
断
ど
お
り
「
伺
之
趣
竹
島
外
一
島
之
儀
本
邦
関
係
無
之
儀
ト
可
相
心
得
事
」
と
指
示
し
て
い
た
、
③
光
武
四
（
一
九
〇
〇
）
年

一
〇
月
の
大
韓
帝
国
勅
令
第
四
一
号
「
欝
陵
島
を
欝
島
と
改
称
し
島
監
を
郡
守
と
改
正
す
る
件
」
第
二
条
に
「
郡
庁
位
置
は
台
霞
洞
に
定
め

区
域
は
欝
島
全
島
と
竹
島
石
島
を
管
轄
す
る
事
」
と
あ
る
、
こ
の
石
島
が
竹
島
で
あ
る
、
④
一
九
〇
六
年
欝
陵
島
を
訪
れ
た
島
根
県
の
吏
員

か
ら
領
土
編
入
を
聞
い
た
欝
島
郡
守
（
沈
興
澤
）
は
、
江
原
道
の
観
察
使
（
知
事
）
に
報
告
書
を
送
り
、
そ
の
中
で
「
本
郡
所
属
獨
島
は
本

郡
の
外
洋
百
余
里
に
あ
る
が
」
云
々
と
し
た
、
こ
れ
に
対
し
大
韓
帝
国
政
府
は
、
独
島
領
地
の
説
は
全
く
根
拠
が
な
い
、
そ
の
島
の
状
況
と

日
本
人
が
何
を
す
る
か
を
調
べ
て
報
告
せ
よ
と
指
令
し
た
、
⑤
中
井
養
三
郎
の
書
い
た
文
書
（「
事
業
経
営
概
要
」）
に
朝
鮮
領
だ
と
思
い
統

監
府
に
働
き
か
け
る
た
め
上
京
し
た
と
あ
る
、
一
九
〇
五
年
は
日
露
戦
争
時
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
民
間
人
の
出
願
を
奇
貨
と
し
て
望
楼
建

設
な
ど
軍
事
目
的
の
た
め
に
竹
島
を
奪
取
し
た
─
─
等
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
、
竹
島
が
歴
史
的
に
韓
国
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
朝
鮮
の
古
文
献
・
古
地
図
に
見
え
る
于
山
（
島
）
は
竹
島
で
は
な
く

（
上
記
一
、二
）、
韓
国
に
は
竹
島
へ
赴
い
た
記
録
も
な
い
。
②
は
、
島
根
県
の
伺
で
は
竹
島
は
欝
陵
島
、
外
一
島
（
松
島
）
は
今
日
の
竹
島

を
指
し
て
い
た
も
の
の
、
内
務
省
の
判
断
が
一
七
世
紀
末
の
日
朝
交
渉
で
欝
陵
島
へ
の
渡
海
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
る
こ
と
、

幕
末
明
治
期
に
は
西
洋
の
地
図
の
影
響
で
欝
陵
島
が
松
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
日
の
竹
島
に
関
す
る
指
示
で
は
な
い
可
能

性
が
あ
る
⒆
。
仮
に
今
日
の
竹
島
を
含
む
趣
旨
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
国
の
領
土
で
な
い
以
上
日
本
が
後
日
領
有
意
思
を
持
ち
実
効
的
に

占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
領
土
と
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
③
の
石
島
が
今
日
の
竹
島
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
十
分
で
な
い
。
欝
島
郡
設
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置
に
向
け
て
一
八
八
二
年
に
行
わ
れ
た
官
吏
（
李
奎
遠
）
に
よ
る
欝
陵
島
実
地
調
査
の
報
告
に
お
い
て
は
欝
陵
島
近
傍
の
小
島
嶼
と
し
て
の

于
山
あ
る
い
は
欝
陵
島
の
別
名
と
し
て
の
于
山
が
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
（
松
竹
于
山
等
島 

僑
寓
諸
人 

皆
以
傍
近
小
島
當
之 

…
清
明
之
日 

登
高
遠
眺 
則
千
里
可
窮 

而
更
無
一
拳
石
一
撮
土 

則
于
山
之
稱
欝
陵 

即
如
耽
羅
之
稱
済
州
是
白
如
乎
）、一
八
九
九
年
に
行
わ
れ
た
他
の
官
吏

（
禹
用
鼎
）
に
よ
る
実
地
調
査
で
も
、
議
政
府
賛
政
内
部
大
臣
に
よ
る
勅
令
の
請
議
書
に
お
い
て
も
我
が
竹
島
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
⒇
。

仮
に
勅
令
の
石
島
が
竹
島
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
領
有
権
の
成
立
に
は
実
効
的
占
有
（
い
わ
ゆ
る
実
効
支
配
）
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
韓

国
が
勅
令
の
前
後
に
竹
島
に
対
し
て
行
政
権
を
行
使
し
た
等
の
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
法
令
に
郡
の
範
囲
と
し
て
記
載
し
た

だ
け
で
は
韓
国
の
領
土
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
④
は
、
韓
国
の
記
録
に
独
島
と
い
う
呼
称
が
登
場
す
る
最
初
で
あ
る
。
大
韓
帝
国
の
領

有
意
思
を
示
す
も
の
の
、
上
記
③
と
同
じ
く
領
有
権
の
確
立
に
は
実
効
的
占
有
の
証
拠
が
必
要
で
あ
り
、
韓
国
は
こ
れ
を
欠
く
。
ま
た
、
韓

国
政
府
は
日
本
政
府
に
照
会
や
抗
議
を
し
て
い
な
い
�
。
⑤
は
中
井
の
後
年
の
回
想
で
あ
り
同
人
が
上
京
し
た
一
九
〇
四
年
に
は
統
監
府
が

な
か
っ
た
な
ど
記
録
と
し
て
疑
問
が
あ
る
ほ
か
�
、
当
時
竹
島
が
朝
鮮
領
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
日
本
政
府
が
朝
鮮
領
と
認
め
た
と
い
う
話
で

も
な
い
。四

、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
合
国
の
措
置
に
よ
っ
て
竹
島
の
法
的
地
位
に
変
動
が
あ
っ
た
か

　

日
本
は
、
終
戦
に
際
し
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
。
同
宣
言
に
は
「
日
本
の
主
権
は
本
州
、
北
海
道
、
九
州
及
び
四
国
並
び
に
吾
ら
の

決
定
す
る
諸
小
島
に
極
限
せ
ら
る
べ
し
」
と
あ
っ
た
（
第
八
項
）。
す
な
わ
ち
、
日
本
が
保
持
す
る
領
土
、
日
本
か
ら
分
離
す
る
領
土
を
連

合
国
が
決
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
�
。

　

占
領
下
に
お
い
て
、
一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
の
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
指
令
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
─
六
七
七
は
、
竹
島
を
含
む
外
郭

地
域
に
対
す
る
日
本
政
府
の
権
力
行
使
を
禁
じ
た
。
同
年
六
月
二
二
日
の
指
令
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
─
一
〇
三
三
に
よ
っ
て
日
本
漁
船
の
操
業
許

可
区
域
が
拡
大
さ
れ
た
際
に
も
、日
本
人
は
竹
島
と
接
触
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
総
司
令
部
覚
書
に
は
、「
こ

の
指
令
中
の
条
項
は
い
ず
れ
も
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
に
あ
る
諸
小
島
の
最
終
的
決
定
に
関
す
る
連
合
国
の
政
策
を
示
す
も
の
と
解
釈
し
て



─ 152 ─

は
な
ら
な
い
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
─
六
七
七
）、「
関
係
地
域
そ
の
他
い
ず
れ
の
地
域
に
関
し
て
も
、
日
本
国
の
管
轄
権
、
国
際
境
界
線
又
は

漁
業
権
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
に
関
す
る
連
合
国
の
政
策
の
表
明
で
は
な
い
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
─
一
〇
三
三
）
と
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
総
司
令
部
に
領
土
の
処
分
権
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
領
土
の
決
定
は
平
和
条
約
に
よ
る
の
が
国
際
法
上
の
通
例
で
あ
る
。

　

日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
一
九
五
一
年
九
月
八
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
調
印
）
で
は
、「
日
本
国
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
し
て
、

済
州
島
、
巨
文
島
及
び
欝
陵
島
を
含
む
朝
鮮
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。」
と
さ
れ
た
（
第
二
条
ａ
項
）。

こ
の
条
約
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
一
九
五
一
年
七
月
一
九
日
、
韓
国
は
、
条
約
草
案
を
準
備
し
て
い
た
米
国
に
対
し
、
上
記
条
文
案
に
「
独

島
」
を
加
え
る
よ
う
求
め
た
�
。
ア
メ
リ
カ
は
、
同
年
八
月
一
〇
日
付
け
の
書
簡
で
「
独
島
又
は
竹
島
な
い
し
リ
ア
ン
ク
ー
ル
岩
と
し
て
知

ら
れ
る
島
に
関
し
て
は
、
こ
の
通
常
無
人
で
あ
る
岩
島
は
、
我
々
の
情
報
に
よ
れ
ば
朝
鮮
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
決
し
て
な

く
、
一
九
〇
五
年
こ
ろ
か
ら
日
本
の
島
根
県
隠
岐
支
庁
の
管
轄
下
に
あ
る
。
こ
の
島
は
、
か
つ
て
朝
鮮
に
よ
っ
て
領
土
主
張
が
な
さ
れ
た
と

は
思
わ
れ
な
い
。」
と
し
て
韓
国
政
府
の
修
正
要
求
を
退
け
た
�
。

　

平
和
条
約
第
二
条
ａ
項
の
「
朝
鮮
」
は
一
九
一
〇
年
に
日
本
が
併
合
し
た
朝
鮮
と
解
さ
れ
る
─
─
竹
島
は
併
合
し
た
朝
鮮
の
一
部
で
は
な

く
、
併
合
後
行
政
区
域
的
に
朝
鮮
総
督
府
管
下
に
移
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
。
平
和
条
約
第
二
条
ａ
項
に
は
朝
鮮
の
分
離
に
当
っ
て
日
本
か
ら

新
た
に
領
土
を
譲
渡
す
る
意
味
合
い
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
条
約
作
成
過
程
に
お
け
る
上
記
の
事
実
に
徴
し
て
も
、
平
和
条
約
第
二
条
ａ

項
で
放
棄
し
た
朝
鮮
に
竹
島
は
含
ま
れ
ず
、
日
本
に
よ
る
同
島
の
保
持
が
確
定
し
た
。

ま
と
め

　

国
家
間
の
領
土
紛
争
が
国
際
裁
判
に
付
さ
れ
た
場
合
、
係
争
地
に
直
接
関
係
の
あ
る
国
家
権
能
の
表
示
に
係
る
証
拠
（
主
権
者
と
し
て
ふ

る
ま
う
行
為
）
を
ど
ち
ら
の
国
が
よ
り
多
く
提
示
で
き
た
か
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
て
き
た
。
軍
隊
の
駐
屯
、
植
民
、
官
署
の
設
置
の
ほ
か
、

当
該
土
地
に
対
す
る
自
国
法
令
の
適
用
、
当
該
土
地
や
そ
こ
で
の
経
済
活
動
に
対
す
る
課
税
、
そ
こ
で
起
こ
っ
た
事
件
の
捜
査
・
審
判
な
ど

（
実
効
的
占
有
、
実
効
支
配
）
で
あ
る
�
。
国
民
に
よ
る
当
該
土
地
の
占
有
（
経
済
活
動
等
）
は
、
国
家
の
行
為
で
は
な
い
が
、
国
家
は
こ
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れ
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
�
。
昔
か
ら
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
い
っ
た
歴
史
的
、
原
初
的
権
原
も
認
め
ら
れ
る
が
、
他
に
競
合
す
る
主

張
が
あ
り
そ
れ
が
実
効
的
占
有
に
基
づ
く
場
合
─
─
特
に
相
手
国
の
主
権
行
為
に
適
時
的
確
に
反
応
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
よ
う
な
場
合
は
、

歴
史
的
に
自
国
の
領
土
で
あ
っ
た
と
し
て
も
主
権
が
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

竹
島
領
有
権
紛
争
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
日
本
国
民
が
一
七
世
紀
に
同
島
に
お
い
て
政
府
（
幕
府
）
の
許
可
を
得
て
漁
を
行
っ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
日
本
に
何
ら
か
の
権
原
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
国
（
朝
鮮
国
）
に
は
同
島
に
対
す
る
認
識
も
な
か
っ
た
の
で
な
お
さ
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
、一
国
の
内
部
に
お
け
る
往
復
で
あ
る
と
は
い
え
鳥
取
藩
が
幕
府
に
因
幡
伯
耆
の
所
属
で
な
い
な
い
と
返
答
し
た
ほ
か（
上

記
二
）、
欝
陵
島
へ
の
渡
海
が
禁
止
さ
れ
た
結
果
今
日
の
竹
島
で
の
漁
も
事
実
上
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
（
竹
島
だ
け
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
）

の
で
、
仮
に
他
国
（
朝
鮮
国
で
あ
れ
欧
米
列
国
で
あ
れ
）
が
競
合
す
る
領
有
権
主
張
を
行
い
そ
れ
が
実
効
的
占
有
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
な
場
合
に
は
、
日
本
の
権
原
が
劣
後
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
、
一
九
〇
五
年
の
領
土
編
入
措
置
（
領
有
意
思
、
国

民
に
よ
る
占
有
の
所
為
の
国
家
に
よ
る
追
認
）
及
び
そ
の
後
の
一
連
の
国
家
権
能
の
表
示
─
─
官
有
地
台
帳
へ
の
登
載
（
一
九
〇
五
年
五
月
）、

ア
シ
カ
漁
の
許
可
（
同
年
六
月
）、
島
根
県
吏
員
に
よ
る
実
地
調
査
（
一
九
〇
六
年
三
月
）、
漁
業
者
へ
の
貸
付
と
官
有
地
使
用
料
の
徴
収

（
一
九
〇
六
年
七
月
以
降
継
続
）
等
─
─
に
よ
り
竹
島
に
対
し
確
定
的
に
領
土
権
を
持
つ
に
至
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
に
伴
い
日

本
の
領
土
的
範
囲
に
変
更
が
生
じ
た
が
、
竹
島
の
日
本
領
土
と
し
て
の
地
位
に
つ
い
て
変
動
は
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
韓
国
の
領
有
権
主
張
に
は
、
各
論
点
に
つ
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
観
念
的
な
も
の
、
論
証
が
不
十
分
な
も
の
、
日
本
が
自
身
の
領

土
で
な
い
と
し
た
と
す
る
消
極
的
な
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
上
記
三
④
の
議
論
は
、
積
極
的
な
領
有
主
張
で
あ
る
。
具
体
的
に
行
政
権
行

使
を
し
た
例
な
ど
が
提
示
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
実
効
的
占
有
の
証
拠
と
比
較
考
量
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
紛
争
発
生
後
に
こ
と
さ
ら

行
っ
た
活
動
は
実
効
的
占
有
の
証
拠
に
な
ら
な
い
（
註
⑴
へ
）。
竹
島
の
場
合
、
一
九
五
二
年
以
降
の
韓
国
の
行
為
─
─
武
装
要
員
の
駐
屯
、

学
術
調
査
、
灯
台
・
埠
頭
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設
等
々
が
こ
れ
に
当
る
。
し
か
し
、
黙
認
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
韓
国
の
行
為
に
対
し

て
適
時
適
切
に
反
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
我
が
国
は
実
際
に
そ
の
都
度
抗
議
し
て
い
る
。
昨
（
二
〇
一
二
）
年
八
月
の
李
明
博
大
統
領

の
竹
島
上
陸
後
、
改
め
て
紛
争
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
を
申
し
入
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。
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註⑴　

紛
争
の
発
生
時
期
は
、
国
際
法
上
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
デ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
証
拠
許
容
期
日
（
政
府
間
で
紛
争
が
発
生
し
た
後
に
、
新
規
に
あ
る
い
は

自
己
の
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に
行
っ
た
こ
と
は
、
実
効
支
配
の
証
拠
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
）
と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国
が
隣
接
海
洋

主
権
宣
言
で
李
ラ
イ
ン
を
設
定
し
竹
島
を
ラ
イ
ン
内
に
取
り
込
ん
だ
一
九
五
二
年
一
月
一
八
日
又
は
日
本
政
府
が
韓
国
に
よ
る
公
海
上
の
違
法
な
線
引

き
に
抗
議
し
韓
国
は
竹
島
に
領
土
権
を
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
同
年
一
月
二
八
日
が
、
日
韓
両
国
政
府
間
で
竹

島
領
有
権
紛
争
が
発
生
し
た
日
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

一
九
五
二
年
二
月
一
二
日
付
け
韓
国
政
府
の
見
解
、
邦
訳
は
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
三
三
（
一
九
五
三
・
一
一
）
八
─
一
一
頁
。

⑶　

一
九
五
三
─
一
九
六
二
年
に
詳
し
い
領
有
権
主
張
の
根
拠
を
記
し
た
見
解
の
往
復
が
両
国
政
府
間
で
行
わ
れ
た
。
塚
本
孝
「
竹
島
領
有
権
を
め
ぐ
る

日
韓
両
国
政
府
の
見
解
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
六
一
七
（
二
〇
〇
二
・
六
）
四
九
─
七
〇
頁
参
照
。
一
九
六
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
後
は
、
主
と
し
て

研
究
者
レ
ベ
ル
で
そ
の
後
発
掘
さ
れ
た
史
料
な
ど
を
用
い
た
論
文
等
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
韓
国
政
府
の
見
解
は
、
政
府
広
報
資
料
『
韓
国
の

美
し
い
島
、
獨
島
』
韓
国
外
交
通
商
部
の
サ
イ
ト
〈http://dokdo.m

ofat.go.kr/upload/japanese.pdf

〉
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
三
・
八
・
一
四
。

⑷　

日
本
政
府
は
、こ
れ
ま
で
竹
島
領
有
権
紛
争
の
節
目
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
付
託
を
提
起
し
て
き
た
。最
初
は
、韓
国
が
武
装
要
員
を
常
駐
さ
せ
た
こ
と（
一
九
五
四

年
八
月
巡
視
船
が
島
上
か
ら
銃
撃
を
受
け
る
）
に
伴
う
一
九
五
四
年
九
月
二
五
日
の
口
上
書
、
次
は
、
朴
正
煕
政
権
が
発
足
（
一
九
六
一
年
七
月
国
家

再
建
最
高
会
議
議
長
に
就
任
）
し
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
に
進
展
の
兆
し
が
見
え
た
一
九
六
二
年
三
月
の
日
韓
外
相
会
談
の
席
上
、
そ
し
て
李
明
博
大

統
領
が
韓
国
大
統
領
と
し
て
初
め
て
竹
島
に
上
陸
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
二
〇
一
二
年
八
月
の
付
託
提
案
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
口
上
書
は
、
当

時
の
外
務
省
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
外
務
省
情
報
文
化
局
「
竹
島
の
領
有
権
問
題
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
に
つ
き
韓
国
政
府
に
申
入

れ
に
つ
い
て
」『
海
外
調
査
月
報
』
四
巻
一
一
号
、
一
九
五
四
・
一
一
、六
四
─
七
一
頁
）。

⑸　
『
世
宗
實
録
地
理
志
』
巻
一
五
三
、一
一
丁
。
國
史
編
纂
委
員
會
『
朝
鮮
王
朝
實
録 

五
巻
』
ソ
ウ
ル
、
東
國
文
化
社
、
一
九
五
六
年
、
六
八
〇
頁
。

⑹　
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』
巻
四
五
、二
六
丁
。
東
國
文
化
社
刊
の
影
印
本
（
一
九
五
八
年
）
八
一
四
頁
。
こ
の
節
で
扱
う
于
山
に
関
す
る
分
析
は
、
川

上
健
三
『
竹
島
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
古
今
書
院
、
一
九
六
六
年
、
九
四
─
一
二
〇
頁
及
び
田
川
孝
三
「
竹
島
領
有
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」『
東

洋
文
庫
書
報
』
二
〇
号
、
一
九
八
八
（
一
九
六
〇
年
執
筆
）、
六
─
五
二
頁
が
詳
し
い
。
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⑺　
『
太
宗
大
王
實
録
』
巻
三
三
、八
丁
。
國
史
編
纂
委
員
會
『
朝
鮮
王
朝
實
録 

二
巻
』
東
國
文
化
社
、
一
九
五
五
年
、
一
四
六
頁
。

⑻　
『
三
國
史
記
』
の
于
山
国
の
記
事
は
、
例
え
ば
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
刊
の
影
印
本
（
一
九
八
六
年
）
三
二
頁
。

⑼　

下
條
正
男
『
竹
島
は
日
韓
ど
ち
ら
の
も
の
か
』
文
芸
春
秋
、
二
〇
〇
四
年
（
文
春
新
書
三
七
七
）、
一
六
二
─
一
六
六
頁
。
下
條
教
授
に
よ
れ
は
、

規
式
（
地
理
書
の
編
纂
ル
ー
ル
）
に
よ
り
、
島
は
陸
地
か
ら
の
距
離
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
島
相
去
不
遠
風
日
清
明
則
可
望
見
は
「
二

島
」
の
陸
地
か
ら
の
距
離
の
記
述
で
あ
る
。
規
式
は
、『
慶
尚
道
地
理
志
』、『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
に
記
録
さ
れ
て
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
後
者

の
地
理
誌
続
撰
事
目
で
は
海
島
は
「
在
本
邑
某
方 

水
路
幾
里 

自
陸
地 

去
本
邑
幾
里 

四
面
周
回
相
距
幾
里 

田

幾
結 

民
家
有
無
」
を
記
す
と
さ
れ
て

い
る
（
復
刻
、
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
『
慶
尚
道
地
理
志
・
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
一
九
三
八
年
）。

⑽　

川
上
健
三
、
前
掲
書
（
註
⑹
）
六
七
頁
。

⑾　

川
上
健
三
、
同
上 

七
三
─
八
三
頁
。
以
下
、
こ
の
節
で
扱
う
事
件
の
全
体
に
つ
き
、
川
上
健
三
、
同
上
一
三
九
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
塚
本
孝
「
元

禄
竹
島
一
件
を
め
ぐ
っ
て
─
付
、
明
治
十
年
太
政
官
指
令
」『
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
巻
二
号
（
二
〇
一
三
・
五
）
三
四
─
五
五
頁
参
照
。

⑿　

塚
本
孝
「
竹
島
関
係
旧
鳥
取
藩
文
書
お
よ
び
絵
図 

上
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
四
一
一
（
一
九
八
五
・
四
）
七
五
─
九
〇
頁
参
照
。

⒀　

判
決
文
の
写
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
旧
幕
府
引
継
書
中
、『
無
宿
狩
込
一
件
』
巻
一
。
こ
の
事
件
に
つ
き
、
森
須
和
男
『
八
右
衛
門
と
そ

の
時
代
─
今
津
屋
八
右
衛
門
の
竹
嶋
一
件
と
近
世
海
運
』
浜
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
参
照
。

⒁　

村
上
家
古
文
書
「
元
禄
九
丙
子
年
朝
鮮
舟
着
岸
一
巻
之
覚
書
」（
内
田
文
恵
、
樋
野
俊
晴
翻
刻
）
島
根
県
（
第
一
期
）
竹
島
問
題
研
究
会
『
竹
島
問

題
に
関
す
る
調
査
研
究 

中
間
報
告
書
』
二
〇
〇
六
・
五
所
収
〈http://w

w
w

.pref.shim
ane.lg.jp/soum

u/w
eb-takeshim

a/takeshim
a04/

takeshim
a04_00/index.data/ oboe-kaidoku.pdf

〉

⒂　
『
粛
宗
實
録
』
巻
三
〇
、五
三
─
五
四
丁
、
國
史
編
纂
委
員
会
『
朝
鮮
王
朝
實
録 

三
九
巻
』
東
國
文
化
社
、
一
九
五
七
年
、
四
三
二
─
四
三
三
頁
。

⒃　
『
磯
竹
島
事
略 

坤
』（
内
田
文
恵
翻
刻
）
島
根
県
（
第
一
期
）
竹
島
問
題
研
究
会
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究 

最
終
報
告
書
（
資
料
編
）』

二
〇
〇
七
年
、
二
二
頁
及
び
『
竹
嶋
記
事 

五
巻
』（
内
田
文
恵
、
飯
田
奈
美
子
、
野
津
薫
、
松
本
美
和
子
翻
刻
）
同
書
二
一
三
頁
〈http://w

w
w

.pref.

shim
ane.lg.jp/ soum

u/w
eb-takeshim

a/takeshim
a04/takeshim

a04_01/takeshim
a04c.htm

l

〉。

⒄　
「
竹
島
領
有
権 

韓
国
主
張
覆
す
古
地
図 

ソ
ウ
ル
大
所
蔵 

米
研
究
者
三
枚
紹
介
」『
山
陰
中
央
新
報
』
二
〇
〇
七
・
二
・
二
二
参
照
。
こ
の
記
事
は
、ゲ
ー

リ
ー
・
ビ
ー
バ
ー
ズ
氏
の
調
査
に
係
る
地
図
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

⒅　

川
上
健
三
、
前
掲
書
（
註
⑹
）
二
〇
六
頁
以
下
参
照
。
閣
議
決
定
は
、『
公
文
類
聚
』
第
二
九
編
巻
一
政
綱
門
行
政
区
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｐ
に
画
像
あ
り
─JA

C
A

R
 R

ef. A
01200222600

公
文
類
聚･

第
二
九
編･

明
治
三
八
年･
第
一
巻･

政
綱･

帝
国
議
会･

行
政
区･

地
方
自
治･
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雑
載
（
国
立
公
文
書
館
）。

⒆　

杉
原
隆
「
明
治
一
〇
年
太
政
官
指
令
─
竹
島
外
一
島
之
儀
ハ
本
邦
関
係
無
之
─
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
島
根
県
第
二
期
竹
島
問
題
研
究
会
『
竹
島
問
題

に
関
す
る
調
査
研
究 

中
間
報
告
書
』
二
〇
一
一
・
二
、一
一
─
一
八
頁
〈http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/soum
u/w

eb-takeshim
a/takeshim

a04/

takeshim
a04-02/ index.data/-04.pdf

〉、
塚
本
孝
「
元
禄
竹
島
一
件
を
め
ぐ
っ
て
─
付
、
明
治
十
年
太
政
官
指
令
」
前
掲
（
註
⑾
）
参
照
。
太
政
官
指

令
は
、「
日
本
海
内
竹
島
外
一
島
地
籍
編
纂
方
伺
」『
公
文
録
』
明
治
一
〇
年
三
月
内
務
省
之
部
一
ほ
か
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
画
像
の

閲
覧
が
可
能
─JA

C
A

R
 R

ef.A
07060000300

公
文
録･

明
治
一
〇
年･

第
二
五
巻･

明
治
一
〇
年
三
月･

内
務
省
伺（
一
）（
国
立
公
文
書
館
）。
ま
た
、

関
係
史
料
と
し
て
、『
朝
鮮
國
蔚
陵
島
へ
犯
禁
渡
航
ノ
日
本
人
ヲ
引
戻
之
儀
ニ
付
伺 

自
明
治
十
四
年
七
月
至
明
治
十
六
年
四
月
』
外
務
省
外
交
史
料
館

所
蔵
外
務
省
記
録
３
門
８
類
２
項
４
号
、『
県
治
要
領 

明
治
一
四
─
一
五
年
』
島
根
県
所
蔵
及
び
『
地
籍 

明
治
九
年
』
同
の
錦
織
希
衣
に
よ
る
翻
刻
と

原
文
が
、
杉
原
隆
「
竹
島
外
一
島
之
儀
本
邦
関
係
無
之
に
つ
い
て
再
考
─
明
治
十
四
年
大
屋
兼
助
外
一
名
の
松
島
開
拓
願
を
中
心
に
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
〈http://w

w
w

.pref.shim
ane.lg.jp/ soum

u/w
eb-takeshim

a/takeshim
a04/takeshim

a04-1/takeshim
a04_j.htm

l

〉。
な
お
、
こ
の
太
政
官
指
令
を

取
り
扱
っ
た
基
本
的
な
文
献
と
し
て
、
堀
和
生
「
一
九
○
五
年
日
本
の
竹
島
領
土
編
入
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
二
四
（
一
九
八
七
・
三
）
九
七
─

一
二
五
頁
参
照
。

⒇　

下
條
正
男
、
前
掲
書
（
註
⑼
）
一
〇
五
─
一
一
六
頁
参
照
。
ま
た
、
塚
本
孝
「
韓
国
の
保
護
・
併
合
と
日
韓
の
領
土
認
識
─
竹
島
を
め
ぐ
っ
て
」『
東

ア
ジ
ア
近
代
史
』
一
四
（
二
〇
一
一
・
三
）
五
二
─
六
七
頁
参
照
。
勅
令
の
本
文
は
、『
官
報
』
第
一
七
一
六
号
、
光
武
四
年
一
〇
月
二
七
日
、
複
製
『
旧

韓
國
官
報
９
』
七
巻
下
、
ソ
ウ
ル
、
亞
細
亞
文
化
社
、
一
九
七
三
年
、
一
一
一
三
頁
。
な
お
、
禹
用
鼎
の
調
査
の
実
施
年
（
一
八
九
九
）
は
、
이
상
태

『
사
료
가
증
명
하
는
독
도
는
한
국
땅
』
파
주
・
경
세
원(Lee Sang-Tae, H

istorical Evidence of K
orean Sovereignty over D

okdo, Paju: 

K
yongsaew

on) 

二
〇
〇
七
年
、
一
九
二
頁
に
よ
る
。

�　

当
時
は
第
二
次
日
韓
協
約
に
よ
る
外
交
権
喪
失
の
結
果
抗
議
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
山
﨑
佳
子
「
韓
国
政
府
に
よ
る
竹
島
領
有
根

拠
の
創
作
」
島
根
県
第
二
期
竹
島
問
題
研
究
会
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究 

最
終
報
告
書
』
二
〇
一
二
・
三
、六
一
─
七
八
頁
は
、
他
の
案
件
で

は
統
監
府
に
照
会
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
六
四
頁
）。
な
お
、
欝
島
郡
守
の
報
告
に
対
し
韓
国
政
府
が
調
査
せ
よ
と
の
指
令
を
し
た
こ
と

に
関
す
る
基
本
的
な
文
献
と
し
て
、愼
鏞
廈
「
朝
鮮
王
朝
의
獨
島
領
有
와
日
本
帝
國
主
義
의
獨
島
侵
略
」『
韓
國
獨
立
運
動
史
研
究
』
第
三
輯
（
一
九
八
九

年
）
四
三
─
一
一
七
頁
。

�　

中
井
養
三
郎
の
「
事
業
経
営
概
要
」（
竹
島
漁
猟
合
資
会
社
文
書
綴
り
『
行
政
諸
官
庁
往
復
雑
書
類 

従
明
治
三
拾
八
年
』
所
収
）
の
分
析
に
つ
き
、

塚
本
孝
「
奥
原
碧
雲
竹
島
関
係
資
料
（
奥
原
秀
夫
所
蔵
）
を
め
ぐ
っ
て
」
島
根
県
（
第
一
期
）
竹
島
問
題
研
究
会
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究 
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最
終
報
告
書
』
二
〇
〇
七
・
三
、六
二
─
七
〇
頁
〈http://w

w
w

.pref.shim
ane.lg.jp/soum

u/w
eb-takeshim

a/takeshim
a04/takeshim

a04_01/

〉
参
照
。

�　

以
下
、
こ
の
節
の
記
述
に
つ
き
詳
し
く
は
、
塚
本
孝
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
と
竹
島—

米
外
交
文
書
集
よ
り
（
資
料
）」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』

三
八
九
（
一
九
八
三
・
六
）
五
一
─
六
三
頁
、
同
「
平
和
条
約
と
竹
島
（
再
論
）」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
五
一
八
（
一
九
九
四
・
三
）
三
一
─
五
六
頁
、
同

「
対
日
平
和
条
約
と
竹
島
の
法
的
地
位
」『
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
巻
一
号
（
二
〇
一
二
・
一
〇
）
四
〇
─
五
三
頁
参
照
。

�　

“The K
orean A

m
bassador to the Secretary of State,” Foreign Relations of the U

nited States 1951, Vol.6, Pt.1, p.1206 / 

米
国
立
公
文
書
館

N
A

R
A

: R
G

59, Lot54 D
423, Japanese Peace Treaty Files of John Foster D

ulles, B
ox 8, K

orea / 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ムC

onfidential U
.S. State 

D
epartm

ent Special Files JAPAN
 1947-1956, LO

T FILES, B
ethesda: U

niversity Publications of A
m

erica, [ca.1990], R
eel 9, Fram

e 0577-

�　

N
A

R
A

: R
G

59, Lot54 D
423, B

ox 8, K
orea / 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
同
上
）/ FRU

S 1951, Vol.6, Pt.1, p.1203

脚
註
３
。

�　

関
係
国
際
判
例
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
塚
本
孝
「
国
際
法
か
ら
見
た
竹
島
問
題
」
島
根
県
平
成
二
〇
年
度
竹
島
問
題
を
学
ぶ
講
座
第
五

回
講
義
録
〈http://w

w
w

.pref.shim
ane.lg.jp/soum

u/w
eb-takeshim

a/H
20kouza.data/H

20kouza-tsukam
oto2-1.pdf

〉
参
照
。

�　

ホ
ー
ル
著
北
条
元
篤
・
熊
谷
直
太
郎
補
『
國
際
公
法
』
博
文
館
、
一
八
九
九
年
（
帝
国
百
科
全
書
第
二
三
編
）
六
三
頁
参
照
。
原
著
は
、W

illiam
 

Edw
ard H

all, A Treatise on International Law, O
xford: C

larendon Press, 1880, p.90.

（
本
稿
は
、
日
本
法
政
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
へ
の
模
索｣

（
平
成
二
五
年
六
月
一
五
日
）
に
お
け
る
報
告
を
補
訂
し
た
も
の

で
あ
る
。）
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

村　

井　
　
　

淳

極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
政
治
・
外
交
戦
略
と
日
露
関
係

は
じ
め
に

　

二
○
一
二
年
に
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
返
り
咲
い
て
一
年
が
た
つ
。
先
進
国
で
あ
り
な
が
ら
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
輸
出
に
経

済
依
存
し
て
い
る
ロ
シ
ア
は
、
極
東
開
発
の
も
く
ろ
み
も
あ
り
、
隣
国
日
本
に
経
済
的
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
国
間
に
長
年

突
き
刺
さ
っ
て
い
る
領
土
問
題
も
障
害
と
な
り
、
日
露
の
経
済
外
交
関
係
は
良
好
と
は
い
え
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
を
元
に
、
日
露
間
に
横
た
わ
る
領
土
問
題
の
問
題
点
や
ロ
シ
ア
の
極
東
に
お
け
る
政
治
・
外
交
戦

略
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
後
の
日
露
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考
察
す
る
。
本
稿
が
日
露
関
係
の
近
未
来

を
考
え
る
上
で
、
一
定
程
度
の
材
料
を
提
供
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
北
方
領
土
交
渉
と
問
題
点

　

ロ
シ
ア
は
、
古
く
か
ら
そ
の
領
土
を
主
に
東
へ
、
つ
ま
り
シ
ベ
リ
ア
へ
広
げ
て
き
た
。
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
そ
の
領
土
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
達
し
た
。
鎖
国
日
本
も
、
ロ
シ
ア
の
領
土
的
接
近
を
感
じ
取
り
、
一
八
世
紀
後
半
以
後
、
北
方
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
蝦
夷
地
探
検
な

ど
を
開
始
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
と
日
本
は
、
こ
の
地
域
で
接
触
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

幕
末
、
日
本
は
外
圧
に
よ
り
開
国
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
ロ
シ
ア
と
も
日
魯
修
好
条
約
（
一
八
五
五
年
）
を
締
結
し
、
国
境
を
画
定
さ
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せ
た
。
千
島
列
島
に
つ
い
て
は
択エ
ト
ロ
フ捉
島
と
得ウ
ル
ツ
プ撫
島
の
間
に
国
境
を
設
け
、
樺
太
は
日
露
雑
居
地
と
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
条
約
の
日
本
語
訳
に

は
、「『
ウ
ル
ッ
プ
』
全
島
夫そ
れ

よ
り
北
の
方
『
ク
リ
ル
』
諸
島
は
…
⑴
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
放
棄
し
た

千
島
列
島
に
国
後
島
、
択
捉
島
が
含
ま
れ
な
い
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
正
文
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
の
誤
訳
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
明
治
初
期
の
樺
太
千
島
交
換
条
約
（
一
八
七
五
年
）
で
も
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
日
本
語
訳
が
あ
る
が
、
正
文
（
フ
ラ
ン
ス
語
）

か
ら
の
偏
っ
た
訳
で
あ
る
。
日
本
政
府
の
認
識
も
、
戦
後
の
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
ま
で
は
、
国
後
島
ま
で
千
島
列
島
で
あ
る
と
の
認
識
が
支

配
し
て
い
た
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
地
図
を
見
れ
ば
国
後
島
と
択
捉
島
を
千
島
列
島
か
ら
除
外
す
る
地
理
的
な
根
拠
が
乏
し
い
。

　

さ
て
、
樺
太
と
引
き
替
え
に
日
本
は
全
千
島
列
島
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
後
、
日
露
戦
争
の
結
果
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
（
一
九
○
五
年
）

で
日
本
は
、
北
緯
五
○
度
以
南
の
樺
太
の
割
譲
を
受
け
た
。
革
命
後
の
ソ
連
も
、
日
ソ
基
本
条
約
（
一
九
二
五
年
）
で
、
旧
帝
政
ロ
シ
ア
と

日
本
と
の
国
境
を
確
認
し
た
。
日
ソ
の
国
境
は
、
こ
の
状
態
が
太
平
洋
戦
争
時
ま
で
続
く
。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
降
伏
し
た
。
戦
後
、
日
本
は
米
軍
を
中
心
と
す
る
連
合
軍
の
占
領
統
治
を
受
け
、

一
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
を
締
結
し
、
翌
年
再
独
立
し
た
。
同
条
約
に
は
、
す
で
に
ソ
連
軍
が
占
領
し
て
い
る
千
島
列

島
及
び
樺
太
南
半
分
の
放
棄
が
明
記
さ
れ
た
。
ソ
連
は
、
放
棄
さ
れ
た
領
土
の
帰
属
先
を
ソ
連
と
明
記
す
る
よ
う
主
張
し
た
が
、
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
同
条
約
へ
の
署
名
を
拒
否
し
た
。
し
た
が
っ
て
ソ
連
は
、
同
条
約
の
当
事
国
で
は
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
と
若
干
の
齟
齬
が
あ
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
は
、「『
カ
イ
ロ
』
宣
言
ノ
条
項
ハ

履
行
セ
ラ
ル
ベ
ク
又
日
本
国
ノ
主
権
ハ
本
州
、
北
海
道
、
九
州
及
四
国
並
ニ
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小
島
二
局
限
セ
ラ
ル
ベ
シ
⑵
」
と
あ
り
、

日
本
列
島
に
付
属
す
る
よ
う
な
小
島
に
つ
い
て
は
連
合
国
が
決
め
る
と
し
つ
つ
、
カ
イ
ロ
宣
言
の
条
項
を
実
行
す
る
と
も
言
う
。
カ
イ
ロ
宣

言
（
一
九
四
三
年
）
で
は
、
領
土
不
拡
大
を
主
張
す
る
と
と
も
に
「
日
本
国
ヨ
リ
千
九
百
十
四
年
ノ
第
一
次
世
界
戦
争
ノ
開
始
以
後
二
於
テ

日
本
国
ガ
奪
取
シ
又
ハ
占
領
シ
タ
ル
太
平
洋
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
島
嶼
ヲ
剥
奪
ス
ル
コ
ト
…
日
本
国
ハ
又
暴
力
及
貪
欲
二
依
リ
日
本
国
ガ
略
取

シ
タ
ル
他
ノ
一
切
ノ
地
域
ヨ
リ
駆
逐
セ
ラ
ル
ベ
シ
⑶
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
一
九
一
四
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
武
力
で
占

領
し
た
領
土
を
、
日
本
は
返
還
せ
よ
と
い
う
の
だ
。
千
島
列
島
や
樺
太
南
半
分
は
、
そ
れ
以
前
に
日
本
の
領
土
と
な
り
、
ま
し
て
や
武
力
で
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奪
い
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
千
島
列
島
領
有
は
、
樺
太
千
島
交
換
条
約
の
結
果
で
あ
り
、
南
樺
太
領
有
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
結
果
で

あ
る
。
一
九
○
五
年
の
日
露
戦
争
の
勝
利
が
武
力
行
使
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
時
期
は
第
一
次
大
戦
以
前
で
あ
る
。

　

ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
は
、
ヤ
ル
タ
協
定
に
お
い
て
米
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
の
あ
い
だ
に
、「
樺
太
の
南
部
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
す

べ
て
の
諸
島
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
。
…
千
島
列
島
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
。⑷
」
と
い
う
密
約
を

結
ん
だ
。
こ
れ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
独
ソ
戦
で
ソ
連
が
疲
弊
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
日
参
戦
し
た
動
機
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
密
約
は
、
領
土
不
拡
大
を
う
た
う
カ
イ
ロ
宣
言
に
も
ソ
連
も
合
意
し
て
い
る
大
西
洋
憲
章
の
精
神
に
も
反
す
る
。
ま
し
て
や
、
こ
の
密

約
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
当
事
国
で
は
な
く
関
知
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
会
議
に
お
け
る
ダ
レ
ス
米
国
代
表
も
、「
若
干
の
連
合
国
の
間
に
は
若
干
の
私
的
了
解
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
も
又
他
の
連
合
国

も
こ
れ
ら
の
了
解
に
拘
束
さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。⑸
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
私
的
了
解
と
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
の
密
約
の
こ
と
で

あ
る
。
私
的
了
解
や
密
約
は
、
当
事
者
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
死
去
（
一
九
四
五
年
四
月
）
の
後
は
、
米
国
に
つ
い
て
も
、
も
は
や
「
了
解
」
さ

れ
な
い
。

　

と
も
か
く
も
、
大
西
洋
憲
章
や
カ
イ
ロ
宣
言
の
精
神
は
、
骨
抜
き
に
さ
れ
、
ま
だ
有
効
で
あ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約
は
無
視
さ
れ
、
ソ
連
の

千
島
列
島
と
南
樺
太
の
占
領
と
言
う
現
実
、
そ
し
て
米
ソ
冷
戦
と
い
う
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
も
諸
手
を
挙
げ
て
条
約
内
容
を
是
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
講
和
会
議
に
お
い
て
、
吉
田
日
本
全
権
代
表
は
、「
千

島
列
島
及
び
南
樺
太
の
地
域
は
日
本
が
侵
略
に
よ
っ
て
奪
取
し
た
も
の
だ
と
の
ソ
連
全
権
の
主
張
は
、
承
服
い
た
し
か
ね
ま
す
。
日
本
開
国

の
当
時
、
千
島
南
部
の
二
島
、
択
捉
、
国
後
両
島
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
帝
政
ロ
シ
ア
も
な
ん
ら
異
議
を
挟
ま
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
…
ま
た
、
日
本
の
本
土
た
る
北
海
道
の
一
部
を
校
正
す
る
色
丹
島
お
よ
び
歯
舞
島
も
終
戦
当
時
会
々
日
本
兵
営
が
存
在
し
た
た

め
に
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。⑹
」
と
反
論
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
色
丹
島
と
歯
舞
島
は
、
北
海
道
の
一
部
で
あ
り
千
島

列
島
に
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
千
島
列
島
と
南
樺
太
は
、
日
本
が
武
力
で
奪
取
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
国
後
島
、
択
捉
島
は
日
本
固

有
の
領
土
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
日
本
が
ど
の
範
囲
ま
で
、
つ
ま
り
最
大
限
千
島
全
島
と
南
樺
太
ま
で
ソ
連
に
返
還
要
求
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す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
、
決
め
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
領
土
返
還
要
求
の
可
能
性
が
、
日

本
の
地
図
帳
に
は
反
映
さ
れ
、
択
捉
島
と
得
撫
島
の
間
、
宗
谷
海
峡
、
樺
太
中
央
部
北
緯
五
○
度
に
国
境
線
が
入
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

北
海
道
と
国
後
島
の
間
に
国
境
線
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
は
、
国
連
加
盟
を
果
た
す
た
め
に
も
安
保
理
常
任
理
事
国
の
ソ
連
と
の
国
交
回
復
を
希
望
し
た
。
ソ
連
と
は
、
平
和
条
約
締
結
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
ソ
連
と
国
交
を
正
常
化
さ
せ
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
。
そ
の
際
、
日
ソ
共
同
宣
言
（
一
九
五
六
年
）
に
お
い
て
、

将
来
日
ソ
間
に
平
和
条
約
が
結
ば
れ
た
際
、
ソ
連
は
、
色
丹
島
と
歯
舞
島
を
日
本
に
返
還
す
る
と
し
た
。
日
本
は
当
初
、
二
島
返
還
で
合
意

す
る
方
針
だ
っ
た
が
、
米
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、「
日
本
が
国
後
・
択
捉
２
島
の
権
利
を
放
棄
す
る
形
で
、
ソ
連
と
平
和
条
約
を
締
結
す
る

な
ら
ば
、
米
国
は
沖
縄
返
還
を
再
考
す
る
。⑺
」
と
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け
た
。
こ
れ
以
降
、
日
本
は
四
島
一
括
返
還
を
主
張
す
る
こ
と

と
な
る
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
千
島
列
島
全
島
と
南
樺
太
の
返
還
要
求
も
あ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
日
本
政
府
は
南
樺
太
の
ソ
連

の
領
有
を
正
式
に
は
認
め
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
が
占
領
の
成
果
す
べ
て
を
手
放
す
こ
と
は
な
い
と
見
て
、
最
小
限
（
二
島
）
に

国
後
島
と
択
捉
島
を
加
え
た
控
え
め
の
返
還
要
求
を
し
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
後
、
ソ
連
は
、
二
島
返
還
さ
え
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
は
少
な
く
と
も
二
島
返
還
の
確
認
は
認
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
二
十
二
条
に
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
へ
の
付
託
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。⑻

そ
れ
も
あ
り
、
過
去
に
日
露
双
方
と
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
へ
の
提
訴
を
打
診
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
強
制
管
轄
権
の
問
題
も
あ
り
流
れ
た
。
ソ
連
で
は
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
と
き
、
純
粋
国
際
法
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
し
た
場
合
の
結
果
が
秘
密
裏
に
研
究
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
で
は
、
歯
舞
・

色
丹
は
日
本
に
帰
属
、
国
後
・
択
捉
は
ど
ち
ら
の
国
に
帰
属
す
べ
き
か
は
半
々
の
可
能
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。⑼

　

さ
ら
に
紆
余
曲
折
を
経
て
、
二
○
一
三
年
四
月
の
安
倍
晋
三
首
相
と
の
会
談
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
面
積
二
分
方
式
で
の
解
決
案
を
示

唆
し
た
と
言
わ
れ
る
。⑽
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
が
中
国
と
国
境
問
題
を
解
決
し
た
方
式
で
も
あ
る
。
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二
、
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
政
治
・
外
交

　

ロ
シ
ア
は
、
先
進
国
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
済
は
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
大

き
い
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
進
国
と
称
さ
れ
る
だ
け
に
ロ
シ
ア
に
も
高
度
な
先
進
技
術
は
あ
る
。
そ

れ
は
、
主
に
武
器
製
造
部
門
や
宇
宙
開
発
部
門
と
い
っ
た
ソ
連
時
代
か
ら
国
家
が
力
を
注
い
で
き
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
と
く
に
加
工
食
品
、

家
電
製
品
、
自
動
車
な
ど
の
民
生
部
門
は
、
外
国
か
ら
の
輸
入
か
外
資
の
投
資
に
よ
る
国
内
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
が
多
い
。
か
つ
て
同

じ
く
社
会
主
義
で
あ
っ
た
中
国
と
は
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
民
族
性
の
違
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
ロ
シ
ア
の
経
済
は
、

首
都
モ
ス
ク
ワ
に
一
極
集
中
し
て
い
る
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
な
ど
大
き
な
都
市
は
多
少
、
地
方
で
極
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
が
知
れ
て
い
る
。

極
東
に
お
い
て
最
大
の
都
市
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ウ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
が
都
市
と
言
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ロ
シ
ア

全
体
で
も
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
人
口
は
、
一
九
九
三
年
の
一
億
四
八
六
○
万
人
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
最
近
若
干

回
復
し
た
も
の
の
二
○
一
三
年
に
一
億
四
三
三
○
万
人
で
あ
っ
た
。⑾
極
東
は
、
面
積
で
は
ロ
シ
ア
全
土
の
三
六
％
で
あ
る
が
、
人
口
は
四
・

五
％
（
二
○
一
二
年
）
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
な
ど
の
大
都
市
に
集
中
し
て
い
る
。

　

極
東
で
は
、
も
と
も
と
人
口
が
少
な
い
上
に
、
人
口
流
出
も
続
く
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
一
九
九
○
年
代
に
一
二
四
万
人
減
少
し
た
。

二
○
一
○
年
ま
で
の
二
○
年
間
で
、
二
○
％
も
人
口
が
減
少
し
た
と
言
わ
れ
る
。
人
口
流
出
の
主
な
原
因
は
、
ロ
シ
ア
全
体
で
も
賃
金
水
準

が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
人
口
、
経
済
の
東
西
格
差
が
著
し
い
。
ソ
連
崩
壊
後
間
も
な
い
一
九
九
三
年
色
丹
島
で
住
民

投
票
を
行
っ
た
結
果
、
八
三
％
の
住
民
が
同
島
の
日
本
返
還
に
賛
成
し
た
。
苦
し
い
生
活
が
ま
し
に
な
る
の
な
ら
、
日
本
領
に
な
っ
た
方
が

良
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
日
本
の
衛
星
放
送
な
ど
を
み
て
、
日
本
の
経
済
的
豊
か
さ
に
つ
い
て
、
北
方
領
土
の
住
民
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
ロ
シ
ア
政
府
を
慌
て
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
住
民
を
ロ
シ
ア
に
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
の
経
済
援
助
に
、
遅
ま
き
な
が
ら
乗
り
出
し

た
の
だ
。
日
本
は
、
北
方
領
土
住
民
に
対
す
る
経
済
支
援
は
、
逆
に
こ
れ
ら
の
生
活
状
況
を
見
据
え
た
も
の
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
全
体
か
ら
見

れ
ば
、
極
東
の
さ
ら
に
東
の
端
に
位
置
す
る
千
島
列
島
は
、
領
土
問
題
以
外
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ら
れ
た
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。
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極
東
で
は
人
口
流
出
の
結
果
、
労
働
力
が
不
足
し
、
例
え
ば
農
業
で
は
耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
北
朝
鮮
か
ら
の
労
働
者

や
中
国
東
北
部
か
ら
労
働
者
や
農
民
を
入
れ
て
、
労
働
力
不
足
を
補
っ
て
い
る
。
北
方
領
土
で
も
中
国
人
や
韓
国
人
の
労
働
者
を
入
れ
て
開

発
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
ロ
シ
ア
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
石
油
と
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
見
よ
う
。
天
然
ガ
ス
や
石
油
の
主
な
輸
出
先
は
、
距
離
的
近

さ
も
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
で
天
然
ガ
ス
を
送
っ
て
い
る
。
二
○
○
六
年
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
の
間
で
天
然
ガ
ス
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
翌
年
に
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
の
間
で
石
油
ガ
ス
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
二
○
○
九
年
に
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
の
間
で
天
然
ガ
ス
紛
争
が
起
こ
り
、
欧
州
向
け
の
ガ
ス
輸
送
が
一
時
停
止
し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
を
、

外
交
戦
略
物
資
と
し
て
利
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
バ
ル
ト
三
国
を
除
く
旧
ソ
連
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
を
自
国
の
勢
力
圏
と
見
な
し
て

き
た
。
と
く
に
、
Ｅ
Ｕ
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
へ
の
拡
大
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
言
っ
た
ロ
シ
ア
の
西
に

位
置
す
る
国
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
は
石
油
な
ど
の
低
価
格
で
の
提
供
を
餌
に
し
て
外
交
的
圧
力
を
加
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
国
々

の
財
政
難
を
見
越
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
西
寄
り
に
な
っ
た
の
で
、
ロ
シ
ア
は
国
際
価
格
で
天
然
ガ
ス
を
買
う
よ

う
値
上
げ
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
ガ
ス
を
抜
き
取
っ
た
の
で
、
ロ
シ
ア
は
ガ
ス
輸
送

を
停
止
し
た
次
第
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
先
の
ド
イ
ツ
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で

あ
る
。
何
の
落
ち
度
も
な
い
の
に
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛
争
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
て
ガ
ス
供
給
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
ド
イ
ツ

な
ど
は
、
も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
な
ど
に
文
句
を
言
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ロ
シ
ア
は
、
バ
ル
ト
海
を
経
て
ド
イ
ツ
に
直
接
つ
な
が
る
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
（
ノ
ー
ス
ス
ト
リ
ー
ム
）
を
建
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
南
欧
で
は
、
ロ
シ
ア
を
外
し
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な

ど
か
ら
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
な
ど
を
経
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
の
資
源
外
交
は
、
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の
財
政
経
済
弱
者
に
は
効
果
は
あ
る
が
、
そ
の
影
響
で
ド
イ
ツ
な
ど
が

ガ
ス
の
安
定
供
給
に
不
安
が
あ
る
ロ
シ
ア
か
ら
買
わ
な
く
な
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
し
て
は
経
済
的
に
打
撃
と
な
る
。
最
近
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心

に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
石
油
革
命
が
進
ん
で
い
る
。
地
底
の
岩
盤
か
ら
ガ
ス
や
石
油
を
抽
出
す
る
技
術
が
進
み
、
コ
ス
ト
面
で
も
商
業
ベ
ー
ス
に
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乗
る
と
い
う
。
地
下
水
汚
染
な
ど
未
知
の
問
題
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
天
然
ガ
ス
を
自
国
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
る
見
通
し
だ
。
そ

の
分
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
中
東
か
ら
の
輸
入
が
減
り
、
だ
ぶ
つ
い
た
中
東
の
天
然
ガ
ス
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
は
、
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ロ
シ
ア
は
、
極
東
や
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
開
発
し
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
で
そ
れ
ら

を
日
本
や
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
国
に
輸
出
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
も
資
源
輸
入
リ
ス
ク
の
分
散
と
、
福
島
原
発
事
故

後
、
火
力
発
電
用
の
天
然
ガ
ス
の
需
要
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
は
魅
力
的
で
あ
る
。
日
本
は
、
す
で
に
年
間
消
費
量

の
約
一
割
を
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
輸
入
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
年
々
増
大
し
て
い
る
中
国
に
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
石
油
な
ど
を
供
給
し
て
い
る
が
、
価
格
交
渉
で
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
○
一
三
年
五
月
、
ロ
シ
ア
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
中
国
石
油
天

然
気
集
団
は
ロ
シ
ア
北
極
海
大
陸
棚
な
ど
で
ガ
ス
田
開
発
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。⑿
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

開
発
で
も
外
資
を
導
入
す
る
よ
う
だ
。

　

極
東
の
経
済
開
発
と
ロ
シ
ア
全
体
の
経
済
発
展
と
を
一
石
二
鳥
で
解
決
す
る
た
め
に
、
極
東
に
お
け
る
資
源
開
発
と
輸
出
は
、
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
経
済
力
も
技
術
力
も
あ
る
日
本
に
、
そ
れ
な
り
の
期
待
を
か
け
て
い
る
。

三
、
領
土
問
題
も
踏
ま
え
た
日
露
関
係
の
将
来

　

一
般
に
日
本
人
に
と
っ
て
、
一
部
を
除
き
ロ
シ
ア
に
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
日
本
あ
る
い
は
日
本

人
に
は
、
明
る
い
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
日
本
車
や
日
本
製
品
だ
け
で
な
く
日
本
文
学
や
日
本
料
理
も
ロ
シ
ア
で
は
人
気
が
あ
る
。

世
界
で
初
め
て
日
本
語
学
校
を
創
設
し
た
の
は
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
（
日
本
学
）
も
そ
う
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
民
芸
品
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
ュ
カ
は
、
日
本
の
こ
け
し
と
入
れ
子
細
工
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
誕
生
し
た
と
い
う
。
領
土
問
題
に
つ
い
て
も
、
中
国
の
よ
う
に
偏
狭

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
沸
騰
し
て
い
な
い
。
少
数
だ
が
、
返
還
し
て
し
ま
え
ば
良
い
と
い
う
ロ
シ
ア
人
さ
え
い
る
。
し
か
し
、
大
半
の
ロ
シ

ア
人
は
、
こ
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
い
か
無
関
心
で
あ
る
。
こ
れ
も
民
族
性
と
し
て
片
付
け
る
に
は
惜
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
別
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の
機
会
に
譲
る
。

　

さ
て
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
後
、
共
産
党
幹
部
な
ど
は
国
民
に
配
ら
れ
た
民
営
化
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
安
値
で
買
い
集
め
、
国
営
企
業
を

手
に
入
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
新
興
財
閥
（
オ
リ
ガ
ル
ヒ
）
が
台
頭
し
、
彼
ら
が
資
金
面
も
含
め
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
支
え
た
。
次

の
プ
ー
チ
ン
政
権
で
は
、
こ
れ
ら
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
政
治
へ
の
関
与
を
封
じ
、
権
力
に
逆
ら
う
も
の
は
容
赦
な
く
弾
圧
し
た
。
二
○
○
三
年
七

月
の
ユ
コ
ス
事
件
で
の
ポ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
逮
捕
な
ど
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権
を
支
え
る
の
は
、
彼
の
出
身
地
域

の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
や
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
あ
る
い
は
Кカ
ー
ゲ
ー
ベ
ー

Г
Б
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
の
か
つ
て
の
部
下
や
知
り
合
い
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
シ
ロ
ビ
キ
と

呼
ば
れ
る
権
力
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
建
前
だ
け
の
社
会
主
義
を
称
す
る
中
国
と
は
違
い
、
ロ
シ
ア
は
資
本
主
義
と
民
主
主
義
を
看
板
と

し
て
い
る
。
複
数
政
党
制
に
よ
る
自
由
選
挙
が
、
一
応
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
裏
で
は
、
選
挙
妨
害
が
横
行
し
、
官
僚
は
腐
敗
し
、
権

力
と
結
び
つ
い
た
大
企
業
や
犯
罪
組
織
が
甘
い
汁
を
吸
っ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
貧
富
の
差
は
拡
大
し
、
二
○
○
四
年
に

は
ジ
ニ
係
数
は
、
暴
動
が
頻
発
す
る
と
言
わ
れ
る
○
・
四
を
超
え
た
よ
う
だ
。
ロ
シ
ア
の
富
の
大
部
分
は
モ
ス
ク
ワ
に
集
中
し
、
そ
れ
も
大

企
業
や
政
権
の
幹
部
に
集
中
し
て
い
る
。
地
方
や
極
東
は
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

　

そ
の
ロ
シ
ア
の
富
を
生
み
出
し
て
い
る
稼
ぎ
頭
は
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
二
○
％
が
石
油
部
門
、
七
○
％

が
天
然
ガ
ス
部
門
か
ら
稼
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
部
門
の
ほ
と
ん
ど
は
プ
ー
チ
ン
政
権
に
な
っ
て
か
ら
国
営
化
あ
る
は
国
が
大
株
主
の

準
国
営
化
さ
れ
た
。
前
述
の
ユ
コ
ス
な
ど
が
、
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
経
済
だ
け
で
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
も
押
さ
え
、
政

権
に
批
判
的
な
報
道
を
封
殺
し
て
い
る
。
二
○
○
六
年
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
問
題
の
暴
露
な
ど
政
権
に
批
判
的
な
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る

ア
ン
ナ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
が
自
宅
付
近
で
殺
害
さ
れ
た
の
は
、
政
権
の
意
向
が
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、

ソ
フ
ト
な
権
威
主
義
的
政
権
と
言
え
よ
う
。

　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
貧
富
の
差
の
拡
大
、
言
論
の
自
由
な
ど
の
民
主
活
動
の
封
殺
、
官
僚
の
腐
敗
な
ど
一
般
市
民
に
と
っ
て
不
満
が
た
ま
る

要
素
は
多
い
。
大
統
領
選
挙
の
際
に
も
、不
正
投
票
が
あ
っ
た
と
し
て
市
民
の
デ
モ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、政
権
を
揺
る
が
す
勢
力
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
へ
の
抑
圧
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
他
に
、
彼
に
替
わ
っ
て
政
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権
を
担
え
そ
う
な
人
物
、
国
民
の
信
頼
と
希
望
を
集
め
る
人
物
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
有
権
者
は
、
選
挙
に
際
し
て
消
極
的

選
択
肢
と
し
て
プ
ー
チ
ン
に
投
票
し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
人
の
伝
統
的
な
性
質
と
し
て
、
カ
オ
ス
を
嫌
い
人
権
や
民
主
主
義
よ
り
政
治
や
社

会
を
安
定
さ
せ
て
く
れ
る
強
力
な
政
権
を
望
む
傾
向
も
あ
る
。

　

さ
て
、
日
露
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
は
、
日
本
の
経
済
力
や
日
本
へ
の
資
源
輸
出
に
期
待
を
し
て
い
る
。
日
本
も
、
投
資
先

と
し
て
、
資
源
の
輸
入
先
と
し
て
の
ロ
シ
ア
に
期
待
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
法
の
支
配
が
弱
い
と
か
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
日
露
間
に
お
け
る
最
大
の
障
害
は
、
や
は
り
領
土
問
題
で
あ
ろ
う
。
領
土
問
題
を
現
状
の
ま
ま
棚
上
げ
に
し
て
も
、

日
露
の
多
大
の
利
益
が
一
致
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
進
展
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
北
方
領
土
そ
の
も
の
の
開
発
は
、
進
ま
な

い
。
ロ
シ
ア
は
、
北
方
領
土
住
民
の
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
経
済
援
助
な
ど
投
資
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
領
土
問

題
が
解
決
す
れ
ば
、
樺
太
や
千
島
列
島
に
つ
い
て
距
離
の
近
さ
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
支
援
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
日
本
と
領
土
問
題
を
解
決
し
て
友
好
を
は
か
る
こ
と
は
、
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
外
交
戦
略
に
と
っ
て
も
有
効
で
あ
る
。
中
ソ

対
立
以
来
、
ロ
シ
ア
に
は
対
中
不
信
感
が
あ
る
。
不
信
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
二
分
論
で
中
国
と
の
国
境
問
題
を
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
不

信
感
が
あ
っ
て
も
、
中
国
と
の
経
済
関
係
や
資
源
輸
出
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
と
の
領
土
問
題
解
決
後
の
友
好
関
係
は
、
ロ
シ
ア

の
対
中
外
交
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
。
中
国
を
い
ろ
い
ろ
な
面
で
牽
制
で
き
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
と
っ
て
も
極
東
に
お
け
る
外
交
関
係
、
と

く
に
対
中
国
、
対
北
朝
鮮
外
交
に
は
有
効
な
要
素
を
提
供
で
き
る
だ
ろ
う
。

結
語

　

色
丹
島
と
歯
舞
島
だ
け
の
返
還
な
ら
、
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
は
す
ぐ
に
で
も
了
解
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
日
本
国
内
の
世
論

の
収
ま
り
が
つ
か
な
い
。
四
島
一
括
返
還
で
あ
れ
ば
、
日
本
政
府
や
日
本
の
世
論
は
、
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
無
知
あ
る
い
は
無
関
心
で
あ
る
ロ
シ
ア
市
民
が
多
い
と
は
い
え
、
四
島
一
括
返
還
に
つ
い
て
反
対
す
る
人
は
か
な
り
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
中
国
の
よ
う
に
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
沸
騰
し
て
い
な
く
て
も
、
ロ
シ
ア
市
民
も
、
特
別
な
理
由
も
な
く
領
土
が
失
わ
れ
る
こ
と
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に
は
、
嫌
悪
感
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
両
者
の
主
張
の
中
を
と
る
面
積
二
分
論
が
現
実
味
を
持
っ
て
く
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
国
際
法
的
な
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
最
大

限
の
主
張
、
つ
ま
り
千
島
全
島
と
南
樺
太
の
返
還
を
要
求
し
続
け
て
い
れ
ば
良
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
現
在
の
四
島
一
括
返

還
要
求
も
、
国
際
法
的
に
見
れ
ば
、
国
後
島
と
択
捉
島
は
千
島
列
島
の
一
部
で
は
な
い
、
固
有
の
領
土
で
あ
る
、
と
い
っ
た
主
張
が
ど
れ
だ

け
認
め
ら
れ
る
か
は
疑
義
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
最
初
か
ら
吹
っ
か
け
て
お
け
ば
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
を
言
っ
て
も
詮
無

き
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
方
法
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
へ
の
提
訴
が
あ
る
。
過
去
に
、
日
本
も
ロ
シ
ア
も
提
訴
を
打
診
し
た
り
、
審
理
の
結
果
を
国
際
法
的
に
検

討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
可
能
性
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
強
制
管
轄
権
が
な
い
の
で
、
日
露
同
時
に
提
訴
を
是
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｊ
で
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
結
果
で
も
一
つ
利
点
が
あ
る
。
政
府
の
自
主
的
決
定
で
は
な
い
の
で
、
国
民
に
悪
い
結
果
で
も

受
け
入
れ
を
説
明
・
説
得
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
で
は
、国
民
の
支
持
率
低
下
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、プ
ー
チ
ン
政
権
は
そ
れ
な
り
の
権
力
が
あ
り
ロ
シ
ア
を
統
治
し
て
い
る
。
プ
ー

チ
ン
は
、
年
齢
や
健
康
を
考
え
る
と
、
最
長
で
も
次
の
再
選
後
の
五
年
ま
で
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
二
○
二
二
年
に
は
引
退
す
る
で
あ
ろ
う
。

次
の
有
力
な
人
物
、
で
き
れ
ば
国
民
に
人
気
が
あ
り
権
力
の
あ
る
人
物
は
、
政
権
内
に
も
政
権
外
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ

フ
首
相
が
プ
ー
チ
ン
後
の
大
統
領
に
な
る
と
、
北
方
領
土
返
還
に
は
後
ろ
向
き
な
の
で
、
日
本
に
は
都
合
が
悪
い
。
し
か
し
、
彼
に
は
プ
ー

チ
ン
ほ
ど
の
権
力
や
人
気
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
大
統
領
の
権
力
の
比
較
的
弱
い
事
実
上
の
集
団
指
導
体
制
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
集

団
指
導
体
制
で
は
、
複
数
の
権
力
者
の
意
向
や
利
益
が
、
牽
制
さ
れ
あ
う
の
で
、
重
要
な
問
題
に
は
決
断
が
下
せ
な
く
な
る
。
そ
れ
で
は
、

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
色
丹
島
と
歯
舞
島
で
さ
え
も
帰
っ
て
こ
な
く
な
る
。
さ
す
れ
ば
、
外
交
交
渉
で
領
土
問
題
に
関
し
て
、
最
大
限
の

利
益
を
日
本
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
こ
の
プ
ー
チ
ン
政
権
時
代
と
言
え
よ
う
。
日
本
政
府
は
、
国
内
世
論
の
問
題
も
あ
る
が
、

何
ら
か
の
手
を
打
ち
ロ
シ
ア
と
の
外
交
を
包
括
的
に
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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註⑴　

外
務
省
・
日
露
間
領
土
問
題
の
歴
史
に
関
す
る
共
同
作
成
資
料
集(http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/hoppo/ryodo.htm
l)

一
三
頁
。

⑵　

前
掲
書
、
二
五
頁
。

⑶　

前
掲
書
、
二
二
頁
。

⑷　

前
掲
書
、
二
四
頁
。

⑸　

前
掲
書
、
三
三
頁
。

⑹　

前
掲
書
、
三
六
頁
。

⑺　

石
郷
岡
健
『
論
点
整
理　

北
方
領
土
問
題
』（
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
七
五
）、
東
洋
書
店
、
二
○
一
二
年
、
三
一
頁
。

⑻　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
第
二
十
二
条
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
へ
の
付
託
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ソ
連
は
同
条
約
に
署
名
し
て
お
ら
ず
、
条

約
適
用
外
で
あ
る
。
千
島
列
島
と
南
樺
太
の
放
棄
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
帰
属
先
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ソ
連
に
よ
る
占
領
も
同
条
約
適
用
外

で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
す
る
場
合
は
、
同
条
約
署
名
国
に
対
し
、
千
島
列
島
や
南
樺
太
の
放
棄
が
不
当
と
認
め
さ
せ
る
内
容
と
な

ろ
う
。
勝
訴
し
て
も
、
同
条
約
と
無
関
係
に
占
領
を
続
け
る
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
に
直
接
影
響
は
及
ば
な
い
が
、
間
接
的
な
影
響
は
あ
る
だ
ろ
う
。

⑼　

朝
日
新
聞
（
二
○
一
三
年
四
月
二
四
日
朝
刊
）

⑽　

朝
日
新
聞
（
二
○
一
三
年
五
月
一
日
朝
刊
）

⑾　

Россия в цифрах 2013 К
раткий статистический сборник, центр

《Статистика России

》, М
осква, 2013г.,стр.90.

⑿　

日
本
経
済
新
聞
（
二
○
一
三
年
五
月
三
十
一
日
夕
刊
）

（
参
考
文
献
）

①
奥
脇
有
也
、
小
寺
彰
（
編
集
代
表
）『
国
際
条
約
集
２
０
１
３
年
版
』
有
斐
閣
、
二
○
一
三
年
。

②
木
村
汎
『
新
版　

日
露
国
境
交
渉
史
〜
北
方
領
土
返
還
へ
の
道
』（
角
川
選
書
）
角
川
書
店
、
二
○
○
五
年
。

③
和
田
春
樹
『
北
方
領
土
問
題
〜
歴
史
と
未
来
〜
』（
朝
日
選
書
六
二
一
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
。

④
石
郷
岡
健
『
論
点
整
理　

北
方
領
土
問
題
』（
ユ
ー
ラ
シ
ア
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
七
五
）、
東
洋
書
店
、
二
○
一
二
年
。
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⑤
小
田
健
『
現
代
ロ
シ
ア
の
深
層
〜
揺
れ
動
く
政
治
・
経
済
・
外
交
〜
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
○
一
○
年
。

⑥
堀
内
賢
志
、
濱
野
剛
、
齋
藤
大
輔
『
ロ
シ
ア
極
東
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
東
洋
書
店
、
二
○
一
二
年
。

⑦
松
本
俊
一
『
日
ソ
国
交
回
復
秘
録
〜
北
方
領
土
交
渉
の
真
実
〜
』（
朝
日
選
書
八
九
二
）、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
○
一
二
年
。

⑧
岡
田
和
裕
『
ロ
シ
ア
か
ら
見
た
北
方
領
土
』（
Ｎ
Ｆ
文
庫
）
潮
書
房
光
人
社
、
二
○
一
二
年
。

⑨
東
郷
和
彦
『
北
方
領
土
交
渉
録
〜
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
〜
』（
新
潮
文
庫
）、
新
潮
社
。

⑩
岩
下
明
裕
『
北
方
領
土
問
題
〜
４
で
も
０
で
も
、
２
で
も
な
く
〜
』（
中
公
新
書
）、
中
央
公
論
新
社
、
二
○
○
五
年
。

⑪
坂
口
泉
、
蓮
見
雄
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
〜
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
対
話
〜
』（
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
一
三
）、
東
洋
書
店
、
二
○
○
七
年
。

⑫
伊
藤
庄
一
『
北
東
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
関
係
』（
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
三
九
）、
東
洋
書
店
、
二
○
○
九
年
。



─ 170 ─

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

佐　

古　
　
　

丞

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
関
係

は
じ
め
に

　

周
知
の
通
り
、
近
年
日
本
を
取
り
巻
く
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
は
流
動
化
し
、
緊
張
の
度
を
高
め
て
い
る
。
中
国
の
軍
事
力
の
増
強

と
近
代
化
、
と
り
わ
け
海
軍
を
中
心
と
す
る
海
洋
活
動
の
活
発
化
と
周
辺
海
域
で
の
領
土
権
の
主
張
や
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
開

発
を
背
景
と
し
た
瀬
戸
際
政
策
が
懸
念
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
環
境
を
大
き
く
塗
り
替
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　

両
国
の
対
外
政
策
は
、
現
在
の
国
際
秩
序
へ
の
挑
戦
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
二
つ
の
国
家
が
近
い
将
来
、
我
々
と
政

治
、
経
済
、
社
会
と
い
っ
た
こ
と
に
関
す
る
価
値
観
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
両
国
の
類
似
性
を
指
摘
す
る

こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
北
朝
鮮
が
し
ば
し
ば
「
金
王
朝
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
世
襲
と
な
っ
て
い
る
点
で
は
異
な
る
が
、
両
国
と
も
特

異
な
共
産
主
義
独
裁
体
制
で
あ
り
、
実
力
組
織
と
し
て
の
軍
部
の
地
位
が
高
く
、
軍
権
を
掌
握
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
党
、
政
府
と
軍
部
と
の
実
体
的
関
係
が
明
確
で
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
国
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
両
国
と
も
透
明
性
が
極
め
て
低
い
国
家
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
困
難
な
こ
と
に
し
て
い
る
。
現
在
の
よ
う
な

体
制
が
続
く
限
り
、
日
本
と
の
間
の
緊
張
が
継
続
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
一
章
　
中
国
の
状
況
：
自
信
と
不
安

　

毛
沢
東
時
代
の
中
国
は
、
確
か
に
一
九
六
四
年
に
核
実
験
に
成
功
し
て
核
保
有
国
と
な
り
、
一
九
七
一
年
に
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と

な
っ
て
大
国
と
い
わ
れ
た
が
、
実
際
に
は
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
影
響
力
は
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鄧
小
平
の
改
革
開
放
政
策
へ
の

転
換
以
降
、
急
激
な
経
済
成
長
を
遂
げ
、
そ
れ
を
背
景
に
軍
事
力
の
増
強
、
近
代
化
を
進
め
、
新
興
大
国
と
し
て
の
存
在
感
を
強
め
て
き
た
。

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
今
や
日
本
を
抜
い
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
と
な
り
、
国
防
費
も
二
〇
一
三
年
の
国
防
予
算
が
約

一
一
兆
一
一
〇
〇
億
円
で
、
過
去
六
年
で
二
倍
以
上
に
増
大
し
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二
位
で
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
は
約

五
兆
九
〇
〇
〇
億
円
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
戦
略
研
究
所
は
、
一
〇
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
国
防
費
に
並
ぶ
可
能
性
も
あ
る
⑴
と
指
摘

し
、
さ
ら
に
は
、
中
国
の
実
際
の
国
防
費
は
公
表
の
二
倍
以
上
に
な
る
と
い
う
推
計
も
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
中
国
は
解
決
が
困
難
に
思
え
る
問
題
も
多
く
抱
え
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
は
急
激
な
経
済
成
長
に
成
功
し
た
が
、

恩
恵
に
与
っ
て
い
な
い
人
々
も
多
数
存
在
し
、
そ
の
格
差
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
家
と
し
て
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
二
位
で

あ
っ
て
も
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
途
上
国
並
み
で
あ
る
。
四
月
一
五
日
に
人
民
日
報
系
の
雑
誌
「
人
民
論
壇
」⑵
が
ネ
ッ
ト
上
で
実
施

し
た
調
査
で
約
八
〇
％
が
共
産
党
の
一
党
独
裁
に
否
定
的
な
回
答
を
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
民
主
化
へ
の
欲
求
は
依
然
と
し
て

高
い
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
ィ
グ
ル
問
題
な
ど
少
数
民
族
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
債
務
危
機
が
さ
さ
や
か
れ
、

官
僚
の
汚
職
、PM

2.5

に
象
徴
さ
れ
る
環
境
汚
染
問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
中
国
共
産
党
の
独
裁
政
権
を
維
持
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
深
刻
な
問
題
に
繋
が
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
、
中
国
共
産
党
独
裁
政
権
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
経
済
成
長
を
持
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
ま
た
新
興
大
国
と
し
て
自
信
を
深
め
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
勃
興
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
満
足
さ
せ
る
現
実
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

経
済
成
長
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
当
然
、
資
源
が
必
要
で
あ
り
、
資
源
獲
得
の
た
め
の
海
洋
で
の
権
益
拡
大
行
動
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
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の
援
助
に
代
表
さ
れ
る
援
助
外
交
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
周
辺
諸
国
や
国
際
社
会
と
の
摩
擦
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
は
か
つ
て
、
華
夷
秩
序
と
い
わ
れ
る
東
ア
ジ
ア
国
際
体
系
の
頂
点
に
位
置
し
た
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
朝
崩
壊
後
の
中
国
の
歴

史
的
経
験
は
か
つ
て
の
誇
る
べ
き
記
憶
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
江
沢
民
政
権
時
に
は
「
二
一
世
紀
強
兵
富
国
」、「
祖
国
統
一
」
を

標
榜
し
、
新
国
家
主
席
で
あ
る
習
近
平
は
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
華
夷
秩
序
と
い
う
国
際
秩
序
観
は
現
在
の
「
対
等
な
独
立
主
権
国
家
の
併
存
」
と
い
う
国
際
秩
序
観
と
は
異
な
る
も
の
で
、
こ
の
乖

離
も
中
国
の
対
外
政
策
を
分
析
す
る
上
で
重
要
な
要
因
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
動
き
で
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
衛
星
攻
撃
の
可
能
性
と
い
っ
た
も
の
に
も
重
大
な
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
海
洋
で
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
。
中
国
は
昨
年
、
空
母
「
遼
寧
」
を
就
役
さ
せ
た
り
、
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
活
動

を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
る
。

　

中
国
人
民
解
放
軍
は
、
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否
（A2AD

：Anti-Access/Area-D
enial

）
と
い
う
海
・
空
作
戦
を
主
軸
と
し
た
戦
略
を
も
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
的
衝
突
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
第
一
列
島
線
、
第
二
列
島
線
と
い
う
戦
略
的

抵
抗
線
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
世
界
地
図
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
に
と
っ
て
日
本
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ

た
諸
国
は
、
太
平
洋
に
出
る
際
の
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
戦
略
は
中
国
が
太
平
洋
に
自
由
に
進
出
す
る
航
路
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な

る
。

　

中
国
は
、
一
九
九
二
年
に
国
内
法
で
「
中
華
人
民
共
和
国
領
海
法
及
び
接
続
水
域
法
」
を
一
方
的
に
制
定
し
、
一
九
九
三
年
に
李
鵬
首
相

は
「
海
洋
権
益
を
防
御
の
対
象
に
含
め
る
」
と
い
い
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
は
胡
錦
濤
主
席
が
海
軍
幹
部
を
前
に
し
て
「
わ
が
国
は
海
洋

大
国
で
あ
る
。
国
家
の
主
権
と
安
全
を
守
り
、
わ
が
国
の
海
洋
権
益
を
守
る
上
で
、
海
軍
は
重
要
な
地
位
に
あ
る
」⑶
と
訓
示
し
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
七
年
五
月
に
、
人
民
解
放
軍
高
官
が
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
軍
司
令
官
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
「
太
平
洋
分
割
管
理
案
」
を
提
案
し
て

い
る
。⑷
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
の
海
軍
力
の
強
化
や
海
洋
活
動
の
活
発
化
は
、
１
．
海
上
輸
送
路
確
保
、
２
．
海
底
資
源
確
保
、
３
．
有
事

の
際
の
対
米
牽
制
、
４
．
周
辺
国
へ
の
影
響
力
強
化
、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
海
軍
力
は
単
に
軍
事
力
だ
け
で
は
な
く
、
対
外
政

策
実
行
上
の
重
要
な
手
段
で
も
あ
る
。

　

中
国
の
動
向
は
、
大
き
く
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
環
境
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
日
本
に
と
っ
て
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。
中
国
は
、「
反
日
愛
国
」
を
容
認
し
て
お
り
、
こ
れ
は
共
産
党
政
権
の
統
治
の
正
統
性
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
が
故
に
、
日
本
に

対
し
て
妥
協
的
態
度
あ
る
い
は
譲
歩
的
姿
勢
を
取
る
こ
と
を
極
め
て
難
し
く
し
て
い
る
。
目
に
見
え
る
脅
威
と
し
て
は
、
尖
閣
諸
島
の
問
題

が
あ
り
、
日
本
国
民
の
安
全
保
障
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中
国
は
東
シ
ナ
海
に
豊
富
な
原
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
海
底
資
源

が
あ
る
可
能
性
が
発
表
さ
れ
た
後
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
始
め
た
。
尖
閣
諸
島
中
国
漁
船
衝
突
事
件
が
記
憶
に
新
し
い
が
、
昨
年

の
尖
閣
諸
島
国
有
化
以
降
の
日
本
の
接
続
水
域
や
領
海
へ
の
中
国
公
船
の
相
次
ぐ
侵
入
、
海
洋
局
機
の
領
空
侵
犯
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
よ
る

護
衛
艦
へ
の
火
器
管
制
レ
ー
ダ
ー
照
射
と
い
っ
た
中
国
の
先
鋭
化
す
る
強
硬
な
姿
勢
は
、
ま
さ
に
脅
威
と
い
え
る
。
中
国
は
二
〇
一
三
年
四

月
に
、
尖
閣
諸
島
は
「
中
国
の
領
土
と
主
権
の
問
題
で
あ
り
、
当
然
、
中
国
の
核
心
的
利
益
に
入
る
」⑸
と
表
明
し
て
い
る
。

　

中
国
は
、
南
シ
ナ
海
で
も
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
と
島
嶼
の
領
有
権
を
巡
っ
て
衝
突
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
東

シ
ナ
海
の
今
後
を
考
え
る
上
で
重
要
な
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
、
尖
閣
、
東
シ
ナ
海
の
問
題
は
、
当
然
、
太
平
洋
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尖
閣
は
、
中
国
の
太
平
洋
へ
の
出
口
と
し
て
の
東
シ
ナ
海
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
最
近
中
国
は
、

人
民
日
報
で
日
本
の
沖
縄
領
有
権
に
対
す
る
疑
義
を
主
張
す
る
論
文
を
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
も
、
太
平
洋
へ
の
出
口
を
意
識
し
た
揺
さ
ぶ
り

で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
華
夷
秩
序
観
に
た
っ
た
琉
球
王
国
が
明
、
清
朝
時
代
の
册
封
国
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
論
及
し
た
。⑹

第
二
章
　
朝
鮮
半
島
の
状
況
：
混
迷

  

さ
て
、
北
朝
鮮
で
あ
る
が
、
金
正
日
前
政
権
は
国
家
目
標
と
し
て
「
二
一
世
紀
強
盛
・
経
済
大
国
」
を
掲
げ
、
昨
年
そ
の
後
継
で
あ
る
金

正
恩
政
権
が
成
立
し
た
。
金
正
日
前
政
権
の
時
か
ら
核
兵
器
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
梃
子
に
瀬
戸
際
外
交
を
続
け
て
い
る
上
、
日
本
と
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の
間
に
は
拉
致
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
核
保
有
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
性
能
の
向
上
は
、
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変

え
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
核
兵
器
を
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
で
き
る
ま
で
に
小
型
化
に
成
功
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分

か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
の
核
開
発
の
目
的
は
、
米
韓
連
合
軍
に
対
し
て
不
利
に
な
っ
て
い
る
通
常
戦
力
を
補
完
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
核
外
交
」

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
を
交
渉
の
場
に
つ
か
せ
、
現
政
権
の
存
続
、
核
保
有
国
と
し
て
の
認
知
、
さ
ら
に
経
済
的
支
援
を
獲
得
す

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

韓
国
に
と
っ
て
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
は
脅
威
の
は
ず
で
あ
り
、
さ
ら
に
首
都
ソ
ウ
ル
が
国
境
か
ら
非
常
に
近
距
離
に
存
在
す
る
た
め
、

通
常
兵
器
や
生
物
化
学
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
も
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

北
朝
鮮
は
、
既
に
経
済
的
に
は
破
綻
国
家
と
い
っ
て
も
良
い
状
況
に
あ
り
、
中
国
か
ら
の
援
助
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
崩

壊
は
、
関
係
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
北
朝
鮮
が
存
続
し
て
い
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
よ
く
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
の
緩
衝
国
家
と
し
て
北
朝
鮮
を
必
要
と
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
が
崩
壊
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
形
で
再
建
を

図
る
か
も
関
係
国
に
と
っ
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
北
朝
鮮
崩
壊
の
際
に
考
え
ら
れ
る
難
民
に
ど
う
対
処
す
る
か
も
極
め
て
悩
ま
し

い
問
題
で
あ
る
。

　

日
本
に
と
っ
て
は
、
日
本
を
射
程
に
収
め
る
ノ
ド
ン
が
既
に
実
戦
配
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
核
弾
頭
が
搭
載
さ
れ
る
と
な
る
と
大
き
な

脅
威
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
現
政
権
の
存
続
を
目
的
と
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
を
目
指
す
限
り
、
合
理
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
日

本
へ
の
武
力
行
使
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
拉
致
問
題
も
抱
え
て
い
る
が
、
国
際
世
論
に
訴
え
る
こ
と
も
含
め
て
、
そ

の
解
決
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
韓
国
の
動
向
で
あ
る
。
韓
国
は
米
韓
合
同
軍
事
演
習
を
実
施
し
て
北
朝
鮮
を
牽
制
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
と

の
間
に
領
域
を
巡
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
米
韓
の
協
調
に
よ
っ
て
中
国
、
北
朝
鮮
に
対
処
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
李
明
博
前
政
権
の
時
か
ら
竹
島
を
巡
る
問
題
な
ど
で
日
韓
の
友
好
関
係
は
損
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
朴
槿
恵
政
権
は
、
反
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日
姿
勢
を
強
め
、
ま
た
、
日
米
離
間
に
動
い
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
。⑺
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
の
訪
問
先
が
中
国
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
中
で
日
本
を
外
し
て
米
中
韓
の
協
調
を
目
指
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
で
あ
る
。
確
か
に
、

韓
国
に
と
っ
て
中
国
は
経
済
的
に
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
し
、
韓
国
に
も
中
国
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
反
日
を
是

と
す
る
世
論
が
存
在
し
て
い
る
。
朴
槿
恵
大
統
領
は
、
そ
の
出
自
か
ら
も
日
本
に
妥
協
的
、
譲
歩
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う

と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
日
米
韓
の
協
調
関
係
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
韓
国
の
利
益
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
　
日
本
の
状
況
：
転
換
期

　

こ
う
し
た
安
全
保
障
環
境
の
中
で
、
日
本
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
日
本
と
は
ど
う
い
う
国
家
な
の

か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
は
周
囲
を
海
洋
に
囲
ま
れ
た
海
洋
通
商
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
ら
く
「
海

洋
国
家
」
と
い
う
観
点
を
欠
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
国
土
は
小
さ
い
が
、
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
面
積
は
約
四
〇
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
世
界
第
六
位
と
い
う
広
大
な

も
の
で
、
未
だ
利
用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
海
洋
資
源
は
日
本
の
将
来
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
、
こ
の
海
洋
資
源
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
島
嶼
防
衛
に
力
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
軍
事
力
が
強
大
化
し
、
例
え
ば
尖
閣
諸
島
が
中
国
の

勢
力
範
囲
に
入
る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
日
本
は
中
国
に
対
し
て
自
律
的
な
国
家
と
し
て
存
続
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
尖
閣
諸
島
を
巡
る
緊
張
が
問
い
か
け
て
い
る
も
の
は
、
ま
さ
に
日
本
の
「
国
柄
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
日
本
は
価
値
観
を
共
有
す
る
と
い
っ
て
い
い
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
所
謂
「
米
軍
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
最
中
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
的
脅
威
が
伝
統
的
脅
威
と
異
質
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
新
し
い
状
況
に
米
軍
を
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
米
軍
再
編
と
い
う
場
合
、
基
地
の
問

題
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
基
地
の
再
編
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
の
基

地
負
担
の
過
重
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
同
時
に
沖
縄
及
び
周
辺
の
島
嶼
の
戦
略
的
重
要
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
は
い
え
、
日
本
の
安
全
保
障
に
対
す
る
自
助
努
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
主
的
な
防
衛
努
力
を
怠
る

国
家
を
助
け
る
国
家
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
、
従
来
、
や
や
も
す
れ
ば
正
面
か
ら
国
防
を
考
え
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
が
、

集
団
的
自
衛
権
や
、
そ
れ
に
伴
う
自
衛
隊
の
在
り
方
、
防
衛
費
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
中
国
と
の
経
済
的
関
係
が
深
い
一
方
で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
基
地
を
お
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
、
日
本
へ
の

好
意
的
関
心
を
持
つ
イ
ン
ド
を
初
め
と
す
る
諸
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

日
本
を
取
り
巻
く
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
は
、
従
来
と
は
異
な
る
緊
張
感
を
保
ち
つ
つ
、
時
々
刻
々
変
化
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
の
世
論
の
反
応
が
鈍
い
よ
う
に
思
え
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
な
が
ら
く
安
全
保
障
と
い
う
問
題
に
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
こ
な
か
っ
た
結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
米
同
盟
の
深
化
を
図
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
最
近
の
オ
バ
マ
政
権
は
、
財
政
問
題
で
機
能
不
全
に
陥
っ
て
お
り
、
国
防
費
の
削
減
も

視
野
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
先
日
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
へ
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
欠
席
な
ど
を
受
け
て
、
オ
バ
マ
政
権
の

「
ア
ジ
ア
回
帰
」
政
策
に
も
限
界
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
日
本
は
外
交
力
を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
主
的
な
防
衛
努
力
と
い
う
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
、
日
本
の
「
国
柄
」
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
事
が
前
提
と
な
る
。

注⑴　

The International Institute of Strategic Studies, The M
ilitary Balance 2013, (R

outledge : London, M
ay 2013), p.255

⑵　

産
経
新
聞　

二
〇
一
三
年
四
月
一
五
日
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⑶　

朝
日
新
聞　

二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
八
日

⑷　

産
経
新
聞　

二
〇
〇
八
年
三
月
一
二
日

⑸　

朝
日
新
聞　

二
〇
一
三
年
四
月
二
七
日

⑹　

International H
erald Trbune, 2013.5.10

⑺　

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
の
米
韓
首
脳
会
談
で
、
朴
槿
恵
大
統
領
は
、「
東
北
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
の
た
め
に
は
、
日
本
が
正
し
い
歴
史
認
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。（
朝
日
新
聞　

二
〇
一
三
年
五
月
九
日
）
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
に
訪
韓
中
の
ヘ
ー
ゲ
ル
米
国
防
長

官
に
も
、「
歴
史
や
領
土
問
題
で
後
ろ
向
き
の
発
言
を
す
る
（
日
本
の
）
指
導
部
の
せ
い
で
、
信
頼
が
形
成
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
た
。（
朝
日
新
聞

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
日
）
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